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版权页

关于本书

Ⅰ 日语语法新思维 - 初级篇
 　【は】（1）作大主语
 　【は】（2）强调其他助词
 　【は】（3）作对比
 　【が】（1）作小主语[1]
 　【が】（2）作小主语[2]
 　【が】（3）强调主语
 　【の】 连接名词-等号作用-名词化
 　【を】（1）接在他动词前表示“把”
 　【を】（2）接在部分自动词前表示“移动”
 　【と】 表示“和”（双方的-作“引号”
 　【も】 表示：也、连、都-表示强调
 　【で】（1）在什么地方做什么事情和方式、方法
 　【で】（2）表示交通工具；状态；程度；范围；原因
 　【から、より】（从...到...）/从（から）；表示比较
 　【まで】 到；到...的地步
 　【ほど】程度高；段
 　【くらい】（1）表示程度中+高
 　【くらい】（2）表示程度低和表示点
 　【だけ、しか】表示数量-表示强
 　【ばかり】 全是、光是、净是
 　【や】不完全举例
 　【とか】不完全举例的口语化
 　【たり】不完全举例「と..あり」的音变
 　【か、ながら】表示不确定/表示一边做...一边做...；表示虽然...但是...
 　【から】 接续助词表原因
 　【ので】 表客观的原因
 　【ため】 表正式原因
 　【によって】 表由于；根据；由谁来做什么事情
 　【には】 表目的为了
 　【ために】 为了，前后主语一致
 　【ように】 为了，表客观前后主语可不一致
 　【が】 表顺接、逆接、省略后句。
 　【けれども】 顺接、逆接、省略后句
 　【のに】 表转折，带有语气
 　【ても/でも】 表即使、尽管、不管以及随便举一个例子
 　【动词变形】（1）五段动词、一段动词、特殊动词及其如何判断
 　【动词变形】（2）动词变形规律
 　【动词变形】（3）自动词，他动词和时态句式
 　【动词变形】（4）可能形和被动式
 　【动词变形】（5）使役态和意志形
 　【したい、してほしい】愿望，想做某事
 　【つもり】 指强烈的一种心情
 　【在...之前 / 之后】 一般现在时表将来
 　【如果：たら、と】 条件性强的假设
 　【如果：ば、なら】 条件性弱的假设
 　【ところ】 表强调时态
 　【状态：している、してある】 表示的是一种状态，一种持续
 　【してくる、していく】 表时间的推移
 　【してみる、しておく】 表示尝试与表示事先
 　【してしまう】 表完成、完了（贬义）
 　【していいですか、いけない】表询问，表不行
 　【だめだ、てはならない】 表不行（正式）
 　【なければならない/ いけない/ だめだ】必须(做)...某事
 　【してくれる、してあげる】 给我做...与给别人做...
 　【してもらう】 请求别人做某事
 　【しすぎる】 表过于怎样
 　【しやすい、しにくい】 容易 \ 不容易做...某事
 　【しそうだ】 好象...看上去...
 　【みたいだ】 用名词作语法的好像...
 　【ようだ】（1）好像...（正式）
 　【ようだ】（2） 好像的接续
 　【らしい】 表示有根据的推断
 　【するそうだ】 主语为第一人称的听说，无主语无时态无变形
 　【ことにする、ことになる】 主观与客观的决定
 　【べきだ、はずだ】（1）强调责任和义务上的应该
 　【べきだ、はずだ】（2）表示客观的应该
 　【したまま】 什么什么的样子
 　【したほうがいい】 ...样的这一方会更好/是最好
 　【もの】 万能代词，表事物，人和强调
 　【について、し】 关于和又...又...

Ⅱ 日语语法新思维 - 中高级（前篇）
 　【本身：自体】
 　【本身：自身、そのもの】
 　【比较：よりも、とは比べ物にはならない】
 　【比较：には敵わない、には匹敵できない】
 　【比较：には及ばない】
 　【比较：にこしたことはない】
 　【比较：にもまして】
 　【比较：よりましだ】
 　【并不是：わけではない】
 　【不：ず】
 　【不：ずに】
 　【不：まい】
 　【不...就不行：ずにはいられない】
 　【不～就不行：ずにはすまない、ずにはおかない】
 　【不可以：てはいけない、てはならない】
 　【不可以：べからざる】
 　【不可以：べからず、まじき】
 　【不仅～而且～：だけでなく、のみならず】
 　【不仅～而且～：ばかりか、もさることながら】
 　【不仅..而且.. ：上に、ことどまらず】
 　【不管，尽管：～いかんにかかわらざ、～いかんによらず】
 　【不管，尽管：～いかんを問わず】
 　【不管，尽管：いくら／どんなに－ても／たところで／であれ】
 　【不管，尽管：いかに／たとえ－ても（でも／たところで／であれ）】
 　【不管，尽管：いくら～からといって】
 　【不管，尽管：～にしたって】
 　【不管是～还是～：ーかれーかれ】
 　【不管是～还是～：ーかろうとーなかろうと、～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが】
 　【不管是～还是～：ーようがーようが／ーようとーようと 】
 　【不管是～还是～：ーようとーまいと】
 　【不管是～还是～：～にしても～にしても】
 　【不管是～还是～：～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ】
 　【不管是～还是～：～につけ～につけ】
 　【不管是～还是～：～といい～といい】
 　【不得不～：－ざるをえない、やむを得ず～】
 　【不得不～：～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる】
 　【不顾，顾忌到～：～てまえ、～をおして】
 　【不顾，顾忌到～：～を顧みず、～を問わず】
 　【不顾，顾忌到～：～をものともせずに、～をよそに】
 　【不管怎么说～：なにしろ～から】
 　【不愧是～：さすがに～だけあって】
 　【不停地～：ーてやまない】
 　【不由得～：思わずーてしまう】
 　【不由得～：ついーてしまう】
 　【不由得～：～を禁じ得ない】
 　【不用说～：～は言うには及ばない】
 　【不用说～：～はおろか、～はともかく】
 　【不用说～：～は別にして、～はもちろん】
 　【不用说～：～はもとより】
 　【差点儿就～：もう少しでーそうになる】
 　【差点儿就～：もう少しでーところだった】
 　【程度，数量：～も、～からある／～からの】
 　【程度，数量：ーきれない、～だけ（1）】
 　【程度，数量：～だけ（2）】
 　【程度，数量：～たりとも】
 　【程度，数量：～といったところだ／～というところだ】
 　【程度：～くらい／～ぐらい、～ほど】
 　【从～：～から、～からいうと／～からいえば】
 　【从～：～からして】
 　【从～：～から～まで、～から～にいたるまで】
 　【从～：～から～にかけて】
 　【从～：～より】
 　【充满～：～をこめて】
 　【除了～以外：～ほかに】
 　【除了～以外：～以外に、～を除いて】
 　【除了～以外：～をおいて】
 　【代替：～かわりに、～にかわって】
 　【当成～：～を～とする／～を～にする】
 　【到～地步：～まで】
 　【到～地步：ーないまでも】
 　【到～地步：～に至って】
 　【定义：～とは】
 　【动作的终结：ーたきり】
 　【对比：～は、～一方（で）】
 　【对比：～に対して】
 　【对比：～にひきかえ】
 　【放置不管：ーっぱなし】
 　【非常，极其：～あまり、～の至りで】
 　【非常，极其：～限りだ、～のきわみ】
 　【非常，极其：ーきわまりない、ーきわまる】
 　【非常，极其：～といったらありはしない】
 　【反复做：ーては、ーては】
 　【方法：ーかた】
 　【方法：ーよう】
 　【方法：～を以て】
 　【方面：～上で】
 　【方面：～点で】
 　【方面：～にかけては】
 　【符合：～だけ、～だけあって】
 　【符合：～たる、ーなり】
 　【感叹：なんと～】
 　【感叹：どんなに～だろう】
 　【刚～：ーかける】
 　【根据，按照：～をもとに】
 　【根据，按照：～に基づいて】
 　【根据，按照：～を踏まえて】
 　【根据，按照：～に応じて】
 　【根据，按照：～によって、～通り】
 　【根据，按照：～にこたえて】
 　【根据，按照：～に即して】
 　【根据，按照：～なりに、ー次第】
 　【根据，按照：～に沿って】
 　【关于，对于：～に関して】
 　【关于，对于：～に関わる、～に対して】
 　【关于，对于：～に向かって】
 　【关于，对于：～にとって】
 　【关于，对于：～について】
 　【关于，对于：～をめぐって】
 　【关于「済む」：～で済む】
 　【关于「済む」：～では済まない】
 　【关于「済む」：～ずに済む】
 　【关于「済む」：ーずには済まない】
 　【关于「いる」：ーていられる】
 　【关于「いる」：ーてはいられない】
 　【关于「いる」：ーずにいられる】
 　【关于「いる」：ーずにはいられない】
 　【关于「つもり」：～つもり】（1）
 　【关于「つもり」：～つもり】（2）
 　【关于使役被动：ーさせられる】（1）
 　【关于使役被动：ーさせられる】（2）
 　【关于使役被动：ーさせられる】（3）
 　【关于「すら、さえ、こそ」：～すら】
 　【关于「すら、さえ、こそ」：～さえ】
 　【关于「すら、さえ、こそ」：～こそ】
 　【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～こと】
 　【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～ひと】
 　【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～もの】
 　【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～ところ】
 　【关于用两次的词：～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ】
 　【关于用两次的词：～につけ～につけ】
 　【关于用两次的词：～なり～なり】
 　【关于用两次的词：～やら～やら】
 　【关于用两次的词：ーつーつ】
 　【过于：ーすぎる】
 　【过于：～あまり】
 　【过程：～間に／うちに】
 　【好不容易：せっかく～から、せっかく～のに】
 　【好像：～みたいだ】
 　【好像：～ようだ】
 　【好像：～らしい】
 　【好像：ーそうだ】
 　【好像：ーっぽい】
 　【好像：ーげ】
 　【好像：ー気味】
 　【好像：～如し、～如き、～如く】
 　【好像：ーめく】

Ⅲ 日语语法新思维 - 中高级（后篇）
 　【好像：ーじみる】
 　【好像：～とばかり】
 　【好像：ーんばかり】
 　【即使～也不～：～にーない】
 　【即使～也不～：～にもーない】
 　【既然：～以上】
 　【既然：～からには】
 　【假设：～なら】
 　【假设：～とあれば】
 　【假设：仮に～とする】
 　【假设：ーば～で】
 　【假设：～ものなら】
 　【结果：ーた結果】
 　【结果：ーたところ】
 　【结果：～しまつだ】
 　【结果：ーば、それまでだ】
 　【经历：～思いをする】
 　【经历：～を体験する、～を経験する】
 　【尽量：～ようにする】
 　【举例：～でも】
 　【举例：～にしても】
 　【举例：～とか】
 　【举例：ーたり】
 　【举例：～や】
 　【举例：～やら】
 　【举例：～だの～だの】
 　【举例：～なり～なり】
 　【决定：～ことにする、～ことになる】
 　【决心：思い切って～】

Ⅳ 自学日语之路 - 从零基础到高级

Ⅴ 日式思维的养成之路

*未完结，连载中，不定时更新 &lt;つづく&gt;
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关于本书





本EPUB电子书是基于lxm129在新东方日语安宁老师的语法课程《日语语法新思维》学习笔记帖子，重新整理制作的电子书稿。该课程涵盖初、中、高三级语法。本节目按顺序由浅入深，由初级至高级逐步发布笔记帖。





最初的笔记贴由沪江日语网友lxm129于2012年7月6日在沪江部落创建的日语学习节目，并持续更新连载至今，前后历时两年完成，该笔记在安宁老师 《日语语法新思维》课程的基础上，通过作者Lin自己对安宁语法新思维的解读，以文字的方式还原了安老师的课堂教学过程，让大家可以不拘泥于讲坛而只在字里行间就能领略安老师的风采。希望每一个读到这份笔记的人都能喜欢上安老师这种独特的学习思维方式，从繁杂无规律的日语语法学习中解脱出来，用一种最自然，最原生的方式来重新定义和学习日语。



书的附录后的两篇文章《自学日语之路-从零基础到高级》，《日式思维的养成之路》主要面向自学日语的学习者，通过手机，平板与NDS游戏掌机为载体，如何利用这些移动产品资源来自学日语，从零基础到高级，勾画出一条通往日语达人的路线图。无论你是日语专业的学生，旅日的华人，动漫日语的爱好者，相信这本书所记录的思维方式，解决学习日语困难的方法，将会改变你对日语的认知，呈现出一个完全不一样的日语世界。



好的日语学习方法是什么？是化繁为简，还是舍简求繁？是ぺらぺら而止步，还是追问探寻它在生活中的真谛。忘记了大道至简，何止你我。真正好的日语该流向内心，隐于无形。好的日语学习方法，最让你感受不到学习的存在，不被ルール所羁绊束缚。在这里，这本学习笔记不忘初心，用心还原日语的本质。






由于此EPUB是基于原作者的学习笔记帖子来编写，原著的帖子还在连载更新中，所以本书会继续保持与原著的同步更新，以V1.0 V1.1 V1.2...Vx.x的形式发布EPUB电子书的更新版本，直到笔记完成最终的语法章节，本EPUB才会推出完结篇的Final Version。



为了让读者获得第一手的更新笔记内容，建议用新浪微博的读者朋友，在新浪微博上关注：

@lxm129 和@Julian-C朱莉恩 的微博来获取最新版本的EPUB学习笔记下载。



  



「日语语法新思维」┃ ①

——学习笔记 · 初级篇




  



【は】（1）作大主语



助词:日语助词分为两大类：格助词、接续助词

　　格助词接在名词后面，接续助词接在谓语后面（动词、形容词、形容动词）

　　助词「は」有３个意思：大主语；强调其他助词；对比



　　今天我们就先来说说「は」的第１个意思：大主语

　　大主语：无论句子有多长，大主语永远和句号前的谓语相呼应（而不管前面有多少个逗号，这是由日语的主宾谓结构决定的）。

わたしは中国人[です]。

　　我[是]中国人。

　　わたしは学生[です]。

　　我[是]学生。



“是”的否定：「ではありません」

　　「です」是现代日语的叫法，古代日语是「である」

　　「ある」的意思是：有/在（简体形），「あります」（敬体形）

　　「である」的「で」是助词，这里表示“状态”

　　所以联起来就变成：有...的状态；在...状态下 ? 即可将之归纳为“是”



　　在“是”变为否定时，也要借以古语的否定：ではありません

　　这里的「は」是强调其他助词

　　强调是在否定、转折、相反的情况下用，这里「は」是由于「ません」而用的

　　「で」是和「あり」一组，「は」和「せん」一组，「ません」就是表示否定，要在否定的时候进行强调，所以就用「は」

例：わたしは学生／日本人ではありません。

　　　　我不是学生／我不是日本人。



疑问词就是在最后要加一个接续助词「か」，这个か有两个意思：一表示问（疑问，责问，反问，质问...）；二表示不确定。一般在敬体「です」「ます」的句子后面加「か」。

例：[あなた][は][アメリカじん][です][か]。

　　　　[你] [指示大主语] [美国人] [是] [表疑问]



日语中经常会省略“你”，因为“你”带有一种手指对方的意味，不礼貌。所以一般会用对方的名字后面加「さん」或其他尊称

例：小野さんはアメリカじんですか。

　　　　小野你是美国人吗？

或者直接可以问对方：

先生/学生ですか。

　　你是老师吗/你是学生吗？



由「は」引申出来的：

　　是「です」、不是「ではありません」、是吗「ですか」是一种敬体的说法。

　　那么简体又是什么？

　　——简体是一种比较随便/随意的说法。



　　确定：「です」→「だ」

　　要说“我是中国人”可以这么说：

わたしは中国人です。

或者：わたしは中国人だ。注意:这里的「だ」一般都是男人说的。

　　女的说「わたしは中国人。」，用敬体的话「わたしは中国人です。」就可以了。

　　或者还可以说成：わたしは中国人なの。



否定：「では」→「じゃ」、「ありません」→「ない」

例：わたしは日本人/先生じゃない。

　　　　我不是日本人/我不是老师。



疑问：「か」→

　　最简单的一种是直接省略「か」，用句尾升调表示：

(あなたは)アメリカ人ですか？

　　→アメリカじん？(↗[升调])

一种是句尾加「なの」后再加升调：アメリカ人なの？(↗)

加「なの」要注意句末往上升表示疑问，往下降表示肯定：わたしは中国人なの。(↓)

加「なの」和不加「なの」的区别在于：加上「なの」表示更加的加强语气



　　わたしは中国人。（最简单的一种）

　　わたしは中国人だ。（男用）

 わたしは中国人なの。（加强语气）



好，今天就先讲到这儿，下一讲我们继续「は」关于“强调其他助词”的讲解。



  



【は】（2）强调其他助词



上一次学习了助词「は」３个意思：大主语；强调其他助词；对比。中的“大主语”

　　今天我们继续「は」的第２个意思：强调其他助词



　　在讲这个意思之前先看下动词，例：

わたしは毎日(まいにち)この本で日本語を習(なら)います。

　　わたしはまいにちこのほんでにほんごをならいます。

　　我每天用这本书学日语。



这里的「は」就是提示大主语；

　　「毎日」副词，时间状语

　　「この本で」的「で」表示方法，作状语：用这本书

　　「日本語を」的「を」是格助词

　　「を」接在他动词前面，你可以把它理解为相当于汉语中的“把”，我把什么什么做了/怎么样了，也可以把它想成是一种宾语，比如：水を飲む（把水喝了）、ご飯を食べる（把饭吃了）...，这些他动词要求必须用「を」



　　强调时可以说：

わたしは毎日この本では日本語を習います。

　　わたしはまいにちこのほんではにほんごをならいます。

　　我每天在用这本书学日语的。

也就是说，你要强调其他助词时就在这个助词后面加上「は」，这就是「は」的第二个意思：强调其他的助词（では，には，からは，までは...）



わたしは七時に起きます。

　　わたしはななじにおきます。

　　我在七点起床。



「は」提示大主语；「に」翻成“在”...

　　这里稍带提一下助词「に」：「に」是表示用手去指，可以用手去指的一共有四个东西：方向、对象、目的、目标。

　　这里的「に」跟在具体时间后面（具体时间指：有具体数字的，即时钟的指针指向的那个位置，或者年份：1999年 这样）

　　要强调是七点这个时间，就可以在「に」后面加上「は」：

わたしは七時にはおきます。



　　わたしは５時に家に帰ります。

　　わたしはごじにいえにかえります。

　　（直译：我在五点往家的方向回）。

要强调回的是家，就在「家に」后加「は」：わたしは５時に家には帰ります。



　　上面的时间指的是具体时间，还有一类是暧昧时间：今天，明天，这个星期，这个月，今年，现在，过去，将来....，象这一类词，就没有办法用手指，你没有一个具体的数字啊，那好，既然没有具体的数字那就不用手指。



わたしはあした出張します。

　　わたしはあしたしゅっちょうします。

　　我明天出差。

这时要强调是明天出差，那么还是在时间状语后面加上「は」：わたしはあしたは出張します。



除了以上时间后必须加「に」和不加「に」的，还有一种是可加「に」也可不加的，那就是“星期”。

　　周一到周日，它有具体的一、二、三...数字，但是它又没有具体的数字，日语里用金木水火土......

　　所以你可理解成“星期”后面可以加「に」，也可以不加「に」。



わたしは日曜日公園にいきます。

　　わたしはにちようびこうえんにいきます。

　　我星期天去公园。



「公園に」的「に」表示方向(可用手指)

　　或者「わたしは日曜日に公園にいきます。」也可以

　　要强调时间就在「日曜日に」后面加「は」，要强调地点就在「公園に」后面加「は」

　　要注意的是，在一个句子里通常只能有一个强调。



好，今天的内容就讲到这儿，下一讲来讲「は」的“对比”。



  



【は】（3）作对比



 上两期我们学习了助词「は」３个意思：「大主语、强调其他助词、对比」中的前两个“大主语”和“强调其他助词”

　　今天我们继续「は」的第３个意思：对比



　　对比：要有一对儿的才能进行比较



日本に来て初めのうちは日本語が全然わからなかったけど、今はだいぶわかってきた。

　　にほんにきてはじめのうちはにほんごがぜんぜんわからなかったけど、いまはだいぶわかってきた。

　　刚来日本的时候日语一点儿也不懂，(但是)现在懂很多了。



这个句子里有两个「は」，在一个句子里有两个「は」的时候通常就是对比。这里只指通常情况（一般是两个小句子的对比）。

如：わたしはこの本では日本語を習います。就不是对比，是强调。

而在本句中的「...うちは」「今は」就形成对比。



　　「日本に」表方向，句中的「日本に来て初めのうちは」做的是小的状语从句，

　　「今は」状语，

　　「けど」有三个意思，今天这里稍提一下：顺接(单纯连接两个句子)、逆接(转折)、省略后句(为了柔和语气)，在本句中你可以把它看成是转折“但是”，

　　「だいぶ」副词：相当(比较)

　　「わかってきた」渐渐懂了（「わかって」懂了、「きた」从过去到现在）



　　最后再看个例句

お兄さんは日本語が上手です。弟は日本語が下手です。

　　おにいさんはにほんごがじょうずです。おとうとはにほんごがへたです。

　　哥哥日语很好。弟弟日语不好。



合成一句就是：

お兄さんは日本語が上手だけど、弟は日本語が下手です。

　　おにいさんはにほんごがじょうずだけど、おとうとはにほんごがへたです。

　　哥哥日语很好，但弟弟日语不好。



好，到今天我们把「は」讲完了，下一讲开始我们来讲「が」。



  



【が】（1）作小主语[1]



 上一讲我们讲完了「は」，今天我们来讲「が」

　　「が」有两个意思：一个是小主语，一个是强调主语。

　　这一讲先说说「が」作为小主语的第一部分。



お兄さんは日本語が上手だけど、弟は日本語が下手です。

　　おにいさんはにほんごがじょうずだけど、おとうとはにほんごがへたです。

　　哥哥日语很好，但弟弟日语不好。

我们先来看前半句，这里把它翻成“哥哥日语好”而不是“哥哥的日语好”，就是因为大小主语的关系。



わたしは歌が好きです。

　　わたしはうたがすきです。

　　我喜欢唱歌/我喜欢歌（这里要翻成哪个要根据上下文语境来看）

「わたしは」大主语，「歌が」小主语，「好き」形动词



わたしは韓国語がわかりません。

　　わたしはかんこくごがわかりません。

　　我不懂韩语。

わたし「は」大主语，韓国語「が」小主语，「わかりません」不懂



　　大主语，我们知道用「は」，那这个「が」又是什么时候要用到呢？

　　这里就要回到刚才我们一直在讲的谓语，日语有这么一个规定，也就是把谓语分成：动词、形容词、形容动词，实际上在分的时候就要细分成：动词（他动词、自动词）、形容词、形容动词。



在这儿你只要记住一点：

谓语词：(1).他动词、使役

　　　　(2).自动词、形容词、形容动词、可能形、被动式

（介里偶要插一句：学标日滴童鞋，把那些个一级、二级、一类、二类...滴词性分类丢掉，记开心词场和字典里标注的词性吧）



记住一个准则：

他动词和动词的使役（使役又是什么呢？——就是“让”）它俩儿前一定要加助词「を」

关于「を」我们在前面提到过，它相当于中文的“把”，把水喝了，把事情做了.....

　　而自动词、形容词、形容动词、可能形（就是我可能/能/会怎样怎样，比如我吃得了...，这个可能形也可称之为能动形）、被动式前面要加的助词就是「が」。



　　说到这里大家是不是能明白一点：名词 + 助词 = 日语的语法，但是助词要用哪一个不是由名词来决定，而是由谓语来决定的，这一点很关键。

那么好，我们记住了上面的准则也就明白了：他动词、使役前一定用「を」，自动词、形容词、形容动词、可能形、被动式前通常用上「が」。



　　这时你可能会问，那我怎么知道这些词是自动词还是他动词，是形容词还是形容动词...

　　——好好背单词，孩纸们，背的时候连词性一起背，不懂就查字典

　　如果查到的是他动词也就意味着字典告诉了你要用「を」这个助词



　　例句中「上手、好き、わかります、歌...」通过查字典你就能知道其词性，也就知道了要加的助词是「が」



那么这个「が」到底是什么呢？

　　它就是小主语的意思，那它为什么就是小主语了呢，我为什么就要加小主语呢？

　　其实很简单，加小主语的目的是为了给自己留一个余地，我还能加一个大主语。



如：わたしは歌が好きです。

　　我喜欢唱歌/我喜欢歌。

歌/唱歌 和 喜欢 之间，我查字典知道喜欢是形容动词，那我就可以在前边加上个「が」

　　加「が」就是告诉你：我——就是「歌」啦，是小主语，还能加个大主语

　　是谁喜欢歌啊？——“我/他/田中...”呀！



　　还有「わかります」，自动词，自动词前也是加「が」

　　韓国語がわかりません。

　　加「が」是由于自动词的关系

　　那大主语，谁懂啊？——“我/他/任何一个人....”



好，今天的内容先到这儿，下期继续「が」作为小主语的第二部分的讲解



  



【が】（2）作小主语[2]



 上一讲我们讲了「が」作为小主语的第一部分内容，今天还是继续「が」作为小主语的第二部分内容。



　　先来看一个可能形的例子：

わたしは英語が話せます。

　　わたしはえいごがはなせます。

　　我会说英语。



「わたしは」大主语

　　「英語が」的「が」是由于「話せます」的「せ」用的

（可能形在日语4、3级里是非常关键的，也就是说你要在初级里掌握使役、被动、可能形）



那么，在讲可能形之前先来理一下

　　我们这个课是通过助词来引出的几条主线，因为如果不通过助词来引出主线，就无法体现日语这个黏着语的重要性。

　　现在要讲的可能形是什么呢？

　　——这个可能形有一个变形的方式，我们来通过这个认识它



五段动词：要把动词的一个音变成「え」段上，加上「る」

　　一段动词：把「る」变成「られる」

　　サ动词：（就是“做”）把「する」变成「できる」

　　カ动词：（就是“来”）把「くる」变成「こられる」



下面具体来看各词性

五段动词：就是动词在变形时，动词中的一个部分在「あ、い、う、え、お」这五个段落里发生变化的动词。

　　一段动词：就是不管动词的后缀如何变化（变成肯定/否定/可能...形），其附加都不发生变化，永远在同一个段落里的动词。

　　特殊动词：「サ動詞」→「する」和「カ動詞」→「来る」



俩儿特殊动词跟一、五段动词的不同之处在哪儿呢？

　　先来看，一个动词一般它会有词干、附加、后缀

　　词干是汉字，如：「書きます」的「書」就是词干，「き」是附加的部分，「ます」是后缀



　　那么，再回来看五段动词，就是随着后缀的变化，其附加部分在「あ、い、う、え、お」这五段里发生变化的动词，就叫五段动词

　　所以它会变成「書きます」也会变成「書けます」，附加部分发生变化了

　　五段动词以「う」段「う、く、す、つ、ぬ、ふ、む、ゆ、る」结尾



而一段动词永远在同一段里，动词的简体后缀只能是以「る」来结尾

　　如：「食べる」的「食」是词干，「べ」是变形附加的部分，「る」是后缀

　　「食べます」虽然后缀发生了变化，但是「べ」这个附加的部分永远不发生变化，「食べる」→「食べます」→「食べない」，这就是一段动词



　　而「サ動詞」和「カ動詞」的特殊之处就在于

　　别的动词变形是附加或后缀在变化，而这两个动词是词干在发生变化

比如：「する」→「します」；「くる」→「きます」是在动词的词干「す、し、く、き」部分变形



可能形是日语4、3级的内容，可能形是指：能够做、可以做，会做，做得了，做得起.......

　　日语里的可能形在翻为汉语时非常广泛，可以翻成：能、会、以及任何一个补语（吃得了、吃得完...）.....，那我们就可以知道汉语中的补语在翻成日语时通常可以翻成什么，——那就是可能形。



　　可能形最关键的变形：

五段动词：附加的部分都变到「え」段上，「書きます」我写，「書けます」我能/会写、我写得了

　　一段动词：就是把「る」变成「られる」，「食べる」→「食べられる」这个地方关键的不是「ら」而是「れ」，这个「れ」还在「え」段上，那么我们是不是可以这么认为，只要我听到的是「え」段上的音，那么就有可能是可能形，「見る」→「見られる」

　　カ变动词：「来(く)る」→「来(こ)られる」，还是「れ」

　　サ变动词：「する」→「できる」，这个只能变成「できる」，就是会、能....

（介里偶忍不住要插一句：童鞋们，表小看五十音，请将它背到滚瓜烂熟吧）



好，现在回到刚才的例句：わたしは英語が話せます。

　　这里的「が」就是和「せ」相呼应的，也就是说由于用了可能形，我才用了「が」

　　这里要注意，查字典的时候，字典会告诉你「話す」是他动词，因为你查的是动词原形，这时的第一反映会是用「を」



英語を話します。

　　我把英语说了/我说英语。

而本例句用「が」是由于用了「話す」的可能形，用「を」则是由于「話す」这个他动词



　　再看一个例子，比如生病了吃不了肉，可以说：

わたしは肉が食べられません。

　　わたしはにくがたべられません。

　　我不能吃肉。



「わたしは」大主语

　　「肉が」的「が」是由于「食べられません」的「れ」用的



　　再比如，平时看不了电影，而明天有时间可以看了，就可以说：

わたしはあした映画が見られます。

　　わたしはあしたえいががみられます。

　　我明天能看电影。

「映画が」的「が」是由于「見られます」的「れ」用的，也就是表示“能”



　　查字典知道「見る」是他动词，而他动词要用「を」

わたしはあした映画を見ます。

　　わたしはあしたえいがをみます。

　　我明天看电影。

这和上一句的“我明天能看电影”意思是不一样的。



　　那我们就可以明确一点，日语的助词是接在名词后面，而用哪一个助词则是由谓语词的词性和形来决定的。

好，今天的内容就先到这儿，下期继续「が」作为小主语的最后一部分内容、以及「が」作为强调主语的讲解



  



【が】（3）强调主语



上一讲我们讲了「が」两个意思中作为小主语的大部分内容，今天继续剩下的部分、以及「が」作为强调主语的讲解。



　　今天我们看被动式的

五段动词 → 先从「う」段到「あ」段，再加「れる」

　　「書く」→「書かれる」→「書かれます」

　　「読む」→「読まれる」→「読まれます」

　　「買う」→「買われる」→「買われます」

　　「待つ」→「待たれる」→「待たれます」



　　一段动词 →「られる」

　　「食べる」→「食べられる」→「食べられます」

　　「見る」→「見られる」→「見られます」

这里我们会发现被动式和可能形在一段动词里的变形是一样的，这时就可能会有麻烦了，「食べられる」到底是“能吃”还是“被吃”？它们变形后长得都一样了，这时，就得结合上下文来看了。



特殊动词 →「する」、「くる」

　　「サ動詞」→「される」：「する」→「される」

　　「カ動詞」→「こられる」：「来(く)る」→「来(こ)られる」



到此，记住被动式是「れる」就行，来看例句

高いビルが建てられました。

　　たかいビルがたてられました。

　　非常高的楼被盖了。



「建てる」是盖

　　「建てられました」是被盖了，被动式，那么就用「が」来与「れ」相呼应，作小主语

　　但是你如果非要把它变成大主语也成：

高いビルは建てられました。

原句用「が」是由谓语词的词性和形决定，用作小主语来为自己留个余地，还能加个大主语



会議が開かれます。

　　かいぎがひらかれます。

会议被召开。

有被动式的存在第一反映就是用「が」，句中作小主语



　　那么，什么是大主语？

　　——人，肯定是了，除了“人”以外的通常会被当成小主语的，如：楼、英语、会议....，如果这东西一出现，你就决定必须把它当大主语，那你直接用「は」就好了。

　　其实日语这种语言很柔和，变数性很大，我们课程上教的只是通常情况下可以这么用的，大家不要去死记硬背这些东西，日语可是很善变的语言呢。



好，以上我们讲解了「が」作为小主语的内容，下面来讲一下「が」作为强调主语的内容，这个比较简单。



　　还是用例句说话：

わたしは中国人です。

　　我是中国人。

　　わたしが中国人です。

　　我是中国人。（强调“我”）



这时你可能就郁闷了，小主语和强调主语我要怎么分清它们呢？

　　——读句子！读一个句子，你就能分清它，就能揣摩出来。

わたしが中国人です。

「わたし」是人，人不可能是小主语，只能是大主语



わたしが日本語を教えます。

　　わたしがにほんごをおしえます。

　　我教日语。



「わたし(は)」是大主语

　　「教える」是他动词，第一反映助词用「を」

　　我想强调教日语的人是“我”，那就把「は」换成「が」



好，初级部分单讲的「が」 至此告一段落，下一节我们讲解「の」。



  



【の】 连接名词-等号作用-名词化


上一讲我们把「が」讲完了，今天我们来说说「の」。

　　「の」的作用有：把名词和名词连接在一起；有“等号”的作用；代替其他名词（名词化）



先来看「の」连接名词

　　在中文中名词与名词相连时一般就是“的”，但日语未必都可以将之翻成“的”

　　「の」的一个意思是用来表示从属关系：

　　私の本、私の先生、私の学校....象这些都可以把它翻成“的”的我们还能理解



　　但如果单纯的把名词与名词连接在一起也用“的”的话，在中文中就显得有点别扭了，而「の」的第二个意思就是把名词与名词连接在一起。

　　この本（这本书），「こ」指这、此，「本」是名词

　　那么，把“书”和“这”放在一起时就用「の」

　　而中文中不一定要翻成“这本书”，翻成“这书”也可以，但日语中就一定要用上「の」



　　その学校（那所学校），这里就把「の」翻成汉语的量词“所”。

　　この人（这个人），那我就把这个「の」翻成了“个”。

　　一般情况下，我们会把它单独当成一个词来记，比如：この、その、あの....把它当成一种连接体言的连体词来记，体言又是什么呢，体言就是名词（当然还有代词和数词）。



「の」的第二个作用是，它相当于“等号”　

会社の通訳の田中さん。

　　かいしゃのつうやくのたなかさん。

这句话你可以把它翻成：公司的翻译田中

　　而不能把它翻成：公司的翻译的田中。你要非这么翻，你就不知道“翻译”和“田中”是什么关系了。



　　「会社の通訳」表示的是一种从属关系

　　而「通訳の田中さん」只是把「通訳」和「田中さん」用「の」连接在一起，这两者在句中是一样的，可以把它们划上等号：

　　通訳＝田中さん

　　翻译就是田中，田中就是翻译。



　　本句在中文中是：公司的翻译田中

　　“翻译田中”在中文中并没有用什么来接，而在日语中你要不在两个名词之间加个「の」，那就说明它是专有、固有名词。

　　比如：「通訳田中」是个专有名词，那就有可能他的姓是「通訳」他的名是「田中」。



再比如：「日本京都大学」

　　这是“日本的京都大学”还是“日本京都的大学”还是“日本的京都的大学”呢？

　　很明显，这里没有加「の」，那它就是一个专有名词，如果加上了「の」那它就是名词与名词的一种接续。



「の」的第三作用是：代替其他名词　

也就是在初级中要学到的非常关键的名词化

　　就是：把不是名词的词（动词、形容词、形容动词...）变化成名词就叫名词化

　　那名词化的时候要加什么名词呢？

　　——随便！爱什么名词什么名词＝＞任何名词！



　　我们先把这些名词做个分类：

1、「こと」→事情

　　2、「もの」→人/物

　　3、「人」→人

　　4、「ところ」→地方

　　5、「よう」→样子

这五类，我们暂且把它们当成五个小组长，那么还要一个班长，这个班长就是「の」



本を読むのが好きです。

　　ほんをよむのがすきです。

　　我喜欢读书。



「本を読む」我读书

　　「が好きです」的「好き」是个形容动词，形动词前是要用「が」的

　　「が」是小主语

　　那大主语就是“我”，我喜欢



　　句中的「読む」是不能跟「好き」直接接在一起的，必须通过接续，要有一个东西把它们连到一起。

　　当然，你看到它俩儿之间有个「が」

　　要注意在日语中，名词＋助词才能构成日语，而这个「が」都是要接在名词后面的

　　这里出现「読む」这个动词那就没法跟「が」接在一起了



　　这时要怎么办呢？

　　——那就把它变成名词，变成名词就可以加「が」了

　　最简单的加法就是直接加个「の」

　　这个「の」可以说是代替了任何一个名词的，一个名词化的助词



　　或者这样再解释一下：

本を読むことが好きです。

「こと」我们在上面已经分过类了，指“事情”

　　那这句话就翻成：我喜欢读书这件事情。

　　但「こと」毕竟还只是小组长，我要找个班长，那就直接把它变成「の」



先生に言うのを忘れました。

　　せんせいにいうのをわすれました。

　　我忘了跟老师说了。



「先生に」的「に」是对象（可用手指的）“跟老师”

　　「言う」说

　　「忘れました」忘了

　　「忘れる」，他动词（虽然小Ｄ里标的是自他动词，但通常还是用以他动词）



看到他动词的第一反应就应该是加「を」，把前面的动词“说”与后面的助词“を”接到一起的应该是名词，也就是说助词前必须加名词。

　　实际上就是“我忘了跟老师说这件事情了”

　　当然可以加个名词的「こと」，但它是小组长，我要用班长啊，那我就用「の」



好，这一讲我们把「の」讲完了，下一讲我们讲解「を」。



  



【を】（1）接在他动词前表示“把”



上一讲我们讲完了「の」，今天来讲「を」。

「を」有两个意思：接在他动词前表示“把”；接在部分自动词前表示“移动”。

这一讲我们先来讲第一个意思：接在他动词前表示“把”。　　



　　在开始讲解「を」的意思前，先来说一说它的读音

　　这个「を」要读成［wo］，而不是［o］

　　日语中的五十音相当于汉语的拼音（这一点没人否认吧）

　　那好，两个长得不一样的“拼音”发一样的音，不觉得奇怪吗？（中文拼音中能找得出长得不一样却发一样音的拼音么，不能吧。）



所以我们就知道，这个「を」它在古代是发成［wo］的

　　［wa］［wi］［wu］［we］［wo］，全部都是发成［w］的

　　但是古日语中的词慢慢的越来越少了，比如［wi］没了，［we］也没了，现在只剩「を」



　　而实际上这个「を」在古代一直发的就是［wo］，其实就是在现代，正确的、正式的读音也还是要读成［wo］。

　　比如你认真听ＮＨＫ播音员的发音，都是把这个「を」发成［wo］的。

　　那么这个「を」是什么时候把它发成［o］的呢？

　　－－是一种俗语，也就是说当你把它读俗了的时候才会把它读成［o］。



　　好，说完了读音，我们来说它的第一个意思：

　　「を」接在他动词前，表示“把”：把水喝了，把饭吃了，把作业做了……

　　这是中文，那日文中什么时候、我怎么去加这个「を」？



这时，我们就要去查谓语词

　　那么谓语词你在查到字典的时候，比如动词，最关键的，这个字典必须要告诉我３样

　　也就是说这三样是我必须要知道的，另外的话，你才要知道它的意思。

　　当然，我们查字典主要就是为了查它的意思，但是实际上正是由于你是要查它的意思，所以你才会忽略了它本身重要的３个东西：



第一、声调

　　第二、是自动词还是他动词

　　第三、是一段动词,还是五段动词,还是カ动词,还是サ动词。

那么，为什么呢？



　　——首先，声调，是非常关键的

　　无论是任何一种语言声调都是非常关键的一个部分，因为它(声调)决定你说的时候说不说得明白，说得我听不听得懂。

　　比如：かう

　　你读成零调是：買う◎（买），你读成一调是：飼う①（饲养）

　　再如：あめ

　　读成零调是：飴◎（糖），读成一调是：雨①（雨/下雨）……



以上所列是完全不同的四样，因此你要知道在日语中声调是非常关键的一部分。

　　字典对语言学习者来说是非常重要、不可或缺的工具，重要到相当于一个人要走路没有它就象没有腿一样。单词要读成什么调，字典都会很清楚地告诉你。



第二，是自动词还是他动词，非常关键的其中的一点是，决定用什么助词。

　　我们知道日语是黏着语，也就是说名词后边一定要接助词才能体现它的语言的这么一个东西，就叫作一种黏着语。

　　这个助词不是由名词决定，而是由谓语来决定的，也就是由动词、形容词、形容动词或动词的形来决定，这一点前面的课已经讲过。



　　我们通过查字典得到它是自动词还是他动词，那么我马上就能想到前面要加的是什么助词：

　　他动词时前面就加「を」，只要是他动词我就加「を」

　　加「を」到底是什么呢？

　　——就是“把”，就是把什么什么去做了的意思



水を飲む

　　すいをのむ（把水喝了）

　　ご飯を食べる

　　ごはんをたべる（把饭吃了）

　　宿題をする

　　しゅくだいをする（把作业做了）……



好，他动词的就讲到这儿，自动词部分我们下一讲再说。



  



【を】（2）接在部分自动词前表示“移动”



 上一讲我们讲了「を」的第一个意思：接在他动词前表示“把”

　　今天我们来说说它的第二个意思：接在部分自动词前表示“移动”



　　「を」的第二个意思是接在部分自动词前，一定听好了，是接在自动词前面哦

　　这时你是不是有点懵了，怎么记得之前说过接得是「が」呀，「が」是小主语啊，现在怎么又变成接在自动词前了？

　　——「を」接在部分自动词前它所表示的是一种“移动”



公園を散歩する。

　　こうえんをさんぽする。

　　表示的是“在公园散步”



但如果我们把这句中文再翻回日文时，第一个反应是应该把它翻成：

公園で散歩する。

　　こうえんでさんぽする。



这两句话所表达的意思是一样的，但是它所强调的重点是不一样的。

　　「公園で散歩する」的「で」表示的是在什么地方做什么事情。这个「で」这里暂不详述，稍后我们再讲解它。

　　「公園で」在公园，它强调的是在一个地方一个地点。



而「公園を散歩する」的意思就不一样了

　　「を」所强调的是一种移动

　　那么这个句子所强调的东西就是散步这个来回溜达的动作，一种移动。

　　所以这两个助词所强调的侧重点是不一样的。



　　再比如：

北京を出発する。北京から出発する。

　　ぺきんをしゅっぱつする。ぺきんからしゅっぱつする。

　　从北京出发。



从哪儿出发，第一个反应就是百分之百用「から」，这是没错的，「から」的意思是“从”，这个我们稍后再详细说它。

　　北京から出発する。你也可以说成是：北京を出発する。

　　因为这个「を」它表示的是一种移动，我从北京移动出去。



　　那么还可以这样说：

家を出る/ます

　　いえをでる／ます

　　（从家里出去）它所强调的是一种移动



这种移动里最为经典的是：

会社を休む。

　　かいしゃをやすむ。

　　授業を休む。

　　じゅぎょうをやすむ。



会社を休む。要翻成：我没有去上班。

　　也就是说「会社」，公司今天是正常上班的，大家都上班

　　但是我从公司移动出来了，「を」

　　我休息了，就是「休む」



　　你查字典会发现「休む」是自动词，自动词前用了「を」就表示一种移动

　　那么它是非常经典的，经典在哪儿呢？

　　——就是完全体现出了日语的一种暧昧，暧昧的意思就是说，你知道我知道，咱们不用“说”，而是用一种感觉，用语言的一种感觉、一种想像去体会出来的。



授業を休む/みました。

就是说，今天是正常上课，但是我没有去上课，我休息了，我不去上课/我今天没去上课…

　　那么，它所体现的没有说出来的东西是什么？

　　——就是：今天是正常上课的，这一点是没有体现出来的，句中没有说，但是你是通过哪里感觉到的呢？

　　——就是「を」，因此我就可以说，这是「を」最为经典的一个意思



好，「を」就说到这儿，下一讲我们讲「と」。



  



【と】 表示“和”（双方的-作“引号”



上一讲我们把「を」讲完了，这一讲我们来说「と」。

　「と」有两个意思：表示“和”（双方的）；有“引号”的作用



先来看「と」表示“和”的意思

　　ＡとＢ。Ａ和Ｂ。

日本語と中国語。

　　にほんごとちゅうごくご。日语和汉语。

　　日本人と中国人。

　　にほんじんとちゅうごくじん。日本人和中国人。



这个「と」就表示“和”，是指两个一起的，是双方的

　　比如说结婚，要双方的才能成为结婚这么一个事实：

田中さんと小野さんは結婚します。

　　たなかさんとおのさんはけっこんします。

　　田中和小野结婚。



「と」除了指双方面的，还有一个当它作为一个比较时，「と」经常和「に」做比较。

　　这个「に」前面已经提到过，就是可以用手去指的（表方向、对象、目的、目标）四样。



　　可以用手指出去的，它就是单方向的

　　比如：有辆车停在某处，你一个不留神吻上去了，注意哦，是你一厢情愿主动亲上去的，跟它一点关系也没有哦，这时就应该是：



車にぶつかった。

　　くるまにぶつかった。

　　我跟那车撞上了。（你是单方向的）



如果，这车也处于行进中，就是你俩儿双方你情我愿撞一块儿了，用：

車とぶつかった。

　　くるまとぶつかった。

最简单的，只要清楚「に」用于单方向/面，「と」用于双方向/面。



　　当然，我们会碰到一些让我们必须得想一想才能选择用「と」还是「に」的词

　　如：相談（商量）

先生に相談します。

　　せんせいにそうだんします。

表示单方向，我得去找老师、让老师给我出主意、我听老师的...



先生と相談します。

　　せんせいとそうだんします。

表双方，指我找着老师后双方就问题进行的俩儿人之间的相互的探讨...



　　好，接下来是「と」的第二个意思：有“引号”的作用

　　查字典会找到引号的三个作用：

① 引用；② 特别提示；③ 用在拟声拟态词后面



第一个引用，也就是引用内容

　　只要看到「と」，就知道它是引号的作用，也就是前面的句子你用引号给它括起来

彼はあした来ると言いました。

　　かれはあしたくるといいました。

　　他说他明天来。



「彼は言いました」他说了

　　那他说的内容是什么呢？

　　——就是「と」前面这个句子

　　「あした来る」明天来



　　第二个：特别提示

　　一般情况下，我们可以把它想成是强调，也就是我想强调什么的时候就用引号把它括起来



　　第三个是：用在拟声拟态词后面

　　象一些拟声、拟态词，在汉语中用引号括起什么，在说的时候你是不知道的（书面的你当然看得到），因为汉语口头上它体现不出这个引号的。

但是在日语中，你用引号「と」把这些拟声拟态词括起来，在你说的时候听的人马上就知道了：啊，这是个引号。



　　日语被称为世界上拟声拟态词最多的一门语言。

　　为什么日语中会有这么多的拟声拟态词呢？

　　——我们知道日语一直都没有自己的文字，没有文字就意味着没有一种文化，一种文明。

　　当然啦，我们也不能说在中文传入日本之前日本就没文化、没文明，不是这个意思，而是说文字是所有文化、文明最关键的先决条件。



　　我们的汉字传入日本它只有1400年的历史。

　　那么，在汉字传入之前呢，那就是用比较初级的、原始的、朴素的词。

　　为什么可以这么说呢？

　　——要知道没有文字的社会，它势必没有书记语言，而书记语言也就是文章用语，那它肯定就是正式的、生硬的、美的、优雅的、更加上档次的。



那么，由此我们就知道在没有文字的时代，拟声拟态词就是一种最简朴的、最美的词。

　　（直到“遣唐使”吉备真备用楷书汉字偏旁创造了片假名，自此日本有了自己的文字，后来空海（弘法）又利用汉字行书创造了平假名）



　　好，回到「と」上来，这许许多多的拟声拟态词后边最关键的就是，应该跟上「と」。

　　虽然有些在初级学习中并没发现拟声拟态词有被加上「と」，但实际上正确的、正式的表达应该是要跟上这个「と」的。



　　比如在四级学到的：「いろいろ」各式各样的

　　当我把这个词跟动词接的时候，有的句型是这样的：

いろいろあります。



而实际上这种说法是不正式的、不正确的。

　　当然啦说它不正确稍微有点牵强，但是正是因为我们要学的话一定要学它更加正式的，或者说要先学它最正式、最正确的表达方式，至于那些不太正式、不太正确的等后面再去学。



　　那么这句话就应该要说成：

いろいろとあります。

　这个「と」就是引号，引的就是「いろいろ」这个拟声拟态词



　　那么我用「と」引出「いろいろ」，它的词性就变成副词

　　也就是说，在四级学习中，这个「と」也是副词的标志

　　看到「と」的第一个反应就是：副词。因为它后面要接谓语词



　　还有一个四级学习中更经典的词是：ちょっと，这也是个副词

　　你从哪儿看出的？

　　——就是这个「と」。



　　这个「と」是什么呢？

　　——就是一个引号，引的是「ちょ」

　　「ちょ」就是→「ち」

　　「ち」就是→「ちいさい」（小的意思）

　　所以「ちょっと」才会被翻成：一丁点儿、一点儿。



再看一个：はっきり

はっきり言（い）いました。

　　我清清楚楚说了。

而实际上这句话不是那么正式的表达方式，如果要写出来比较正式的说法的话，就应该是：

はっきりと言いました。



好，关于「と」我们就讲到这儿，下一讲我们来说「も」。



  



【も】 表示：也、连、都-表示强调



 上一讲我们把「と」讲完了，今天来说「も」。

　　「も」表示：也、连、都的意思；另外「も」还表强调（这个一般多在中高级语法中用）



　　「も」的第一个意思表示：也、连、都

　　先来看日语的助词，它分为两大类：替换型和后加型。

　　什么叫替换型呢？——也就是如果要在它后面再加其他的助词时，需要给它替换成该助词



例如：わたしは中国人です。

　　わたしはちゅうごくじんです。

　　我是中国人。

如果你要说“我也是中国人”的话，那你就把「は」替换成「も」：

わたしも中国人です。



　象这种替换型的助词一共有三个：「は」、「が」、「を」

这个「は」是大主语

　　「が」是小主语

　　「を」是接在他动词和使役动词(实际上也就是他动词)前面的



　　好，我们再来换换看：

わたしは日本が好きです。

　　わたしはにほんがすきです。

　　我喜欢日本。



如果你要说你“也”喜欢日本，那你就把「が」换成「も」：

わたしは日本も好きです。

比如我喜欢中、英、法、韩...，还喜欢日本，这样



わたしは英語を習っています。

　　わたしはえいごをならっています。

　　我正在学英语。



可能你不单单只在学英语，可能还有其他语言，日语、法语...，那你是“也”正在学英语，这时就可以把「を」换成「も」：

わたしは英語も習っています。



在上面「は」、「が」、「を」的后面要再去加上什么东西的时候，一般是不太可能的，那还有其他助词的时候要怎么办呢？

　　——直接把这三个换成其他的助词。



　　好，下面讲「も」的第二个意思，这是非常关键的一个意思，就是：强调

　　助词「も」接在数量词后，一般强调数量多



餃子は20個も食べた。

　　ぎょうざはにじゅうこもたべた。

　　(我)吃了20个饺子。

我从来没吃过这么多，那我要强调这20个时，我就在这个数量后边加上「も」，用来加强20个这个数量，让你感觉到20个是非常多的。



　　这个句子中的「は」是代替了「を」的

　　——因为「食べる」这个词是一个他动词，你吃了什么要接的应该是「を」的，但是我想强调这个「を」的时候，我就把「を」替换成了「は」。



あの映画は何回も見た。

　　あのえいがはなんかいもみた。

　　那部电影(我)看了好几遍。



「何回も」你就要翻成：好几次

　　「あの映画は」的「は」也是代替了「を」

　　看到「見る」这个他动词，第一个反应就应该是用「を」，但这里因为我要强调这个宾语，于是就把这个「を」替换成了「は」。



　　在这些强调的意思之外还有非常关键的作用，也就是这个「も」在初级中出现的比较少，在中高级中会出现这个「も」表强调的意思。

　　也就是说你先简单地记住：在中、高级语法里通常都会用「も」来强调，这时这个「も」就会给人一种比较正式、生硬、比较老的感觉。

　　那么现在先只要记住，这个「も」是接在数量后面，来强调数量的“多”，就可以了。



好，「も」就讲到这儿，下一讲是「で」。



  



【で】（1）在什么地方做什么事情和方式、方法



上一讲我们讲完了「も」，今天我们来说说「で」

　　「で」有七个意思：在...(地方)做...；方式、方法；交通工具；状态；程度；范围；原因

　　这一讲先讲「で」的“在什么地方做什么事情”和“方式、方法”这两个意思



　　助词「で」就是→「て」手，而「で」上的两个点，这个浊音表示什么呢？

　　——两个意思，其中一个，你看有两点儿，你就把它想成是拖泥带水，那么拖泥带水又是什么呢？

　　——就是有关联，也就是你张开五指把手伸出去，画一个圆或长段。



　　在解释这个比喻之前，先来看一下和它不一样的「に」

　　这个「に」和「へ」是一回事，那「に」和「へ」怎么就一回事了呢？

　　——「に」和「へ」的区别在于

　　「へ」更加老、更加正式、更加生硬，而「に」的话就没有那么老



　　「に」和「へ」都是手伸出去，非常关键的是，都是：方向、对象、目的、目标。

　　方向：「東に」「東へ」→往东

　　对象：「先生に」「先生へ」

　目的、目标：「留学に」「留学へ」→朝着留学这个目的、目标，「オリンピックに」→朝着奥林匹克这个目的、目标而奋斗之类的　



　　也就是说「に」是手指出去的，一个手指头指着一个地方，而「へ」更加老、更加生硬

　　比如你现在写信，你写完以后说，这信是给田中老师的

　　「田中(たなか)先生」后边通常都不加「に」，而是要加「へ」

　　一般你在信封上会写上的“给”，也就是“to”田中老师：田中先生へ。



　　好，现在回过头来看「で」

　　之前我们说过了这个「で」是张开五指整个手伸出去，画一个面或段

　　它跟一个手指指出去的「に」是不一样的

　　下面我们就来逐个讲解「で」的意思



　　第一个意思：在什么地方做什么事情

　　注意，我们并没有提到“场所”

　　就是在讲「に」的时候也没有提到“场所”

　　就是因为“场所”的后边可以加任何一个助词，这样的话我们就分不清了



　　一个场所后边加了「に」就是表示方向（手指向的）

　　加「で」，这个「で」我们知道是整个手张开伸出去

　　那么「に」就是一个点，「で」就是一个面，这个时候的「で」就是在什么地方做什么事情



　ここに書いてください。

　　ここにかいてください。

　　写在这里。

「に」手指着一个地方，请把你要写的东西写在这里……，比如填表什么的，你指着一个地方，你就填这儿……



ここで書いてください。

　　ここでかいてください。

　　在这里写。

「で」整个手张开伸出去，是一个面，一个范围



　　好，「で」的第二个意思：方式、方法

　　就是一种工具一种手段，如果是手段的话，这个“手”不就是「て」吗！那用手去做动作不就是跟它有关系了嘛！所以你就要用带两点儿的「で」。



先生の言葉で言うと

　　せんせいのことばでいうと

　　如果用老师的话来说的话

这个短语是非常有用的。



彼の言葉で言うと

　　かれのことばでいうと

　　如果用他的话来说



这里的「で」就是方法，它即可以是具体的，也可以是抽象的

　　以上所列就是抽象的，看不见，「言葉」你是看不见的

　　而「本」，书，你是看得到的，是具体的



この本で習いました。

　　このほんでならいました。

　　我用这本书学习。　



好，今天讲了「で」表示“在...(地方)做...；方式、方法”这两个意思，下一讲会把剩下的讲完。



  



【で】（2）表示交通工具；状态；程度；范围；原因



上一讲我们讲了「で」表示“在...(地方)做...；方式、方法”这两个意思，今天我们继续剩下的五个意思：交通工具；状态；程度；范围；原因



　　好，第一个：交通工具（实际上这个也是方式方法中的一种）

　　任何一种交通工具你都可以用「で」

　　「で」是表示你乘坐这个交通工具，但是你使用交通工具到底是用「で」还是其他的助词，是由动词来做决定的



自転車で来ました（じてんしゃできました）。(我)骑自行车来的。

　　車で行きました（くるまでいきました）。开车去的。

　　電車で来ました（でんしゃできました）。坐电车来的。

　　飛行機で来ました（ひこうきできました）。坐飞机来的。



这里要注意了，如果句子后边出现了「乗(の)る」——乘/坐，那它就不是方法了。　

　　你可能有疑议了，怎么“乘”就不能用「で」了呢？

　　——这也就是上面提到的，使用交通工具到底用哪个助词，最终还是要由动词来决定



　　如果是「乗る」的话，因为它不是方法，不是通过这个方法，乘电车的意思只不过是你乘上了这个电车，坐进了这个电车：

電車に乗りました。

　　でんしゃにのりました。

　　乘/坐电车。



这里并不表示一种交通工具，而是指「乗る」这个动作，指进入电车乘坐的这个动作，所以会用到「に」来表示方向（新编授课老师讲的是附着点）。

你要说你是坐电车/乘电车来的，就只要简单一句：

「電車で来ました」就可以了。



　　好，继续「で」的下一个意思：状态

　　经典例句是：

このままでいいです。

　　这样就可以。



「このまま」这个样子

　　「で」就是状态

　　这时你可能会有疑问：我怎么就知道这是状态还是其他的呢？

　　——你可以通过上下文，「このまま」中的「まま」已经是状态了，所以后边的「で」就肯定是表示状态的。



　　比如你写一篇论文，让你老师指导：“这样行吗？”

　　那你的老师可能就会跟你说：“行，这样就行！”

　　这就是：このままでいいです。



再继续「で」的下一个意思：程度

３個で150円です。

　　さんこでひゃくごじゅうえんです。

　　３个(总共)150日元。



「3個で」的「で」表示的就是程度

３匹で150円です。

　　さんひきでひゃくごじゅうえんです。

　　３条150日元。



　　この本は１日で読み終わりました。

　　このほんはいちにちでよみおわりました。

这本书我一天(的程度)就读完了。



再继续「で」的下一个意思：范围

彼は学校では一番優秀です。

　　かれはがっこうではいちばんゆうしゅうです。

他在学校是最优秀的。



「学校では」的「で」表示的就是学校这个范围，在这个范围里边就是最优秀的

　　我们在上一讲「も」里有提到过助词分两大类

　　一类是替换型助词：「は」、「が」、「を」

另一类是在替换型之外的所有的助词都是后加型助词



　　那么什么又是后加型呢？

　　——后加型就是，比如「学校で」的「で」我想强调它，那我就在它后边加上「は」，强调是在学校的这个范围内



　　好，「で」的最后一个意思：原因

今日の運動会は雨で中止になりました。

　　きょうのうんどうかいはあめでちゅうしになりました。

　　今天的运动会因为下雨中止了。



「今日の運動会は」今天的运动会

　　「雨で」因为雨

　　「中止になりました」成为了终止

　　其实这种原因，你是可以通过上下文推测出来的



好，今天我们把「で」讲完了，下一讲我们来说说「から」和「より」。



  



【から、より】（从...到...）/从（から）；表示比较



 上一讲我们讲完了「で」，今天我们讲「から」和「より」

　　「から」：从（从...到...）

　　「より」：从（から）；表示比较



　　我们现在所讲的这个「から」是格助词，格助词是说，我是接在名词的后边

　　那么，它的第一个意思就是：从（从...到...）

　　这个“从”可以从任何一个到另外一个

　　比如可以是从时间到时间、从地点到地点、从人到人、从事物到事物……，都可以的



昨日から今日まで（きのうからきょうまで）。从昨天到今天。

　　ここからそこまで。从这儿到那儿。

　　中国人から日本人まで（ちゅうごくじんからにほんじんまで）。从中国人到日本人。



当你查字典时会发现注释中有「から」表示“因为”的项

　　这里要注意了，当它表示“因为”这个意思时，它不起格助词的作用，不是接在名词后边的那个「から」。

　　那么它在表示“因为...所以...”的时候它是接续助词的作用，它只能接在谓语部分，也就是说接在谓语部分的后边来表示它的意义，才能够表示它是“因为”。

　　关于这一点，我们放到以后再说，今天我们先只说它作格助词的意思：从...



　　由「から」引出来的最关键的助词就是「より」

　　那这个「より」又是什么呢？

　　——它有两个意思：

　　第一个就是「从」（就是から）；再一个是表示「比较」，谁跟谁比



「より」的第一个表示“从”的意思是非常关键的，它跟「から」在意思和使用上是一样的，区别就在于「より」比「から」更加的正式、生硬。

　　比如拿写信这事儿来说，田中给小野写信，这个时候是正式、生硬的，就要说成：

田中(たなか)より



当然也有用「から」的，但是由于「より」是正式、生硬的，我在写的时候就会用它

　　比如我就是田中，那我给你小野写信时，从田中，是我给你的，那我就会写：田中より

　　这么说吧，就是我们在写信封的时候，不是有某某(收)，某某(寄)这样，那我是寄信人，我就会写上：安寧(あんねい)より，这里的「より」表示的就是“从”。



　　还有一个用在文章的引用、摘借时

　　比如我写的文章中有一段是“摘自”《朝日新闻》的，那我就必须要说：

朝日新聞より（あさひしんぶんより）



再比如我们写论文，非常关键的是，写论文的时候经常会摘借别人的东西，那你就必须要说：谁、谁、谁或哪里、哪里 + より，比如：

　　...书より，那它就会被翻成“摘自...”



　　好，再来看「より」的第二个意思：比

　　实际上，不管是“从”还是“比”，它们代表了一个非常关键的意思，就是一种方向

　　“从”的话是从起点开始到哪里哪里，“比”的话也是谁比谁怎样，同样也是一种方向

　　看「より」的时候，最关键的就是要看它的方向



方向是什么呢？

　　——方向就是「よ」

　　「よ」的意思就是悠来悠去，你就这么想它。如果是悠来悠去的话，那「から」的「ら」就是拉动的意思。

　　那么「から」的「ら」是拉动的意思，「より」的「よ」是悠动的意思，那它俩儿之间总有一点是相通的。



北京は東京より寒い。

　　ぺきんはとうきょうよりさむい。

　　北京比东京冷。



「北京は」大主语

　　「東京より」比东京

　　「寒い」冷



日本語は英語より簡単です。

　　にほんごはえいごよりかんたんです。

　　日语比英语简单。

「日本語は」的「は」就是大主语

　　「英語より」比英语（用来比较的）



　　「より」最关键的一点是可以跟我们之前讲到的「も」进行对比

　　「も」我们知道它有两个意思：也、连、都；表示强调，「も」可用于强调数量的大、数量的多、数量的长，还有一点就是「も」一般更多的出现在中高级语法中（表强调）。

　　那我们可以把「より」和「も」接在一起



也就是说，这个「より」实际上在古代，就应该叫做「よりも」

　　你可能有异议了，别讲古代啊，我们是活在现代呀

　　实际上现代也可以，「よりも」与「より」作为比较的时候，「よりも」更加的正式

　　在我（安宁老师）写的论文中，我从来没有用过「より」，我必须要用「よりも」，毕竟这写的是一篇学术论文



　　那么，可以这样说：

　　「よりも」是表示比较的「より」的正式表达方式。

　　你看，它俩儿意思一样，都是比较

　　使用一样，都是接在名词(或其他)后边（「も」实际是强调）

　　它俩儿的区别就在于：「よりも」比「より」更加的正式、生硬



聞くよりも自分の目で見た方がいい。

　　きくよりもじぶんのめでみたほうがいい。

　　耳闻不如目睹。



这个「より」通常是接在名词后边，但实际上它还可以接在谓语词(动词....)后边

　　「聞くよりも」比起听来说

　　「自分の目で」用自己的眼睛，这里的「で」表示的是一种“用”的方法，用自己的眼睛

　　「見た方がいい」最好去看，也就是“看”这样的方式是最好的



　　以上是直译，那么意译应该是：对于听来说，用自己的眼看最好了。

　　也就把它翻成：耳闻不如目睹。

　　这里头还有一个语法，在我们讲完助词以后再去讲它。就是：最好去干什么。



好，今天的内容就讲到这儿，下一讲是「まで」。



  



【まで】 到；到...的地步


上一讲我们讲完了「から」和「より」，今天来说说「まで」。

　　「まで」表示的是：到；到...的地步



　　「まで」的意思就是“到”

　　「ま」的话你就把它想成是“慢”

　　「で」的话，把它想成“点儿”

　　那么你就把「まで」想成是“慢点儿”



　　“慢点儿”的意思就是“你就到这儿吧，别再往前走了”。

　　比如我跟别人说话，“慢点儿、慢点儿...，(我要说别的东西了)你就给我到这儿吧...（停在这儿吧）...”这就是「まで」——“到”。



　　它在作为“到”的意思时，经常和「から」联用，比如：从...到...

中国語から日本語まで（ちゅうごくごからにほんごまで）。从中文到日语。

　　学校から家まで（がっこうからいえまで）。从学校到家。

　　三時から五時まで（さんじからごじまで）。从三点到五点。

也就是说大家在初级中怎么用它都行，就是把它接在任何词后边都行，表示的就是“到”



　　要注意的是，「まで」在初级中通常表示的意思是“到”，但是在中高级中它所表示的意思慢慢会引申，也就是这个意思也是由第一个“到”的意思引申出来的，表示：

　　到什么什么的地步

　　关键的一点在于它可以接在任何一个词的后边



今年の大学の文化祭は以前ほど活気がなくなった。授業を休んでまで見に行く必要はないと思う。

　　ことしのだいがくのぶんかさいはいぜんほどかっきがなくなった。じゅぎょうをやすんでまでみにいくひつようはないとおもう。

　　今年大学的文化节没有以前有生气，我觉得没有必要不上课去观看。



「今年の」今年的

　　「大学の」大学的

　　「文化祭は」文化节，日本一般秋季十月份开始就会有文化节，每个大学的俱乐部（钢琴、柔道、网球...）都会有比赛啦、联谊活动啦之类，类似于这样的活动就是「文化祭」。



　　「今年の大学の文化祭は」今年大学的文化节

　　一看到这个「は」你就应该知道它是一个大主语

　　「以前ほど」以前那么程度高，这里牵扯到一个非常关键的助词「ほど」

　　这个「ほど」最关键的意思就是程度高，具体的我们以后再去讲它



「活気」活气

　　「活気がなくなった」(文化节)没有了活气，那它是怎样没有活气呢？

　　——比起以前来说，没有了那活气

　　也就是没有以前那么程度高的活气，「ほど」就是程度高



「授業を休んでまで」看到这里，非常关键的是：

　　「まで」接在了动词「て」形后边

　　动词的「て」形是什么呢？——是一个中顿

　　中顿又是什么呢？——就是一个逗号



「授業を休んで見に行く」我不去上课，而去看(文化节)

那么我把「まで」，就是我想强调谁，我就把它放谁后边，「授業を休んでまで」我到了不上课的这种地步，去看，「必要はないと思う」这样的必要是没有的，我是这么想。

「授業を休んでまで見に行く必要はないと思う」我想我没有必要不上课去看(文化节)



好，今天我们讲完了「まで」，下期我们讲「ほど」。



  



【ほど】程度高；段



上一讲我们讲完了「まで」，今天来讲「ほど」

　　「ほど」表示的是：程度高；段



　　先来说说「ほど」表示程度高

　　你就这么想，「ど」表示度，程度的度，「ほ」就是火

　　程度很火，那不就是高了嘛



舌がとろけるほどおいしい。

　　したがとろけるほどおいしい。

　　好吃得舌头都要融化了。



「とろける」脱落开来，意思就是告诉你是一种化了

　　「ほど」程度高

　　「おいしい」好吃

　　这个例句很经典，请大家记下来



<舌がとろけるほど>我们用尖括号给它括起来

　　尖括号就是表示做状语，状语就是用来修饰谓语「おいしい」好吃的

　　这句话的主干就是：非常好吃。

　　是好吃到舌头都要化了的那么程度高的好吃



　　我们之前有学过一句：什么没有什么怎么着

日本語は英語ほど難しくない。

　　にほんごはえいごほどむずかしくない。

　　日语没有英语难。



「日本語は」日语，大主语

　　「英語ほど」英语那么程度高的

　　「難しくない」不难

　　这句话的主干是：「日本語は難しくない」日语是不难的

　　其实日语是很难的，但是<英語ほど>，英语是很难的，火一般程度的难，所以日语跟英语比起来就觉得不难了。



　　当然啦，我们之前说过了「より」是“比”，那这里干嘛不用「より」：

「日本語は英語より難しくない」呢？

——之前我们说过，「より」是悠来悠去，只是左右摇摆，它不象「ほど」这种“火度”表示程度高，它没有一种给人程度非常高的感觉，用「より」就体现不出英语是难得非常高的那种火度了。



　　再看一个例句

東京は北京ほど寒くない。

　　とうきょうはぺきんほどさむくない。

　　东京没有北京那么程度高的冷。



我们由「ほど」关键的“程度高”的意思引出一个语法：就是越什么越什么。

　　由于助词的引申我们就来提一提这个语法

　　「...ば...ほど」 越...越...

　　「ば」表示条件，意思是“如果”

　　「ほど」是程度高



　　「...ば...ほど」前后用同一个词的，可以省略「ば」单独用「ほど」

（習えば）習うほど難しく感じる。

　　（ならえば）ならうほどむずかしくかんじる。

　　觉得越学越不懂。



「習えば」你要翻成：如果学习的话

　　这个「ば」就是“如果”，就是提及一个话题：如果你要学的话

　　「習うほど」学得程度越高

　　「難しく感じる」你就越会感觉到难



　　<習うほど>、<難しく>都应该用尖括号括起来

　　那么这句话的主干就是「感じる」感觉

　　怎么个感觉？感觉什么？

　　——就是「難しく感じる」感觉难



　　我们现在还是初级，还是说：習えば習うほど難しく感じる。

　　到了中高级就是直接说：習うほど難しく感じる。

　　也就不用初级中一般会被用上的「習えば」来提及话题引起你的注意：....注意啦，我要说它啦，......，这样。



好，接下来讲「ほど」的第二个意思，表示：段

　　前面讲「ほど」是表示程度高，那么程度高的时候就会表示的是一个段，而不是一个点，这就又引申出了一个意思，实际上「ほど」就一个意思，就是程度高，但它会引申出其它的意思，这个又被引申出来的意思就是：

　　「ほど」还可以接在一个时间段的后边，表示时间段，经常会被翻成：左右



講義は１時間ほど延びた。

　　こうぎはいちじかんほどのびた。

　　课拖延了一个小时左右。



「１時間」是时间段

　　「ほど」是左右

　　<１時間ほど>要用尖括号括起来，表示时长、时间段

　　这句话的主干是：「講義は延びた」课拖延了

　　我们现在一般在讲的课都是「授業(じゅぎょう)」，但在大学里的课一般讲「講義(こうぎ)」



　　实际上，现阶段你只要知道「ほど」就是表示程度高就好了。



好，今天我们把「ほど」讲完了，下一讲我们来说说「くらい」。



  



【くらい】（1）表示程度中+高



上一讲我们讲完了「ほど」，今天讲「くらい／ぐらい」。

　　「くらい／ぐらい」表示：左右（高、中、低三种程度）；表示点。

　　这一讲我们先讲「くらい／ぐらい」表示：程度高、中的两个部分。



　　在初级中「くらい／ぐらい」出现过好几次

　　什么什么「くらい」表示左右的意思

　　它是个经典单词，经典在它既可以读成「くらい」也可以读成「ぐらい」



　　那它什么时候读成「くらい」，什么时候读成「ぐらい」呢？

　　——那是由于词的不同，有的词要读成「くらい」，有的则有读成「ぐらい」

　　但实际上，它既可以读成「くらい」也可以读成「ぐらい」，也就是说你想读成什么就读成什么，这样的单词在日语中是非常非常少的。还有一个是「ころ(ごろ)」，这个以后讲它。



　　那么这个「くらい」到底是什么呢？

　　——你就把「く」想成是一个方向

　　「ら」还是一个方向（之前有讲过，可以把「ら」想成是拉，拉就肯定是带方向的）

　　「い」是一个位置

　　那么，在位置的一个方向，拉动一下，就摇摆一下....，那它就是表示左右，这种左右摇摆的感觉就是「くらい」



　　在过去「くらい」经常会被写成汉字“位”，不过现在很多书都不再写这个汉字了，那我们就只要知道「くらい」以前被写成汉字“位”就行了。

　　这个「くらい」非常关键的地方在于，它有三个程度。也就是说，它在表示“程度”的时候，它可以有高、中、低三种程度。



　　那什么是程度？

　　——上一讲讲「ほど」的时候已经讲过了，程度的意思就是你用一种感觉去感觉它的时候，那你就应该知道它是一个段，它绝对不会是一个点。这个段的话，最开始学的时候是一个火度，程度很高，就是「ほど」。

　　今天学的这个表示段的「くらい」有高、中、低三个程度。这是第一点。



　　第二点，「くらい」除了表示段以外，它还可以表示一个点。

　　也就是说，它既可以表示段也可以表示点，这个是它关键的意思。

　　那么我们学过的这个「ほど」到底是什么呢？

　　——「ほど」因为它是程度，那它就仅能表示段，它不能表示点，这就是「くらい」与「ほど」之间最关键的区别。



　　好，我们来看一下「くらい」表示程度高的例句：

周りが騷がしいから、電話の音が聞こえないくらいだ。

　　まわりがさわがしいから、でんわのおとがきこえないくらいだ。

　　周围太吵了，电话的声音都快听不见了。



「周り」周围

　　「騷がしい」形容词，第一个反应就是前边应该用小主语的「が」，形容特别得吵

　　「から」因为

　　「電話の音が」电话的声音

　　「聞こえない」听不见



　　如果只用「電話の音が聞こえない」那就变成：电话的声音(我是)听不见的

　　但是在这句后边加上「くらい」，就是一种表示程度，就是指左右

　　这样的话，也就变成了：电话的声音都听不见了的程度

　　这样就翻成了：电话的声音都快听不见了



大家看这个例句有没有发现有什么特点？

　　——前边的小句子里用的是「が」，后边的小句子里用的还是「が」，这一个句子里用了两个「が」，其非常关键的一个作用是：表示无侧重。也就是两个都小，没有谁大、也没有谁小。



　　那你可能就纳闷了，这句话的大主语是谁啊？

　　——我们在判断一句话的大主语时，一定要去看它的句号前边的那个动词，它的这个动作是由谁发出的，谁就是大主语。



　　那么「電話の音が聞こえない」这个主语绝对不会是电话的声音，而是人，是“我”，也就是我都听不到声音了。

　　如果这句子非要让加上一个大主语的话那就应该是「私は電話の音が聞こえない」。

　　实际上以上例句是通过上下文知道，它表示的是一种程度高，程度高就高在到了我都听不见声音了的这种程度。



　　好，接下来讲解「くらい」表示程度中(等)

歩いて行けるくらい近いです。

　　あるいていけるくらいちかいです。

　　很近，可以走着去。



本句主干是「近い」近

　　前边<歩いて行けるくらい>应该是状语

　　尖括号外边的词是谓语词，尖括号里面「くらい」是一个形容词，这个形容词是谓语词，修饰形容词的是副词，其实并不一定要是副词，短句也行，也就是状语从句，所以状语即可以是词也可以是句子。



　　「歩いて」用「て」形表示一个逗句，走着

　　「行ける」能够去，「行ける」的「け」是关键的，表示能够

　　「くらい」左右，程度

　　能够走着去的这样的程度的近，它表示的是程度中，其实你只要记住它表示程度就好



在「くらい」表示程度的高、中、低三个中，更多时候是表示程度低的。

　　你想想，它表示程度的有三个层次，不可能三分一均分

　　表示程度高的时候可能只有10%，这个比较少；表示程度中的时候，也就是表示左右，也应该是10%；实际上对于「くらい」的第一个反应应该把它反应成占80%比例的程度低。



好，「くらい」这一讲我们就先讲到这儿，下一讲我们会把「くらい」所占比重最大的“程度低”和“表示点”这两个意思讲完。



  



【くらい】（2）表示程度低和表示点



上一讲我们讲了「くらい」表示程度高、中的两个部分，今天我们接着讲「くらい／ぐらい」表示程度低和表示点。



　　来看「くらい」表示程度低的例句：

こんな事くらい子供でも知っている。

　　こんなことくらいこどもでもしっている。

　　这样的事连小孩儿都知道。



这个例句中有一个非常关键的「でも」，这个我们以后还会讲到它。

　　这句话长了，要把它分析透彻了，那我就把它想成是有很多修饰语的一个句子

　　主谓宾是主干，定状补是衣服，是附加的衣服，是一种装饰

　　好，那我先来找主干，主干是非常好找的，你只要找到了句号，也就找到了主干

　　——句号前边的就是谓语，这个是最好找的，也就是：「知っている」



　　「知る」这个词通常必须要用现在进行时，它表示的是一种持续，“知道”肯定是一种持续的状态。好，我把谓语找出来了，接着找宾语、再找主语。

　　这句话没有宾语，我没有找到「を」，因为这个「知っている」是他动词，但我没找到「を」，那我就找一个跟它挨得最近的，就是「子供」



　　「子供でも」的「でも」是什么呢？

　　——你可以把它翻成：即使、尽管、不管，即使是孩子(都知道)

　　那“孩子知道”这里的「子供」就是主语，就是大主语，所以应该是「子供は知っている」，现在这里是「子供でも知っている」，是因为我想说“即使”，我就把大主语「子供は」的「は」这个替换型的助词给它换成了「でも」。

　　「子供でも知っている」连孩子都知道。



　　再看前边的「こんな事くらい」

　　「こんな事」这样的事情

　　「くらい」左右

　　「こんな事くらい」就这点儿事情，应该形容的是一种程度低，这样程度连孩子都知道



　　分析到这儿，我们就应该知道，“这样的事情”肯定是“知道”的宾语。

　　「こんな事くらい」的「くらい」可以是「くらい」也可以是「ぐらい」，都可以，而这个「くらい」实际上是代替了一个宾语的「を」。



　　其实这句话整句应该是这样的一个顺序：

子供はこんな事を知っている。

　　こどもはこんなことをしっている。

因为要强调“这样的事情”，那就把它放在了句首。另外又想用其他词来代替宾语，所以就把「を」用「くらい」替换掉了，就是告诉你，这是一种程度低。



　　前面说过「くらい」既可以表示点，也可以表示段。

　　「くらい」还可以表示时间和期间，当表示时间时就是点，表示期间时就是段，它的意思就是：左右。



明日の午後三時くらいに来てください。

　　あしたのごごさんじくらいにきてください。

　　请明天下午３点左右来。



这句话的主干是：请你来。

<明日の午後三時くらいに>是时间状语

「に」就是“在”，在三点这个具体的时间

　　“下午３点左右”就是一个时间点的左右。



　　你想啊，这个「く」是方向

　　「ら」是拉动

　　「い」是位置

　　我在这个位置上按照一个方向来拉动，可以往左也可以往右，那就是时间点的左右。



昨日友達に三時間くらい待たされた。

　　きのうともだちにさんじかんくらいまたされた。

　　昨天朋友让我等了３个多小时。



句中的「待たされる」要注意，是“被让等”，这个有点陌生，我们来慢慢看一下它：

　　「待」的话就是“慢”，“慢”的话就是等，就是待

　　「た」是什么呢？——就是「つ」，那这里「待た」的意思就是「待つ」，就是等

　　「される」又是什么呢？——就是「待つ」+「せ」使役 +「られる」被动式



　　这里因为「待たせられる」太长了，就把「せ」和「ら」简化成了一个音，就变成了「さ」，所以就变成了「待たされる」，再在其后加上个「た」过去式，就变成了“被让等”了。

　　实际上国人不太习惯于说这种使役被动式，但是日语中非常关键的特点就是使役被动，在以后的语法书中有非常详细的解释，它是非常关键的日式思维的一个语法，这个在上到中高级的时候再具体讲它。

　　现在我们只先认识它就行了。



　　<昨日>应该划上尖括号，时间状语

　　<友達に>应该划尖括号，它是一个对象

　　<三時間くらい>表示时间段，还是继续尖括号

　　那么这句话的主干就是：<待たされた>被让等

　　主语是“我”，直译就是：昨天我被让朋友等了三个小时左右。



那么这里你可能会有个疑问：

　　我什么时候用「ほど」，什么时候用「くらい」呢？也就是「ほど」和「くらい」在特点上有什么相关或不同。



　　——「くらい」既可以表示段，也可以表示点

　　「ほど」只能表示段，这是它俩儿第一点的区别

　　在两者同为表示段时，相对「くらい」来讲，「ほど」会更加正式生硬。

　　在同为表示程度时，因为「くらい」可以表示程度高、中、低，那么在同为表示程度高时，「ほど」比「くらい」更加感觉到程度高。



　　上一讲我们提到过「ころ／ごろ」，这个「ころ」和「くらい」也有相关

　　因为在日语里边只有这两个词是非常特别的，它们既可以读成「くらい」，也可以读成「ぐらい」；既可以读成「ころ」，也可以读成「ごろ」。



那么这个「ころ」跟「くらい」关联在哪儿呢？

　　——一个当然是读音方面，第二个是它俩儿都可以表示“左右”。

　　那它俩儿的区别又在哪儿呢？

　　——就在于，如果你用「ころ」的话，它只能接在时间的后边，表示左右，而「くらい」可以接在时间、期间、数量....上，都可以的。

　　「三時ごろ」与「三時くらい」相比，前者更加正式生硬，而后者相对柔和。



好，今天我们把「くらい」讲完了，下一讲我们来讲「だけ」和「しか」。



  



【だけ、しか】表示数量-表示强



上一讲我们讲完了「くらい」，今天我们来讲「だけ」和「しか」。

　　「だけ」：表示数量（多、中、少），初级要学习：数量少（80%）

　　「しか」：表示强

　　「しか - ない」：是最强的，除此之外没有更强的了



　　「だけ」表示只是

　　「だけ」的「だ」你就把它想成“是”

　　「け」把它想成是「こ」就是“抠门”的“抠”，就是“小”

　　那么，「だけ」就是很小的东西，就是“只是”



但是，「だけ」即是表示只是的意思，它还可以表示其他的意思

　　其实它的意思应该有三个：表示多、中、少。它即可以表示数量多，也可以表示数量中（中的意思就是符合它，跟它差不多），还可以表示数量少（80%的时候是这个意思，也就是现阶段——在初级中要学的）



而「だけ」非常关键的是，它不仅是格助词，还是接续助词

　　它可以接在任何词的后边来表示“只是”



日本語(にほんご)だけ：只有日语

　　日本語だけできます：(我)只会日语

　　習(なら)うだけ：只是学

　　難(むずか)しいだけ：只是难

　　静(しず)かだけ：只是安静

　　先生(せんせい)にだけ：(我)只是跟老师



……也就是说，这个「だけ」可以跟在任何一个词的后边，它在表示数量少时使用较广，也就是你应该第一个反应的是占80%比例的“只是”的意思。



この商品は冬にだけ発売される。

　　このしょうひんはふゆにだけはつばいされる。

　　这种商品只在冬天销售。



「商品」主语

　　「発売される」谓语，被销售，你可能会有疑问，为什么变成被销售了？

　　——因为销售这个动作是由人来做的，因此商品这东西只能是被销售出去的。

　　「商品」前的（この）是定语，应该用圆括号括起来，“这种商品”



　　「冬」冬天

　　「に」在

　　「だけ」只是

　　<冬にだけ>只是在冬天里，状语，用尖括号

　　这句话的主干是：商品は発売される

　　直译就是：这种商品只是在冬天里被销售。



好，那么「だけ」在表示数量多和中的时候，我们会在中高级里再学它。



　　但是因为我们现在学习了「だけ」，那么就一定会联想到「しか」。

　　其实在很多书中都把「だけ」和「しか」放在一起，经常会看到这样的说明：

　　「しか」经常跟否定接，「だけ」是“只是”，「しか」...「ない」也是“只是”...

　　而实际不并不是这么回事，它俩儿根本就不是一回事儿。



　　「だけ」比方姓“张”

　　「しか」就应该姓“王”

　　“张”和“王”没有任何关系，它俩儿是不同的人，不同的人家里的孩子，因此不能把它俩儿放一起比较，没有可比性的。



　　那你要问了为什么「だけ」和「しか」就不能放一块儿比较呢？

　　——因为「だけ」的「け」是“小”的意思，「しか」的意思是“强”。



「しか」的「し」你把它想成是“死”，死ぬ(しぬ)的“死”的读音

　　「か」就是“加”，五十音图里「か」就是取汉字“加”字的一部分来的

　　那好，那「し」就是“强”了，这人儿挂了，就最强了，你想啊，什么能强过挂了？！而「か」表示“加”。

　　「しか」的直译就是“加强”。

　　好，解释到这儿，我们就知道「だけ」跟「しか」完全不是一回事儿，「だけ」是“只是”，而「しか」指的是“强”。



　　那如果说要表示：你太强了，过分强了，那就加个「ない」

　　也就是说你去否定它，去把它的“强”减少一点

　　那就在「しか」后边加上一个「ない」就可以了



私は日本語しかできません。

　　わたしはにほんごしかできません。

　　我只会日语。



「私は日本語しか」(我)日语是最强的

「できない」也就是说，日语是最强的，除此之外我没有其他能够去做的了

　　那么，「しか … ない」放一起时，就应该要翻成：

　　什么什么是最强的，除此之外就没有更强的了。

　　这句话直译就是：我日语是最强的，除了日语之外我没有其它能够会的了。

　　那么，意译就变成了：我只会日语。



因此，这个「しか … ない」的「私は日本語しかできません」跟「だけ」的「日本語だけできます」，虽然你在把它们翻成中文时都可以翻成：我只会日语，但在日语里「しか … ない」和「だけ」的意思是完全不一样的。



誰もいないので帰るしかない。

　　だれもいないのでかえるしかない。

　　因为谁都不在，所以我只有回去了。



「帰る」回去

　　「しか」强，回去是最强的，除此之外我没有其他的方法了

　　没有其他的办法了，才会说：誰もいないので帰るしかない。



好，这一讲讲完了「だけ、しか」，下一讲我们来讲「ばかり」。



  



【ばかり】 全是、光是、净是



 上一讲我们讲完了「だけ」、「しか」、「しか - ない」，今天我们来讲「ばかり」。

　　「ばかり」表示的是：全是、光是、净是



　　很多书中把「ばかり」和「だけ」放在一起比较，其实它们是没有可比性的。



　　因为「だけ」的意思是表示小、只是。

　　小在哪儿呢？——小在「け」上。

　　那「け」又为什么小呢？

　　——因为它是「こ」。



　　「か、き、く、け、こ」的「こ」

　　这个「こ」就是从“自己”的“已”过来的，那它的意思就是“小”

　　因为自己在跟别人比较的时候应该是小的，你要尊重对方，这就是咱们东方的文化



而「ばかり」表示的是“全是、光是、净是”，你可以这么想：

　　「ば」的意思是“把”

　　「か」是从“加减乘除的加”过来的，那它就是“加”

　　「り」就是「る」，就是留下，就是“长”，因为「る」是从“留下”的“留”过来的，它就表示“很长”



　　这样就变成了：把什么加上很长

　　这又是什么意思？

　　——就是一直在把它作为添加，那「ばかり」就必须把它想成是“全是、光是、净是”。

　　因为你在一直添加一直添加，一直在作加法，那就“全是...”了，那它跟「だけ」就又是完全不同的词了。



　　「ばかり」经常出现在各种语法中，尤其是中高级语法，以后我们讲中高级时会一直见到它。



现在先来看个例句：

休日は出かけたくない、どこへ行っても、人ばっかりです。

　　きゅうじつはでかけたくない、どこへいっても、ひとばっかりです。

　　休息日不爱出去，不管去哪儿都是人。



「休日は」的「は」是强调时间状语

　　「出かけ」出去

　　「たくない」的「たく」是“想”，「ない」是“不”→“不想”



　　这句话的大主语是「私は」“我”

　　「出かけたくない」(我)不想出去

　　「どこへ」的「へ」表示的就是「に」，就是方向

　　「どこへ行っても」不管(我)去哪儿，“不管”就是「ても」。



　　这里我们稍微带一下「ても」和「でも」，等以后再具体说它们：

　　「ても」和「でも」都有：即使、尽管、不管的意思，俩儿词的区别在于：

　　「ても」接在动词、形容词后，而「でも」接在形容动词和名词后边。



　　「人ばっかりです」的「ばかり」其实是可以接在任何一个词，动词、形容词、形容动词、名词的后边的，这里的「ばっかり」是「ばかり」的口语形式，“全～～～～是人”，它比「ばかり」要重，重就重在表示强的促音「っ」上，「っ」你可以想成是“刺儿”。



最近の学生は遊んでいるばっかりだよ。

　　さいきんのがくせいはあそんでいるばっかるだよ。

　　最近的学生光是玩儿。



「最近の学生は」最近的学生

　　「遊んでいる」正在玩儿（现在进行时，表示的是一种持续），这段时间一直在持续地玩儿

　　「ばかり」可以接在任何词的后边，有的语法书上会把它这样放：

　　「遊んでばかりいる」光是在玩儿。



其实更合适的方式应该是这样的：

　　现在进行时在动词的「て」形后边加上「いる」，「いる」的意思就是“在(干嘛干嘛)”

　　既然把「遊んでいる」看成是一种时态，那就把它看成是一种整体，其它成分就加在这个整体的前后，那么，我就把「ばかり／ばっかり」接在它们的后边，这个方式应该是更适合我们的思维方式，其实也是适合日本人的说话方式。

　　那么，既然把「ばかり／ばっかり」接在后边，那以其作为结尾时就只能用「です」



好，关于「ばかり」我们就讲到这儿，下一讲我们讲「や」。



  



【や】不完全举例



上一讲我们讲完了「ばかり」，今天我们来说说「や」。

　　「や」表示：不完全举例；有“是/是吗”的意思（中高级语法）

　　这一讲我们只讲「や」的第一个意思：不完全举例



　　「や」是我们在４级中最早学过的一个助词，它表示的是一种举例

　　「や」除了在４级，还会在２级（这个级别的较少出现）、尤其是在１级中会经常出现



　　这个「や」是从汉字的“也”字过来的，它有两个关键的意思：



　　第一个是汉语中，“我也、你也、他也”这样的意思，表示的是一种不完全举例。

　　不完全举例又是什么呢？

　　——比如我昨儿个海吃，吃了十几种菜，但我跟你讲时并不一定要把这些个菜都一一给你说出来，我就说那么两、三个，或者一个，或者几个都成。

　　这就是不完全举例，也吃这个，也吃那个......，这个时候用的助词就是「や」。



第二个意思是我们一直在忽视的，也是到了中高级的时候，很让我们郁闷的一点，就是：变得根本就不知道它是什么意思了。

　　实际上，它的意思就是跟我们汉语的“也”是一模一样的，咱们汉语里的“也”除了“你也、我也....”的意思外，还有一个非常关键的意思，就是：它表示的是“是”。



　　汉语：非也 → 不是

　　“也”在它表示“是”的意思里头又出现了两个意思：

　　第一个就是“是”

　　第二个你可以把它想成是“是？”、“是吗？”实际上我在把语调往上升的时候，在表示的是一种疑问。



　　那么这个“也”在“是”里的两个意思就是：肯定和疑问。

　　如果是“是吗”的意思，那「や」就应该跟表示疑问的助词「か」是一样的。

　　这个「か」用于日语的古语里边实际上就是「や」，日语的古语就相当于汉语，它的「や」就是“是/是吗”的意思。这个以后我们在中高级语法里再去学它。



好，我们回到初级语法「や」的不完全举例的意思上来：

わたしは日本と韓国に行ったことがあります。

　　わたしはにほんとかんこくにいったことがあります。

　　我去过日本和韩国。（只去过日、韩）



句中的「と」是完全例举，我去过了的地方我都必须用「と」来举例出来。

　　但是如果说我去过日本、韩国....，还有其他的很多地方，我随便举两个例子，这时是不完全举例，就要用「や」，这个「や」有时会稍微让人感觉到有点生硬。



わたしは日本や韓国に行ったことがあります。

　　わたしはにほんやかんこくにいったことがあります。

　　我去过日本和韩国。

因为用了「や」，话里的意思就变成：我除了去过日本和韩国外，还去过其他的国家。



わたしは英語と日本語ができます。

　　わたしはえいごとにほんごができます。

　　我会日语和英语。（只会英、日语）

句中用「が」是因为「できる」是自动词



わたしは英語や日本語ができます。

　　わたしはえいごやにほんごができます。

　　我会日语和英语。

同样，因为用了「や」的原因，话意就变成了：我除了会英语和日语外，还会其他语言。



　　这个「や」用起来比较正式、生硬，实际上我们更常用的是更口语化的「とか」。



好，今天的「や」就讲到这儿，下一讲我们讲「とか」。



  



【とか】不完全举例的口语化



上一讲我们讲了表示不完全举例的「や」，这一讲我们来讲同样表示不完全举例的，更加口语化的「とか」。



　　「とか」的意思是什么呢？

　　——「と」的意思就是“和”

　　比如：英語と日本語（英语和日语），但是除了英语和日语不一样的地方外，还有不确定，因为不完全举例的意思是不确定，也就是不确定这个，我只不过在这十个里边挑出了一个、两个，这个时候就要用「か」。



　　「か」的话，第一个意思是表示“问”

　　第二个意思是表示“不确定”

　　那么要表示不确定的话，就要用到「か」：英語とか日本語（英语和日语）。



　　但是「とか」和「や」稍微又有区别，最关键的是：

　　「や」用一次就好：英語や日本語

　　但是「とか」怎么也得用两次，也就是说我还得在最后一个再加一次：

英語とか日本語とかフランスとかドイツとか....，不管你用了多少次「とか」都没有关系，关键是你得记住，在最后你还得加一次「とか」。



我们之前学过的：

　　ＡとＢ

　　其更正式的说法实际上应该是：

　　ＡとＢと

　　咱们中国人说的是：ＡとＢ

　　而在日语里实际上更加正式的说法应该是：ＡとＢと。这一点是必须要明白的。



　　那你可能要郁闷了：

　　我学了这么多东西难道就不正式了吗？

　　——的确，现在大家还在四级阶段，学的更多的还是更加口语化的东西，所以就学到了：ＡとＢ，你就没有学到关键的一点：ＡとＢと。



当然，在我们写论文里经常会说到的是：ＡとＢと

　　但实际上，在口语里直接说：ＡとＢ 也就可以了。

　　那么回到刚才「とか」的讲解，你只要知道在最后还要再加上一个「とか」就好。



　　另外相对「や」而言，「とか」比较柔和

　　而且，「とか」既可以用于名词，也可以用于动词，用于什么都行。

　　那为什么它可以用于任何呢？

　　——这个「とか」里的「と」，我们之前学过它其中的一个意思是：表示引号。那么我们就可以把它想成是一个引号，既然是引号，那就什么都可以用它来引出。所以它就可以用于任何。



北京に旅行に行った時、万里の長城とか西太后の別荘だった頤和園とかを回った。「安老师原音」

　　ぺきんにりょこうにいったとき、ばんりのちょうじょうとかせいたいこうのべっそうだったいわえんとかをまわった。

　　去北京旅游的时候，转了长城、慈禧的别墅颐和园等地方。　



「北京に」的「に」是由于「行った」用的，表示的是一种方向

　　「旅行に」的「に」还是由于「行った」用的，它表示的是一种目的

　　<北京に旅行に行った時>这个应该用尖括号，表示这是时间状语

　　在这个尖括号里还可以划有圆括号，表示定语，修饰时间这个词，也就是：在...的时候



　　「万里の長城とか」万里长城，「とか」不确定，除此之外还有其他的

　　「西太后の別荘」西太后的别墅，就是慈禧的别墅

　　为什么要这么说呢？

　　——因为你突然跟日本人说什么颐和园，实际上很多人他不知道，但是你要说“西太后”几乎谁都知道：西太后——慈禧。



　　实际上「別荘」更加正确或正式的应该发成3调（会比较重一点的那种感觉）

　　「頤和園とか」颐和园

　　「回った」→「回る」表示的是一种转圈、转悠

　　「ま」和「わ」都表示圆圈，「ま」是满了，「わ」是和，都是一种圆圈

　　也就表示一种转悠，我转了长城和慈禧的别墅



好，「とか」我们就讲到这儿，下一讲我们讲「たり」。



  



【たり】不完全举例「と..あり」的音变



前面我们学了表示不完全举例的「や」和「とか」

　　这一讲还是继续讲解表示不完全举例的「たり」



　　那么，这个「たり」是什么呢？

　　这个「た」有一种变形，我们把它想成是一个过去式

　　也就是说把所有的形式都给它变成「た」形，比方动词「行きます」→「行った」



　　实际上「たり」是「と...あり」的一种音变

　　「と」指的是内容，是一种引号；而「あり」的话是「あります」

　　它是「あります」的连用形，连用形的意思就是它后边还可以接同样的词，就是连接用言的形式，用言就是谓语词（动词、形容词、形容动词）。



　　那么「....たり」表示的就是不完全举例

　　因为「と...あります」、「と...あり」是有什么什么东西，实际上也是一种举例

　　来看例句：

買(か)いたいものはいつもあったりなかったりする。

　　想买的东西总是有时候有，有时候没有。



「たい」想，「買い」就是「買います」买

　　（買いたい）想买，修饰「もの」，想买的东西

　　「買いたいものは」表示大主语



　　「いつも」什么时候都、经常

　　「あったり」就是「ある」+「と」+「たり」，因为音变，变成了「あったり」“有”

　　「なかったり」就是「ない」



　　「あり」是「あります」是“有”；否定简体就是「ない」“没有”

　　它表示的是一种形容词，这样的话，它跟「たり」接的时候，就应该接成「なかったり」

　　「あったり」、「なかったり」，有、没有，那么这个「たり」肯定就是表示的一种「と...あり」、「と...あり」...有这个、有那个...。



　　但是我如果在此结句的话就有点不太自然了，因为它毕竟是「と...あり」，「あり」的话是一个动词连用形，你不能以一种动词的连用形来表示一种结句，动词连用形它所能表示的只是一个中顿，那么这样的话，就要在它后边再加上一个动词。



　　要加的这个动词第一反应应该是可以代替任何一个动词的动词，就是「する」，因此就把这个词加在了句尾，「あったりなかったりする」有时候有、有时候没有。

　　第二个想到的动词应该是「です」，就是“是”，「あったりなかったりです」，但是，「です」它毕竟是第二个，你第一个反应应该是把它想成是接「する」，因为它是可以代替任何一个动词的动词。



　　「あったりなかったりする」有时候有、有时候没有，实际上就是一种举例。

　　“有”和“没有”之间不会再出现第三种情况

　　所以你就直接把「たり」想成是一种举例就可以了，就是「と...あり」有什么什么东西



　　再看一个例句：比如问你周天你做什么呀？你回答说：

掃除をしたり洗濯をしたりします。

　　そうじをしたりせんたくをしたりします。

　　扫扫除呀，洗洗衣服呀。（实际上我周天不止做这些，这只是不完全举例）



好，「たり」我们就讲到这儿，下一讲我们讲「か」和「ながら」。



  



【か、ながら】表示不确定/表示一边做...一边做...；表示虽然...但是...



上一讲我们讲完了「たり」，这一讲我们说说「か」和「ながら」

　　「か」：表示问；表示不确定

　　「ながら」：表示一边做...一边做...；表示虽然...但是...



　　「か」表示问，既可以是疑问、也可以是质问、还可以是责问、询问....，任何一个问。

　　在一个句子里，只要有疑问词就必须要有「か」，这是一个非常重要的准则。

　　也许到了中高级，这句子本身是肯定句、陈述句，但有可能在句子里的某个地方也会有「か」，虽然它不在句尾，也就是说可能这个句子中有疑问词什么的存在。



　　「か」表示问的时候是最简单的一种：

これが分(わ)かりますか？

　　これを知(し)っていますか？

　　两句都是：你知道这个吗？



「分かりますか」和「知っていますか」都是：你知道吗？

「分かりますか」多了一个意思就是，你明白吗、你懂吗，也就是除了“知道”之外，还会有“懂”的意思，它的意思比较多。

　　而「知っていますか」就是问你知不知道。　　



　　「か」的第二个意思表示不确定，就是我们之前讲过的「とか」的「か」，表示不确定

　　在讲到「や」的时候也提到过，在以后的中高级语法中也还会遇到，表示的是一种不确定。就是跟古语，我们之前学过「か」的古语是“也；是/是？”——就是「や」，表示不确定这个到中高级时再学。



　　下面来讲一种，虽然把它想成助词也行，但我们还是把它想成是一种语法的表达方式：

　　「ながら」：一边做...一边做...



那上面为什么说要把它想成是助词呢？

　　——「ながら」的“一边做...一边做...”是其中的一个意思

　　它还有第二个关键的意思，表示：虽然...但是...

　　第一个意思是我们在４、３级里学的，而第二个意思是１、２级的内容（这个以后再学）



　　我们来分析一下「ながら」的意思

　　如果把它想成是：一边...一边...

　　那么「ながら」的「な」你就把它想成是“那”

　　「がら」我们先去浊化（把那俩点儿去掉），变成「から」：从...

　　是“从...”的话，就可以把它想成是一个箭头，比如从左划到右的一个箭头



比如：我一边做Ａ还一边做Ｂ

　　如果把它变成一种数学符号来表示的时候，第一个想到的会是“+”号，Ａ+Ｂ

　　就是：Ａ这个动作我做了，我再加上Ｂ这个动作，这是其中的一种

　　还有一种就是你还可以划一个双向的箭头



　　而「から」的话实际上就是一个箭头，往左、往右划都行。这样，「ながら」就变成一边什么样一边什么样。

　　「ながら」在表示一边...一边...的时候，两个动作间肯定要有个逗号

　　我一边做Ａ一边还做Ｂ，是：“Ａ，Ｂ。”，而不可能是“Ａ。Ｂ。”这样

　　因为如果是“Ａ。Ｂ。”的话就不能把它想成是两个同时的动作了



这样的话，就要用动词的逗号形式。动词的逗号形式，也就是动词的中顿

　　有两个，动词的中顿又是什么东西，实际上就是逗号，也就是说我后边还要接同类的东西

这两个中顿一个是连用形，一个是て形



连用形当然就是连接用言的形式，连接同类型的形式不就是逗号嘛。

　　て形的这个「て」实际上就是“手”的意思，手停一下停一下的动作，因为要知道在古代是没有标点符号的，后来慢慢有标点了，这“手”就点一下点一下地停顿。

　　相比更加正式生硬的连用形，て形则更加口语化。



　　在“一边...一边...”这个「ながら」里用的就是连用形：

日が照りながら雨が降っている。

　　ひがてりながらあめがふっている。

　　一边出着太阳一边下着雨。



句子中用了两个「が」，我们之前讲过是无侧重，两个都小

　　「日」太阳

　　「照り」就是「照る」

　　「照」就是“天”，「る」就是长，天很长，那就是照射嘛



ご飯を食べながらテレビを見ます。

　　ごはんをたべながらてれびをみます。

　　我一边吃饭一边看电视。



用现在进行时就是：

食事をしながらテレビを見ています。

　　しょくじをしながらてれびをみています。



好，「か」和「ながら」就讲到这，下一讲我们来讲「から」。



  



【から】 接续助词表原因



上一讲我们讲了「か」和「ながら」，这一讲开始我们来说说在初级阶段学过的三个表示原因理由的：「から」、「ので」、「ため」。

　　今天先讲「から」。



　　我们学过「から」在作为格助词接在名词后边时，表示：从...

　　现在来学习它接在谓语词后边作为一个接续助词时表示：因为的意思

　　这里要注意的是，「から」一定要是接在谓语部分的后边才会表示的是：因为所以这个意思



　　「から」一定是接在谓语部分后边，要知道它是非常主观的

　　因为「から」是一个箭头，比方说Ａ什么什么「から」Ｂ，那就在Ａ后边划上一个箭头：Ａ→Ｂ，那么就变成由于Ａ这个原因我得出了Ｂ这个结果，但由于每个人都不一样，有些人从Ａ这个原因得不出Ｂ这个结果，那他就划不了这个箭头，也就意味着这个「から」带有很强的主观色彩。



内陸だから、空気が乾燥している。

　　ないりくだから、くうきがかんそうしている。

　　因为是内陆所以空气很干燥。



「内陸だから」因为是内陆，“是”就是这个「だ」

　　「乾燥する」自动词，因此前面用「が」

　　「空気が乾燥している」用现在进行时，表示的是一种持续

　　那么，我就由“内陆”划一个箭头，得出“空气干燥”，但是我们应该知道有些内陆地区它未必就是“空气干燥”的，这是每一个人不同的看法，因此说「から」是比较主观的。



暑いからクーラーをつけました。

　　あついからくーらーをつけました。

　　我因为热，把空调打开了。



「暑い」热，形容词，直接跟「から」

　　「から」因为

　　「クーラー」空调

　　「つける」附着

　　「クーラーをつけました」我让空调，附着上电，所以用了「つけました」



静かだから落ち着いて勉強できました。

　　しずかだからおちついてべんきょうできました。

　　因为非常安静，我能静下心来学习。



「静か」是形容动词，形容动词后边是要以「です」来结尾的，所以就接「だから」

　　当然你也可以说是「静かですから」，但通常只要说「静かだから」就可以，我们在用一种形式的时候，直接在最后给它表示的是一种敬体就可以了。



　　「落ち」落

　　「着く」附着，落到地上了，也就是踏踏实实了

　　「落ち着く」静下心来做...，平心静气地做...，一般都会用到这个词

　　「落ち着いて」安下心来、静下心来，用「て」形是因为「落ち着く」是动词，后边还要加其他的动词，加同类型的词时，「て」形用作一个中顿。



如果是动词时，直接加「から」就可以

もう買ったから買う必要がありません。

　　もうかったからかうひつようがありません。

　　我已经买了，你就不用买了。



「もう」放句首也行，放「たから」后「買う」前也行

　　「買ったから」用简体、敬体都行，不过如果后边还有的话，前边用简体就可以

　　「必要がありません」只要在最后给它用上敬体就可以了，也就是说不需要那么麻烦，在每个地方都敬过去，最后一个变成敬体也就可以了，因为最后一个是最关键的、最重要的一个大的谓语。



「から」表示原因，它毕竟是一种比较主观的，而「か」和「ら」也没有一种让人感觉到有原因的东西。

　　那什么又是客观的、什么又叫具体的呢？有什么东西长得有原因理由的样儿呢？

——由此，就引出了第二个表示原因的「ので」，也就是我们下一讲要讲的内容。



  



【ので】 表客观的原因



上一讲我们讲了表示原因的「から」，这一讲继续讲解表示原因的「ので」。



　　「ので」里非常关键的就是「で」，我们之前学过「で」有表示原因的意思

　　那「の」呢？

——当然就是给它名词化，因为它是要接在谓语后边的，而谓语又不能直接跟「で」这个助词接（助词只能跟名词接），这样的话，那就把谓语变成名词就可以接了，所以「の」起名词化的作用。



因此我们就把「ので」看成是一个词，因为它有长着有表示原因的「で」

　　动词和形容词之后可以直接加「ので」

　　形容动词和名词要加上「な」后再接「ので」

　　那么，「ので」跟「から」做比较的时候最关键的就是语气客观



　　比如你不舒服，要跟老师请假时，就应该用「ので」，你用「から」就显得特别扭：

　　“我告诉你啊，我肚子痛，所以我得回家。”虽然你并没有这样说，但是因为你用了「から」，就会给人有这种语气的感觉，所以一定要用「ので」。



お腹が痛いので、帰らせていただきます。

　　おなかがいたいので、かえらせていただきます。

　　因为我肚子痛，所以我请您让我回去。



「帰る」回去

　　「帰らせて」让回去，「せ」是“让”

　　「いただきます」请您

　　「帰らせていただきます」非常礼貌的一种表达方式



経験がまだ浅いので、宜しくお願いいたします。

　　けいけんがまだあさいので、よろしくおねがいいたします。

　　经验不足，请多关照。



「経験が浅い」经验不足

　　「経験が」的「が」肯定是小主语，因为「浅い」是形容词，第一个反应就是前面应该加小主语，经验是不足的，谁经验不足啊，你还可以加个大主语，就是「わたしは」



<まだ>表示“还、又”，应该划个尖括号，我经验还很不足、很浅

　　「まだ」关键的意思是表示一种过去的持续，就是指我的经验一直不足，持续到现在

　　「宜しく」的「く」一看到它就应该反应成是一个副词

　　「お願いいたします」在初级中已经学过，「いたします」是「します」的自谦，也就是「する」“做”这个动词的自谦。



好，这一讲的「ので」就说到这儿，下一讲继续表示原因理由的「ため」。



  



【ため】 表正式原因



上一讲我们讲了「ので」，这一讲我们继续讲解表示原因理由的「ため」。



　　「ため」更多用于口语中的「から」和「ので」相比，显得正式生硬

　　也就是你用写的时候(书面)，应该用「ため」



　　这里要提醒大家的是，有的书上对「ため」做了一些无奈的解释，说是在表示不好的方面/东西的时候会用「ため」，其实根本没这回事儿。

　　大家只要记住「ため」是有对应的日文汉字的，就是「為」。既然「ため」是有汉字的词，那就说明它肯定老，既然老，那它就是正式、生硬的，所以书写的时候要用「ため」。



　　还有些书上会列有「ため」和「ために」

　　但更多的只讲「ために」，解释多倾向于所有东西都是「ために」

　　但是，实际上「ため」这个词有两种，一个是「ため」表示因为，一个则是「ために」表示为了，这两个意思是不一样的。



　　那么，什么是「ため」呢？

——先看它的日文汉字「為」

　　在汉语中的“为”它有两种读音：“因为(wéi)”和“为(wèi)了”

（貌似字典里是因为(wèi)，发(wéi)的是“作为”的“为”，～嘛～～，无视无视，继续听课）

当它是“因为”时就是「ため」，是“为了”时就是「ために」，关于「ために」以后再说它



レポート提出の締め切りに間に合わなかったため、減点されてしまった。

　　れぽーとていしゅつのしめきりにまにあわなかったため、げんてんされてしまった。

　　由于没有赶上小论文的提交期限被减了分。



还可以这样说「レポートの提出の締め切り」小论文的提交的截止日期

　　「締め切り」这个词，如果你有机会到日本，你会发现你几乎是天天要和它打交道

　　「締め」就是关、关闭，「締める」

　　「切り」就是切，就是关上、切断



　　<レポート提出の締め切りに>应该划尖括号

　　这里的「に」是由于「間に合わなかった」而用的，也就是说它表示的是一种方向，没有赶上（追赶肯定是一种方向）

　　「間に」的「間」就是时间，「に」则表示方向



　　「間に合わなかった」没有赶上时间，这里把它当成一个词用，实际上它是两个词的组合

　　「合わなかった」的原形就是「合う」，是合，合上时间，就是赶上那个时间

　　「ため」因为，一般用于写或正式场合，正式生硬



「減点」减分

　　「されて」被

　　「しまう」完了、做完

　　「減点されてしまいました」的意思就是：被减分了



　　「...してしまう」也是四级中一个非常关键的语法，这里借这个例句一并讲一下



　　「しまう」完、完成的意思

　　「し」不就死嘛，「ま」就满，满的意思就是全，→ 全死了，→ 不就完了嘛

　　所以「しまう」最关键的意思就是：完成、关闭（不活跃了，关闭状了）



当然，「しまう」除了意思外，它还有一种关键的语气在里边

　　这也是由于汉语的这个“死”字决定的，比如：

　　我今天死定了、麻烦了，就会用上「しまう」

　　→「しまった！」完了、糟了、死定了...

　　

　　当「しまう」跟其它动词相接时，「しまう」前边的动词就要变成「て」形

　　「...してしまう」表示什么什么做完了，这是它的第一个意思

　　第二个意思就是你根本翻不出做完了，而是一种语气：完了！

　　「減点されてしまった」被减分了，完了！（就是带有一种懊悔、气恼...的语气或者说情绪）



好，表示原因理由的我们已经讲了：「から」「ので」「ため」，还有一个同样有表示原因理由的「によって」，它跟前面三个有点儿不同呢。这个呢，我们放下一讲说它。



  



【によって】 表由于；根据；由谁来做什么事情



上一讲我们讲了表示原因理由的「ため」，今天是初级里表原因理由的最后一个「によって」。

　　「によって」：表示由于；根据；由谁来做什么事情。



　　「によって」跟之前讲过的表示原因理由的「から」、「ので」、「ため」不同之处在于：

　　它不是作为助词，而是作为动词出现的



先端技術を駆使することによって、より便利な生活ができるようになった。

　　せんたんぎじゅつをくしすることによって、よりべんりなせいかつができるようになった。

　　由于能够使用先进技术，所以生活变得更加方便了。



看到「よって」就知道这是动词的「て」形，把它还原成动词就是「よる」

　　「よる」的「よ」就是汉字“由”，它发成双音节，拼音是“yóu”

　　—— you，双音节的口形是要变化的，因为日语是非常柔和的语言，它的暧昧、含蓄决定了其说话口形变形小，这个“you”就只取一个音，被发成了：“yo”



　　那么，「よ」就是“由”，「る」则是动词结尾

　　「に」是方向、对象、目的、目标，可手指的，这里表示对象

　　前面接名词，那么就可以把它翻成“于”，在汉语中，这个“于”也表示一种方向，那么就得出“由于”，“由于”这个词就是在中文中也是个正式的词。



　　“于”就是「に」，“由”就是「よる」，这个「による」自然也是语气正式、生硬。

　　在使用上，这个“由于”不一定要以「よって」出现，它还可以以原形或者动词的过去式什么的形式出现。但是它以“由于...还有...”的形式出现最多，也就是它后边还得跟东西，这时就要以这种表中顿的「て」形出现。

　　由于这个例句显得正式、生硬，这里就先不再深入讲它，等我们学到中高级时再回头来看



人によって違う。

　　ひとによってちがう。

　　每个人不一样。（指：芸芸众生每个人都是不一样的）



「人」人

　　「によって」由于

　　「違う」不是、不一样

　　直译：由于人不同而不同

　　意译：每一个人都是不同的。



人によって習い方が違う。

　　ひとによってならいかたがちがう。

　　直译：由于人的不同而学习方法的不一样。



国(くに)によって違う。

　　每个国家不同。

　　先生によって違う。

　　每个老师不同。



　　先生によって教え方が違う。

　　せんせいによっておしえかたがちがう。

　　由于每个老师的不同，其授课的方式也不同。



因为这个「によって」是一个动词，由它来作为一个语法的话，就必须要知道这个动词都有什么意思，实际上，它经常被翻成三个意思：

　　由于；根据；由谁来做什么事情



　　而翻成“由谁来做什么事情”的时候，比如：

この授業はわたしによって教えられる。

　　このじゅぎょうはわたしによっておしえられる。

　　这节课由我来教。



「この授業は」这节课

　　「わたしによって」由我

　　「教えられる」来教

　　这里大家看得是不是有点懵了，怎么用「教えられる」呢？

　　「教え」是教，「られる」是表示被动，那不是“被教”么？



　　在翻成“由什么什么来做什么什么事情”的时候，非常关键的是它经常会跟被动式来接

　　因为主语实际上是那个宾语，在汉语里“我教这堂课”的“这堂课”是宾语，对吧

　　而这句例句正好把宾语换成了主语

　　那么，“这堂课由我来教”就必须要说成“这堂课是被我来教的”



　　日语跟中文最大的不同在于，中文的主谓挨得近，而日文的主谓有时隔个十万八千里的，所以学日文你得习惯顾头顾尾。

　　这句话的头就是“课”，尾就是“被教”



この授業はわたしによって行われる。

　　このじゅぎょうはわたしによっておこなわれる。

　　直译就是这课由我举行。



「行(おこな)う」就是行，行的意思就是举行

　　那“举行”的“行”在哪儿呢？

　　——就是「おこなう」的「こ」，「こ」的意思就是“过”，“过”的意思就是“发生”



　　那么，我来发生这件事情，就是举行

　　「行う」加上一个被动就是「られる」→「行われる」

わたしによって行われる。

　　是由我来举行的。



　　わたしによって教えられる。

　　是被我来教的。

这句话显得非常正式、生硬，其实不要这么正式、生硬的说法的话只要说成：

わたしはこの授業を教える。

　　我教这节课。——就可以了。



　　デジタルカメラは日本人によって発明されました。

　　でじたるかめらはにほんじんによってはつめいされました。

　　数码相机是由日本人发明的。



　　「デジタルカメラ」数码相机

　　「日本人によって」由日本人

「発明される」被发明

　　也可以是「発明されます」一般现在时，表示一种一般的现象，不一定非得要变成过去式的

　　数码相机不是发明的，而是被发明的，所以还是提醒要记住上面讲过的，要学会顾头顾尾



至此，我们把初级阶段四个表示原因理由的「から」、「ので」、「ため」和「によって」都讲完了，下一讲我们要说的是表示“为了”的「には」。



  



【には】 表目的为了



前面我们把表示原因理由的「から」、「ので」、「ため」和「によって」讲完了，接下来的三讲是表示“为了”的「には」、「ために」、「ように」。

　　今天先说说「には」。



　　国人在想到“为了”时，往往第一反应就是「ために」，原因就在于国人一般会反应到汉字“為”，因此就一直在讲「ために」，但是实际上在日语里「ために」并不象大家想像的被用的那么多。

　　在说到“为了”的时候，其实应该要想到在初级里就学到的「には」、「ために」、「ように」



　　助词「に」表示的意思是：为了，是用手可以指出的方向、对象、目的、目标

...旅行に行く...

　　...りょこうにいく...

　　我去旅游

「旅行に」的「に」表示目的



コンサートに行(い)く

　　我去听音乐会

「コンサートに」是目的，而不是方向

　　如果是方向就应该是比如音乐会馆/会厅这样的一种场所，而不音乐会



試験(しけん)に行く

　　我去考试

「試験に」是目的，而不是方向（解释同上）

　　这个「に」表示目的，它即可以接在名词后边，也可以接在谓语词后边，它接在任何一个词的后边来表示“为了”



　　这里「に」表示目的，那「は」又是什么？

　　——「は」表示强调

　　或者这么说，你要把它当成“为了...”作为一个句子来说的时候，一个「に」看起来毕竟有点单薄，这样的话，那就给它再穿上一件表示强调的「は」，变成「～には」，它可前接名词或动词的原形，还有一个要知道的是，它是表示目的时的最简洁的说法。



いい就職ができるには、普段からの努力以外に運も大事だと思う。

　　いいしゅうしょくができるには、ふだんからのどりょくいがいにうんもだいじだとおもう。

　　我认为能够找到一个好工作，除了平时的努力以外运气也很重要。



「いい就職ができる」(我)能够找个好工作

　　「に」目的

　　「は」强调，因为这里的「に」太过单薄，带不动这么长的句子(本例句)，需要有个帮手

　　<いい就職ができるには>应该用尖括号，表示是个从句：我为了能够找到一个好工作



　　<普段からの努力以外に>也应该用尖括号，是说：我是在平时的努力之外

　　「以外に」的「に」表示的是一个方向，已经是“...以外”了

　　这里要注意的是“平时的努力”被翻回日文时会变成「普段の努力」，但实际上日语里有它自己的习惯用法，应该要说成是“从平时开始的努力”，即「普段からの努力」。



「運も大事だ」是句子中的一个主干，表示：运气也是非常重要的

　　「運も」的「も」代替的就是大主语「は」（「は」是替换型助词）

　　「と思う」可以说是这个例句的主干：“我认为”，翻译时提前“我认为：...”...这样，而“我认为”里边的主干是“运气很重要”，那是怎样的一种运气呢？——就是“除了平时的努力以外的运气”。



いい就職ができました。

　　いいしゅうしょくができました。

　　 (我)找到了一份好工作。



好，今天的「には」就讲到这儿，下一讲我们来说说「ために」。



  



【ために】 为了，前后主语一致



上一讲我们讲了表示“为了”的「には」，今天继续“为了”的「ために」。



　　先来看「ため」和「ために」的区别：

「ため」是因为，「ために」是为了



因为「ために」的「に」可以把它看成是副词的标志

　　副词实际上有三个标志：「に」、「く」、「と」

　　当然，你不把「ために」的「に」看成是副词的标志也可以，你就把它想成是一个接续，在“为了”这个词里边就必须要用上「に」。



　　在汉语里，“因为”跟上原因，加上“，”，然后“所以”再跟上结果，这两句是用“，”来隔开的，如果这样的话，「ため」后边直接加个“，”也就好了。

　　但是，中文中说为了什么什么时，会说成：“为了.....而.....”。



比如：我为了把日语学好而努力工作。

　　这里是有接续的，就是把前后两个句子接在一起的是“而”。这个“而”的话，用日语来说，就是「に」，也就是说我把“，”换成了非常关键的接续：「に」

　　这原本要严格区分的，但实际上就连许多日本人也区分不清楚「ため」和「ために」的区别，他们认为都一样。



　　但是既然是从中文里来的东西，就必须要按中文的理解方式

　　所以「ため」表示的是：因为...所以...

　　因为有个“，”；「ために」可以说是：为了...而...

　　这是第一点，就是「ために」跟「ため」的区别



　　第二点要说的是，既然它写成了“為”，那它长得就是“為”，就是：为了......

　　它有两个非常关键的特点：

　　第一个是主观愿望强

　　第二个就是前后两个动作必须是同一个主语做的，比如：我为了留学而去努力。留学和努力是我一个人做的。



　　「ために」接在谓语词的后边来表示“为了”，而我们经常会用「するために」来表达，所以前接动词的原形。「する」就是“要去做”，我为了留学而去学日语、而去努力......



留学するために、日本語を習っています。

　　りゅうがくするために、にほんごをならっています。

　　(我)为了留学而去学日语。（留学和学日语都是“我”做的，同一个主语）



　　留学するために、頑張っています。

　　りゅうがくするために、がんばっています。

　　(我)为了留学而去努力。



　　家を買うために、お金を貯めています。

　　いえをかうために、おかねをためています。

　　(我)为了买房子而在攒钱。



「家を買う」买房子，「家」即有家的意思，也有房子的意思

　　「家を買うために」(我)为了买房子，主观愿望很强，同时也是同一主语

　　「貯める」中的「貯」的意思就是“多”，「める」的意思就是关闭状，那么就是越多的就越关闭、越多的就越关闭状......，那不就是存、就是攒嘛，我不花钱，就关闭状，不就越攒越多啦。



試験に合格するために、一秒たりとも勉強に取り組んでいる。

　　しけんにごうかくするために、いちびょうたりともべんきょうにとりくんでいる。

　　为了考试能考过，即使是一秒钟都致力于学习。



「試験に」的「に」是考試合格的目的、目标

　　（試験に合格する）用圆括号括上，用来修饰「ため」(為)这个名词

　　「一秒」就是一秒

　　「たりとも」是一个一级语法，表示的是“即使”（本例句各级语法混搭，涉及到中高级的以后会回头再来学），这个现在来讲我们都不认识它，那么好，我们就把它降格处理，降到初级水准的来处理，降到「でも」。



「でも」就是：即使、尽管、不管

　　（这个在「くらい」和「ばかり」这两讲中有涉及到，不记得的童鞋往前戳下直达）

　因为「一秒」是个名词，后边肯定要用「です」，那么「でも」就是「です」，但是「です」是“是”，「でも」是“即使是”，那么，「一秒でも」就是即使是一秒

　「一秒でも勉強に取り組んでいる」中的<一秒でも>、<勉強に>都用尖括号括起来

　　这里的「に」是你去致力于的那个目的、目标或方向都行



　「取り組む」是“把...拿过来跟我组成一组”的意思，这个意思也就翻成“致力于”，这个词是非常常用的词，虽然现在我们还处于初级阶段，但学一些比较高级的词汇对大家以后的学习是有帮助的。

　「勉強に取り組んでいる」现在进行时，我正在致力于学习......。

　那你为了什么呀？——就是「試験に合格するために」。



这里一定要明确三点：

　　「ために」是「するために」(即「ために」前接动词原形)

　　「ために」是一种主观愿望，一种很强的主观愿望

　　还有就是句子前后必须是同一个主语



从以上我们可以看出「ために」的使用有很多限制，一个东西一旦限制多了，它就用得少了，当然啦，一个东西没什么限制它就肯定用得多，这样就引出我们接下去要讲的第三个“为了”——「ように」，好，下一讲再去说它。



  



【ように】 为了，表客观前后主语可不一致



上一讲我们讲了「ために」，今天接着讲表示“为了”的「ように」。



　　「よう」——“样子”，这个词之前在讲到「の」时已经提到过。

　　我们在学名词的时候实际上真正学的就五个，它们是可以代替任何一个名词的名词，就是：

「こと」事情、「もの」东西、「人」人、「ところ」地方、「よう」样子

这里边就有「よう」，这个「よう」可以组成很多的中高级语法，这些以后都会讲到



　　「ように」相比「ために」的区别在于：

　　「ように」最关键的特点有两个：

　　第一个在于它是一种客观叙述，客观叙述就是“样子”，成为那个“样子”，所以前接动词的可能形「～できるように」，而「ために」则要说成是「～するために」



留学(りゅうがく)するために

　　我为了留学

　　留学できるように

　　我为了能够留学，这比上一句在语气上更加的客观



　第二点是「ように」前后的动词既可以是同一个人干的，也可以是不同的人干的

　　而「ために」的主语的动作必须是同一个人发出的



　　所以很自然的，「ように」肯定比「ために」用得多。

　　你想啊，第一它客观，日本人说话一般都不愿意说得那么主观，那不符合他们的文化

　　再有「ように」既可以是同一主语也可以是不同主语，而「ために」只能是同一主语



　　这样的话「ために」肯定受限

　　因此你听到说“为了....”的话，一般更经常听到的是「ように」

　　当然，比「ように」用得更多的是「には」，因为这个「には」的话，我连「よう」都不用，直接就「に」了，是更简单的一种说法。



留学できるようにいろいろな事前準備をしている。

　　りゅうがくできるようにいろいろなじぜんじゅんびをしている。

　　为了能够留学正在做各种事前准备。



（留学できる）能够去留学，用圆括号，「よう」是名词，其前应该是定语

　　<留学できるように>为了能够去留学，用尖括号

　　（いろいろな）各种各样的

　　实际上这句话的主干是：我正在做事前准备。——怎样的事前准备呢？——各种各样的。



　すべてのレベルの学生がわかるように、わかりやすく説明した。

　すべてのれべるのがくせいがわかるように、わかりやすくせつめいした。

为了所有水平的学生都能懂，我做了通俗易懂的说明。



（すべてのレベルの）应该用圆括号，修饰「学生」

　　（すべてのレベルの学生がわかる）做定语，用来修饰「よう」，这里的「が」是小主语，因为这个成分是被括在括号里的，被括在括号里的怎么可能会是大主语呢，括号里的都只是修饰，只有在括号外边的东西才是主要的

　　<すべてのレベルの学生がわかるように> 这里大家应该能看得出这个句子状语里套定语，定语里再套定语



　<わかりやすく> 副词，从哪儿看出来的？——从「く」。

再温习一下副词的三个标志：

　　「に」、「く」、「と」

先不用去管它什么接续，先认识它们就行。



　　「わかりやすく説明した」这话的主干是「説明した」解释了、说明了，做了解释说明...

　　「わかる」是(所有的学生)懂

　　「説明する」是“我”说、“我”做了说明.....

　　那么「学生がわかる」和「説明する」的主语是不同的，不同的主语用的是「ように」



　　“为了”有三种说法：「に/には」、「ように」、「ために」

　　共同的关键点在于它们都必须加在谓语词后边

　　但是，如果出现的是名词呢？

　　——三个中有一个不能用，那就是「ように」



「ように」跟在名词后边就不是表示“为了”，而是变成“样子”

彼(かれ)のために。为了他。

　　彼のように。像他那样。



好，我们讲完了表示“为了”的「には、ように、ために」，下一讲来讲表示转折的「が」。



  



【が】 表顺接、逆接、省略后句。



上一讲我们讲完了表示“为了”的「ように」，接下来我们要讲表示转折的「が」、「けれども」、「のに」、「ても」，今天先讲第一个：「が」。

　　「が」表示：顺接、逆接、省略后句。



　　转折分两大类，不论在汉语、日语、英语...里，都一样

第一类是：虽然，但是

　　第二类是：即使，尽管，不管

虽然这两大类都表示转折，但它们的表达方式是不一样的



　　在初级中我们学过的，表示“虽然...但是...”的，就是接续助词「が」

　　这个「が」是接在一个句子的句尾，好比是“逗号”，然后再接上一个句子，也就是它接在两个句子当中

　　下面我们就来看一下这个「が」表示的三个意思：顺接、逆接、省略后句



首先是，什么是顺接？

　　——就是指接续两个句子，意思没有转折，只是单纯的接续而已

　　那么逆接呢？

　　——逆的意思就是“反”，所以逆接就是转折

　　第三个省略后句的意义在于为了柔和语气

　　比如：すみませんが...　这话后边实际上是你要说的另外的话，但你没说出来，这时就是为了柔和语气



メールを出したが、先方からの返事はまだ来ていない。

　　めーるをだしたが、せんぽうからのへんじはまだきていない。

　　发了邮件，但是对方还没回信。



「メールを出した」我把邮件发出去了

　　「が」但是

　　「先方」对方，「先方」这个单词在工作中是经常会被用到的

　　「先方からの」从对方来的，当然我们用「先方の返事」也可以，但是多了「から」会更明确方向，从对方来的，这种方式我们国人不这么说，但是这是日式思维方式，日本人习惯这种说法，那我们就得按照他们的习惯去讲



「先方からの返事は」从对方来的回信

<まだ> 还，副词

　　「まだ来ていない」就是「まだ来ていません」，还没有来

　　这句例句是比较正式生硬的，因为「が」实际上是比较正式的一种说法，虽然口语中也用



　　再看一个例句：

銀閣寺に行きたいが、どう行くかわかりません。「安老师原音」

　　ぎんかくじにいきたいが、どういくかわかりません。

　　我想去银阁寺，但怎么去我不知道。



「銀閣寺に行きたい」我想去银阁寺，「に」就是想去的方向

　　这个例句的经典之处就在「が」和「か」上

　　「行きたい」后边直接加上「が」，因为是形容词，可以作为简体，也就是可以独立做谓语出现，后边不用加「です」，直接加「が」就可以了

　　「が」表示转折，但是



　　「どう」怎么样的，疑问词

　　「行く」去

　　「か」之前讲过，表示：①问；②不确定；③句中只要有疑问词就会有「か」，因为前面有「どう」这个疑问词，那么后面就要出现「か」



上面的例句「が」表示的是逆接，那表示顺接的时候...

失礼ですが、お名前は何ですか。

　　しつれいですが、おなまえはなんですか。

　　请问，您的名字是什么？



「失礼ですが」就是向别人询问时用的：请问...，而不能说成「失礼しますが」，因为它表示的是一种失礼，而「失礼ですが」相当于「Excuse me」，啊，对不起，请问.....，这样

　　「お名前は何ですか」您的名字是什么呢

　　这句话里的「が」就是顺接，它只单纯地来连接两个句子



　　第三个为了柔和语气省略后句而用的「が」

　　比如，你见个人，会对Ta说「失礼ですが」，请问...，实际上，当你说「失礼ですが」时，第一个反应就是你在问这个人Ta的名字。一般会被给予姓或名字的回复，比如：“安です”。



好，今天的「が」讲完了，下一讲是「けれども」。



  



【けれども】 顺接、逆接、省略后句


上一讲我们讲了表示转折的「が」，今天继续来看表示转折的「けれども」。

　　「けれども」同「が」一样，也表示三个意思：顺接、逆接、省略后句。



　　那么，「けれども」和「が」的区别在哪儿呢？

　　——实际上它俩儿就一人儿，就一个人穿了不同的衣服而已

　　这么说吧，如果把「が」比作是穿着正装的话，那「けれども」就是着便服



　　「が」里有「か」，「けれども」里有「け」，我们知道「か、き、く、け、こ」是一回事（没明白是怎么回事滴童鞋请返回>>节目主页<<看“前言部分”课程视频）。

　　「が」是浊化，「けれども」的「ど」也是浊声（今天这一讲姑且先将这个放一放，以后会讲到「ども」）

　　「けれども」的「け」就是「か」，「ど」的这两点儿就是「が」的那两点儿（没明白的同上），因此我们说，「が」和「けれども」实际上就一回事，只是「けれども」是比较口语的用法，当然，还有比「けれども」更口语的。



　　那么，「けれども」相对「が」是比较口语的，而，「けれども」→「けれど」→「けど」，这里一个比一个更加的口语，但从这儿也能看出「けれども」相对后面的，它又是(在口语中)比较正式的。

　　当然了，在口语中你也可以用「が」，只是它比「けれども」更加正式就是了

　　也就是「が」→「けれども」→「けれど」→「けど」，越往「が」走越正式，越往「けど」走越口语

　　是要穿正装还是要着便服，就看你的决定，你想让它出现在哪种场合了



無事に合格したけれども、理解の浅い内容はもう一度しっかり復習する必要がある。

 ぶじにごうかくしたけれども、りかいのあさいないようはもういちどしっかりふくしゅうするひつようがある。

 平安无事的及格了，但是理解不深的内容还要好好复习一遍。



<無事に>副词，通过「に」知道是副词

　　「無事に合格したけれども」虽然我平安无事的及格了

　　「無事に合格したけれども」还可以有三种说法：

　　「無事に合格したが」、「無事に合格したけれど」、「無事に合格したけど」



　　（理解の浅い）修饰「内容」，理解浅的内容

　　「理解の浅い」的「の」和「が」是一回事，在古日语里，鼻音和浊声是一样的，那么也可以说「理解が浅い」

　　这里的「が」就是提示小主语，而本句的「の」实际上是代替了「が」

　　这也就是我们常说的连体修饰



那么，什么是连体修饰呢？

　　——连体修饰在日语中是非常关键的语法：

　　“体”指的就是“体言”，“体言”一般多指名词，那么，连接体言——名词的修饰肯定就是定语

　　也就是说，在定语里（童鞋们，表无视这个前提条件哈），「の」和「が」是可以互换的



我要让「が」小主语更小更轻，那我就用「の」把它换掉

　　因此「理解が浅い」跟「理解の浅い」实际上就一个意思

　　当然了，轻重有所不同，用「の」显得轻柔、随和就是了



　　<もう一度>副词，再一次

　　<しっかり>副词，死死的

　　「し」就是死，「か」就是加，这是一个拟态词



　　拟态词除了叠词外，经常会有「り」出现，而这个「り」也就是「る」，「る」就是动词的结尾，把它变成名词的话，就是「り」，也就是表示一种状态（拟态词嘛）。

　　因此「しっかり」就是死死的一种状态，就是踏踏实实的、好好的，结结实实的......



　　「復習する」复习，通过这个「復習する」我们可以判断出前面「内容は」的「は」绝对不是大主语，因为“复习”不是内容复习，而是“我”复习。

　　因此可以断定这个「内容は」的「は」是代替了其他助词，而能够被代替的助词只有三个：「は」、「が」、「を」，这里是「は」代替了「を」，因为「復習する」是他动词。

「理解の浅い内容をもう一度しっかり復習する」把「を」替换成「は」是为了起强调作用



（復習する）应该用圆括号括起来，定语

　　（理解の浅い内容はもう一度しっかり復習する）修饰「必要」，这里的「必要」是名词

　　这句话的主干就是“有必要”，有必要复习内容，有必要复习理解浅的内容，有必要再一次好好复习理解浅的内容......，你会发现这定语是一层套一层



好，「けれども」讲解结束，下一讲仍然还是讲表转折的「のに」。



  



【のに】 表转折，带有语气



上一讲我们讲了表示转折的「けれども」，今天继续来看表示转折的「のに」。

　　「のに」与前面的「が」、「けれども」、「けれど」、「けど」的区别就在于：「のに」是有语气的。



让我们剖开来看看「のに」怎么就有语气了

　　把「のに」拆开：「の」表示名词，「に」表示方向

　　而“转”和“折”都是带方向的，这从字面就可以看得出来



　　因此我们可以说「のに」的方向性很强，也就是转折的语气很强

　　一般情况下是一种惊讶或消极（遗憾、后悔、生气、埋怨...）的语气

　　它的接续是：动词、形容词后直接加「のに」，形容动词、名词加上「な」后再加「のに」



彼女は日本語を半年しか習っていないのに、もうこんなにしゃべれるのよ。

　　かのじょはにほんごをはんとししかならっていないのに、もうこんなにしゃべれるのよ。

　　她才学了半年日语就这么能说了。（惊讶于她的语言能力）



「彼女は」大主语

　　「日本語を」宾语 ，「を」是由于「習う」“学”这个词用的

　　「半年しか」的「しか」是很强的意思，半年耶，特别强，而我们经常会把它翻成“只是”

　　这里<半年しか>是时间状语，只是半年



　　「習っていない」这个否定是根据「しか」来用的

　　因为「しか」很强，这里要稍微让它弱一点，所以后面加上了否定

　　「習っていないのに」的「のに」表转折，虽然....但是.....，只是它的这种转折的语气很强，很惊讶



　　<もう>副词，已经

　　<こんなに>副词，通过「に」看出来的，它修饰「しゃべれる」

　　「しゃべれる」是「しゃべる」，是瞎掰，就是“说” ，「れ」是“能”，也就是「しゃべる」的可能形，就是“能说”

　　「しゃべる」与「話す」的区别在于，后者更加正式，而前者更加口语化



「のよ」的「の」是关键的语法，就是初级中学到的「のです」，记住它关键的三点：

① 接在句尾

　　② 用于口语（绝大多数到甚至可以说只能用于口语）

　　③ 加强语气（不是强调，是加强）



日本人说话一般会力求客观，这种情况下一般不太会用「のです」，因为它是很加强语气的东西

　　我们知道日语是非常柔和、非常暧昧的，除非说话双方关系非常近，才经常会用「～のです」，通常的情况下是不用的，尤其是书面，象写论文之类的，是禁止使用的。

　　这里「のよ」的「の」就是加强语气用的，「よ」就是提示对方



もうくたくたなのに、残業しなければいけないと言われたら、堪らない。

　　もうくたくたなのに、ざんぎょうしなければいけないといわれたら、たまらない。

　　已经累得不行了，还要让我加班，真受不了。



<もう>副词，已经

　　比我们在初级中学到的表示“累”的「疲れる」更加地道的日语应该是「くたくた」，累得不行了

　　要知道日语是世界上拟声拟态词最多的一种语言，而日本人用得乐此不疲，似乎要用此来表现日语的地道

　　「くたくた」的「く」是草，「た」是躺，原指：有一堆草就能够躺着了，就是：我累得不行了

　　「なのに」的「な」是因为「くたくた」用的（把拟态词看成是名词）



「残業しなければいけない」因为后边跟着「と」，因此要用引号给它引起来，「と」就是引号

　　「し」做

　　「な」就是「ない」就是不

　　「ば」如果

　　「し」就是「します」，加上「ない」，再加上「ば」

　　「ない」在加上「ば」的时候要变形，变成「なければ」，因此是「しなければ」如果不（加班）的话



　　「いけない」的「い」是行不行的行，「いけない」就是不行

　　「残業しなければいけない」如果不加班的话就不行，也就是我必须要加班

　　「と言われたら」我被别人这样说的，用「言われる」是因为主语是“我”

　　这一整句是：我已经累得不行了，可是还有人跟我说我得加班，我就受不了了....，这样



用被动式是前后要相顾，累的主语是我，说要加班不是我说，而是我被别人说要加班的话

　　「堪らない」不能够很多的积累，（我）受不了，这是个非常常用的词

　　所以句中的「のに」表示了一种不满、愤恨的消极情绪



好，我们已经讲完了表示转折的「が」、「けれども」、「のに」，下一讲就是第四个「ても」。



  



【ても/でも】 表即使、尽管、不管以及随便举一个例子



前面我们讲了在初级里三个表示虽然...但是...的转折「が」、「けれども、けれど、けど」、「のに」，今天我们来讲表示另外一类转折的「ても/でも」。

　　「ても/でも」有表示转折的即使、尽管、不管；还有表示随便举一个例子。



　　虽然今天要讲的这一类转折比较难，但它反而比前一类更容易学，因为它们有一个出发点，就是「ても」。

　　「て」是中顿，「も」是强调，它接在动词和形容词后，就是动词变「て」形，形容词加「くて」，「く」是将其变为副词，再加上表示中顿的「て」=> 就变成「ても」：表示即使....（怎么怎么样）。



　　跟「ても」相并列的同伴是「でも」

　　「で」是「です」的中顿，「でも」接在名词和形容动词后面



　　这里有必要再强调一下什么是中顿？

　　——“中顿”＝“，”，是为了停一下接下来说后边还没说完的东西。那么这些没有说完的东西是什么呢？

　　——就是同类词。

　　中顿有两种形式，一种是连用形，一种是「て」形

相比较相对正式生硬的连用形，「て」形显得更加口语化



再回过头来看：即使、尽管、不管。

　　它也有两种表达方式：一种是动词和形容词接的「ても」，一种是名词和形容动词接的「でも」

　　它们都表示即使、尽管、不管，这就是最关键的出发点



　　那么，既然它是作为出发点，那就一定会有各种各样的引申

实际上只要你遵循「た、ち、つ、て、と」，它的引申就是非常简单的

　　在「た、ち、つ、て、と」里，你应该要知道有「ても」，就会有「でも」；有「ても」就会有「とも」；有「とも」就会有「ども」.....，看到这儿，你可能开始有点晕了.....，这样，我们先看五十音图。



我们学过五段动词、一段动词对吧，那五十音图里的段是为了干嘛用的呢？

　　——为了变形。

　　而行呢？

　　——是为了猜字。



「あ、い、う、え、お」、「か、き、く、け、こ」、「さ、し、す、せ、そ」....在各自的行里它们其实是一回事，用一个比喻叫都是同一妈生的５个孩子，所以它们之间就会有相同和不同的地方。

　　这样的话，这个「ても」就会经常地向左、向右引申....

　　它向右引申的时候就是「た、ち、つ、て、と」的「と」，就是「とも」....



　　好，回到「ても」和「でも」，它们最大的意思就是表示转折

　　它可以说成「ても」也可以说成「でも」，根据词性的不同读音就不同

　　当然还有「とも」和「ども」，「とも」的话，今天先不详述，以后再去讲它

　　而「ども」其实就是前面讲过的「けれども」



　　「けれども」的「け」的意思就是「こ」，就是这

　　「ども」就是即使、尽管、不管，那么

　　「けれども」就是：即使是这样

　　我们把「けれども」划在“虽然...但是...”，而不把它划在“即使、尽管、不管”的意思里

　　实际上这两个意思，还是用上面的比喻，都一妈生的俩儿孩子，它俩长得一样的地方就是都表示转折



　　前面讲过，有「ても」，就会有「でも」

　　有「ても」就会有「とも」，它们在同一行

　　有「とも」就会有「ども」.....，这是一个非常关键的认识（我的理解是 应该是在遵循五十音行、段规则的基础上对引申的认识）。



「ても」和「でも」除了转折，还有一个意思：随便举一个例子

　　就是指不确定/不特定地，就随便举个例子，这样

　　这里要注意的关键点是：“随便”和“一个”，因此它经常会被用于一种建议、提议之类，有时也用于猜测



　　关于举例，我们学过不完全举例的「や」、「とか」、「たり」，它们不限举例个数和使用时态，而「ても/でも」只能例举一个，并且不能用在过去式中，因为它更多的时候是一种建议。



お茶でも飲みませんか？

　　おちゃでものみませんか？

　　（不）喝点儿茶什么的吗？（不特定的举例，建议）

看到「でも」就应该知道前面加的肯定是名词，「で」是「です」嘛。



夢でも見ているの？

　　ゆめでもみているの？

　　你不是做梦了吧？（猜测）

在口语中动词「て」形后边经常会被省略掉「い」，所以这句话经常会被说成：

夢でも見てるの？



到此，关于转折的部分我们已经讲完了，下一讲开始将进入非常重要的动词各种变形的系列讲解。



  



【动词变形】（1）五段动词、一段动词、特殊动词及其如何判断



今天开始接下来的几讲中，我们要来重新整理一下学习过的谓语部分。谓语在任何一种语言里都是最重要的部分。在日语里，谓语接在句尾；谓语部分的谓语词为动词、形容词、形容动词。



　　动词的话，我们查字典时可以得到的(词性)信息有：它是几段动词、是自动词还是他动词

　　告诉我们几段动词，为的是变形；告诉我们是自动词还是他动词，为的是决定加哪一个助词

　　这是一点，还有一点就是，自动词或他动词在什么时候使用也是很关键的



　　动词变形是日语非常关键的一个特点，日语里动词的段一共分为三大部分：五段动词、一段动词、特殊动词

　　下面先来看看什么叫做五段动词、一段动词、特殊动词



五段动词：动词随着其后缀的变化，附加部分在「あ、い、う、え、お」五段中发生变化的动词

如：行(い)きます　去

「行」就是动词的词干，「き」就是附加部分，「ます」是后缀

　　「行きます」随着后缀「ます」的变化，动词附加的部分「き」就会在「あ、い、う、え、お」这五段里发生变化。象这样的动词就叫五段动词。



一段动词：即使动词后缀发生变化，其附加部分永远都在同一段里，不发生变化的动词。



　　特殊动词：动词变形时，不是附加的部分发生改变，而是动词词干发生变化的动词

　　特殊的动词只有两个：一个是「する」“做”；一个是「来(く)る」“来”



在开始动词变形之前，我们应该先明确一点：日语里任何一个动词，不管你是什么段，动词的后缀都是以「う」段，即以「う」段上的「う、く、す、つ、ぬ、ぶ(ふ)、む、る」这八种结尾的。

这里要注意一点是，在「ふ」的时候没有以「ふ」结尾的，而是以「ぶ」结尾的



「う」段结尾是动词的原形，也称普通体或动词辞书形或动词简体.....，总之所有的动词都是以「う」段来结尾的。

　　关于“结尾”这东西，你就把它想成是汉字里的偏旁部首好了，汉语里的动词不是有“扌”旁、“爫”头、“廴”底.....等等，日语里也一样，它们也有自己的偏旁部首，叫法不同而已。

　　日语每一个动词，它的后缀都会有它自己的意思，这很好理解，就象汉语里“扌”旁会意，表示动作是跟手有关的。

　　下面我们就来看看日语动词“偏旁部首”的含义。



以「う」结尾的动词表示的是一种状态，「う」是从汉字“宇”过来的，这个“宇”就是“宇宙”的“宇”，它就是指一事物的一种状态。

　　「く」是一种方向，看起来象左尖括号或者是箭头的头部，有方向性。

　　「す」是“做”，是「する」，是「します」

　　「つ」有很多意思，其中有一个关键的意思是，它是“扌”旁，也就是它是「て」，是手。当然这只是它许多意思中的一个，它还有汉语中“一次”的“次”、“单词”的“词”.....等等的意思

　　「ぬ」表示没有，也就是「ぬ」是表示否定的结尾

　　「ぶ」表示并列；表示搬

　　「む」表示用力气、使劲；表示关闭状

　　「る」表示的是“长”，因为它是从汉字“留”过来的，因此它就有表示一个动作很长的意思。



在古代，任何一个动词实际上都是以「る」来结尾的。五段动词里有「る」结尾的，一段动词全部都是以「る」结尾的，特殊动词「する」、「来る」也都是以「る」结尾。

　　而现代日语由于词汇的不断丰富，动词结尾由「る」扩展至「う」段，因此每一个动词的后缀也就有了它自己特殊的意思。



五段动词是以「う」段的任何一个结尾，即，它的结尾是「う」段上的「う、く、す、つ、ぬ、ぶ、む、る」

　　一段动词、特殊动词其最大的特点是，它们都是以「る」来结尾的

　　这是一点



还有一点，（在讲这一点之前安老师特别强调）实际上并不希望大家去记这些特点啦什么的东西，而是希望所有的学习者都应该习惯于查字典，“一定要知道不要老是去找这些规律，应该在经常查字典的过程中去了解、去理解日语的意思，因为查字典是你刚接触一门语言就必须要做的一件事情……”

字典是学习语言的工具，没有这个工具，你就无法判断，因为你不知道你要相信谁。事实上你谁都不需要相信，只要相信字典，因为字典会如实得告诉你：这字，汉字应该怎么写，它是什么意思，是什么起源……等等。

好了，我们回头再接着讲动词。



　　五段动词、一段动词、特殊动词，你又是怎么知道的？

　　——遵循一个原则：查字典！——这是必须的！

　　当然啦，如果刚好边上没有字典可查，我又必须要知道，那怎么办？

　　——这就是前面提到的“还有一点”，继续！

　　这里给出一般情况下的判断方式供大家参考：



首先：一段动词都是以「る」结尾的

　　五段动词可以以「る」结尾，也可以以「う」段上除「る」以外的任何一个结尾



　　其次：一段动词要写汉字，因为汉字是词干，除此，它还有附加部分和后缀「る」，如：

「食(た)べる」的「べ」就是附加的部分，这个附加的部分：

①、它在汉字以外。这个又怎么理解呢？

——即日语汉字“食”的读音是「た」，它不包含「べ」，也就是附加部分的这个「べ」不跟「た」一起构成「食」的发音，因此我们说「べ」是在汉字的外边，就是附加的部分。

②、附加的部分只在「い」段或者「え」段上。

如：「食べる」的「べ」在「え」段上—— 一段动词



　　最后：特殊动词就俩儿：サ变动词「する」、カ变动词「来る」



再看两个例子：

　　帰(かえ)る　归、回家

　　这里的「か」和「え」共同构成了「帰」的读音「かえ」(「え」被包含在汉字里)，而「帰」的外边写成了「る」，「帰る」虽以「る」结尾，但没有附加部分，不符合一段动词的判断规则，那么它就是 —— 五段动词



　　変(か)える　变

　　这里的「か」是「変」的读音，「え」是在汉字「変」的外边——附加部分在「え」段上，后缀是「る」，那么它就是—— 一段动词



开讲动词变形之前的前奏还真是有点小长，好了，下一讲我们就进入动词变形了。



  



【动词变形】（2）动词变形规律



上一讲我们讲了什么是一段动词、五段动词、特殊动词及其如何判断它们等等，这一讲我们接下去讲动词变形。（有点小长，大家慢慢看）



一段动词无论其后缀怎么变化，都是同一个，比如：

　　「食べる」的后缀「る」

　　「食べる」→「食べます」→「食べない」

　　就是把后缀直接换掉就可以了，前面词干和附加部分没有变。所以说，它是变形中最简单的，比较麻烦的是五段动词和特殊动词。



来看五段动词的变形，虽然麻烦但也有一定的规律：

　　变到「あ」段上，我们叫它未然形，未然形也就是「ない」，就是否定的简体。

　　「な」是告诉你“没有、不”，「い」在这里实际上是被变成了一个形容词的标志了。否定的敬体形式是「ません」。



　　行(い)きます　(我)去

　　其原形是把「き」变成「う」段的「く」，去掉「ます」→ 简体「行く」

　　由原形变形未然形：「行く」的「く」变到「あ」段的「か」，再加否定简体「ない」→「行かない」

　　大家应该注意到了，这个词干「行」是永远不能变的，这一点跟一段的一样，只后边的「く」变形。

　　「い」段是「ます」形，也叫敬体

　　原形变敬体：「行く」的「く」变到「い」段的「き」，再加表示敬体的后缀「ます」→「行きます」



「う」段就是动词的原形

　　「え」段上有两个变形，一个是命令形，一个是可能形

　　原形变命令形：「行く」的「く」变到「え」段的「け」→「行け」

　　原形变可能形：「行く」的「く」变到「え」段的「け」后，还要再加上一个动词后缀「る」→「行ける」



注意：任何一个五段动词变形为使役态、可能形、被动式后，它就都是一段动词了。

那么，我们就来看看由原来五段动词的「行く」变可能形后，成了一段动词的「行ける」的变形，一段的最简单，直接换后缀就好了。

　　「行ける」能够去，变形敬体「ます」形，直接替换后缀「る」为「ます」→「行けます」

　　如果是不能够去，那就替换后缀「る」为「ない」→「行けない」



「お」段是意志形，要注意的是它在变完形后还得加上个长音「う」

原形变意志形：「行く」的「く」变到「お」段的「こ」后，再加上一个长音「う」→「行こう」



　　好，咱们把上面的整理一下

　　「行く」 →「行かない」　→「行きます」 →「行く」　　→「行け」、「行ける」 →「行こう」

　　五段动词→「あ」段未然形→「い」段敬体→「う」段原形→「え」段命令、可能形→「お」段意志形



再看一个：買(か)う　买

　　我们先来判断它是几段动词，第一个是查字典，如果没有字典，第二个就是根据前面讲过的规律判断：

　　因为「買う」不以「る」结尾，不是以「る」来结尾的动词都是五段动词

　　动词原形是以「う」段结尾的，「買う」的「う」就告诉我们，它是原形



　　好，我想说不买时(「あ」段简体否定「ない」形)，就是原形「買う」变「う」为「あ」

　　这里要注意「う」段在变为「ない」形时，为了方便发音，用「わ」代替「あ」，变成了「買わ」，这是个特殊，要记住

　　然后再加后缀「ない」→「買わない」

　　「い」段是敬体「ます」形，那么，原形「買う」变「う」为「い」再加后缀「ます」→「買います」

　　我发号施令说：给我买！(「え」段命令形)，由原形「買う」变「う」为「え」→「買え」

　　要说我能够买(「え」段可能形)，就由原形「買う」变「う」为「え」再加后缀「る」→「買える」

　　有愿望我要买（「お」段意志形，要加长音「う」），由原形「買う」变「う」为「お」，再加上长音「う」 →「買おう」



好，咱们再整理一下「買う」，注意变形简体否定时「あ」要变成「わ」

　　「買う」 →「買わない」　→「買います」 →「買う」　　→「買え」、「買える」→「買おう」

　　五段动词→「あ」段未然形→「い」段敬体→「う」段原形→「え」段命令、可能形→「お」段意志形



　　上面举了两个都是五段动词，下面来看一下一段动词的变形

　　起(お)きる　起床

　　这个词一看就能判断出是一段动词，因为它有两个特点：

　　一是以「る」结尾，当然五段动词也可以以「る」结尾，所以它可能是五段也可能是一段

　　二是「き」是写在汉字外边的，并且是在「い」段上

　　那么就可以由这个词的词干是「起」，附加部分是在「い」段上的「き」，后缀是「る」判断出它是一段动词。

　　一段动词的变形最简单，就是先去一个后缀，再加一个后缀



原形「起きる」变敬体「ます」形：去「る」加「ます」→「起きます」

　　变未然形，就是否定的简体：去「る」加「ない」→「起きない」

　　变可能形：去「る」加「られる」→「起きられる」，这里来说明一下，「起き」是“起”，「られ」的「れ」就是告诉我们是“能”，因为它在「え」段上，大家能认识这个「れ」就是“能”就行了。

　　变意志形：去「る」加「よう」→「起きよう」



好，整理一下就是，一段动词的变形，词干和附加不变，变的只是后缀：

　　「起きる」→「起きない」　 →「起きます」→「起きる」　→「起きろ/よ」、「起きられる」→「起きよう」

　　一段动词 →「あ」段未然形→「い」段敬体→「う」段原形→「え」段命令、可能形　　　 →「お」段意志形



　　下面接着看特殊动词的变形

　　サ变动词：する　做

　　「する」变「ます」形时，它的词干在发生变化，变成「します」

　　变成否定的简体：「しない」

　　变成命令形：「しろ／せよ」

　　变成可能形：「できる」

　　变成意志形：「しよう」　　



カ变动词：来(く)る　来，注意：它的变形「来」的音要由「く」变为「き」、「こ」

　　变「ます」形时，是：「来(き)ます」

　　变成否定的简体：「来(こ)ない」

　　变成可能形：「来(こ)られる」

　　变成命令形：「来(こ)い」

　　变成意志形：「来(こ)よう」



【 按 】：安老师课上表示本课程是语法课，目前大家还处在“看”的阶段（按课程进度来讲确实是这样），这里讲动词变形只是个整理，让大家清晰思路，因此并没有详细讲解所有的变形。我这里再补上三个。



动词中顿（て形）：

　　五段动词：「く」、「ぐ」→「い」音变（「いて」）

　　　　　　　「う」、「る」、「つ」→ 促音变（「って」）

　　　　　　　「ふ」、「む」、「ぬ」→ 拔(ん)音变（「んで」）

　　　　注意：「た」形的变化同「て」形

　　一段动词：去「る」加「て」

　　サ变动词：「する」→「して」

　　カ变动词：「来(く)る」→「来(き)て」



动词假定形：

　　五段动词：由「う」段变化到「え」段后再加「ば」

　　一段动词：去「る」加「れば」

　　サ变动词：「する」→「すれば」

　　カ变动词：「来(く)る」→「来(く)れば」



　　动词使役态：

　　五段动词：由「う」段变化到「あ」段后再加「せる」

　　一段动词：去「る」加「させる」

　　サ变动词：「する」→「させる」

　　カ变动词：「来る」→「来(こ)させる」



好，这一讲我们讲了这些动词怎么变形，现在大家不会变也没事，先认识它们就可以了，下一讲我们要对谓语词部分做个梳理。



  



【动词变形】（3）自动词，他动词和时态句式


上一讲，我们讲了动词怎么变形，这一讲我们继续梳理谓语部分（主要是动词）。

　　先来看动词词性中另外一种分类：自动词和他动词，这是语法中最关键的。

自动词：是指这个动作自己是自己，它对其他动作产生不了影响。

　　他动词：是指这个动作一定要对其他的事物产生影响。



自动词要接的助词是「が」表示的是个小主语

　　他动词要接的助词是「を」表示的是“把”

因此当我们知道动词是自动词时，第一个反应就是前接「が」，他动词时第一个反应就应该是接「を」。

　　但是，有的动词具有自他词性，这时要接哪一个？

　　——如果你把它当他动词用，就表示你在告诉对方这个动作有人(主语)去做它；如果你把它当自动词用，那就是你并没有说有人去做，只是说这件事情自己发生了。



　　比如“决定”：決(き)める<他动词>；決(き)まる<自动词>

留学を決める。

　　りゅうがくをきめる。

既然用了他动词，那么在「留学」和「決める」之间，就要加「を」，强调是有人去做动作，这里的「決める」也就是告诉对方有人决定了要去留学。



留学が決まる。

　　りゅうがくがきまる。

用了自动词的话，那么在「留学」和「決まる」之间，就要加「が」，「決まる」是告诉对方我不说是谁决定的，我只是说留学这件事情它自己定下来了。



好，我们已经学过了：自动词、形容词、形容动词、可能形、被动式前用的助词是「が」；他动词、使役态（就是“让”，让谁去做）前用的助词是「を」。

　　这里稍带再提一下形容词和形容动词

　　形容词是以「い」来结尾，形容动词不是以「い」来结尾，但它同样具有形容词的作用，同时它还具有动词的作用，所以才会有形容动词这个名称。



下面我们来讲一下谓语词的时态，不单动词，形容词、形容动词也都是有时态的。

　　日语的时态分成三种

　　一般现在时，比如「する」

　　现在进行时，比如「している」

　　「た」形，比如「した」，注意，这里我并没有把它说成是过去式，而是说成「た」形。



　　「する」，一般现在时所表现的是：①一般都这样；②表示将来时



「している」，这个「て」就是告诉我们它是个“，”、是个中顿，就是谓语词和谓语词相接时需要一个接续的东西，就变成「て」了，「いる」就是“在”，「し」就是“做”，连起来就是“正在做....”。

　　那么，现在进行时所表示的就是：①此时此刻正在做这件事情；②是一种持续，可以是持续的动作，也可以是持续的状态，比如：我最近在学日语呢。这就是一种持续。



「した」，动词的「た」形，「する」的「た」形是「した」。

　　这个「た」有两个意思：①“的”；②“了”

　　“的”的意思就是说，后边我得修饰一名词，那就把它变成「た」形，就是“的”，这一点在中高级语法中体现得非常多；还有“了”，有动作完成的意思，也有一种过去的意思，如：食べました／食べた　我吃了。

下面讲动词的肯定、否定、疑问形式

　　比如动词：する

　　肯定：する、します

　　否定：しない、しません

　　疑问：しますか

　　在肯定里会涉及一些时态，而日语较关键的是否定，否定是表示不清楚，不清楚的音有浊音、鼻音，那么我们就知道在日语里用否定的时候，是会用鼻音和浊音来表达的，这些都是在初级中已经学过的，现在只是做个总结。



鼻音是「ん」，所以才会有「～しません」

　　另外，在「な、に、ぬ、ね、の」里有两个表示否定的「な」和「ぬ」，所以就有「しない」，而「ぬ」的否定在中高级语法中才会涉及到。

　　还有一个表示否定的是「ま、み、む、め、も」里的「ま」，就是「まい」，这个也是中高级语法的内容，这里只先提一下，以后都会讲到它们。

　　在初级语法中，我们只要认识「ない」就可以了。



浊音的话，表示否定的最关键的一个就是「ず」，这个在初级语法中已经学过了，实际上这个「ず」是一种比较老的否定，初级中有个单词是：

　　相変(あいか)わらず　仍然、仍旧、与过去没有任何改变，还是老样子

　　这里的「ず」就告诉我们是“不”。

　　现在，大家只要认识它就可以，实际上在挺长的一段时间里大家还只是在看，“看”的意思就是“输入、接收”，只有在大量的输入后，才有可能慢慢的“输出”，所以现在大家不用特别着急说：我输出的时候怎么办？现在先只要做到输入就行，只要认识了「ず」是否定，「ない」是否定，就可以了。



好，还有一个疑问。

　　疑问就是在句尾加上一个「か」，实际上，只要有疑问词就会有「か」，应该说就要，就必须有「か」。

　　「か」有两个意思：①表示疑问；②表示不确定

　　还有很关键的一点是这个「か」只能用在敬体后边，比如：

　　行(い)きますか。（√）你去吗？

　　行(い)くか？（×）简体不能用「か」，如果你一定要用简体表达疑问，直接语调上扬用「行く？↗」就可以了。



这一讲我们简单梳理了一下自他动词、时态、句式，下一讲来讲动词变形后的使用。



  



【动词变形】（4）可能形和被动式



这一讲我们来讲动词变形的可能形和被动式。

　　先来看动词可能形：

　　五段动词的变形是由「う」段变化到「え」段上后再加「る」

　　一段动词变形是去「る」后加「られる」

　　サ变动词「する」变成「できる」

　　カ变动词「来(く)る」变成「こられる」



动词变完可能形后

　　①要知道它的前面是要加助词「が」的，也就是说，它是变成了一个自动词

　　②可能形翻成中文的“能”、“会”、任何一个补语(补充说明动作结果、状态等等的)。



来看个例句，比如，要表达我能买、会买、买得起这样的意思

　　買(か)う→買える　这里的「え」就是告诉你“能”

高い本が買える。

　　たかいほんがかえる。

　　(直译)很贵的书能够买。(意译)(我)买得起贵的书/(我)能够买很贵的书。



我们在四级时学过一个「～ことができる」，它跟动词的可能形是不一样的，「できる」表示的是“能”，因为「できる」是自动词，所以前面用的助词是「が」。

　　助词在90％的情况下，前面都要加的是名词。那碰到前面不是名词的时候呢？

　　——那就给它变成名词，通常给它加上一个“事情”，因为是“我能够去做一件事情”，这样，所以用的是「こと」。

　　那「～ことができる」就要翻成：能够去做什么什么事情。



高い本を買うことができる。

　　たかいほんをかうことができる。

　　(直译)能够去做买贵的书的这件事情。这里是指能够去做“买”这个事情。表示的是一种条件的允许。

　　「を」由于他动词「買う」而用

　　（高い本を買う）是用来修饰「こと」的

　　这个「～ことができる」相对于可能形，在使用时有很多局限性，因此我们在表示能够去做什么事时，通常第一反应用可能形。



接下来，来讲被动式：

　　五段动词的变形是由「う」段变化到「あ」段上后再加「れる」

　　一段动词变形是去「る」后加「られる」

　　サ变动词「する」变成「される」

　　カ变动词「来る」变成「こられる」

注意：一段动词、カ变动词的被动式和可能形是一样的



五段动词：書(か)く→書かれる；買う→買われる（う→(あ)→わ，这里要注意读音的特殊变化）

　　一段动词：食べる→食べられる（可能是被动式，也可能是可能形，这时你就要通过上下文来判断了）

动词被动式、可能形前加的助词都是「が」，表示小主语，如果是大主语，你直接上「は」就可以了。

　　中国人不太常用被动，但在日语中被动式是比较常用的，经常会弄得感觉这个人很被动的样子，下面还是通过例句来说明，会更直观一点。



第一个说法，不一定是搞得谁很被动，直接就说“被”：我被老师表扬了。咱们中国人是这样说：老师表扬我了。但是他要以“我”做为主语，表达受到了老师的表扬，所以用了被动式。

わたしは先生に褒められました。

　　わたしはせんせいにほめられました。

「わたしは」的「は」提示大主语

　　「先生に」的「に」是由于「れ」来用的，就是「に」跟「れ」相关联，因为是被动，那肯定要说是被谁，这个「に」就是一个对象。



わたしは先生に叱られました。

　　わたしはせんせいにしかられました。

　　我被老师批评了。



实际上可能形、被动式的变形大家不用特别去注意它，因为在挺长的时间内，大家还只是处于“看”的阶段，你只要认识「叱られました」是什么东西就行了。

　　“批评”在哪儿？——就是「叱」

　　“被”在哪儿？——就是「れ」

　　“了”在哪儿？——就是「た」

　　你只要这么认识就行了。



　　下面看一下第二种，搞得你很被动这种感觉的例子

わたしは彼にカメラを壊されました。

　　わたしはかれにかめらをこわされました。

　　他把相机给弄坏了，搞得我很被动。



「わたしは」大主语

　　「彼に」的「に」表对象，被谁——他

　　「カメラを」把相机

　　「壊されました」被...给弄坏了

　　这句话所体现的就是一种日式思维，是一种日式思维的表达方式。

　　其实五段和一段变形被动，大家只要记住：「れる」、「られる」，实际上关键的也就是记住「れ」就好了。



呼～～～，这几期篇幅都超长哇，今天的就先讲到这儿了，下一期是动词变形这个板块的最后一讲，讲动词的使役态和意志形。

你可能会说，怎么才讲四个？

　　——因为我们这个课是语法课，不是专门讲动词变形的，我们在讲各种语法的过程中，变形也都是会被提到的，就象中顿「て」形，从开始到现在，只要例句里有碰到，安老师都会不厌其烦地提醒。



　　初级阶段安老师讲得很细、很慢、很容易懂，而我的笔记也是非常详实的，重要的知识点被不断得重复，想来安老师可能也是希望在一遍又一遍的讲解中，大家能更容易、更自然地记住吧。

　　所以不用担心，大家跟着我的笔记走吧。



  



【动词变形】（5）使役态和意志形



这一讲我们讲动词的使役态和意志形。

　　动词使役态（使役就是让别人去做什么事情）：

　　五段动词的变形是由「う」段变化到「あ」段上后再加「せる」

　　一段动词变形是去「る」后加「させる」

　　サ变动词「する」变成「させる」

　　カ变动词「来る」变成「こさせる」



　　五段动词：書く→書かせる

　　一段动词：食べる→食べさせる

　　其实你只要认识「せ」就行了，「せ」的话实际上就是“做”，就是“让谁去做”的意思。

　　最关键的一点要知道使役都是他动词。

还有一点要记住，自动词的时候它用的是「を」，他动词的时候用的是「に」。



課長は彼を出張させます。

　　かちょうはかれをしゅっちょうさせます。

科长让他出差。（出張，自动词）

　　这里对象用的是「を」，而不是我们习惯的「に」，其实用「に」也是可以的，只不过他们表达更习惯于用「を」，这一点大家要知道。

　　这个「を」是由于「出張させ」的「せ」用的，就是「を」跟「せ」相关联。



お父さんはわたしを日本に留学させます。

　　おとうさんはわたしをにほんにりゅうがくさせます。

　　爸爸让我去日本留学。（留学する，自动词）

「お父さんは」大主语

　　「わたしを」让我

　　「日本に」的「に」表方向

　　「留学させます」的「せ」决定了前面用「を」

　　其实你要说：お父さんはわたしに日本に留学させます。 也可以，只不过他们更习惯于用「を」罢了。



前面举了两个自动词的，他动词的话直接用「に」就好了，大家想啊，对象的话，不就是要加「に」么。

彼は劉さんに歌を歌わせます。

　　かれはりゅうさんにうたをうたわせます。

　　他让小刘去唱歌。（歌う，他动词）

「歌を歌わせます」去唱歌

　　「劉さんに」的「に」表示对象

其实五段和一段变形使役只要记住：「せる」、「させる」，实际上关键的也就是记住「せ」就好了。



下面是动词意志形

　　五段动词的变形是由「う」段变化到「お」段上后再加长音「う」

　　一段动词变形是去「る」后加「よう」

　　サ变动词「する」变成「しよう」

　　カ变动词「来る」变成「来(こ)よう」



　　动词的意志形所表示的意思相当于英文的「will」，比如「しよう」，那这个「よう」是什么？——你就把它想成是“要”，「しよう」“要做....”，我们要知道它有两个意思：

　　第一，如果是以「しよう」结句，那么：「しよう。」＝「しましょう」，在初级中已经学过「しましょう」就是“让我们去做...吧”的意思，相当于英文的：Let's do。

　　比如：Let's go.＝ 行(い)こう。＝ 行きましょう。



第二，不在结句，如果你想表达类似于英文的「will」，就是表示意愿说“我要去做....”，那么，就要在「よう」后跟上「と」，这样才能构成意志形。

日语是以谓语词来结尾的，谓语词通常不会以助词结尾，而是以动词来结尾，因此要在「と」后边再跟上一个动词，而可以代替任何一个动词的动词就是「する」——“做”。

　　所以「しよう。」就变成“让我们做....吧”

　　「しようとする。」就变成“我要去做....”，就是我有意愿去做这个事情。



日本語の語学力を身につけようと努力している。

　　にほんごのごがくりょくをみにつけようとどりょくしている。

　　我努力在要提高我的日语水平。



「日本語の語学力を身につけよう」要用引号引起来，因为后边的「と」表示的是内容，要用“，”的话也应该在「と」后，「と」得跟着前边的内容走。在日语里，你要表示意志形，就必须要说「しようとする」，也就是说，你要喘气时应该在「と」后边停。

「日本語の語学力を身につける」提高日语水平

　　「身」身体

　　「に」方向

　　「つける」附着，一段动词，意志形去「る」加「よう」

　　直译：我要去把日语的语学力沾在身上



或者也可以这样说：

日本語の語学力を身につけようと頑張っている。

　　にほんごのごがくりょくをみにつけようとがんばっている。

　　我要加油在提高我的日语水平。（“要”的话就是“will”）



再看个例句：

今メールを出そうとしている。

　　いまめーるをだそうとしている。

　　现在正要发信息。



<今>现在，时间状语，

　　「メールを出そうと」停顿的时候停在「と」后，记住，读的时候不要把「と」跟后边的连一块儿去了哈。

　　你可能会觉得奇怪，为什么要一直强调这一点呢？

　　——因为你要是停在「と」前，把「としている」给连一块儿的话，那只能说明你压根就不知道什么是意志形。意志形是要构成「～と」才能构成意志形，就是说它必须要加上「と」。

　　「メールを出す」就是把信息/邮件发出去

　　「出す」是五段动词，把「す」变到「お」段的「そ」再加长音「う」

　　「している」正在去做，正在去做我要把「メール」给发出去的这个事情，这个“要”就是“will”的意思



　从上面的意志形可以引出一些“我不要去做....”的意思，相当于英语的“will not”，否定。那么只要把「しようとする」变成「しようとしない」就可以了，表示根本没有做....的意思。



もう遅いのに、子供は全然寝ようとしない。

　　もうおそいのに、こどもはぜんぜんねようとしない。

　　都已经这么晚了，孩子一点儿要睡觉的意思都没有。

<もう>已经

　　「のに」表示转折，有种惊讶、消极的语气，在这里表示有点消极的语气：已经都这么晚了.....

　　<全然>副词，完全，抱怨孩子一点都没要睡的意思



　　意志形的意思就是说：我有去做什么的意愿/意志/意思，那反过来，没有去做什么的意愿就是「しようとしない」。

从“我要去做....”还可以引出“我想去做....”这种表示愿望的两个语法：「～したい」、「～してほしい」，这个我们放到下一讲再说。



  



【したい、してほしい】愿望，想做某事



前面五期我们把动词变形好好复习了一下，今天我们继续语法的学习。

上一期我们讲了动词的意志形，由此引出了这一讲要讲的：我想去做什么什么事情，「～たい」，这个「～たい」你可以记就是汉语的“太”，太想去做这件事情了，是一个愿望，想去做....。



「～たい」是动词后缀，与动词的连用形构成复合形容词，就是说接在动词连用形后边，连用形就是「ます」形去掉「ます」，「し」就是「します」的连用形。

「～したい」就是我要去想做....，如果你想表达想做什么什么时，一定不能直接说「たい」，而要说出「したい」，因为听者并不一定知道「～たい」只是后缀，有可能会被误会你要表达其他的意思，因此一定要记住是说「したい」。



家を買いたい。

　　いえをかいたい。

　　我想买房子。

　　或者也可以说成

　　家が買いたい。

　　いえがかいたい。



用「が」是因为这里「買いたい」是个形容词，怎么就形容词了呢？

　　——因为「たい」的「い」，那么，形容词时用的助词就是「が」，当然用「を」是可以的。

　　那么，表示一个我想怎样怎样的时候既可以用「を」，也可以用「が」。但是，用「が」是最正确的，可以说是第一搭配。



「家」房子

　　「が」由于「買いたい」的「たい」用的

　　而「を」则是由于「買いたい」的「買い」用的

　　那么，这里两个助词都能用，到底以哪一个为标准呢？

　　——在日语里通常是以后面的为标准。

　　在本句中是以「買いたい」的「たい」决定的「が」为标准，「たい」在「買い」的后面。

　　也就是说在表达我想去做什么什么事情的时候，通常应该用的是「が」，当然「を」也会被用到，但最正确的是用「が」。



書(か)きたい

　　我想写

　　読(よ)みたい

　　我想念

　　行(い)きたい

　　我想去

以上都是表达我想去做什么什么事情。

　　关于这个语法还有一些重要的其他的表达方式，那要等到了中高级时再讲，这里就不再继续下去了。



　　还有第二个要表达的是：我想让别人去做什么，用的是「～してほしい」

　　「～て」是表达动词的一个中顿，也就是在谓语部分，前面的谓语和后面的谓语（因为「ほしい」不是动词）要相接的时候，有一个重要的方法，就是把前面的谓语变成一个“，”（而不是“。”）的形式，那就是「て」形，所以就变成了「～してほしい」。

　　「ほしい」的意思就是：想要什么什么



彼に家を買って欲しい。

　　かれにいえをかってほしい。

　　我想让他买房子。



<彼に>的「に」表示对象，也就是：让他

　　「家を」的「を」是因为「買う」用的

　　「買って」与「欲しい」相接时，前面的谓语就要变成「て」形

　　「買って欲しい」希望(他)买

　　「買いたい」是我想买

　　「買って欲しい」是我想让别人买



書(か)いてほしい

　　我想让别人写

　　読(よ)んでほしい

　　我想让别人念

　　行(い)ってほしい

　　我想让别人去



那么，由本讲的“我想做什么”又引出了一个「つもり」，遗憾的是在你可以查到的其他书里，这个「つもり」都有一些解释上的错误，那么在本课程中将重新举例说明它的关键意思。这个，放到下一讲再说。



  



【つもり】 指强烈的一种心情



上一讲我们讲了表示“想做....”的「したい」、「してほしい」，今天我们来讲由此引出的「つもり」



　　「つもり」是名词，它是指强烈的一种心情

　　「つ」的话，就是「強(つよ)い」，就是“強”

　　「も」的话，就是「思(おも)い」，就是“想”

　　「り」的话，就是把这个词变成名词了，这样「つもり」表示的就是一种强烈的心情

　　既然「つもり」是一种心情，那么它通常被翻成“打算”的时候就有点牵强了，因此，当我们要表达“打算去做什么”的时候，就不应该用「つもり」，因为它是用来表示强烈的心情或决心的。



日本に留学に行きたい。

　　にほんにりゅうがくにいきたい。

　　我打算去日本留学。



这里翻成“打算”是因为没有办法，在这种情况下只能把它翻成“打算”。相对日语，汉语的“打算”语气是比较弱的，“我打算去日本留学”有可能这只是我随便想想而已。

　　「日本に」的「に」表示方向

　　「留学に」的「に」表示目的

　　「～したい」想做.....



日本に留学に行くつもりです。

　　にほんにりゅうがくにいくつもりです。

　　我决心去日本留学。

这种“想去日本留学”的心情是非常强烈的



一体どういうつもりですか？

　　いったいどういうつもりですか？

　　你到底想干什么？（质问对方时用）



<一体>副词

　　（どういう）用来修饰名词「つもり」

　　「どう」副词，是一个“How”——怎么样

　　「いう」是因为「どう」是副词（副词不能修饰名词，只有动词、形容词、形容动词才可以），因此我要在后边给它加上一个动词「いう」（副词可修饰动词，「どういう」经常连在一起使用）。



下面再看个例句，当然，这个例句对初级学习者来说可能有点难，不过如果现在不学，到中高级你会发现你要学的东西太多了，因为90%的语法都在中高级。（吖，介就素日语笑着进去哭着出来滴原因之一么。。。）



私は自分がまだまだ若いつもりでいるよ。

　　わたしはじぶんがまだまだわかいつもりでいるよ。

　　我认为自己还是非常年轻的。



「つもり」经常还会用「～つもりでいる」的形式，「で」表示状态，意思是：....的心情很坚定。

　　「私は...いるよ」是这句话的主干，我是这样的活着的。

　　「いる」活着，存在，呆着....，是一种状态

　　<私は自分がまだまだ若いつもりで>以什么样强烈的心情

　　「つもりで」的「で」表状态

　　（自分がまだまだ若い）修饰「つもり」

　　<まだまだ>副词，还....

　　「自分が」的「が」是小主语

　　那么这句就是：我是以自己还很年轻的这样一种强烈的心情存在的。就是说我特别以为自己怎么着，这样。



本当は負けているが、勝ったつもりでいる。

　　ほんとうはまけているが、かったつもりでいる。

　　其实输了，可是心里当作自己赢了。



<本当は>副词，其实

　　「負けている」现在进行时，表持续（这是日语里特别喜欢用的时态，国语会用比如“说了”这种瞬间动作的，而日语就比较喜欢用持续），输着的。

　　<勝ったつもりで>就是说我们是以一种什么样的心情活着的，我们现在心情的状态是什么，心里当做是什么.....等等，这里的<勝った>赢了，修饰「つもり」，但是我却心里认为我已经赢了。



表示“想去做什么什么”的时候，有四种表达方式

「したい」我想去做....

　　「してほしい」我想让别人去做....

　　「しようとする」我要去做....（动词意志形，相当于英语的“will”，表示一种意志）

　　「つもりです」以一种强烈的心情、决心要....



时态，我们已经学过了，那么下一讲我们再来讲一讲跟时态有关的“将要在....之前”和“已经做了....之后”（又要开始码粉长滴篇幅涅，，，，啊，，，啊，，，，白天里偶又伦见到星星涅，，，）



  



【在...之前 / 之后】 一般现在时表将来



时态，我们已经学过了，现在来看看“将要在做....之前”和“已经做了....之后”。

　　在表示“做什么什么事情之前”，就要用将来时。

　　日语的将来时是通过一般现在时来表现的，它即可以表示一般性的状况，也可以表示将来的意思。



　　用一个可以代替任何动词的最好用的代表「する」来看下。

　　那么要表示“在什么之前”就应该说：「～する前(まえ)に」

　　「前」就是之前

　　「に」表示在

　　就是「～する前に～する」在将要做什么之前我要去做什么事情。



出かける前に、火元をちゃんと確認してください。

　　でかけるまえに、ひもとをちゃんとかくにんしてください。

　　出门之前请好好确认火源。



<出かける前に>在将要出门之前，时间状语

　　（出かける）出门，用一般现在时来表示将来，这里修饰名词「前」

　　「火元」火源

　　<ちゃんと>副词（通过「と」看出来的）

　　表示副词的有「に」、「く」、「と」，在这三个里，「と」前主要加拟声、拟态词。

　　「ち」齐全的意思

　　「ちゃんと」就是好好的.....

　　「火元を」的「を」是由他动词「確認する」决定的

　　「確認してください」的「ください」是动词，请。前后动词相接时，动词之间要有逗号（两种形式：连用形和「て」形，通常情况下用「て」形），因此在这里前一个动词就变「て」形为「確認して」。



接下来来看“做了.....之后”，在初级，它有几种表达方式，我们一个一个讲。

　　首先是：「て」形，表示逗号，它表示的是一种中顿

　　我们一直在讲谓语词之间是要用逗号的形式来做连接的，逗号的形式：「て」形、连用形。连用形一般给人的感觉比较正式生硬，而且连用形通常还会做名词使用。通常情况下，我们比较常用到的是「て」形，「て」形在一个句子中可以多次使用。



本を読んで、昼ご飯を食べて、昼寝して...

　　ほんをよんで、ひるごはんをたべて、ひるねして...

　　看书，吃午饭，睡午觉....



句中的「読んで」、「食べて」、「寝して」都是动词「て」形

　　这个例句用上了省略号就是告诉我们，后边还有逗号，还有动作。在句子到了末尾，就是最后一个动作时，你就可以用上其他时态，比如：



本を読んで、昼ご飯を食べて、昼寝しました。

　　ほんをよんで、ひるごはんをたべて、ひるねしました。

　　我看书，吃午饭，睡午觉了。



其次是：「てから」←「て」形 +「から」

　　「から」有两个意思：表示“从”和“原因”，在表示“原因”时要接在谓语词原形后边。

　　而在本语法式中是接在了动词「て」形后边，就是表示做完前面的动作“之后”接下来做下面的动作，因为「から」有表示“从”的意思。



ご飯を食べてから行きます。

　　ごはんをたべてからいきます。

　　吃完饭后马上去。



先是在「食べて」后划个逗号，「ご飯を食べて」吃饭

　　再在「から」后再划个逗号，「から」之后、然后

　　「行きます」去

　　「てから」在一个句中通常只用一次，上面划的两个逗号，只是告诉大家念得时候可以停顿的地方 ，「てから」并不是非常关键的固定的，它是：在动词「て」形后边 +「から」。



「から」最具代表性的一个词是之前学过的接续词：「それから」，然后。

　　「そ」写的汉字就是“然”

　　「から」写的就是“后”

　　Ａ、Ｂ、それからＣ。

　　Ａ、Ｂ、然后Ｃ。

　　「それから」只能用一次。



再次，表示“然后”的，「た後(あと)で／した後で」

　　「た」可翻成两个：“的”、“了”，现在我们讲翻成“了”的，就是：做了什么什么之后

　　「した」翻成：“了”

　　「後」表示“之后”，而「後」必须用的是「後で」，是不能够有「後に」的

　　在“将要做什么之前”，用的是「する前に」，但「後」的话，就必须要说「した後で」。

　　「前」用「に」，「後」用「で」，这就是一种固定的表达方式，请大家记住。



家を建てた後で後悔した。

　　いえをたてたあとでこうかいした。

　　盖完了房子后悔了。



（家を建てた）把房子给盖了，用来修饰名词「後」

　　「家を」的「を」是由他动词「建てる」决定的

　　“盖”在哪儿呢？——就是这个「建」

　　“了”在哪儿呢？——就是这个「建てた」的「た」

　　<家を建てた後で>在盖了房子之后，时间状语

　　“在”在哪儿呢？——就是这个「で」

　　“后”在哪儿呢？——就是这个「後」



　　「した後で」有两个特点

第一，它特别强调“在.....之后”，因为它写了「後」这个汉字，前一个「てから」虽然也是做完之后的意思，但「から」毕竟没有写汉字。

　　第二，它比较正式生硬，而国人特别喜欢用它，或许是没有看到汉字有点不安什么的吧，但是汉语词汉字在日语里是一种比较古语的表达方式，因此更显得它正式生硬。



最后还有一种最关键的，表达“做了....之后”的特别常用的方式：「たら」

　　而这种表达方式有可能我们没有意识到，或者说想不起来，因为我们总是把「たら」想成是“如果”，而实际上它并不完全是“如果”的意思。

　　「たら」有两个最关键的意思，「た」表示的就是“了”，而「ら」在日语古语里表示的是一个“假设”

　　它的特点是：其所跟后句形式一定要用将来时，表示：在做了什么之后，然后做什么　　



家に着いたら連絡してね。

　　いえについたられんらくしてね。

　　到家后跟我联系。



<家に>表示方向，「に」是由于「着く」用的，因为“附着、到”这样的词带点、带方向

　　「家に着いた」后划上逗号，到家了

　　在「ら」后再划一逗号，这里就把它俩儿给拆了，「ら」是由于后句的将来时用的

　　那我怎么看出后句就将来时了呢？

　　——因为该句省略了“请”「ください」，那么，“请跟我联系”不就是将来时么。就是由于这个“请你在将来那个时候跟我联系”这样的将来时，才用了「ら」这个假设，大家想想，对将来的事情是不是只能是个假设啊。

　　因此，在日语中要表示将来时的这种“在....了”、“在....之后”，就要用到「たら」。



下面再看两个例句：

終わったら、教えて。

　　おわったら、おしえて。

　　你完了以后告诉我一声啊。



　　帰ったら、電話して。

　　かえったら、でんわして。

　　你回去了以后给我打个电话。

好，今天的内容到此结束，下一讲我们来说一说由这个语法引申出来的四个“如果”。



  



【如果：たら、と】 条件性强的假设



之前我们讲了表示时态的“在....之前/之后”，今天就来说一说由此引出的四个“如果”「と、ば、たら、なら」，这一讲我们先讲解两个：「たら」和「と」。



　　「と、ば、たら、なら」它们四个是有一种方向感的，是有顺序的，也就是越往「と」的方向走，它的条件性越强；越往「なら」这个方向走，它的假设性越强。因为在日语的古语里，「ら」就表示假设。

　　这里要注意的是，关于「と、ば、たら、なら」的方向性问题是基于它们只是用于谓语词的后边这一点，谓语词就是动词、形容词、形容动词。



那我们知道这四个的第一点是：它们是有顺序的，接在谓语词的后边，表示“如果什么什么/怎样怎样”。比如：如果是....、如果热....、如果去....，这些都是接在谓语词后边的。

　　第二点：它们分别都会有区别，在这四个里，最关键、意思最多、也是最难的，就是「たら」。



「たら」表示做了，「ら」表示的是一种假设，而在日语古语里「なら」就是「たら」的假设。

　　那这就麻烦了，「なら」是「たら」的假设，说明「たら」本身是假设，而「なら」是假设的假设，要是这样的话，它就是最假设了，这一点大家必须要知道。



　　「たら」我们上一讲说过了，一个意思是表示将来时，表示“在做了....之后”；另一个是带有假设的意思，用于过去式，这时就要翻成“结果”，它有一种“发现了....”的意思在里边：发现结果却怎样怎样。



窓を開けたら雪が降っていた。

　　まどをあけたらゆきがふっていた。

　　打开窗户，发现下雪了。



「窓を開けた」我把窗户打开了，在「た」后边划上个逗号

　　 再在「ら」后边划上逗号，这样就把句子给拆了

　　「雪が降っていた」雪下着呢，表示现在进行时的一个过去，也就是表示过去的一个状态：雪，过去那个时候的状态就是下着的。



如果这个句子不用「ら」也是成立的，但是这样一来它就变成了两个句子：

窓を開けた。

　　我打开了窗户。

　　雪が降っていた。

　　雪下着呢。

而把「窓を開けた」的「た」变成逗号，加上「ら」，再加上一个「雪が降っていた」就把这两个句子合成一句了。



　　那这个「ら」到底表示的是什么呢？

　　——因为在古语里它毕竟表示的是一种假设，那在这种情况下就只能把它翻成假设。比如：我在开窗前假设了一下：可能天儿是睛的吧，结果我打开窗户后看到的却是在下着雪，这样的话，就要把「ら」翻成“结果”或者“发现”。就是“结果却下着雪”。



私は行ったら、彼はいなかった。

　　わたしはいったら、かれはいなかった。

　　我去了，结果他没在。



这“结果”是什么？

　　——就是这个「ら」

　　如果去之前我根本就没想，就随便去了，那这种情况下就不需要用「ら」，用这个假设

　　如果在去之前是假设他在的，你想他可能在的，你才去的，结果他却没在，这时你就要用上这种表达方式了。



　　当然，如果我要说，我去之前想都没想他在不在就这么去了，那么就可以这样说：

私は行った。

　　我去了。

　　彼はいなかった。

　　他没在。

我就把它变成两个句子就行了。　　



　　下面来看条件性非常强的「と」

　　条件性强指的是什么呢？

　　——就是：只要有这个条件，就要有这个结果。

　　如果大家这么来记得话，那这个「と」就是最好理解的：它是条件性最强的，条件性就是100%。



　　同时，大家也要注意的是，一个东西它只要条件性很强，条件很多，那么，如果它是做为“如果....”这种表达方式的话，那被使用的就肯定不会很多。那我们就不能把「と」翻成“如果”，而是要把它翻成“只要”。

　　在之前初级的学习中我们一直把「と、ば、たら、なら」这四个都翻成“如果”，但事实上并不是这样的。

　　「と」要翻成“只要”。



親と一緒にいると安心していられる。

　　おやといっしょにいるとあんしんしていられる。

　　只要和父母在一起就会一直安心。



<親と>表示的是对象，和父母，「と」表示和

　　<一緒に>一起，状语，「に」是副词的标志

　　「いると」只要（只要和父母在一起）

　　「安心して」放心

　　「いられる」是「いる」的可能形，就是「安心している」我现在正在放心着，表示现在进行时的持续，而加上了一个可能形，就变成：我能够一直这样放心，能够保持放心的这种状态。

　　因此，只要你想表达“只要”的时候，就可以用上它。



文法を習うと、頭が痛くなる。

　　ぶんぽうをならうと、あたまがいたくなる。

　　(我)只要一学语法头就开始痛。

「文法を習う」学语法

　　「と」只要

　　「頭が痛く」的「く」是副词化，就是把形容词「痛い」变成副词，因为后边还得加上个动词

　　「なる」成为、变得

　　“开始”在哪儿呢？——就是「なる」“变得”这个词翻过来的



好，这一讲我们讲了「と、ば、たら、なら」中的「たら」和「と」，下一讲把「ば」和「なら」讲完。



  



【如果：ば、なら】 条件性弱的假设



上一讲我们讲了「と、ば、たら、なら」中的「たら」和「と」，这一讲我们把剩下的「ば」和「なら」讲完。



　　先来看表示条件性强的「ば」

　　如果之前讲过的「と」是条件性100%强的话，那么「ば」就是75%强，那它的表达方式也就相对柔和一点。

　　还有一点就是：在一个表示极端条件的「と」和一个表示极端假设的「なら」中间，要表示“如果”的时候「ば」和「たら」是用得最多的。



但是因为「ば」离条件性近，它的条件性相对就强。

　　你想啊，你要找个伴儿，可你要求的条件特别多一堆一堆的，你想你还能找得到不？局限性那么强，对吧

　　那么，「ば」在什么时候不能用呢？

　　——在后句，就是在后半句时；象是表示意志的、请求的这些都是不可以的

　　不用担心记不住，你只要把「ば」想成是“只要”就行。



雨が降ったら、窓を閉めてください。

　　あめがふったら、まどをしめてください。

　　假设它下雨了之后，请你把窗户关上。



　　雨が降れば、窓を閉めてください。

　　あめがふれば、まどをしめてください。

　　只要是雨下了，就请你把窗户关上。



相比之下，后面这个太痛苦了，这人儿啥也别干了，时刻等在窗户边上，只要它一下雨就给关上，只要雨一停就给开开，再下、再关，再停、再开.....

　　所以说，「ば」的限制太强了，它不如「たら」用得那么顺手，感觉那么柔和



　　好，接着来看「なら」

　　「なら」如果是接在谓语的后边，比如「～するなら」，那这种表达方式就是假设，表示：假设去做....的话。



留学するなら、日本がいいですよ。

　　りゅうがくするなら、にほんがいいですよ。

　　假设你要去留学的话，日本就是最好的。

「日本が」的「が」是强调主语。



「なら」还有一种情况是接在名词后边，比如：

　　私なら、学生なら、中国人なら....，那，这里的「なら」就没有假设的意思，就会翻成：如果

　　也就是说，「なら」要接在谓语词后边才会有假设的意思。如果我只有一个名词摆在这儿的话，那「と、ば、たら、なら」这四个，我要加谁？

　　——如果是名词的话，这四个中，第一个反应要加的就是「なら」，因为一看见名词最简单的就是名词后边直接加「なら」，它表示的就是“如果”。



　　从上一讲到这一讲，说了这么多，大家可能看得累了，假设什么的我还是不会，也不想学，我想学的是我就想说“如果”，你就直接告诉我，这四个我能用哪个？用哪个是最安全的？

　　——那你就用「たら」，用「たら」就是最安全的，这就是一种最简单明了的记法。

　　因为「たら」它离假设又不是那么近，离条件又很远，而跟它相对应的这个「ば」就会用得比它要少，因为「ば」毕竟离条件还是很近的。



　　这两讲我们学的「と、ば、たら、なら」这四种表达方式只是初级的表达方式，在以后的中高级阶段，它们都会有一个升级，到时候我们再深入学习它们另外的表达方式。

好，今天我们就把 由表示时态的“在....之前/之后”引申出的四个“如果”给讲解完了，下一讲我们还是继续讲解跟时态有关的内容，讲解「ところ」。



  



【ところ】 表强调时态



日语的时态大致分为三种：一般现在时，它还表示将来时；现在进行时，它还表示一种持续；「た」形，表示“的”或者“了”，同时还表示过去式。

　　下面我们就来看看要想在一个句子中强调时态，应该怎么做。



　　首先我们来看一下“时间”是什么？

　　——第一个是「時(とき)」，第二个是「ところ」

　　用来强调时态时不是用「時」，而是用的「ところ」

　　「ところ」可以表示：在....时候；将要在....时候；正在干....时候；已经/刚刚干完了....时候

　　在初级阶级，这个「ところ」表示时间、地点；以后的中高级中会学到它表示程度、状况的，这个到时候再说。现在大家只要了解「ところ」有四种意思，目前掌握它表示地点(场所)和时间的意思就可以了。



其实初级阶段在整个学习过程中是最关键的，因为它处于输入阶段，老师教的是什么，同学们学的就是什么。

　　但是有时候，有必要让大家知道有些知识点它是可以扩展的，就象这个「ところ」它并不局限于一个场所的意思（因为“场所”这个意思是最早接触、印象最深的）。

　　当然这个“扩展”并不是说要扩展开来讲解，而是说让大家对它有个总体认识，知道现阶段只要掌握什么就行了。



今出かけるところだよ。

　　いまでかけるところだよ。

　　现在刚要出门。



（今出かける）用来修饰名词「ところ」

　　<今>现在

　　「出かける」出门

　　「出かける」的「る」一般现在时，这里用来表示将来时，就是“要”

　　「ところ」就是时态，它强调时间

　　但是你又不能说：现在是将要出门的时间，中文这么说显然不恰当，因此就把它翻成一个副词“刚”

　　这里记住：「するところ」表示的是将要/刚要做什么什么事情



今あの書類を読んでいるところだよ。

　　いまあのしょるいをよんでいるところだよ。

　　现在正在看那个材料。



（今あの書類を読んでいる）用来修饰名词「ところ」

　　<今>现在，时间状语

　　「あの書類」那个材料

　　「読んでいる」正在看

　　“在”在哪儿？——就是「い」；“看”在哪儿？——就是「読」；那“正”呢？

　　——“正”就是「ところ」。因为这个「ところ」没法翻译，所以就给翻成个副词，这里强调现在进行时态



今帰ってきたところだよ。

　　いまかえってきたところだよ。

　　现在(我)刚回来。



（今帰ってきた）用来修饰「ところ」

　　<今>现在

　　那“刚”是哪一个？——就是「ところ」，翻成副词

　　「帰って」回

　　「きた」来

　　“刚回来”，说明是已经回来了，这里的「ところ」就是在强调过去式



　　综上，我要强调时态，表达我刚要怎样怎样；我正在干嘛干嘛；我刚做完什么什么的时候，我就可以通过一个名词「ところ」来修饰。而把句子翻成中文时，「ところ」就被翻成的是副词。



除了「ところ」外，在初级，还有一种表达方式也可以表达“我刚做完了....”，就是「～したばかりです」。

　　「ばかり」在我们学助词时已经学过了，它表示的是：全是；光是；净是

　　当「ばかり」接在动词过去式后边时「～したばかりです」，就表示：我刚刚做完了什么什么事情。也是强调的是一种过去式。



　　那么，要表示我刚刚做完....，就有两种表达方式：「～したところです」和「～したばかりです」

　　当然，这两种表达方式有所不同（完全一样的话，另一种就没有存在的必要了），不同在于：

　　「～したところです」适用于时间短的，表示刚刚做完的这一瞬间，因为毕竟是在强调时态

　　「～したばかりです」时间上不受限，长短都适用，因为它并不完全是强调时态用的



我刚刚回来。

既可以说：今帰って来(き)たところだよ。

也可以说：今帰って来(き)たばかりだよ。

相对来讲，「ところ」会给人时间更短的感觉，就是我这刚完，刚进门，明确强调过去的这个时态。而「ばかり」就暧昧多了，我5分钟、10分钟、一个小时....，都可以说我刚回来。



比如：我今年刚进公司。这句话，要用「ところ」还是「ばかり」？

　　再比如：我去年刚结婚。要用「ところ」还是「ばかり」？

　　——肯定用的是「ばかり」啦。因为「ところ」表示的是刚刚完成的这一瞬间的动作，它强调动作已经做完了，已经过去了。但是「ばかり」的话，时间可长可短的。



今年入社したばかりです。

　　ことしにゅうしゃしたばかりです。

　　今年刚进公司。



　　彼は去年結婚したばかりです。

　　かれはきょねんけっこんしたばかりです。

　　他去年刚结婚。



好，今天就讲到这儿，下一讲我们继续时态这个大话题的「状态：している、してある」的讲解。



  



【状态：している、してある】 表示的是一种状态，一种持续



上一讲我们学了怎样用「ところ」强调时态。

　　这一讲先来看看现在进行时，它除了表示我现在正在做什么什么外；还表示的是一种状态，一种持续。

　　持续的话，即可以是持续的动作，也可以是持续的状态。这一讲要讲的就是持续的状态。



初级中表示状态的有两种表达方式：

自动词 +「している」

　　他动词 +「してある」

在日语古语里最先出现的动词之一就是「ある」，就是“在”或者是“有”的意思。后来慢慢演变成了「ある」和「おる」，这个「おる」就是「いる」的古语、敬语。

　　也就是，在最早的时候不管是象人这样有生命的还是象桌椅这样无生命的，都是用的「ある」。



　　中文的“桌子在屋里”跟“谁在屋里”用的都是一个“在”，咱们的“在”和“有”是没有有无生命这种区别的。在古代的日语里也是没有这种区别的，都用「ある」这个词。

　　但是后来为了把无生命体与有生命体区分开来，就分别用了「ある」和「いる」，你就对应记住两个字：死、活。



人は本を置いている。

　　ひとはほんをおいている。

　　人正在放这本书。

指动作的持续，这个人一直在做放这本书这个动作，可能放了好几十本这样....



本は机の上に置いてある。

　　ほんはつくえのうえにおいてある。

　　书在桌子上放着。（指的是书的一种状态）

<机の上に>桌子上，「に」表示的是方向

　　「置(お)く」他动词，要让这个动作不动了，让它静了，变成一个状态了，就要用的是「置いてある」



字は黒板に書いてある。

　　じはこくばんにかいてある。

　　黑板上写着字（字是写在黑板上的，指一种状态）

而「書いている」则是指：一个人一直在做着写这个动作



電気がついている。

　　でんきがついている。

　　灯开着呢。

「が」是由于「つく」这个自动词用的



　　有些自他动词有相对应的自动词和他动词，比如：

　　决定：「決(き)まる」自动；「決める」他动

　　附着：「付く」自动；「付ける」他动

　　有些动词只有自动词或只有他动词，而没有相对应的，比如：

　　放：「置く」，它就只有他动词而没有相对应的自动词



像自他动词，要想用它来表示状态时，只要挑出它的自动词的来用就可以，而不用它的他动词。

　　像只有他动词的，要想表示状态时，就要把它用「ある」的形式来表示，就是让它的这个动作“死”了就可以了，就是说把它变成静的，就要用「～てある」。

　　还有一种我自他动词都同时用它，都表示状态，那又会是什么样一种状况呢？

　　——来看个“开”的例子：「開(あ)く」(自)；「開ける」(他)。要表示门开着，用两种表达形式都是可以的。



自动词形式

ドアは開いている。

　　どあはあいている。

　　门开着呢。（只单纯描述）



他动词形式

ドアは開けてある。

　　どあはあけてある。

　　（有人把门打开了，而）门开着呢。

用了他动词的话就必须要添加一句：有人把门打开了。



自他动词最关键的区别在于：他动词一定要告诉对方是有人在做，所以你把它翻译出来就行了

把上面的例句「電気がついている。」用他动词形式来表示，就是：

電気がつけてある。

　　就要翻成：有人把灯打开了，而现在灯开着呢。



好，今天的内容就到这儿，下一讲我们讲解表示时间的推移「してくる、していく」。



  



【してくる、していく】 表时间的推移



前面我们学了表示状态的各种表达方式，今天我们来学表示时间推移的“做过来”和“做下去”。

　　所谓时间的推移，是指从过去做到现在；从现在再继续往下。



比如：我从过去到现在是一直这样学过来的。

　　就是用“学”加上“过来”

　　那这“过来”要怎么说？

　　——就是“来”。

　　所以第一种表达方式就是「して来(く)る」。



还有一种，比如：

　　我过去是这样学过来的，今后我还要这样学下去。

　　这种用的就是「していく」

　　它表示的是一种时间的推移

　　汉语就会说：我是怎么样做过来的，我还要怎么做下去

　　表达方式上都是用两个动词，两动词相接时前一个用作(逗号)「て」形



このように習ってきました。

　　このようにならってきました。

　　我是这样学过来的。



「このように」是这样

　　「習って」学

　　「きました」(学)过来了



　　このように習っていきます。

　　このようにならっていきます。

　　我还要这样学下去。



「このように」是这样

　　「習って」学

　　「いきます」(学)下去

　　表达做过来，从过去做到现在，就要用「してきます」

　　做下去，就是「していきます」



今まで頑張ってきました、これからも頑張っていきます。

　　いままでがんばってきました、これからもがんばっていきます。

　　从过去到现在我是努力过来的，从现在到将来，我还要努力下去



「今」现在

　　「まで」到、到....为止

　　「これからも」从现在开始也

　　「頑張っていきます」还要努力下去

　　这些都是表示一种时间的推移



关于“时间的推移”「してくる」和「していく」就讲到这儿，下一讲，讲表示尝试的「してみる」和表示事先的「しておく」。



  



【してみる、しておく】 表示尝试与表示事先



上一讲讲了表示“时间的推移”的「してくる」和「していく」，今天来讲表示尝试的「してみる」和表示事先的「しておく」。

　　要说试着做什么事情时就用试试看这种表达方式，“看”就是「見(み)る」，所以就是「～してみる」。



食べてみてください。

　　たべてみてください。

　　请你尝尝（请你 吃 看看 怎么样）。



　　読んでみてください／読んでみます。

　　よんでみてください／よんでみます。

　　(请)你试着读读／(是我)试着读（“读”说完了，再加上“看看”，看看怎么样）。

「読んでみてください」三个动词连在一起，前两个用「て」形（逗号）。



着てみてください。

　　きてみてください。

　　试穿看看。

试着做什么什么事情就是用「～してみる/ます」



我做完这事儿后，先放一段时间，就是指我事先去做什么什么事情时，用的就是「～しておく」。

　　就象中文里讲的，做一件事是为了置备，「おく」就是“放”，指做完事儿后，放一段时间，然后再怎样怎样，有时翻成中文没有更合适的，因此只能翻成“事先”。



　　比如，有朋自远方来，那我得在朋友到之前来个大扫除，用日语来表达的话，就是我大扫除完了，放一段时间，在这时间之后，朋友才来。那么这个事先的话就应该这么说：



掃除しておきます。

　　そうじしておきます。

　　我事先去大扫除。

「掃除して」我大扫除

　　「おきます」放一段时间，有时这个没法翻，就只能翻成“事先”



掃除しておいて友達が来ます。

　　そうじしておいてともだちがきます。

　　我大扫除放一段时间朋友来玩儿。



「掃除して」我去大扫除

　　「おいて」放一段时间

　　「掃除して」在「友達が来ます」之来发生，因此就用「～しておく」



　　「～しておく」在口语里「てお」会发生音变，变成了「と」

　　你给我放在那儿就别管，放在那儿，放一段时间，可能咱们不太习惯于这种表达方式，这时你只要记住这是脱口而出的一句话而已，你记住它就行了。比如：



明日先生に聞いとく（聞いておく/聞いておきます）。

　　あしたせんせいにきいとく（きいておく/きいておきます）。

　　我明天去问老师，然后，我把这事儿给放这儿放一段时间，置备（做个准备，你啥时候问我时，我再告诉你）。

「先生に聞いとくよ」这是日本人习惯的表达方式，咱国人说不出来这种表达，咱要说就说：「先生に聞く」。



还有一种是指：事先做准备

準備しておきます。

　　じゅんびしておきます。

「準備して」做准备

　　「おきます」给它放在这儿(备用，是为了我下一个动作而做的置备)



　　看个例子：出国的人需要办很多手续，但有些材料不一定马上会用到，不过最好事先就把它给办妥了放在那儿备着，以备要用时就有现成的。

　　皆如此类，把这事儿做完了后给它放在那儿备着，或放一段时间再去用这个，在日语里就会说：



書類を揃えておく。

　　しょるいをそろえておく。

　　我事先准备材料/准备好材料备用。



「書類」材料　　

　　「揃」就是把这东西给搜罗来

　　「揃え」的「え」就是一种方向，给它搜罗来，「え」就是“来”，搜罗来的意思就是把这东西弄齐



好，讲完了「してみる」和「しておく」，下一讲我们来讲表示完成、完了的「してしまう」。



  



【してしまう】 表完成、完了（贬义）



上一讲我们讲了表示尝试的「してみる」和表示事先的「しておく」，这一讲来讲表示完成、完了的「してしまう」。



　　当要表达我要把什么事情做完时，会发现有很多种表达方式，其中有一种是「～しまう」。

　　「しまう」就是完成的意思。



　　「し」就是死

　　「ま」在「ま、み、む、め、も」中就等于「む」

　　我们一直在说，同一行就会有同一行某种相同的表达方式（没明白是怎么回事滴童鞋请返回节目主页看“前言部分”课程视频；或看「ても」篇中间黄色字部分），「む」指的是关闭状。



那么，「し」就是死，「ま」就是「む」，就是关闭，给它关死了（死了不就完了么），「う」的话就是状态，这样，「～してしまう」就是说什么东西完了，结束了。

　　所以「しまう」也跟其他动词一起：「～してしまう」表示一种完成。



　　「～してしまう」有两个意思：

１、单纯指把什么东西/事情给做完了，「して」就是做，「しまう」就是完

　　２、引申出有语气的表达，比如，懊恼、着急地叫“啊～，完了！”，就是有一种“糟了!”，或者说给人一种无可挽回的消极的感觉，是一种消极的语气。

作为脱口而出的一句话，经常会听到：「しまった！」，“完了！/ 糟了！”就是带有一种消极的语气。而是否带有这种语气，是要根据上下文、根据当时的状态来判断的。



先生に言ってしまいました。

　　せんせいにいってしまいました。

　　我跟老师说完了。



「先生に」跟老师，「に」表示对象

　　「言って」说

　　「しまいました」完了

　　在这句话里，是否带有消极的语气，是要通过上下文来推测的



全部書いてしまいました。

　　ぜんぶかいてしまいました。

　　我全部写完了。



　 手紙を出してしまいました。

　　てがみをだしてしまいました。

　　信已经发出去了（发完了）。



同样，如果语境中带有一种这信不该发的意思，但是我却把它给发了时，就会有：哎啊，糟了，我把信给发了。这种表达就传递出一种消极的语气。

　　（任何一个句子都不会是孤立存在的，它一定是在一种语境、一种心情，一种感慨.....下出现的，所以你一定）要结合上下文，结合当时的状态来看一个句子，来判断它。



　　当然，这里可能会有个问题，其实我只是想告诉下对方：我把信发了，告诉说这事儿我办完了。可是要是对方理解错了，以为我是说“糟了”后悔把信发了，那咋办？

　　——那你就最好不要用这种表达方式。你就用“我把信发了。”就成了：



手紙を出しました。

　　てがみをだしました。

　　我把信发了。



你要用「手紙を出してしまいました。」它就会有两种意思，一种单纯叙述已发信，一种表达后悔发了信。

　　所以，当别人跟你说这话时，你就得去猜当时啥情景啥状况，对方想表达啥意思....。

　　如果是你在跟别人说，如果你不想表达“完了”的这种心情，为了不引起误会，你就干脆不用它，直接用个过去式「手紙を出しました。」就完事儿了。



好，讲完了「してしまう」，下一讲来说说表示 做......行吗「～していいですか」和表示 做......是不行的「～してはいけない」。



  



【していいですか、いけない】表询问，表不行



上一讲我们讲了表示“完成、完了”的「～してしまう」，今天来讲表示询问“行吗”「～していいですか」和表示“不行”的「いけない」。



　　要表达“我这样去做行吗”的意思时，可以用动词「て」形加「いいですか」

　　“做”就是「して」，“行吗”就是「いいですか」，这是一种比较柔和的表达方式



　　用比较敬语的表达方式则是：「～してよろしいでしょうか」

「いい」有礼貌的表达方式就是「よろしい」；而「ですか」的礼貌表达方式就是「でしょうか」

　　「ですか」的语调是往上升的（相对而言在对话过程往上升的语音语调听得多了会让人感觉比较刺，听着不舒服），「でしょうか」的语调则是往下降的，显得柔和、礼貌。



家に帰っていいですか？

　　いえにかえっていいですか？

　　我回家行吗？

「家に」的「に」表方向

　　「帰って」回，这里用「て」形是因为后面还要加同类词，一定要知道谓语是同类的



家に帰ってよろしいでしょうか。

　　いえにかえってよろしいでしょうか。

　　我回家可以吗？



家に帰ってもいいですか？/ 家に帰ってもよろしいでしょうか。

　　いえにかえってもいいですか？/ いえにかえってもよろしいでしょうか。

　　我回家也行吗？

要表达“做....也行吗？”用的就是「～してもいいですか」、「～してもよろしいでしょうか」



家に帰ってもいいです / 家に帰ってもよろしいです。

　　いえにかえってもいいです / いえにかえってもよろしいです。

　　我回家也可以。

谓语和谓语之间相接时，前边的谓语要用「て」形，表示中顿



如果你要表达“你这样回家不行”，这个“不行”就要用「いけません / いけない」

　　「いけません」是从「行(い)ける」过来的，「行ける」就是“行”的意思，比如人家问你：这书怎么样啊？你回答说：可以可以，行，行，不错不错.....的意思。

　　所以要表达“不行”就是「いけない / いけません」。



家に帰っていけません / 家に帰っていけない。

　　いえにかえっていけません / いえにかえっていけない。

　　我回家是不行的。



在否定、转折、相反什么的时候，通常说话人会强调一下，而一般情况下会用上「は」来强调

　　那么要表达“我做.....是不行/不可以的”时，就会用：「～てはいけません / ～てはいけない」



家に帰ってはいけません。

　　いえにかえってはいけません。

「は」是由于「ません / ない」来用的，也就是因为后边有个否定，所以这里要有个强调

　　「いけません / いけない」不行



ここではタバコを吸ってはいけない。

　　ここではたばこをすってはいけない。

　　在这里不能吸烟。

<ここでは>的「で」表示范围，「は」表示强调



好，这一讲就先讲到这儿，下一讲还是关于“不行”的「だめだ」和「～てはならない」。



  



【だめだ、てはならない】 表不行（正式）



上一讲我们讲了表示询问“行吗”的「～していいですか」和表示“不行”的「いけない」，这一讲我们继续“不行”的「だめだ」和「～てはならない」。



　　其实要表达“不行”，查字典时会发现第一个查到的是「だめ」，就是在日剧中出镜率很高的「だめだめ」“不行不行”。



ここではタバコを吸ってはだめです。

　　ここではたばこをすってはだめです。

　　这里不能吸烟。



这里也就是把「いけない」换成了「だめだ」，那么它俩儿之间有何不同呢？

　　——相对于比较正式一点的「いけない」而言，「だめだ」更加口语化。



　　除了可以说“做....不行”，那也可以说“做....不成”

　　比如问对方：....什么什么....成吗？——对方甩过来俩儿字：不成！

　　这里的“成吗？”就是“行吗？”，“不成”就是“不行”

　　所以要表达“不行”，还有一种方式：「てはならない」



　　「てはならない」的「て」是前面动词的中顿

　　「は」是由于后边的「ない」用的

　　「ならない」就是不成，不成的意思就是不可以、不行。



交通違反をしてはならない。

　　こうつういはんをしてはならない。

　　不能违反交通规则。



「交通違反」交通违反，就是违反交通规则

　　「して」做

　　「は」因为「ない」而用

　　「ならない」就是不成

　　我是不能够/不可以违反交通规则的



　　要知道「ならない」的「なる」这个词在日语里也是个非常老的词，因此由它引出的语法在以后的中高级课程里会特别的多，并且通常都会是一种正式、生硬的。

　　「ならない」最生硬，「いけない」比它好一点儿，最口语的就是「だめだ」



交通違反をしてはならない。

这句话是很生硬的，就象警察对违规的人说“违反交通规则是不可以的！是不行的！”

　　比它柔和一点的就是：

交通違反をしてはいけない。

那比它更加口语的，就比如说，朋友之间劝说，“你可别违反交通规则啊....”之类的

交通違反をしてはだめだよ。



那么，除了「いけない」、「だめだ」、「ならない」外，还有一种表达方式是“必须(做).....”也就是，如果你不去做什么什么的话就不行：「～なければならない / いけない / だめだ」，这个，下一讲再说。



  



【なければならない/ いけない/ だめだ】必须(做)...某事



上一讲我们把表示“不行”的「いけない」、「だめだ」、「ならない」给讲完了，这一讲来讲一讲表示“必须(做).....”的「～なければならない / いけない / だめだ」。



　　先来看什么是「なければ」

　　「ない」这个形容词在变成「ば」的时候它会有一定的变形方式，就是把「い」去掉，变成「ければ」，形容词的这种变化应该是有它的起源的，不过今天暂不深入。

　　「ない」变形后的「なければ」表示“如果不的话”



　　再比如「熱い」变形后成了「熱ければ」“如果热的话”

　　「難しい」变成了「難しければ」“如果难”

　　「忙しい」变成「忙しければ」“如果忙的话”



　　「なければ」后边再跟上「ならない」（最生硬）就变成：如果不怎么样的话就不成

　　跟上「いけない」（相对柔和）变成：如果不怎么样的话就不行

　　跟上「だめだ」变成口语形式的：如果不怎么样的话就不行



試験を控えているから、集中して頑張らなければいけない。

　　しけんをひかえているから、しゅうちゅうしてがんばらなければいけない。

　　面临考试，必须集中精力加油。



“面临”就要用「控(ひか)える」

　　「ひか」就是在初级中学过的「ひく」（没明白咋回事滴童鞋请返回节目主页看“前言部分”课程视频）

「ひく」就是「引く」就是“引”就是“拉”

　　「え」就是方向

　　「控(ひか)える」就是拉过来，拉过来做什么？——就是“面对”、“面临”



　　「試験を」的「を」是由于他动词「控える」用的

　　「試験を控えているから」因为我正在面临考试

　　「集中して」(我)集中的，前面是一个动词，后边还跟动词时，就把前面的变为「て」形

　　「頑張らなければ」就是「頑張らない」，不去努力的话，“的话”在哪儿？——就是「ば」

　　「いけない」就不行



除了「～なければならない / いけない / だめだ」，还有一种表达方式

　　回顾之前我们学过的「と、ば、たら、なら」，它们用作于“如果不怎么样就不行”的时候，就会有「と」。



　　但由于「と」的条件性太强了，其用法就有局限性，即：如果你用「と」那它只能跟「いけない」来接，「頑張らないといけない」，而「頑張らないとならない / だめだ」这两种表达很少，不是习惯用法。

　　如果你用「ば」，那么「なければならない、なければいけない、なければだめ」这三个都可以用。



好，今天我们讲完了「～なければならない / いけない / だめだ」，下一讲开始我们讲解：给我做什么事、给别人做什么事、请别人做什么事这一系列的「してくれる」「あげる」.....等等



  



【してくれる、してあげる】 给我做...与给别人做...



上一讲我们讲完了「～なければならない / いけない / だめだ」，今天来说说“给我做.....”、“给别人做......”的「してくれる」和「してあげる」。



　　要表示“给我做什么事、给别人做什么事”，都会用动词来接续，当然它们也可以接名词。



　　先看「してくれる」

　　前面的「して」就是动词的「て」形，「くれる」就是“给我做....”

　　「く」就是“我”，因为它是从「か、き、く、け、こ」的「こ」过来的（没明白是咋回事滴童鞋请返回节目主页看“前言部分”课程视频），而「こ」是从“自己”的“己”字过来的，那么「く」的话也就是“自己”，就是“我”了。

　　「れ」的话就是“来”，“来我这儿....”

　　所以「してくれる」就是“给我去做....”



彼は(私に)読んでくれる。

　　かれは(わたしに)よんでくれる。

　　他给我读。



「わたしに」经常会被省略，「に」表示对象

　　因为「くれる」的「く」表示“我”，「れ」表示“来”，这里就已经告诉你“来我这儿”了，所以日语里就省略了重复的成分，只用一种表达方式「彼は読んでくれる」就够了。



　　本句中如果没有加对象（わたしに），第一反应就是给我来读。

　　如果你想把对象具体化，比如：

彼は私の妹に読んでくれる。

　　かれはわたしのいもうとによんでくれる。

　　他给我妹读。



你可能会奇怪了，怎么我妹也用「くれる」呢？

　　——因为你如果加了具体的对象，而这个对象不是“我”，是别人，但句子还是用「くれる」，那就说明这个加上去的对象跟你是一拨的（即同一群体、或同一立场、或同一方的.....，这样）



彼は私たち留学生にご飯を作ってくれる。

　　かれはわたしたちりゅうがくせいにごはんをつくってくれる。　

　　他给我们留学生做饭。



「彼は」大主语

　　「私たち留学生に」对象

　　「作ってくれる」用「くれる」说明“我”也是「留学生」中的一员



　　第二个看「してあげる」，是指给别人做....

　　「げ」就是“给”

　　「あ」是“上面”，给别人的时候要尊重对方，就变成是给上面的人



(わたしは)彼に本を読んであげる。

　　(わたしは)かれにほんをよんであげる。

　　我给他读书。



「してあげる」给别人

　　「彼に」对象

　　「あ」是对方，是高的地方，是上的地方

　　「げ」是给



　　这里要注意的一点是，如果「してあげる」是一个动作加「あげる」的，有时会给人一种不礼貌的感觉。

　　为什么会说它不礼貌呢？

　　——「あげる」是手伸出去，我手上有东西给对方时，是手要出去的

　　比如：你把手上的书给对方「この本をあげます」。这个没问题，可以说我把东西给你。

　　但是，你如果是空手的，偏又向着对方「あげる」伸手出去对着对方，那就不妥了，尤其是当对方是地位比你高的人时，你用「してあげる」就显得很不礼貌了。



カバンを持ってあげます。

　　かばんをもってあげます。

　　我给你拿包吧。



「カバンを」包

　　「持って」拿

　　「あげます」我给你

　　假设对方是“我”的老师，那么，在日语里这种表达方式就很别扭。一般不这么说，而是说：老师，我来拿这包吧。/老师，我来帮您拿这包吧。



　　既然对长辈用「してあげる」不礼貌，那就不用，直接说：

カバンを持ちます。

　　かばんをもちます。

　　我拿包吧。



読みます。/書きます。

　　よみます。/かきます。

　　我来读吧。/我来写吧。



好今天的内容就先讲到这儿，下一讲继续讲解“请别人做什么事”的「してもらう」等



  



【してもらう】 请求别人做某事



上一讲我们讲了“给我做什么事、给别人做什么事”的「してくれる、してあげる」，这一讲我们来说说“请别人做什么事”的「してもらう」。



読んでもらう。

　　よんでもらう。

　　这是我请求别人给我读。



「ら」就是“拉过来”

　　「くれる」的「れ」是“来”、「あげる」的「げ」是“给”、「もらう」的「ら」是“拉”，这三个都表示的是一种带方向性的动作。

　　「も」是「もの」，是“东西”



　　那么就是：我用手去拉这个东西。

　　而这个东西是在别人那儿的，你用手去拉过来就显得特别的不礼貌，所以你应该是双手合十冲双方作揖表示“我想要那个东西”。

　　这个请求的动作就是「もらう」，因此它最关键的意思就是“请求”。



　　日剧中最常见到一个情景：吃饭前，大家都要来这么一个作揖的动作，然后再来一句「いただきます」，就表示：哎呀，我要来要这个饭了哦。

　　「いただきます」是表示：要、请求的意思。而翻成中文就成了“我要吃了”。其实它并不是“我要吃 ”的意思，而是说我要来请求这饭、要得到这饭，而不是说是要“吃”这个动作。



　　那么「いただきます」和「もらいます」有什么区别呢？

　　——「いただきます」是「もらいます」的一种敬语表达形式。

　　那么，在表示请别人做什么事时，比「してもらいます」更加礼貌的表达方式就是「していただきます」



推薦状/推薦書を先生に書いてもらいます。

　　すいせんじょう/すいせんしょをせんせいにかいてもらいます。

　　请老师给我写推荐信。



还有一种表达方式不是请别人去什么，而是非常有礼貌的请别人让/允许自己去做什么：请您让我....

書かせてもらいます/書かせていただきます。

　　かかせてもらいます/かかせていただきます。

　　我请您让我去写。



这里就引出了「～させてもらいます」、「～させていただきます」

　　「せ」表示的是一种使役

　　「もらいます」是请您

　　「せて」是让人(比如：让我....）



　　请注意这两种表达方式的区别：

「してもらいます」、「していただきます」是请别人做.....（动手去做的是别人）

　　「せてもらいます」、「せていただきます」是请别人让/允许自己做.....（动手去做的是自己）



傘をここに置かせてもらいます。／傘をここに置かせていただきます。

　　かさをここにおかせてもらいます。／かさをここにおかせていただきます。

　　请您让/允许我把伞放在这儿吧。



「傘を」把伞

　　「ここに」在这儿，表方向

　　「置かせて」就是「置く」放，加上了使役「せる」

　　「もらいます」请



傘をここに置きます。

　　かさをここにおきます。

　　(直接说)我把伞放这儿了哈。

这种表达方式就不如上面的来得有礼貌



　　还有一种相对「～させてもらいます」、「～させていただきます」礼貌程度低的，略带命令口吻的表达方式是「～させてください」。

　　要知道「してくれる」的敬语表达方式是「してくださいます」（「もらう」的敬语表达方式是「いただきます」），而命令形则是「してください」，那么「させてください」就带有命令的语气，显得比较强硬。



留学に行かせてもらいます。／留学に行かせていただきます。

　　りゅうがくにいかせてもらいます。／りゅうがくにいかせていただきます。

　　请您让我去留学。（很礼貌的表达方式）

「留学に」的「に」表目的

　　「行かせて」就是「行く」加上了使役



留学に行かせてください。

　　りゅうがくにいかせてください。

　　请您让我去留学。

用上「ください」，相对上面两句就带上命令的语气，显得不客气了



　　目前我们学到的，请别人做什么的表达方式有很多种，可以不失礼又很大众化的就是：「してもらう」

　　如果要表达：能不能请您去做什么什么事，可以说：「～してもらえませんか」，非常有礼貌吧

　　怎么会有个「え」

　　——可能形啦（木印象滴童鞋再往前翻翻“动词变形”那五讲）



教えてもらえませんか。

　　おしえてもらえませんか。

　　能不能请您告诉我一声呀？



「教(おし)える」的「お」就是我

　　「し」就是知道

　　「え」是方向

　　「る」是结尾

　　我把我知道的方向给别人了，这就叫「教える」



明日ここに来てもらえませんか。

　　あしたここにきてもらえませんか。

　　直译：明天这儿来能不能请您？

意译：明天能不能请您明天来一下啊？



好，我们把“给我做什么事、给别人做什么事、请别人做什么事”的「してくれる、してあげる、してもらう」这三种表达方式说完了。下一讲来说说表示“.....太过.....”的「～しすぎる」。



  



【しすぎる】 表过于怎样



日语的语法分两种，一种是动词来做语法，另一种是用名词来做语法。

动词来做语法的，我们之前学过了其中的一种，就是用的「て」形，指动词与动词相接的时候用一个逗号。还有一种是连用形，连用形是构成了一个词。



　　注意：「て」形是分别的两个词，因为它是一逗号；而连用形却多是构成了一个复合词。



　　来看看「～しすぎる」“过于....”

　　「す」就是“嗖”的一下

　　「ぎ」就是「ご」，就是“过”

　　“嗖”的一下“过”去了.....，所以，它就是“过”



　　“过于怎样怎样”有两种表达方式，今天来学其中一种：「～しすぎる」

　　「すぎる」“过”，是要与前面的连用形构成复合词的。

　　如果「すぎる」之前是动词，那就用动词连用形；是形容词，就要去掉形容词尾「い」； 是形容动词，就用词干直接接。



それは言い過ぎだよ。

　　それはいいすぎだよ。

　　那可是说得过头了。/ 说得太过份了。



「言い」就是「言います」去掉了「ます」，这就叫连用形

　　加上「過ぎる」→「言い過ぎる」→ 就是一个复合动词，而这个复合动词它还可以变成一个名词，这也就是日语特别变幻的原因之一。



　　例句中没有用「言い過ぎる」，而是用的是「言い過ぎます」的连用形「言い過ぎ」..... ，这些快让人看晕掉的变化，是日语人常用的句型，咱中国人是不会这么用的，直接「言い過ぎる」了。

　　这里的「言い過ぎ」用的是连用形做为一个名词，所以句子后面以「だ」结尾。



食べ過ぎ／飲み過ぎ

　　たべすぎ／のみすぎ

　　吃撑了／喝多了



还可以用动词的表达方式

それは言い過ぎました。

　　それはいいすぎました。

　　食べ過ぎました／飲み過ぎました

　　たべすぎました／のみすぎました



　　行き過ぎました。

　　いきすぎました。

　　我走过头了。



也就是说，它们即可以用动词的表达方式，也可以用名词的表达方式

　　「言い過ぎ、食べ過ぎ、飲み過ぎ、行き過ぎ.....」，都是一种名词的表达方式



敬語の使い方は煩わし過ぎる。

　　けいごのつかいかたはわずらわしすぎる。

　　敬语的使用太繁琐了。



「敬語の」敬语的

　　「使い方」这种用法

　　「煩わしい」繁琐，形容词

　　「煩わしい」去「い」加上「過ぎる」过于 → 就是复合词「煩わし過ぎる」太繁琐了



熱過ぎる／寒過ぎる／難し過ぎる

　　あつすぎる／さむすぎる／むずかしすぎる

　　太热了／太冷了／太难了



新宿駅は複雑過ぎる、いつも乗り換えの線が見つからない。

　　しんじゅくえきはふくざつすぎる、いつものりかえのせんがみつからない。

　　新宿站太复杂了，老找不到要换乘的线。



「複雑」形容动词，词干直接接「過ぎる」，构成复合词

　　「乗り換え」换乘

　　「乗り換えの線が」的「が」是由于自动词「見つかる」用的

　　「見つからない」找不到



好，这一讲我们讲完了表示“.....太过.....”的「～しすぎる」，下一讲来讲“容易做....、不容易做....”的「しやすい、しにくい」。



  



【しやすい、しにくい】 容易 \ 不容易做...某事



上一讲我们讲了表示“太过.....”的「～しすぎる」，这一讲来说说接动词连用形的另外两种表达方式，表示“容易 \ 不容易做....”的「～しやすい」和「～しにくい」。



　　「やすい」的「や」就是“小”

　　「す」在表示轻快的「サ」行，就是很轻的，那么又小又轻，那肯定就简单，就容易

　　「い」形容词的

　　那么「しやすい」→「し易い」就是动词连用形加上容易，→ 表示“容易做”



　　而「にくい」的这个“难”就在「に」上，因为「な、に、ぬ、れ、の」的「な」就是“难”，它们在同一行，「な、に、ぬ、れ、の」都可能表示“难”的意思（没明白咋回事滴童鞋请返回节目主页看“前言部分”课程视频）。

　　「く」可以看做是方向，也可以看做是“苦”，“难”的话就肯定“苦”啊，对吧

　　「い」的话是把它变成形容词

　　那么「しにくい」→「し難い」就是动词连用形加上难，→ 表示“不容易做、难做”



日本は住みやすい国です。

　　にほんはすみやすいくにです。

　　日本是个适合居住的国家。

这句话的主干是“日本是国家”

　　（住みやすい）复合词，应该用圆括号括起来，定语，修饰“国家”



北京は住みにくい。

　　ぺきんはすみにくい。

　　北京是不适合于居住的。

「住みにくい」不容易居住，就是不适合居住



分かり易い／分かり難い

　　わかりやすい／わかりにくい

　　容易懂／不容易懂



　　先の説明は分かり難かった。

　　さきのせつめいはわかりにくかった。

　　刚才的说明不容易懂。



过去式「分かり難かった」就是把复合词形容词「分かり難い」去「い」后加「かった」

　　这里大家就记住这个「分かり難かった」一个就好，不要去记什么“明白”再加上“难”再加上形容词过去式，多麻烦啊，是吧。



再看一个「覚(おぼ)える」“记得”

覚えやすい／覚えにくい

　　おぼえやすい／おぼえにくい

　　容易记／不容易、难记



　　飲み難い／飲み易い

　　のみにくい／のみやすい

　　（比如喝中药）(很苦的就会)很难喝／(不是很苦的话就)容易喝



字的大、小，字迹清晰与否，看的人就会表示：

見難い／見易い

　　みにくい／みやすい

　　不容易、很难看／容易看



好，这一讲我们讲完了表示容易做的「しやすい」，和表示不容易做的「しにくい」，下一讲来讲表示“好象.....、看上去......”的「しそうだ」。



  



【しそうだ】 好象...看上去...



上一讲我们讲了表示“容易做...”、“难做...”的「～しやすい」和「～しにくい」，这一讲来讲表示“好象.....、看上去......”的「しそうだ」。



　　用动词连用形加上「そうだ」→ 就是「しそうだ」，来表示：好像.....

　　好像的话可以说是一种相貌，那么相貌的“相”用日语来说就是「そう」，它写汉字也可以写成这个“相”，但是现在写得越来越少了。

　　「だ」的话就是把它变成一个名词或者形容动词的形式。



　　好像的话应该是一种50%以上的东西，比如：我觉得差不多是它吧.....，这就是好像....

　　「します」是100%，是“做”

　　「し」词干，50%

　　「ます」后缀，50%

　　好，我把后缀「ます」去了，只剩下50%的词干「し」

　　那么，「しそうだ」就是：好像.....

雨が降りそう（だ）。

　　あめがふりそう（だ）。

　　看上去要下雨了。



句尾用不用上「だ」都是可以的

　　「雨が」的「が」是由于自动词「降る」用的

　　用上了「そう」，就是告诉你是“好像....”



おいしそうなご馳走が机の上に並んでいる。

　　おいしそうなごちそうがつくえのうえにならんでいる。

　　桌上摆着看上去非常好吃的饭菜。



「おいしそう」要接连用形，如果是形容词／形容动词，要用形容词／形容动词的词干，来构成一个复合词，这里的「おいしそう」用不用「だ」来结尾，都是可以的。

　　「おいしそう」要翻成：看上去很好吃／喝（因为你还没开吃／喝呢）



　　我看你好像特热

　　熱そう

　　あつそう

　　「熱い」去掉「い」，再加上「そう」



簡単そう／複雑そう

　　かんたんそう／ふくざつそう

　　这个东西看上去很简单／看上去很复杂



有一点请大家注意，这个「そう」，它不一定要以它结尾，它后边还可以加东西

　　这时把「そう」当成一个形容动词来用，接名词的话就加个「な」

　　把「そう」当成一个副词来用，就加个「に」（副词的三个标志：「に」「く」「と」）



　　好，来分析下上面的例句

　　「ご馳走が並んでいる」是这个句子的主干

　　（おいしそうな）用圆括号括起来，它是用来修饰「ご馳走」的

　　「おいしそう」是「おいしい」去掉了「い」再加上「そう」，「な」这里就要翻成“的 ”

　　<机の上に>在桌子上，「に」表示的是一种方向

　　「並んでいる」摆着呢

　　「並ぶ」是自动词，所以「ご馳走」后边用上了「が」



村上さんは元気そうに見える。

　　むらかみさんはげんきそうにみえる。

　　村上看上去身体不错。



<元気そうに>应该用尖括号括，因为这里的「に」告诉我们它是副词

　　「元気」是身体不错，很有元气，很有精神

　　「そう」看上去，看上去很有精神的那个样子的「見える」

　　「見える」看上去，自动词

　　「村上さんは見える」村上看上去，看上去怎样呢？——「元気そうに見える」



至此，关于动词连用形、形容词连用形（去「い」留词干）、形容动词连用形（词干）来接其它的表达方式从而构成一个复合词的，这种语法我们已经讲完了。

那么在初级中还有几个“好像”的表达方式，我们下一讲先讲「みたいだ」。



  



【みたいだ】 用名词作语法的好像...



 上一讲我们讲了连用形接「そうだ」用来表示“好象.....、看上去......”的「しそうだ」，这一讲开始我们要讲解在初级中用名词做语法的几个“好像...”的表达方式。



　　今天先来说「～みたいだ」

　　「み」就是“看”

　　「たい」就是“太”

　　直译就是：太看上去是这样了。→ 就是“好像...、象...”



　　这里记住「みたい」前是直接加所有词（名词、动词、形容词、形容动词，直接扔它前边就成），它是比较柔和的一种表达方式，就是：太象这个东西了...，看上去太象...了。



夢みたい /夢を見ている /夢を見ているみたい

　　ゆめみたい ／ゆめをみている ／ゆめをみているみたい

　　象是在做梦一样 /正在做梦 /象是正在做梦一样

「みたい」比较柔和，在口语中比较常用



　　当「みたい」后边要加名词时，就要按形容动词的方式来接，后边跟上「な」后再 + 名词

　　如果它后边要加动词就要先带上「に」



　長い間の夢が叶って、まるで夢みたいです。

　　ながいあいだのゆめがかなって、まるでゆめみたいです。

　　长期的梦想实现了，简直就像是在做梦。



（長い間の）长期的、长时间的

　　「夢」梦想

　　「叶う」自动词，「夢が叶う」我梦想实现了

　　<まるで>副词，圆，「で」是一个状态，「まるで」在这里表示的是一个整个

　　「まるで夢みたい」整个就好像是在做梦一样（不妨记下这句，很好用的）。



今日みたいな事が二度と起こらないように約束する。

　　きょうみたいなことがにどとおこらないようにやくそくする。

　　我保证绝不再发生像今天这样的事。



这句话的主干是「約束する」，我保证

　　「約束」前边都应该用尖括号来括起来，为啥涅？

　　——因为「約束」前边有一个「に」，「ように」

　　「よう」的话是样子，「に」的话是把它变成一个副词

　　那么「よう」前边都应该用一个圆括号括起来，……？

　　——因为「よう」前边的东西都是用来修饰名词「よう」的



　　那么在「よう」的这个修饰语里：

　　<今日>应该用尖括号，时间状语

　　（みたいな）圆括号，「みたい」就是好像，「な」就是的

　　象今天这样的

　　或者，你还可以这么划分：「今日」不用尖括号，直接「今日みたいな」做为一个词，象今天这样的



　　「事が」的「が」是由于自动词「起こる」用的

　　<二度と>的「と」起引号作用，「二度と」经常跟否定词来接，说明：我绝不干第二次

　　「二度と起こらない」绝对不会发生第二次

　　「ように」为了



日本語(の)ネイティブみたいにしゃべれたらいいなあ。

　　 にほんご(の)ねいてぃぶみたいにしゃべれたらいいなあ。

　　 日语如果能说的像日语母语者那样就好了。



<日本語(の)ネイティブみたいに>副词，从「に」看出

　　日语的 母语者这样的

　　「しゃべれる」的「れ」是告诉你“能”

　　「しゃべる」是说，是比较口语化的“说”，你要翻的话，不妨把它翻成“瞎掰”，说嘛

　　「しゃべれ」就是能够瞎掰，能够说

　　「たら」是如果

　　如果能够去这样说的话，「いいなあ」就太好了



好，今天的「～みたいだ」讲完了，下一讲继续讲解表示“好像...”的「ようだ」。



  



【ようだ】（1）好像...（正式）



上一讲我们讲了表示“好像...”的「みたいだ」，这一讲继续讲解表示“好像...”的「ようだ」。



　　「よう」的日语汉字是「様」，是作为形容动词来使用，就是说，如果它后边要加名词就要先加上「な」，要是加动词就先跟上「に」。

　　「～ようだ」比「～みたいだ」更加正式生硬



彼のような人。

　　かれのようなひと。

　　象他那样的人。



这里的「よう」对于前面来说，是个名词，对于后面来说是个形容动词

　　「よう」对于「彼」来讲是个名词，就是“他的样子”

　　但对于后边“象他那样的人”就作为形容动词来用了

　　现在大家就只记住这个短语就好，这样一下就会这个接续了



彼のような先生。／彼のような学生。／彼のような中国人。

　　かれのようなせんせい。／かれのようながくせい。／かれのようなちゅうごくじん。

　　象他这样的老师／学生／中国人。



　　彼のようにする。/彼のように習う。

　　かれのようにする。/かれのようにならう。

　　象他那样去做。/象他那样去学。



新型機械が登場して以来、ユーザーの数は爆発的に増えているようだ。

　　しんがたきかいがとうじょうしていらい、ゆーざーのかずはばくはつてきにふえているようだ。

　　新型机器登场以来，用户的数量好像在暴增。



好长、好正式的句子！是的，只是想让大家明白「～ようだ」相对来讲是比较正式生硬的

　　「新型機械」新型机器

　　「新型機械が」的「が」是因为自动词「登場する」用的

　　「登場して」这个「て」是逗号，后接「以来」，这个「以来」是中高级语法，以后会详细学习，在这句里，它前接「て」形



　　（ユーザーの数は爆発的に増えている）圆括起来，用来修饰「よう」

　　「ユーザー」用户

　　「数」数量

　　「爆発的に」副词，爆炸性的

　　「増えている」正在增长着

　　好像正在爆增，用的是「ようだ」，比较正式生硬



在日剧的独白里，特别爱用这个「ようだ」

氷のようだ。

　　こおりのようだ。

　　象冰一样。



如果想说得相对柔和一点的话，就用

氷みたい。

　　こおりみたい。

　　象冰一样。

其实「みたい」最好用了，都不用考虑接续，啥东西直接扔「みたい」前就行了



好了，关于「ようだ」今天就先讲到这儿，下一讲会把它讲完。



  



【ようだ】（2） 好像的接续



上一讲我们讲了表示“好像...”的「ようだ」的前半部分，这一讲我们把它讲完。



あの人はどこかで会ったことのあるような気がする。

　　あのひとはどこかであったことのあるようなきがする。

　　觉得好像在什么地方见过那个人。



这句话的主干是「気がする」：有这样的一种气息、感觉

　　「気がする」的「が」是由于「する」这里作为自动词而用

　　（あの人はどこかで会ったことのあるような）全部修饰「気」

　　「よう」后接名词时要加「な」，什么什么样的



　　（あの人はどこかで会ったことのある）也是圆括号括起，修饰「よう」

　　<どこかで>尖括号，好象在哪儿

　　「か」表示不确定

　　「で」表示在哪儿做什么



　　（会ったことのある）这里「の」就是「が」，它是一个连体修饰

　　连体修饰就是连接体言(多指名词)的修饰，连接名词的修饰是定语，即在日语定语里的「が」和「の」有时可以互换，那么就是：

　　「ことがある」，因为「ある」是个自动词，它前边通常用的是「が」

　　（会った）用来修饰「こと」



　　中文的“做过什么什么事情”，用日语来说是“有做了....的经验/经历”

　　把其中的“经历”变成名词，即名词化，变成一个更加暧昧的名词就是「こと」，所以用的是「～したことがある」

　　本例句「あの人はどこかで会ったことのあるような気がする。」是非常常用的句子，最好能把它记下来。



ここに書いてあるように申込書にご記入ください。

　　ここにかいてあるようにもうしこみしょにごきにゅうください。

　　请按照这里写的一样填申请表。



<ここに>在这个地方了，地点状语，表方向

　　「書いてある」写着的，表示一种状态，他动词在表示状态的时候是「て」形加上「ある」

　　（ここに書いてある）修饰「よう」



　　<ここに書いてあるように>后面的「に」就是把它变成副词

　　<申込書に>这里的「に」表方向，在申请表上的

　　「ご記入ください」请您要写



好，这一讲我们只要记住「よう」加名词就要说「ような」，接副词就要说「ように」，下一讲我们还是继续“好像....”的「らしい」，它是一种表示有根据的推断。



  



【らしい】 表示有根据的推断



上一讲我们讲完了表示“好像....”的「ようだ」，这一讲我们还是继续“好像....”的「らしい」，它是一种表示有根据的推断。



　　「～らしい」有两种方式：

　　一种是前边加谓语词，直接接，所有的谓语词都直接接

　　另一种是前边加名词，也是直接接，这一点跟「～みたい」一样，什么都直接丢前面就好了



　　但是有一点，虽然可以把什么都扔前边，但「らしい」的话，稍微还是有点不同的：

　　它接谓语词的时候是表示一种有根据的推断，接名词的时候是一种符合（实际上也就是有根据的）



今日雨みたい。

　　きょうあめみたい。

　　今天好像是下雨。/看上去快要下雨了。



　　今日雨らしい。

　　きょうあめらしい。

　　今天好像要下雨。



「らしい」的「ら」就是“拉”，拉动

　　「し」是象

　　有一个原因或前提，把它拉过来，拉过来干嘛，象是得出/有了一个结果 ? 有根据的推断

　　或者这样理解，要是你知道今天会下雨，说明你看了报纸了/听了天气预报了，是有根据的



外に干してある洗濯物が濡れているから、夜中に雨が降ったらしい。

　　そとにほしてあるせんたくものがぬれているから、よなかにあめがふったらしい。

　　晾在外面的衣服湿了，夜里可能下雨了。



「外に」在外边，「に」表示方向

　　「干(ほ)す」晾，「ほ」就是“火”? 烤

　　「す」做

　　「干す」是他动词，所以要用「干してある」

　　（外に干してある）用来修饰「洗濯物」



　　「洗濯物」洗的衣服

　　「濡れる」自动词，所以前边用的是「が」

　　「から」因为

　　「外に干してある洗濯物が濡れているから」外边晾着的衣服因为它是湿着的



　　由此得出「夜中に雨が降ったらしい」的结论

　　<夜中に>表示在夜里，时间状语

　　「らしい」前直接加谓语

　　「雨が降ったらしい」好像是下了雨了



　　接下来看一下「らしい」接名词的时候，再用前边的例子

　　雨(あめ)らしい。

　　「らしい」前接名词时（当然它也是一种有根据的推断），只是要翻成符合（符合不就是有根据么）它性质和特点的



男らしい

　　おとこらしい

　　象个男人的（你是个男人，你还象个男人……，这样）



　　女らしい

　　おんならしい

　　有女人味儿的（你是个女人，你还符合女人的标准……，额～～）



　　先生らしい／学生らしい

　　せんせいらしい／がくせいらしい

　　你是个老师/学生，符合老师/学生的标准，所以你特别象一个老师/学生



　　大人らしい／子ともらしい

　　おとならしい／こともらしい

　　你是个大人/孩子，还象个大人/孩子（都是符合其性质和特点的）



　　あなたらしいアイデアを出してください。

　　あなたらしいあいであをだしてください。

　　请你提出一个突出你特点的观点。

（あなたらしい）象你的、符合于你的，这里的「らしい」是作为形容词出现的



好，这一讲我们把「～らしい」讲完了，那么由前面讲到过的这些个“好像...”引出了“听说”?「～するそうだ」，这是我们下一讲要讲的内容。



  



【するそうだ】 主语为第一人称的听说，无主语无时态无变形



上一讲我们把表示“好像....”的「らしい」讲完了，这一讲我们来讲讲由前面的几个“好像...”引出来的“听说”?「～するそうだ」。



　　这里要注意的是「～する」它不一定要是动词，它还可以是一个句子，直接接在「そうだ」前面，来表示的是整个的“听说”。



　　「そうだ」有几个关键的特点

第一：一定是我们或者我听说的，它的主语就是第一人称

　　第二：它不能够把主语加上去，就是不能写上句子里

　　第三：「そうだ」是不能变成过去式的，也就是不能变时态、变形

也就是说这种表示方式的用法有很多限制，是很死的，非常正式生硬的



新しいデザインの車は来月発売されるそうだ。

　　あたらしいでざいんのくるまはらいげつはつばいされるそうだ。

　　据说新设计的车下月销售。



「そうだ」前全部都用方括号括起（大家注意一下，以后括句子会用方括号，以区别其他）

　　［新しいデザインの車は来月発売される］一整个句子

　　你可能会问，用引号不是也是可以的吗？

　　——要注意，在日语里，如果是引号的话，后边是要用上「と」的，而这个「そう」是不能够加「と」的。



　　（新しいデザインの）是用来修饰「車」的

　　<来月>表示时间

　　我听说的内容是：车是被出售的，这里的「れ」就是在告诉我们“被”

　　「発売」销售、出售



　　如果你觉得在初级不想学这么多限制的、这么难的表达方式，就只想知道如果要表达“我听说了、他听说了、老师听说了.....”要怎么说呢？



最最简单的表达方式就是：

わたしは「…」と聞(き)きました。

　　我听说了....。

把你听说的内容直接放省略号处，就是加在「は」跟「と」之间就行了



　　相比前一种表达方式，这一种方式：

　　可以有不同主语

　　还能把主语直接写上句子里

　　听说的内容直接可以用「と」括起来

　　“听说”还可以有变形、有时态变化



彼は「…」と聞きました。

　　他听说了....。

　　先生は「…」と聞きました。

　　老师听说了....。



　　わたしは新しいデザインの車は来月発売されると聞きました。

　　わたしはあたらしいでざいんのくるまはらいげつはつばいされるとききました。

　　我听说新设计的车下月销售。



好，这一讲我们把 由前面几个“好像...”引出来的“听说”?「～するそうだ」讲完了。下一讲，我们来说说由名词来做语法的“决定”：「ことにする」和「ことになる」。



  



【ことにする、ことになる】 主观与客观的决定



上一讲我们把表示“听说”的「～するそうだ」讲完了，这一讲，我们来说说由名词来做语法的“决定”。



　　今天要学的“决定”，它是用名词「こと」来做语法的

　　实际上「こと」就是一种决定，它就代替了“决定”这个词



　　作为“决定”有两种表达方式：「ことにする」、「ことになる」

　　「ことにする」的「する」是他动词，所以它是作为一个他动词来用的“决定”

　　「ことになる」的「なる」是自动词，所以「ことになる」是作为一个自动词来用的



　　这里要注意的是，「ことにする」如果等于一个单词的话，它等于「決める」这个他动词

　　而「ことになる」可以等于「決まる」这个自动词

　　但是，「決める」和「決まる」它们只能单纯的表示“决定”；而「ことにする」和「ことになる」除了表示单纯的决定以外，还有一个非常关键的，就是这个助词「に」。



任何一个语法里，除了本身的名词和动词的意思之外，最关键的是这个助词，而这个助词是辅助我们来理解语法的。



　　在这个地方「に」就是用手指着它，比如有很多的选项供我们选择时，才会用手去指着：“就它，就是它了。”

　　由此我们得知由于这个「に」，这个语法才是最有意义的语法，也就是告诉了你：我在这众多选项里选择了/决定了一个，那么就要用上「ことにする」，或者说「ことになる」。



　　但是，「決める」和「決まる」这两个单词就没有这种含义，它们只是单纯的表示：我决定了。却没有告诉我们说：我会有很多的选择。

　　因此语法（这里指「ことにする」、「ことになる」）就会比单词更加的有意义，当然也更加的难。



　　那，什么是语法？

　　——就是单词罗列的法则。



いろいろ考えた結果、留学を止めて就職することにした。

　　いろいろかんがえたけっか、りゅうがくをやめてしゅうしょくすることにした。

　　考虑了很多之后，决定不去留学去上班。



「いろいろ」副词，各种各样

　　「考えた」考虑了

　　（いろいろ考えた）用圆括号来括，我想了各种各样

　　「結果」结果



　　（留学を止めて就職する）还是整个圆括号括起

　　如果用「決める」就没有这样：我可以选择留学，也可以选择就职的意思，也就是说没有可选项，就只下决定而已。



　　接下来再来看「ことになる」，它是一个自动词

　　自动词就是：我不说去做的人，我只不过说这个事情自己成为了一种什么，用的就是自动词



学校から通知があって、今度のコースは開かないことになった。

　　がっこうからつうちがあって、こんどのこーすはひらかないことになった。

　　学校来了通知，决定了下次的课程不开了。



<学校から>从学校

　　「コース」的意思有很多，在这里表示的是课程

　　（開かない）是用来修饰「こと」的

　　就是不开这件事定下来了，用的就是自动词

　　这里我并没有着重说是谁去做，只不过是说：这事定了



　　或者你这样理解

　　「なる」就是成为

　　「こと」就是事情

　　「開かない」就是不开

　　成为了这么一个事情，啥事？——就是“不开”这事儿呗。



或者还可以说：我成为了一件事情、成为了一个结果、成为了一个决定……，这些都能用上「こと」

　　（「こと」就是用这个名词代替了其他的名词）



好，讲完了表示“决定”的「ことにする」和「ことになる」，下一讲我们来说的是表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」的第一部分。



  



【べきだ、はずだ】（1）强调责任和义务上的应该



上一讲我们讲了用名词来做语法表示“决定”的「ことにする」和「ことになる」，这一讲我们还是来说说用名词来做语法的，表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」的前半部分。



　　「べきだ」的「べ」写的是“可”

　　「き」的话是把它当成一个名词

　　那么「べき」就是告诉你：可得要去做什么什么事情啊....，因此要表达“可得要....”时通常就会用「べきだ」。



　　记住「べき」是个名词，那么接续的话

名词 +「の」+ 名词

　　形容词 (+)「い」+ 名词

　　形容动词 +「な」+ 名词

　　动词简体 + 名词



在汉语中“可得要怎样怎样”语气是很强的，那么同样在日文中的「べきだ」也是语气强，是一种强调，强调的是一种责任和义务上的“应该”。



　　还有一种不是特指责任和义务，而是只表示客观性的“应该”，那么这种用的就是「はず」

　　「はず」的「は」就是告诉你是吐开、张开，“哈——”，这样

　　「ず」的话是“滋啦”的一声，这一声就是告诉你错位



　　来想像一下：有一个张开的地方，在这个地方有个错位的动作……，不懂诶，啥意思？

　　——它就是一个弓的两端，系弦的地方有个张开的圆孔，弦就是错位穿过这个孔，那么这个弓的两端系弦的地方就叫「はず」。

　　这「はず」就是告诉你这弓系弦的地方是要跟这弦要合适的（尺寸合适），这就是客观的“应该”，它不合适就配不成一把弓。

　　因此，它用一种客观性的表达方式「はず」来表达这种客观的“应该”



もうそろそろ着くはずだよ。

　　もうそろそろつくはずだよ。

　　应该快到了吧。



既然「べき」和「はず」都是属于名词，那么接续都是一样的

　　<もう>状语，已经

　　「そろそろ」差不多该....（差不多该走了吧：そろそろ行きましょう。(吧：ましょう)）

　　「着く」附着

　　（もうそろそろ着く）修饰「はず」

　　那么这句话的主干就是“应该”，客观性的“应该”，应该差不多快到了吧。



　　如果涉及到责任和义务的话，就会用的是「べき」

この事について事前に許可をもらうべきだ。

　　このことについてじぜんにきょかをもらうべきだ。

　　关于这件事，应该事先得到许可。



<この事について>的「について」表示的是“关于”

　　<事前に>事先，「に」的话是告诉你是“在”，是个时间状语：在事先

　　「もらう」这里是一种请求，请求得到一种许可

　　（この事について事前に許可をもらう）修饰「べき」，表示的是一种责任义务上的“应该”



学生は勉強するべきです。／学生は勉強すべきです。

　　がくせいはべんきょうするべきです。／がくせいはべんきょうすべきです。

　　学生就应该学习。



「べき」作为名词前接动词原形「勉強する」时，有点特殊

　　它即可以是「勉強するべき」，也可以是「勉強すべき」，象这样特殊的不多，请大家记住



好，这一讲就先讲到这儿，下一讲会把表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」讲完。



  



【べきだ、はずだ】（2）表示客观的应该



上一讲我们讲了用名词来做语法的，表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」的前半部分，这一讲我们讲完它。



彼はもうご飯を食べたはずです。

　　かれはもうごはんをたべたはずです。

　　他应该已经吃过饭了。

这不是一种责任和义务，应该是一种客观情况，所以用的是「はずだ」



今アメリカではもう九時になっているはずです。

　　いまあめりかではもうきゅうじになっているはずです。

　　在美国现在应该已经九点了。



不用现在进行时，用过去式、用一个瞬间动作的完成也可以

もう九時になったはずです。

　　もうきゅうじになったはずです。



更加简单一点的就是直接用名词

もう九時のはずです。

　　もうきゅうじのはずです。



好，讲完了肯定形式的“应该”，接下来我们来看一看否定形式的“不应该”

　　「べきだ」的否定形式是「べきではない」“不应该”



　　这里要注意，「はずだ」的否定形式不能是「はずではない」，也就是说「はずではない」这种表达方式是没有的，是不会有人这么说的。

　　「はずだ」的否定形式要说成“没有”「はずがない」，就是没有一个客观性的应该

　　「はずがない」翻成中文就变成“不可能”



激安速攻ダイエット法、これで簡単に痩せるはずがない。

　　げきやすそっこうだいえっとほう、これでかんたんにやせるはずがない。

　　便宜快速减肥方法，不可能那么容易瘦下来。



<これで>的「で」它可以表示的是一种程度，也可以表示的是一种状态，还可以表示的是一种方法：

　　这样的程度/这样的状态/这样的方法。



　　<簡単に>简单地，副词

　　（簡単に痩せる）用来修饰「はず」

　　「はずがない」没有……客观性的应该 ＝> 译成：不可能

　　「これで簡単に痩せるはずがない」不是这么简单的能够瘦下来的 ＝＞ 不可能这么.....



簡単にできるはずがない。

　　かんたんにできるはずがない。

　　不可能这么轻易地就可以/就会。



好，这一讲我们把 用名词来做语法的、表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」讲完了，下一讲还是讲用名词来做语法的、表示“....的样子”的「したまま」。



  



【したまま】 什么什么的样子


上一讲我们把 用名词来做语法的、表示“应该”的「べきだ」和「はずだ」讲完了，这一讲我们还是讲用名词来做语法的、表示“....的样子”的「したまま」。



　　我们之前学过的「まま」，它接名词很简单，就是「...」＋「まま」，指：什么什么的样子

　　如果是前接动词的话，就必须要加动词的「た」形，动词的「た」形有两个意思：“了”和“的”

　　在这一讲里我们讲表示“的”的意思，那么「～したまま」就表示：....的样子



　　还有个短语「わがまま」

　　「わ」→“我”

　　「が」→「の」，我们知道在连体修饰里，「が」和「の」可以互换

　　实际上在古语里「が」和「の」是同一词性，同一词....

　　之前我们也讲过，浊音和鼻音有相同的地方，就是它们(发音)都不清楚



　　那么「わがまま」就是「わたしのまま」，就是“我的样子”，其原意就是：我就这样的

　　慢慢的就变成：我就这样儿～，（多不礼貌）

　　再慢慢的就引申为：（任性的、固执的）我就这样儿的、我行我素的.....都叫「わがまま」



　　久しぶりに実家に帰ったが、周りは昔のままです。

　　ひさしぶりにじっかにかえったが、まわりはむかしのままです。

　　隔了好久又回到父母家，周围还是原来的样子。



　　「久し」很久的

　　「ぶり」隔了

　　<久しぶりに>副词（从「に」看出），隔了好久



　　<実家に>的「に」是由于后边的「帰る」用的，「に」来表示方向

　　老家还有「故郷(ふるさと)」、「故郷(こきょう)」的说法，还有「田舎(いなか)」乡下

　　「久しぶりに実家に帰ったが」这里的「が」是顺接，就单纯连接两个句子



　　「周り」周围

　　「昔の」过去的

　　「周りは昔のままです」周围还是过去的样子



化粧したまま眠るのは肌にはよくないよ。

　　けしょうしたままねむるのははだにはよくないよ。

　　带着妆睡觉对皮肤不好。



「化粧した」的「た」就是表示“的”

　　（化粧した）用来修饰「まま」

　　（化粧したまま眠る）用来修饰「の」，带着妆这个样子去睡觉的这件事情....

　　还可以说

　　「化粧したままで眠る」，这个「で」表示的是一种状态，但经常会被省略



　　<は肌には>的「に」表示的是一个对象，「は」是强调（强调对皮肤很不好）

　　这句话的主干是「のはよくない。」，即：什么什么是不好的。

　　「よく」的「く」是表示一个副词

　　「よくない」不好



　　还有两种表达方式是特别常用的：

　　一种是「このままでいい」，表示：这样就可以

　　「このまま」这样

　　「で」指状态

　　「いい」可以



　　还有一种是「このままにしてください」，表示：请你就这样吧

　　「このままに」的「に」表示的是一种方向

　　「してください」是：请你做....



　　比如你就摆放桌椅问对方可不可以这样放什么的，对方回答说：

　　このままでいいです。

　　就这样。/这样就可以了。.....

　　或者说：

　　このままにしてください。

　　就请你这样吧。



好，这一讲我们把表示“....的样子”的「～したまま」讲完了，下一讲还是讲解以名词做语法的、表示“...样的这一方会更好/是最好”的「～したほうがいい」。



  



【したほうがいい】 ...样的这一方会更好/是最好



上一讲我们把 表示“....的样子”的「～したまま」讲完了，这一讲再说说以名词做语法的、表示“...样的这一方会更好/是最好”的「～したほうがいい」。



　　那么，这个“最”在哪儿？

　　——就是「ほう」→「方」

　　「が」是强调，强调这一「方」，强调前面的名词

　　那么它们前面加动词的话，就必须要是「た」形（表示的就是“的”）



　　除了可以说：什么什么更好、最好

　　你还可以说：什么什么更快、更早、更难.....等等 等等

　　都可以用：「～したほうが～」



朝電車の中は混むから早く家を出た方がいい。

　　あさでんしゃのなかはこむからはやくいえをでたほうがいい。

　　早上车里挤，最好早些出门。



<朝>时间状语，早上

　　（電車の）电车的

　　「混(こ)む」就告诉我们是非常挤的

　　「こ」的话就是过，就是指一种方向，一直往一个方向过来

　　「む」的话就是关，你想啊，一直一直往一个方向过来、关上；过来、关上，不就挤了么

　　「朝電車の中は混むから」因为早晨电车的里面非常挤



　　<早く>副词（从「く」看出来），形容词去了「い」变成副词的时候就要加上「く」

　　「家を」用的是「を」，是因为「出る」这个自动词我要表示它的一种移动

　　（早く家を出た）这里的「た」表示的是“的”

　　「早く家を出た方がいい」早早地从家里出去这一方会更好



あまり無理しない方がいいよ。

　　あまりむりしないほうがいいよ。

　　最好别勉强。



「～したほうがいい」接动词的时候，要接「た」形，但接形容词的话直接就接原形

　　<あまり>副词，表示的是：太....

　　（あまり無理しない）用来修饰「方」

　　不太勉强这一方是更好的。



　　前面讲了动词、形容词的，那如果是名词的呢？

この方がいい。

　　このほうがいい。

　　这一方(会)更好。



　　静かな方がいい。

　　しずかなほうがいい。

　　最好更安静。



以上都是修饰名词「方」的

　　名词修饰它用「の」连

　　形容词修饰它用「い」(形容词原形)接

　　形容动词修饰它用「な」连

　　动词修饰它用「た」形接



好，讲完表示“...样的这一方会更好/是最好”的「～したほうがいい」，那么在初级中用名词做语法的，还有最后一个「もの」，这个，下一讲再说了。



  



【もの】 万能代词，表事物，人和强调



上一讲我们讲了表示“...样的这一方会更好/是最好”的「～したほうがいい」，这一讲我们来讲初级中用名词做语法的最后一个：「もの」。

　　「もの」最关键的意思就是：东西；或者是一个人；还有就是接在句尾表强调。



　　是“东西”的话就表示的是一个，比如「このもの」这个东西

　　表示“人”的话就是一个日文汉字“者”字

　　除此之外还有一个意思是：接在句尾来表示一个强调，强调的是前边的整个句子，它即可以直接用「もの」来结尾，也可以用「ものです」来结尾。



　　这里要说明的一点是，有很多语法书对于「もの」的解释是不恰当的，就是经常把「もの」解释为“原因”，实际上「もの」根本就没有表示“原因”的意思。

　　那「もの」结尾为什么表示的是强调呢？

　　——这样，我们一起来回顾一下之前学过的表示强调的助词



　　首先是「は」，通常情况下一般都是用它来强调

　　第二个就是「が」，它一般多用于强调主语

　　还有一个就是「も」，它有两点：

　　一点是接在数量的后面强调数量多

　　还有一点是在中高级语法里通常会用它来表示一种强调（这个，后面的课程里会学到）



　　那么表示强调的「も」加上了「の」，这个「もの」是表示强调的，它和表示东西的「もの」是不一样的，虽然它们长得一样。



表示“东西”的这个「もの」的「も」表示的是一个圆圈

　　「ま、み、む、め、も」在同一行，「ま」行其中一个关键的意思表示的就是圆圈，因为「ま」的话就是满，满的话就是一个圆啦，那同一行的「も」也有这意思（没明白咋回事滴童鞋请返回节目主页看“前言部分”课程视频）

而「の」的话就是名词化它，就是告诉你是圆的一东西，满的一东西，大的一东西，而这些用日本人的表达方式来说的话都会用的圆圈（你想啊，日本的国旗不就一圆圈儿嘛）。



但是，当「もの」在句末表强调时

　　表示强调的是「も」

　　「の」还是名词化

　　它根本就没有表示原因的意思，这一点请大家记住



　時間が経つのは本当に速いものですね。

　　じかんがたつのはほんとうにはやいものですね。

　　时间过得真快啊。



「もの」前都用圆括号括起（時間が経つのは本当に速い），「もの」接在句尾表示的是一种强调

　　「時間が」的「が」是由于「経つ」这个自动词用的

　　（時間が経つ）是用来修饰「の」这个名词的

　　“时间过”的“过”「経つ」是动词，要给它加助词就先要名词化它「時間が経つの」



　　<本当に>副词，通过「に」看出

　　那么「に」是接在什么样的词后边来表示副词的呢？

　　——接在形容动词或者名词后边，要注意的是并不是所有的名词都能给加成副词的，就象「先生」「学生」这样的，你怎么加它都加不成副词去。

　　「～のは速い」什么什么是很快的



　　我们经常会在日剧或动漫里听到什么什么「もん」，这个就是句末强调，比如：

「おいしいもん」真好吃啊

　　「あついもん」好热吖

　　「簡単だもん」这么简单啊

日语的谓语是置于句尾，能做谓语的一般是动词、形容词、形容动词，那么跟在谓语词后边的「もの」/「もん」就是起强调作用。



好，这一讲我们把初级中用名词做语法的最后一个「もの」也讲完了，下一讲我们来说一说表示“关于”的「～について」和表示“又...又...”的「～し」。



  



【について、し】 关于和又...又...


上一讲我们把初级中用名词做语法的最后一个「もの」也讲完了，这一讲我们来说一说表示“关于”的「～について」和表示“又...又...”的「～し」。



　　「～について」是「つく」的「て」形，因为没办法翻，就翻成了“关于”

　　「つく」可以写很多汉字，如：「付く、着く、就く....」

　　我们这一讲讲的是写成「就く」的「つく」



　　「について」的「に」表示的是一种方向或对象

　　「て」是「て」形，用「て」形是因为后边还有动词要接

　　那么，「～について」就要翻成“就什么什么事情/问题进行什么什么”→ 就是“关于”



わが社の新製品についてご紹介します。

　　わがしゃのしんせいひんについてごしょうかいします。

　　我来介绍一下我们公司的新产品。



「わが社」的「わ」就是“我”

　　「が」的话就是「の」

　　<わが社の新製品について>就我们公司的新产品.....



　　～について議論(ぎろん)する

　　就....(问题)进行讨论

　　～について考(かんが)える

　　就....(问题)进行考虑

　　～について発表(はっぴょう)する

　　就....(问题)进行发表/公布



　　最后一个语法是表示：“又....又....”的「～し」

　　这个「～し」一定要接在谓语词的后边，来表示“又”



　　「し」表示的是“强”，这个在学「しか」的时候已经讲过了，「し」是从“死”这个字来的（不记得的>>戳偶直达「しか」）

　　比如有两个动作，一个是Ａ，一个是Ｂ

　　在Ａ后边加上个「し」然后再加上个Ｂ，那么Ａ和Ｂ都是很强的，所以「し」就变成了“又”→ 我又做了Ａ，又做了Ｂ。



　　「～し」如果接的是名词的话，就要是「～だし」，其他词性直接加

狭いし、寒い

　　せまいし、さむい

　　又小又冷



　　暖かいし、賑やかです。

　　あたたかいし、にぎやかです。

　　又温暖又热闹。



　　日本語もできるし、中国語もできる。

　　にほんごもできるし、ちゅうごくごもできる。

　　我又会日语又会汉语。



　　試験も受けるし、レポートも書く。

　　しけんもうけるし、れぽーともかく。

　　我又要考试又要写报告。

以上，两个谓语词要表示：“又....又....”时就会用的是「し」，实际上，这也是一个助词的表达方式。

　　那么至此，初级的语法，我们都讲完了

　　下面就不再分章，直接做个初级部分的简短总结



１、助词：实际上初级根本就没什么语法，主要就是助词

　　２、时态：要掌握每一个时态的用法

　　３、认识动词的形式：要知道动词的各种形，比如使役、被动、命令、意志……

　　４、中顿：（很重要）要认识中顿是为了谓语词和谓语词相接

　　５、修饰语（句子顺序）：这个在前言的视频里有讲到（戳偶看视频去）

　　６、固定搭配：初级中的搭配都是很简单的，比如：这样做是不可以的/可以的.....等等



其实最关键的是：学日语就必须要知道“简单”，大家不要一开始就学得很难，这是第一点

　　第二点，记例句一定不要记很多，你只先记一个例句，一个经典的例句，然后慢慢再记其他的（在精不在泛，这样不容易忘）



　　大家一步一个脚印，扎实地理解透关键例句的意思、用法。如果想着我一下子要记下多少多少句，这样做的结果只会是学了新的忘了旧的。

　　为啥会把旧的给忘了？

　　——就是因为学得不扎实？

　　为啥不扎实？

　　——就是因为你没给它理解透。除了没理解透外，还有一个弊病就是你记得太多了，记不住



　　所以，学外语，请记住两点

　　一、简单

　　二、弄懂、弄透、弄通了就足够了



好，《日语语法新思维》初级部分的学习笔记至此完结。







  



「日语语法新思维」┃ ②

——学习笔记 · 中高级篇（前篇）




  



【本身：自体】



上一讲我们把初级部分的语法讲完了，这一讲开始进入中高级部分的语法学习。

　　中高级语法相比初级语法不仅量要大得多得多，而且有大量的古语出现，也就是一种生硬的古代的表达方式。



　　跟初级不同，中高级语法的讲解顺序是按《日语语法新思维》这本书的顺序来讲解的。

　　在开始讲解之前，请大家先注意两个标记：「ー」和「～」（在以后的笔记中也请大家注意）



注１：「ー」表示该部分的词必须与后面的词构成复合词，后面的词不能独立使用，「ー」后面的是词的后缀

　　　　　「～」表示该部分的词是一个独立的词，能够独立使用

　　注２：“接续”如无特殊情况均指「ー」或「～」部分

另：因该书已推出修订版，笔记中会注明新旧版本的语法点页码，方便有书滴童鞋们听解核对。没有书滴童鞋也不用担心，笔记是很详尽的



好，下面我们开始讲解《日语语法新思维》第一页的“本身”，这里列有三种说法：

　　「ー自体(じたい)」、「ー自身(じしん)」、「ーそのもの」



　　这一讲我们先来讲第一个：「ー自体」

　　「ー自体」一般加在表示人、物（具体事物或抽象事物）的后面来表示的是一种自身



問題点を指摘した彼自体も、問題を解決する意欲はあまりない。

　　もんだいてんをしてきしたかれじたいも、もんだいをかいけつするいよくはあまりない。

　　直译：指出了问题点的他本身解决问题的愿望没有多少。

　　意译：他指出了问题的所在，但是就连他自己也不太有积极解决问题的意思。



（問題点を指摘した）修饰「彼自体」，即这句话的主语是：他本身

　　这里要知道，这个「自体」是直接加在名词后边的，不用加什么「の」之类的

　　（問題を解決する）修饰「意欲」

　　<あまり>副词

　　这句话的主干是：他本身没有意欲



　　请大家记住「意欲」，这个词在日语中非常常用，它表示的是：一种意思、愿望，尤其表示的是“愿望”时就经常会被翻成「意欲」



中身自体はあまり重くないが、箱は重い。

　　なかみじたいはあまりおもくないが、はこはおもい。

　　直译：里面东西本身不沉，但是箱子沉。

　　意译：里面东西本身不沉，但是箱子却很沉。



「中」里面

　　「身」就是「もの」，东西

　　「中身」里面的东西

　　除了本例句中所指实物外，这个「中身」还会经常被翻成比较抽象的一种内涵、内容等



　　比如，有那么一些无聊的人说一些无聊的话，那么我们就会说：这些话一点内容都没有，就可以说：

　　中身がない。

　　なかみがない。

　　这句话除了描述那些话以外，还可以用来形容文章、形容人的庸俗、空洞、没内涵



　　「中身自体」的「自体」还是直接加在名词后边

　　<あまり>副词

　　「あまり重くない」不太重

　　「が」但是



　　大家可能发现了，这个例句中用了两个「は」

　　一个是「中身自体は」，一个是「箱は」

　　这里是在做对比：里面的东西不重，但箱子重。



　　好，本讲是中高级语法的第一讲，那么从这一讲开始每讲都会做个小结。

　　但是，这个小结我想请大家一起来做（尤其是没有书的童鞋），中高级了，大家除了“看”笔记外，不妨一起来动动手，看看自己小结出来的跟下面的是否相差无几。

　　来把这笔记变成自己的东西吧！




「ー自体」（Ｐ1）

　　解释：自体、自身

　　意思：本身

　　接续：名词

　　用于：人或物（具体事物或抽象事物）



这一讲我们讲了“本身”的第一个说法：「ー自体」，下一讲我们会把剩下的「ー自身」和「ーそのもの」说完。



  



【本身：自身、そのもの】



上一讲我们讲了“本身”的第一个表达：「ー自体」，这一讲我们把剩下的「ー自身」和「ーそのもの」说完。



　　先看「ー自身」，因为它是“自身”，因此它最关键的一点是：

　　它是接在“人”的后边

　　也就是说，“人”后既可以接「ー自体」，也可以接「ー自身」



それは彼自身の問題です。

　　それはかれじしんのもんだいです。

　　直译：那是他自身的问题。

　　意译：那是他自己的问题。



再看「ーそのもの」，它一般是接在表示“物”的后边

　　这样看的话，「ー自体」可以接“人”和“物”

　　「ー自身」的话一般是接“人”

　　而「ーそのもの」一般是接“物”



発想そのものは悪くないが、いい結果にはならなかった。

　　はっそうそのものはわるくないが、いいけっかにはならなかった。

　　直译：出发点本身不坏，但是没有成为好的结果。

　　意译：出发点本身不错，但是却没有得到好的结果。



「発想」（想的）出发点，这是个非常经典、非常常用的词

　　比如要表示：你到底想什么呢，我就不明白....这样的意思时，就可以说：

発想が分からない。

　　はっそうがわからない。



「発想そのものは」其想的出发点，本身，或者说想法

　　「悪くない」不是不好，也就是说还不错

　　「いい結果」好的结果



　　「に」是由于「なる」（就是「ならない」的「なら」）来用的

　　「なる」是成为

　　「は」则是由于后边的「なかった」这个否定而用的



咱国人通常会说：

結果はよくない。

　　けっかはよくない。

　　没好结果。



而日本人的表达方式则是：

いい結果にはならなかった。

　　いいけっかにはならなかった。

　　没有得到好结果。



大家记例句（一个表达方式）只要先只记住一个例句就好

　　有时往往会因为例句记得越多弄得自己越混，所以，请先记住一个，把这个所有的东西都弄懂，之后，再去记第二个、第三个……




「ー自身」（Ｐ1）　　　　「ーそのもの」（旧版Ｐ1，修订版Ｐ2）

　　解释：自身　　　　　　　　解释：那个东西

　　意思：本身　　　　　　　　意思：其本身

　　接续：名词　　　　　　　　接续：名词

　　用于：人　　　　　　　　　用于：物（具体事物或抽象事物）



这一讲我们把“本身”的「ー自身」和「ーそのもの」讲完了，下一讲来说说“比较”的「～よりも」和「～とは比(くら)べ物(もの)にはならない」。



  



【比较：よりも、とは比べ物にはならない】



上一讲我们把“本身”的「ー自身」和「ーそのもの」讲完了，这一讲我们来说说“比较”的「～よりも」和「～とは比(くら)べ物(もの)にはならない」。



　　「～よりも」在初级时已经学过了，现在我们再重新来看一遍

　　「～よりも」最关键的就是它是「より」

　　「より」就是“比....”，如Ａ比Ｂ怎样怎样的时候就会说：AはBより



　　「より」是比较，它在中高级语法里作为比较正式的表达方式时，后边经常会加上「も」

　　实际上「も」本身是一种强调，我们之前说过，在中高级语法中通常会用「も」来表示强调

　　那么，「よりも」就比「より」更加的正式

　　「より」是可以接在任何一个词的后边的



英語は日本語より難しい。

　　えいごはにほんごよりむずかしい。

　　英语比日语难。



　　聞くよりも自分の目で見た方がいい。

　　きくよりもじぶんのめでみたほうがいい。

　　直译：比起听来说，用自己的眼睛看更好。

　　意译：耳闻不如目睹。



<聞くよりも>比起听来

　　<自分の目で>用自己的眼睛，「で」表示的就是一种方法

　　（自分の目で見た）修饰「方」



　　这句话的主干是「見た方がいい」

　　「～方がいい」什么什么是最好/什么什么会更好

　　这个“更”就是「が」，同时它也是强调主语，强调的是前边的这个名词

　　「～したほうが～」通常用的是过去式



　　那么下一个语法是「～とは比(くら)べ物(もの)にはならない」

　　直译的话就是：不能成为和什么什么相比较的东西

　　所以就是无法相比的



「と」是“和”，就是说它是一个双方向的，谁和谁，比如Ａ和Ｂ就是：AとB

　　在表达否定、转折、相反时通常是要强调的，这时一般都会用上「は」

　　那么这个「は」就是因为「ならない」的「ない」用的



　　「比べる」是比较

　　「物」是东西

　　那么「比べ物」就是相比较的东西

　　「に」是由于「なら」“成为”用的



京都の寒さは北海道とは比べ物にはならない。

　　きょうとのさむさはほっかいどうとはくらべものにはならない。

　　直译：京都的寒冷不成为与北海道相比较的东西。

　　意译：京都的寒冷不能与北海道相提并论。



<北海道とは>和北海道

　　<比べ物に(は)>表示对象

　　在这个例句中用了两个强调，其实只强调一个也可以，直接去掉最后一个「は」就好

　　就是省去「比べ物にはならない」的「は」，可以写成：「比べ物に(は)ならない」



　　这句话的主语是：「京都の寒さ」京都的寒冷

　　谓语是：「ならない」不成为

　　它的对象是：「比べ物」相比较的东西



　　在日常口语中，我们经常会说：没法儿比。这个“没法儿比”就说成：

比べ物には成らない。

　　くらべものにはならない。



语气再重点儿：完全没法儿比。就可以说：

全然比べ物には成らない。

　　ぜんぜんくらべものにはならない。



这一讲我们把表“比较”的「～よりも」和「～とは比(くら)べ物(もの)にはならない」讲完了，下一讲继续表“比较”的「～には敵(かな)わない」和「～には匹敵(ひってき)できない」。



  



【比较：には敵わない、には匹敵できない】



上一讲我们把表示“比较”的「～よりも」和「～とは比(くら)べ物(もの)にはならない」讲完了，这一讲继续表“比较”的「～には敵(かな)わない」和「～には匹敵(ひってき)できない」。



　　先是「～には敵わない」

　　「～にはかなわない」中的「かなう」可以写成三个汉字：「叶う」、「適う」、「敵う」



　　「叶う」自动词，是实现的意思，经常说的是：夢(ゆめ)が叶う。梦想实现。

夢が叶いました。

　　ゆめがかないました。

　　(我的)梦想实现了。



「適う」自动词，有适合的意思，直接说与什么什么相适合就可以了

条件に適う。

　　じょうけんにかなう。

适合于条件的/与条件相合适的、相适应的。

　　「に」指的就是对象



　　「敵う」自动词，是与……相匹敌的意思

　　「～には敵わない」的「に」指对象，「は」则是强调否定用的，一般前边多加名词

　　因为「に」是助词，绝大多数情况下，助词前边都要加名词的



やはり(やっぱり)天才には敵わない。

　　やはり(やっぱり)てんさいにはかなわない。

　　直译：还是敌不过天才。

　　意译：还是比不上天才。



「やはり」和「やっぱり」都是表示“还是”，而「やっぱり」是「やはり」的口语

　　<やはり>副词，状语

　　<天才には>对象

　　这句话的主干就是：「敵わない」



　　好，下一个：「～には匹敵できない」

　　其「に」也是指对象，「は」同样是强调否定

　　「匹敵」就是汉语“匹敌”过来的

　　「できない」不能够

　　直译就是：不能与……相匹敌



私の実力は彼のには匹敵できない。

　　わたしのじつりょくはからのにはひってきできない。

　　直译：我的实力不能够与他的相匹敌。

　　意译：我的实力比不上他。



<彼のには>

　　助词「に」前要加的是名词，那么，这个「の」又是怎么回事？

　　——这个「の」就是指“他的”，“他的”的后边实际上是省略了“実力”（为避免赘述）

　　要说可以与……相匹敌的话，就是肯定形式：「～には匹敵できる」就可以了



　　那么，「～には敵わない」和「～には匹敵できない」意思相近，用法相同，区别在哪儿？

　　——语气！

　　「～には敵わない」日语词，「～には匹敵できない」汉语词，由此可见后者更加生硬



另外，相对而言「～には敵わない」在作为敌不敌得过的意思来讲的时候，它很少用于肯定

　　而「～には匹敵できない」就不同，它肯定、否定都可以用，它既可以说：

　　私の実力は彼のには匹敵できる。

　　也可以说：

私の実力は彼のには匹敵できない。




「～には敵わない」（旧版Ｐ2，修订版Ｐ3）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「敵わない」是自动词「敵う」的否定，表示“敌不过～”

　　意思：敌不过～

　　接续：名词



　　「～には匹敵できない」（Ｐ3）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「匹敵できない」表示“不能匹敌”

　　意思：不能与～相匹敌

　　接续：名词



这一讲我们把表“比较”的「～には敵(かな)わない」和「～には匹敵(ひってき)できない」讲完了，下一讲还是继续表“比较”的「～には及(およ)ばない」。



  



【比较：には及ばない】



上一讲我们把表示“比较”的「～には敵(かな)わない」和「～には匹敵(ひってき)できない」讲完了，这一讲我们继续“比较”的「～には及(およ)ばない」。



　　「～には及(およ)ばない」的「に」是表示对象

　　「は」是由于否定用的（强调）

　　「及(およ)ぶ」就是“及”、“到”的意思

　　「お」、「よ」、「ぶ」这三个哪个是“到”？



　　——「お」是接头词

　　「よ」是指悠过去

　　「ぶ」是指并列

　　我悠过去跟你并列，也就是：到你那儿……

　　「及ぶ」的否定形式就是“不及”「及ばない」



私の日本語の語学力は彼の半分には及ばない。

　　わたしのにほんごのごがくりょくはかれのはんぶんにはおよばない。

　　直译：我的日语的能力不及他的一半。

　　意译：我的日语水平不及他的一半。



这个例句的经典之处就在于「語学力」这个词

　　日语水平，并不是「日本語のレベル」，因为日本人不这么说，日本人说的是：

「日本語の語学力」，这一个点，请大家千万记住

　　我们学日语就要学日本人的表达方式



「語学力」语言能力

　　（私の日本語の）用来修饰「語学力」

　　<彼の半分には>他的一半

　　这句话的主干就是：「語学力は及ばない」语言能力不及



　　当这句话再由中文翻回日文时，经常会被翻丢一个字

　　就是「半分には」的「に」字

　　因为「に」是由于表示方向的“及、到”来用的



彼の三分の一には及ばない。

　　かれのさんぶんのいちにはおよばない。

　　我不及他的三分之一。



　　彼の百分の一には及ばない。

　　かれのひゃくぶんのいちにはおよばない。

　　我不及他的一百分之一。




「～には及ばない」（旧版Ｐ3，修订版Ｐ4）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「及ばない」是自动词「及ぶ」的否定，表示“不及”

　　意思：不及～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“比较”的「～には及(およ)ばない」讲完了，下一讲还是表“比较”的「～にこしたことはない」。



  



【比较：にこしたことはない】



上一讲我们把表示“比较”的「～には及(およ)ばない」讲完了，这一讲还是继续“比较”的「～にこしたことはない」。



　　「～にこしたことはない」表示的是：没有超过什么什么的了

　　「～に」指对象，就是你超越的对象

　　（こした）修饰「こと」事情



　　在这个语法点里，最关键的就是看你认不认识「こした」

　　「こした」原形是「こす」，你也可以写成汉字：「超す」或「越す」，一般多写成「越す」

　　把「こす」变成过去式的意思就在于：

　　这里边有非常关键的日式思维的语法，就是「た」



　　「た」有两个意思：“了”和“的”，在这个语法里是“的”的意思

　　日语的自动词在修饰名词时必须要变成过去时，而这个时候的自动词翻成汉语则变成形容词

　　也就是说「こす」是自动词，它表示的是一种超越

　　而「こした」是“超越了的”或“超越的”的意思



大したことはありません。

　　たいしたことはありません。

　　没有什么大不了的事情。



「大したこと」大不了的事情

　　那么「こしたことはない」就是指：超越过了的事情

　　由于助词用的是「に」，第一反应就应该接的是名词



応募の締め切りは明日ですが、早めに出すのに越したことはない。

　　おうぼのしめきりはあしたですが、はやめにだすのにこしたことはない。

　　直译：申请的截止日期是明天，但是没有比提早交更好的。

　　意译：明天是申请截止日期，没有比提早交更好的。



「が」顺接

　　<早めに>副词，提早地

　　这里可能有童鞋会有疑问，为啥不是「早く」而是「早めに」呢？

　　——这两者的区别就在于「早めに」是指稍微提早，这个「め」有稍微的意思



　　（早めに出す）修饰「の」，这个「の」是名词化，也可以把它具体成：「早めに出すこと」

　　<早めに出すのに>后边的「に」指向对象

　　「越した」超越了的

　　（早めに出すのに越した）修饰「こと」

　　后半句的主干是：「ことはない」没有这样的事情








「～にこしたことはない」（旧版Ｐ3，修订版Ｐ4）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「こした」是自动词「越す」的「た」形，意思是“超过”

　　　　　「ことはない」是“没有～的事物”的意思

　　准则：日语的「た」表示完了、过去的“了”以及形容词修饰名词时的“的”

　　　　　此处表示的是“的”

　　意思：没有超过～的了

　　接续：名词



这一讲我们把表示“比较”的「～にこしたことはない」讲完了，下一讲还是表“比较”的「～にもまして」。



  



【比较：にもまして】



上一讲我们把表示“比较”的「～にこしたことはない」讲完了，这一讲还是继续“比较”的「～にもまして」。



　　「～にもまして」的「に」表示对象

　　「も」表示强调，由此我们可以断定，这个语法百分之一百是个中高级语法，因为在中高级语法中通常都是用「も」来强调的。

　　「まして」是动词「增(ま)す」的「て」形



　　「ま」的意思是满，「す」的意思是做

　　「ます」的意思就是用满了去做，那肯定就是“增”了，做一个让它满的事情就是增加

　　「まして」是动词的「て」形，其实不一定要用动词「て」形，直接用「ます」也是可以的，但是在这个语法里通常用的是中顿，因为后边还得跟其他的东西。



　　这个语法点有个很关键的特点，是：它通常前边要接一个表示时间的名词，当然，也可以接其他的，只是在这里的中高级学的是接表时间的名词。



要知道，学完中高级，还会有高高级、超高级，我们现在所学的只不过是日本人语法里的一部分。本书所罗列的语法只是大体部分，有很多的单词没有在里边，因为这毕竟是一个框架、一本语法书，不可能罗列出所有单词其特有的表达方式，实际上更多的语法其实已经是包含在这里边了，我们就学这里边最关键的用法。

　　好，题外话到此。

　　继续——



　　「～にもまして」通常会接「前(まえ)」以前、「以前(いぜん)」以前、「昨年(さくねん)」去年……，这样的词

　　当然，关于“去年”你也可以说「去年(きょねん)」，但是它没有「昨年」来得正式生硬



彼女は前にも増して勉強に励んでいる。

　　かのじょはまえにもましてべんきょうにはげんでいる。

　　直译：她比以前增加致力于学习者。

　　意译：她比以前更加努力学习了。



「励(はげ)む」的「は」就是吐气“哈——”

　　「げ」的话就是「て」，「てんき」的「て」，就是气

　　「む」表示的一种用力气、用力

　　那么，「励む」指的就是“致力于....”的意思



　　<前にも>以前

　　<前にも増して>比以前更，你可以把它当成是一个状语从句

　　<勉強に>致力于的对象　　

　　这句话的主干是：彼女は励んでいる。








「～にもまして」（旧版Ｐ4，修订版Ｐ5）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「も」表示强调

　　　　　「まして」是自动词「増す」的中顿，意思是“增加”

　　意思：比～更加～

　　接续：名词



这一讲我们把「～にもまして」讲完了，下一讲我们来说一说「～よりましだ」。



  



【比较：よりましだ】


上一讲我们把表示“比较”的「～にもまして」讲完了，这一讲还是继续“比较”的「～よりましだ」。



　　「まして」是动词「増す」的「て」形中顿，这个我们上一讲说过，那么，这一讲我们还讲中顿，讲另一种形式的中顿：连用形，就是「まします」去了「ます」的连用形，就是「まし」。



　　「～よりましだ」中的「より」就是比较

　　「だ」就是「です」

　　「～よりましだ」表示比……强一点儿

　　这个语法点的关键点就在于，比较的两者程度并不高，都不咋样



知らないより少し知った方がましだ。

　　しらないよりすこししったほうがましだ。

　　直译：比不知道，稍微知道强一点儿。

　　意译：稍微知道些比不知道强点儿。



「知らない」动词变否定，其简体形式就变成了一个形容词

　　<知らないより>比起不知道来说

　　<少し>副词，修饰「知った」

　　（少し知った）修饰「方」



　　「より」既可以接名词，也可以接谓语词，也就是说，它既是格助词，也是接续助词

　　「方」一方

　　「が」强调

　　「まし」就是强一点儿

　　这句话的主干是：....方がましだ。



再比如说这些天冷得不行，“今天好冷啊～”“还凑合，今天还行吧。”

今日の方がましだ。

　　きょうのほうがましだ。

　　今天还强点儿（带有：虽然还是冷，但不那么冷，没前几天冷....的意味）



或者简单点：

今日(きょう)がまし(だ)。

　　今天强点儿。



或者更经典直接来个大主语：

今日はまし。

　　今天的话强点儿。



另：本书的旧版中有关“比较”的语法点只列出八个，而修订版的则是九个。因为安老师以旧版书为授课大纲，多出的这一个语法点「～にしくはない」在讲解“比较”的这个系列中没有被讲解到（课程里在讲到后面的“最好”系列中有），那么，笔记这里也只把它列入到小结内。








「～よりましだ」（旧版Ｐ4，修订版Ｐ5）

　　解释：「より」是“比”的意思

　　　　　「まし」是自动词「増(ま)す」的连用形，作名词用，意思是“增加”

　　意思：比～强一点儿

　　注意：比喻两者水平都不高

　　接续：任何词



　　「～にしくはない」（旧版“比较”系列内无，“最好”系列Ｐ168，修订版Ｐ4）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「しく」的汉字是「如く」

　　　　　「は」强调了助词「が」

　　　　　「ない」是“没有～”的意思

　　直译：“没有如～的了”或“不如～”

　　意译：没有超过～的

　　接续：名词；动词基本形

　　例句：油断大敵！用心にしくはない。

　　　　　ゆだんたいてき！ようじんにしくはない。

　　　　　直译：疏忽大意是大敌！不如小心。

　　　　　意译：疏忽大意是大敌！一定要小心谨慎。



这一讲我们把「～よりましだ」讲完了，至此表示“比较”的语法点都讲解完毕，下一讲是表示“并不是”的「～わけではない」。



  



【并不是：わけではない】



上一讲我们把表示“比较”的「～よりましだ」讲完了，今天我们来说一说表示“并不是”的「～わけではない」。



　　“并不是”有个非常关键的说法，就是「～わけではない」

　　「わけ」是非常经典的语法，它会构成很多很多的语法表达方式

　　这样的话，我们就得先知道「わけ」是个什么东西？



　　——「わけ」最关键的意思就是“道理”，它写成汉字是「訳」

　　实际上「わけ」的话是「わける」，是给它分开，是「わけます」

　　分开的话，就是分支，分支的话，就是一道儿一道儿，就是道理



　　但是有很多的书里把它翻成了原因

　　翻成原因是它的第二种翻译方法，它的第一个翻译，也就是它的第一个意思应该是“道理”

　　你在翻译的时候慢慢就会发现，任何一个语法都是遵循于它的原理，所以「わけ」就是“道理”



　　那么，「わけではない」直译就是：不是....的道理

　　而意译就变成了：并不是....



足を怪我していますが、全く歩けないわけではない。

　　あしをけがしていますが、まったくあるけないわけではない。

　　直译：脚受伤了，但是完全不能走路的道理不是。

　　意译：脚受伤了，但是也并不是完全不能走路。



<全く>副词，从「く」看出来，定语，修饰「歩けない」

　　「歩けない」实际上是「歩かない」是不走

　　把「歩かない」变到「え」段，就是可能态，所以就被翻成了不能，一定要注意这个“能”

　　（全く歩けない）完全不能走，用来修饰「わけ」



　　另：本书的修订版紧跟“并不是”后面的是表“并列”的「～し～」和「－ば～」，但旧版中没有单独列出，即中高级课程里没有单独讲解它们，因此，笔记这里也只把它们列入到小结内。








「～わけではない」（旧版Ｐ4，修订版Ｐ6）

　　解释：「わけ」的汉字是「訳」，意思是“道理”

　　直译：不是～道理

　　意思：并不是～

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词「である」；名词「である」



　　「并列：～し～」（旧版无，修订版Ｐ6）

　　解释：「し」的意思是强，构成的单词有「強(し)いる(强迫)」，此语法表示「し」前后的两件事情同等重要

　　意思：又～，又～

　　注意：用几次都可以，常与「も」搭配

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词「だ」；名词「だ」

　　例句：このマンションは、日当たりもいいし、家賃も高くないから、ここにしようと決めた。

　　　　　このまんしょんは、ひあたりもいいし、やちんもたかくないから、ここにしようときめた。

　　　　　直译：这个楼房住处，采光也好，房租又不贵，决定租这里。

　　　　　意译：这个房子，采光也好，房租又不贵，我决定租这里。



　　「并列：ーば～」（旧版无，修订版Ｐ7）

　　解释：「ば」表示条件，此处表示有前面的条件也有后面的结果

　　意思：既～又～

　　注意：只用一次，常与「も」搭配

　　接续：五段动词将基本形词尾变为「え」段接「ば」

　　　　　一段动词去掉「る」接「れば」

　　　　　「する」变为「すれば」

　　　　　「くる」变为「くれば」

　　　　　形容词词干接「ければ」；形容动词词干接「であれば」；名词接「であれば」

　　例句：あの子はまだ子供だけど、料理もできれば、部屋の掃除もちゃんとしていて、本当にしっかりしています。

　　　　　あのこはまだこどもだけど、りょうりもできれば、へやのそうじもちゃんとしていて、ほんとうにしっかりしています。

　　　　　直译：那个孩子还是孩子，但是又会做饭，房间的扫除还做得完整，真是懂事。

　　　　　意译：那个孩子虽然还是个孩子，但是既会做饭又会自己打扫房间，真是懂事。



这一讲我们把表示“并不是”的「～わけではない」讲完了，下一讲我们来说一说表示“不”的「ーず」。



  



【不：ず】



上一讲我们把表示“并不是”的「～わけではない」讲完了，这一讲来说说表示“不”的「ーず」。



　　在说到“不”的时候，第一个联想到的应该是“不清楚”，那么，从五十音图出发，这个“不清楚”在五十音图里是由哪几个来表示的呢？

　　——记住两点：一个是鼻音，一个是浊音



鼻音在五十音图里有两行：

「な」行：な、に、ぬ、ね、の；「ま」行：ま、み、む、め、も

浊音最关键的就是「つ」，就象中文的“啧”这个音（个人感觉更象“嗤”），而这个音是非常不礼貌的一个音，你想啊，要是有人用这么一种不礼貌甚至可以说是没教养的表达方式跟你说话，老“啧（嗤）”个没完，你听了心里肯定也是不舒服的吧。



　　既然这个表达方式是不礼貌的，那就给它换一种方式，造单词

　　那么，带鼻音的「ません」的「ん」就是表示的是一种否定

「な」行里表示否定的有两个：「な」和「ぬ」

　　「ま」行里表示否定的是「ま」



「な」得出的就是初级中学到的否定的简体「ない」

　　「買(か)う」→「買わない」不买

　　「来(く)る」→「来(こ)ない」不来



　　那么，「ぬ」又是指的哪个呢？

　　——「死ぬ」→「し」死，「ぬ」没有了 → 死了不就没了嘛



　　「ま」行的「ま」引出的是「まい」，也就是“不”

　　那么“不”就有「ない」和「まい」

　　除此之外就是这一讲的「ず」



　　「ず」其实是「ない」的一种形式，不过它除了可以单独结尾外，还可以用于两个短句之间的前一个之后，也就是说「ず」后边可以跟逗号，也可以跟句号，那么跟「ず」接的所有的动词就都要变成未然形。

　　未然形就是把动词变成「ない」形，去掉「ない」

　　要注意的是，接「する」时要把它变成「せず」，接「くる」时要变成「こず」



なかなか場所が見つからず、大変だった。

　　なかなかばしょがみつからず、たいへんだった。

　　直译：怎么也找不到地方，很不容易。

　　意译：怎么也找不到地方，费了半天劲。



<なかなか>副词，跟否定接的时候，表示的是相当

　　「場所が見つからず」就是「場所が見つからない」

　　「場所が見つからず」的「が」是由于自动词「見つかる」用的



　　另：本书的修订版中表示“不”的第一个是「ーぬ」，但旧版中并没有将其单独列出，即课程里没有单独讲解它，因此，笔记这里也只把它列入到小结内。








　「ーぬ」（旧版无，修订版Ｐ7）

　解释：表示否定，「ない」的古语形式

　　意思：不～

　接续：动词未然形

变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ぬ」

　　一段动词去「る」接「ぬ」

　　　「する」变为「せぬ」

　　　　「くる」变为「こぬ」

　例句：見知らぬ人から、郵便物が届いた。

　　　　みしらぬひとから、ゆうびんぶつがとどいた。

　　　直译：从不认识不知道的人那里，收到了邮包。

　　　　意译：收到了陌生人寄来的邮包。



　　「ーず」（旧版Ｐ5，修订版Ｐ8）

　解释：「ず」是「なくて」或者「ないで」的古语形式

　意思：不～

　注意：用于两个短句中的前一个之后

　　接续：动词未然形

　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　一段动词去掉「る」接「ず」

　　　「する」变为「せず」

　　「くる」变为「こず」



这一讲我们把表示“不”的「ーず」讲完了，下一讲继续“不”的「ーずに」。



  



【不：ずに】



上一讲我们把表示“不”的「ーず」讲完了，这一讲继续“不”的「ーずに」。



　　这一讲的「ーずに」比上一讲的「ーず」多了一个「に」，那么，多出来的这个「に」又是什么呢？

　　我们说这个「ーず」后边一般是要跟逗号的，它是把一个句子分成两个句子，或者说，「ーず」直接作为结尾，后边跟上句号。而「ーずに」的「に」是副词，那它后边就一定要接动词。



　　因为「ず」毕竟有点儿老，如果把它变成现代日语的话，就会是「なくて」或者「ないで」，它们表示的都是一种中顿。

「なくて」表示的是一种选择

　　「ないで」表示的是一种状态



ずっと欲しかったキーホルダーは誕生日のお祝いで友達からもらった。それで、買わずに済んだ。

　　ずっとほしかったきーほるだーはたんじょうびのおいわいでともだちからもらった。それで、かわずにすんだ。

　　直译：一直想要的钥匙链作为生日的祝贺，从朋友那里得到了。所以，不用买，这件事情就结束了。

　　意译：朋友给了我一直想要的钥匙链作为生日礼物。所以不用买了。



<ずっと>一直，副词，「に」、「く」、「と」副词标志

　　「欲しかった」过去时，想要的（现在已经得到了）

　　（ずっと欲しかった）用来修饰「キーホルダー」钥匙链



　　（誕生日のお祝いで）生日的祝福，「お祝い」祝贺、祝福

　　「で」可以把它想成是一种状态，祝贺的一种状态

　　<友達から>从朋友那儿，表示的是一种对象



　　把上面这些被括号括了的成分都拿掉的话，剩下的就是这个句子的主干：

「キーホルダーはもらった」

那么主干中的这个「は」实际上就是「を」，它是代替了宾语：我

わたしはキーホルダーをもらった。

　　我得到了钥匙链。



「それで」因此，「それ」那，「で」表原因

　　<買わずに>不买，「ず」就是「ない」，「に」就是副词化

　　那么主干就是「済んだ」（「済む」这个词是经常在中高级语法中出现的语法词）








「ーずに」（旧版Ｐ5，修订版Ｐ8）

　　解释：「ず」是「なくて」或者「ないで」的古语形式

　　意思：不～

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ず」

　　　　　「する」变为「せず」

　　　　　「くる」变为「こず」

　　区别：「ず，」和「ずに」的区别在于连接方式

　　　　　「に」表示副词，在此起着逗号的作用，如果用「に」就不用逗号



这一讲我们把表示“不”的「ーずに」讲完了，下一讲继续“不”的「ーまい」。



  



【不：まい】



上一讲我们把表示“不”的「ーずに」讲完了，这一讲继续“不”的「ーまい」。



　　「まい」在初级中没有出现过，而在中高级里是非常常见的，有「まい」实际上就会有「ない」，而有「ない」实际上也就会有「まい」，那这个「まい」到底是什么呢？

　　——其实这个「まい」主要意思就是「ないでしょう」



　　这个「まい」有它的接续方式，说到这里，有一点想提醒一下大家：不要花大量时间去记接续方式。要记的话，也请先记句子，先记单词，然后再去记接续什么的。不然光学个语法，是！知道怎么接句子。可是你说不了话，你就只会用汉语跟人家说：这个「まい」它要怎样怎样接，你没有单词，没有句子，你就说不了日语....



　　好了，言归正传，讲「まい」的接续：

　　五段动词的终止形后加上「まい」

　　一段动词和カ变动词是未然形后加上「まい」

　　サ变动词可以是「すまい」、「しまい」、「するまい」这三种中的任一种



这样看感觉特别多，有可能就记不住

　　其实学日本人说话应该多听，尤其是应该善于听日本人说话，可咱国人偏就最不擅长听，最擅长的是看，总依赖眼睛，而学日语应该就要从「耳(みみ)から入(はい)る」，一定要从耳朵进去，要多听。



田中さんがこのことに賛成することはあるまい。

　　たなかさんがこのことにさんせいすることはあるまい。

　　直译：田中赞成这件的事情不会有吧。

　　意译：田中不会赞成这件事吧。



（田中さんがこのことに賛成する）修饰「こと」

　　「田中さんが」的「が」是表示小主语，因为它是被括在圆括号里的，定语里的

　　<このことに>的「に」指赞成的对象



　　这句话的主干是「ことはあるまい」

　　这里的「は」替代了「が」，因为「ある」是自动词，它前边应该要用「が」的，但是因为要强调（通常在否定、转折、相反时会用强调），那就用了「は」。

　　「ある」是五段动词，它后边直接加上「まい」。其实这里你不用去记什么五段动词，然后又加上什么的，你就直接记住「あるまい」，你知道它是什么意思就好了。



「あるまい」不会有吧，就是「ないでしょう」

　　既然这样，那干脆就用「ないでしょう」不就好了嘛，干嘛还要「あるまい」？

　　——因为「ないでしょう」会更加的老，更加的正式生硬



親に経済的な負担をかけまいと思って、学費と生活費をアルバイトで稼いでいる。

　　おやにけいざいてきなふたんをかけまいとおもって、がくひとせいかつひをあるばいとでかせいでいる。

　　直译：想着绝不给父母增加经济负担，正在以打工的方式挣学费和生活费。

　　意译：决不想给父母增加经济上的负担，一直打工挣学费和生活费。



「と思って」前都用引号给它引起来，想的内容

　　<親に>增加负担的对象，父母

　　（経済的な）什么样的，哪方面的负担，经济(上)的

　　那么在引号里的这句话的主干就是「負担をかけまい」



　　「負担をかける」增加负担，而「負担をかけまい」如果是：不增加负担吧。这种揣摩的、推测的口气的话就不合适了，那么，这里的「まい」就应该要变成一种意志、意愿的否定表示：决不增加负担...，这样。



　　<アルバイトで>的「で」指方式方法，通过打工的方式

　　「学費と生活費を」的「を」是由于「稼(かせ)ぐ」挣钱这个他动词用的（查字典发现「稼ぐ」是自他动词，针对自动词和他动词解释的侧重点不同）

　　「稼ぐ」的「か」就是「稼」，「せ」是塞，「ぐ」就是方向，头上那两点儿指的是关联

　　使劲把庄稼往自家窗户里塞——挣钱！（额。。。。）








「ーまい」（旧版Ｐ6，修订版Ｐ9）

　　解释：「ま」表示否定

　　　　　「い」是现代日语形容词的标志

　　意思：1、「ないでしょう」是“不～吧”的意思

　　　　　2、是意志形「ーよう」的否定形式，表示“决不～”

　　接续：五段动词的终止形，如：「あるまい」

　　　　　一段动词的未然形，如：「変(か)えまい」

　　　　　「する」变为「すまい」、「しまい」、「するまい」中的任何一种

　　　　　「くる」变为「こまい」



这一讲我们把表示“不”的「ーまい」讲完了，下一讲讲解表示“不（怎样怎样，就）不行”的「ーずにはいられない」。



  



【不...就不行：ずにはいられない】



上一讲我们把表示“不”的「ーまい」讲完了，这一讲我们来说说“不....就不行”。



　　表示“不....就不行”有三种表达方式：「ーずにはいられない」、「ーずにはすまない」、「ーずにはおかない」，其实这三个就一妈生的仨儿娃。实际上，《日语语法新思维》就是把各家的兄弟（相近的语法点）集中在一起逐一评述其共同点和不同点。

　　今天这一讲我们就先来讲「ーずにはいられない」。



　　「ーずにはいられない」的「ず」就是「ない」的古语形式，就是一个否定

　　「に」副词

　　「ずに」→「なくて」或者「ないで」



　　「なくて」表示的是一种选择，也就是说，我不去做这个，而是做另外一个

　　ＡしなくてＢする。

　　我不去做Ａ而是去做Ｂ。



　　「ないで」表示的是一种状态

　　ＡしないでＢする。

　　我不去做Ａ而做Ｂ。

　　这里的状态就体现在「で」上，要知道「で」有七种意思，其中一种就是表示状态



　　「は」的话表示强调，一般否定、转折、相反时就需要用强调，强调后面的否定

　　在这个语法中最关键的就是要认识什么是「いられない」



「いられない」是：「いる」+「られる」+「ない」

「いる」就是我呆着，我活着，我在

　　「られる」就是把它变成一种“能”，那么「いる」变成“能”的时候就是「いられる」

　　「ない」就是不



那么加起来就是：不能在(怎样怎样)....

　　「いられない」的原形就是「いる」

　　那么这句话就要这么说：我不去做某事的话我就呆不住。这是一种生理现象（不怎么样就坐不住、呆不住...，这样）



子供は外で騒いでいるので、注意せずにはいられない。

　　こどもはそとでさわいでいるので、ちゅういせずにはいられない。

　　直译：孩子们在外面吵嚷，所以不管他们的话就呆不住。

　　意译：孩子们在外面吵嚷，不管他们不行。



<外で>状语

　　「騒いで」原形「騒(さわ)ぐ」，就是吵嚷

　　「騒いでいる」正在吵嚷

　　「ので」原因，客观的

　　「ず」就是「ない」，但是它要接「する」的话就一定要说「せず」

　　这句话的大主语不是孩子，是我，这是从句号前边的谓语看出来的



　　「注意する」是非常关键的一个词

　　如果是「～に注意する」它的意思就是：注意到……

　　「に」表示的就是一种方向、对象



　　如果「注意する」前边用的是「を」，那他就是一个他动词

　　子供を注意する。

　　こどもをちゅういする。

　　就变成了我去管教孩子（让孩子注意）



　　而如果是：

　　子供に注意する。

　　こどもにちゅういする。

　　就是我注意、留意那些孩子



　　这个语法还能说成更加柔和的表达方式，因为「ーず」的话毕竟比较生硬，那就是：

　　注意しないではいられない。








「ーずにはいられない」（旧版Ｐ6，修订版Ｐ9）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「いられない」是自动词「いる」的可能形的否定，意思是“坐不住，呆不住”

　　直译：不做某事的话就呆不住

　　意译：不～就不行

　　注意：用于生理现象

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ず」

　　　　　「する」变为「せず」

　　　　　「くる」变为「こず」



这一讲我们把表示“不....就不行”的「ーずにはいられない」讲完了，下一讲我们会把剩下的两个讲完。



  



【不～就不行：ずにはすまない、ずにはおかない】



上一讲我们讲了表示“不....就不行”的：「ーずにはいられない」，今天我们把剩下的两个「ーずにはすまない」和「ーずにはおかない」讲完。



　　「ーずにはすまない」中「すまない」的原形是「済(す)む」

　　「済む」的意思就是告诉你“完成”



　　哪儿看出“完成”？

　　「す」的话在「さ」行里就是轻快，就是越来越轻

　　「む」是关闭状

　　那么「ーずにはすまない」就要翻成：我不去怎样怎样的话这件事就完不了、解决不了...



　　这个语法较之前的「ーずにはいられない」最大的不同就在于，它一定要加一个主语，是这件事情，或者这个问题...，前边说过，我不去管他们的话我就坐不住，而用这个语法的话就要翻成：我不去管他们的话这件事情就完不了/这个问题就解决不了。



謝らずにはすまない。

　　あやまらずにはすまない。

　　直译：不道歉就不完。

　　意译：如果不道歉，这件事就完不了。



「謝(あやま)る」道歉，「あや」就是吓了你一跳，「まる」的意思就是「む」

　　「謝らずには」不道歉的话（主语是人）

　　「すまない」这里就必须要添加一个主语（主语是这件事、这个问题....）

　　所以这句话翻过来就要有两个主语



　　好，继续最后一个「ーずにはおかない」



　　「おかない」的原形是「置(お)く」，是放、放置的意思

　　那么「ーずにはおかない」就是“不能够放置不管”

　　这个语法点的特点在于，第一，这个“管”的人必须是有权力的，或者是一个机构，比如学校、公司、部门什么的，这些都是需要管理的吧。



　　但是，如果这个人他没有权力，比如：我告诉你啊，我不是校长也不是管理员，我什么都不是，可今儿这事儿我偏要管啰....，这种情景大家都不陌生吧，那么这个时候用这个语法的话，表示的就是一种决心，这是这个语法的第二个特点。



　　好，我们再来看一下这仨儿兄弟的区别：

「ーずにはいられない」倾向于一种生理现象，不怎么样就坐不住、呆不住

　　「ーずにはすまない」翻译时必须要加上另外一个主语

　　「ーずにはおかない」最关键的是表示的是有权力，如果没有权力就表示的是一种决心



学校側はこんな規則違反のことを静止せずには置かない。

　　がっこうがわはこんなきそくいはんのことをせいしせずにはおかない。

　　直译：校方不制止这种违反规则的事情就不行。

　　意译：校方肯定会制止这类违反规则的行为。



（こんな規則違反）

　　「学校側は静止する」的「する」加「ず」时要变成「せず」

　　这里最关键的点就在“校方”（一个机构）



　　如果不是机构，只是个没有权力的人，表示：这事儿没那么便宜！那就可以说：

　　ただじゃおかない！



　　「ただ」只是

　　「じゃ」就是「では」的口语，「で」在这里表示程度，「は」就是强调

　　「おかない」就是不放置

　　直译就是只是的那个程度我放不下

　　意译就是没那么便宜








「ーずにはすまない」（旧版Ｐ6，修订版Ｐ10）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「すまない」是表示完成的自动词「済(す)む」的否定，意思是“不完，完不了”

　　直译：“不做某事的话，这件事就完不了”或“不做某事的话，这个问题就解决不了”

　　意译：不～就不行

　　注意：翻译时必须在后句添加主语，例如：“这件事”或“这个问题”

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ず」

　　　　　「する」变为「せず」

　　　　　「くる」变为「こず」



　　「ーずにはおかない」（旧版Ｐ7，修订版Ｐ11）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「おかない」是表示放置的他动词「置(お)く」的否定，意思是“不放置”

　　直译：不做某事的话，这件事就放置不下

　　意译：“不能放置不管”或“不～就不行”

　　注意：因为有“管～，管理～”的意思，所以主语一般是有权利的团体或个人

　　　　　如果主语没有权利，则表示决心

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ず」

　　　　　「する」变为「せず」

　　　　　「くる」变为「こず」



这一讲我们表示“不....就不行”的「ーずにはすまない」和「ーずにはおかない」讲完了，下一讲我们来说一说表示“不可以”的「ーてはいけない」和「ーてはならない」。



  



【不可以：てはいけない、てはならない】



上一讲我们把表示“不....就不行”的「ーずにはすまない」和「ーずにはおかない」讲完了，这一讲来讲表示“不可以”的表达方式。



　　表示“不可以”的我们会讲解五种表达方式，程度会越来越难，今天要讲解的前两个「ーてはいけない」和「ーてはならない」其实是初级的内容，这一讲就先做个复习吧。



　　“不可以”的话，我们通常会反应成“不行”，“不行”的话，第一个想到的就是「だめ」

　　接下来我们先来看「ーてはいけない」



　　「て」的话就是动词的中顿，动词与动词连的时候只能用「て」形来接

　　「は」是用来强调「いけない」的「ない」（否定、转折、相反时一般要用强调）

　　「いけない」中「いけ」的「い」写的汉字是「行」，那么「いけない」就是“不行”

　　那么，「ーてはいけない」的直译就是：做....不行



ここで(は)タバコを吸ってはいけない。

　　ここで(は)たばこをすってはいけない。

　　直译：在这里吸烟不行。

　　意译：不能在这里吸烟。



<ここでは>在这里

　　「で」有表示在什么地方做什么事情的意思

　　「は」强调“在”的地点，你在别的地方可以，但在这儿不行

　　当然，你也可以说「ここで」，不一定非得用「は」强调这里



　　「タバコを」把烟

　　「吸って」抽，「吸う」的「て」形，后再接动词

　　「タバコを吸ってはいけない」抽烟不行

　　更简单、更口语化的也可以说成「ここでタバコを吸ってはだめ(です)。」



　　那么，比「ーてはいけない」更加老的一个用法是「ーてはならない」

　　「成(な)る」是成，它是个非常老的词，「ーてはならない」的意思就是“不成”

　　所以「ーてはならない」听上去就比前一个要来得更加正式、生硬



交通違反をしてはならない。

　　こうつういはんをしてはならない。

　　直译：违反交通规则不成。

　　意译：不能违反交通规则。



用「ならない」是因为违反交通规则这里用的是比较正式生硬的说法，可能它是一种标识、或者是一块板什么的，在上边写上这东西，这句话可能就是写出来的。

　　「交通違反をする」违反交通规则

　　「ならない」不成



　　其实大家只要记住，你的语法里只要是用了「成る」，那肯定就是正式、生硬的








「ーてはいけない」（旧版Ｐ7，修订版Ｐ11）

　　解释：动词的「て」形起着逗号的作用，表示中顿

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「いけない」是自动词「行(い)ける」的否定，意思是“不行”，可以换成「だめだ」等表示禁止的词

　　意思：做～不行

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：「行く」→「行って」）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　「する」变为「して」

　　　　　「くる」变为「きて」



　　「ーてはならない」（旧版Ｐ8，修订版Ｐ12）

　　解释：动词的「て」形起着逗号的作用，表示中顿

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「ならない」是自动词「成(な)る」的否定，意思是“不成”，可以换成「だめだ」等表示禁止的词

　　意思：做～不成

　　语气：比「ーてはいけない」正式

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：「行く」→「行って」）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　「する」变为「して」

　　　　　「くる」变为「きて」



这一讲我们把表示“不可以”的初级内容的「ーてはいけない」和「ーてはならない」复习完了，下一讲继续中高级的「～べからざる」的讲解。



  



【不可以：べからざる】


 上一讲我们把表示“不可以”的「ーてはいけない」和「ーてはならない」复习了一下，这一讲继续“不可以”的「～べからざる」。



　　「～べからざる」是个非常经典的一级语法，首先要认识的就是这个「べ」

　　我们在初级时学过一个「べき」，这个「べ」就是“可”，之后慢慢的就变成一种强调



　　在汉语里这个“可”的第一个意思是强调，第二个意思是转折

　　强调的话，比如“可爱”，实际上就是爱——可招人爱了

　　还有就是：可难了，可贵了，可长了，可烦了…，等等等等，这样的“可”表示的都是强调

　　第二个意思是比如：可以、可能、可是……，这时就要通过上下文来看，到底是“可”什么



　　那么，我们知道了「べ」就是“可”

　　「から」在这里是一个变形，就是这个「べ」跟后面的「ざる」一起接的时候有一个变形

　　学日语最关键的一点在于，你要学会认头认尾，头的话是「べ」，尾的话是「ざる」



　　我们之前学过表示“不”的「ず」，那么在「ざ、じ、ず、ぜ、ぞ」这一行里一定有与「ず」一样表示“不”的，要知道五十音中行的重要性是非常关键的。那么这个「ざ」实际上就是「ず」，就是“不”。



那么，「ざる」跟「ず」的区别在哪儿呢？

　　——表示“不”的「ず」不仅可以表示句子的一个中顿，可以接在句尾，还可以接谓语词，当然，多数是接动词，在接动词的时候就变成副词，就是「ずに」。

　　——而「ざる」是连体形，它是要修饰名词的



　　那么，「～べからざる」我们只要认识三个点就好：

　　「べ」就是“可”

　　「ざ」就是“不”

　　「る」就是“的”

　　翻译过来就是：不可～的 / 不可以～的



聞くべからざることを聞いてしまって後悔した。

　　きくべからざることをきいてしまってこうかいした。

　　直译：不可以问的事情，问了，很后悔。

　　意译：很后悔问了不应该问的事情。



（聞くべからざる）不可问的

　　这里应该要知道它的接续，这样，你可以把「べからざる」想成是「べき」就是“可”，「べき」是个名词，那么「聞く」就要用一个动词简体，动简修名嘛



　　「聞いてしまって後悔した」这里三个动词连用有两个必须要变成「て」形

　　「しまう」有“完了”的意思，也有一种消极的，比如后悔之类的语气在里边，这里是两个意思都用上了，“听完后悔了”








「～べからざる」（旧版Ｐ8，修订版Ｐ12）

　　解释：「べからざる」的「べから」是「可(べ)く」接未然形的形式

　　　　　「ざる」是表示否定的「ない」的古语连体形

　　意思：不可以做～

　　语气：正式

　　接续：前面接动词基本形，后面接名词



这一讲我们把表示“不可以”的「～べからざる」讲完了，下一讲会把剩下的两个「～べからず」和「ーまじき」讲完。



  



【不可以：べからず、まじき】



上一讲我们把表示“不可以”的「～べからざる」讲完了，这一讲继续「～べからず」和「ーまじき」。



　　「べからず」的「べ」还是“可”，「ず」的话是“不”，「から」是一种变形

　　那么，「べからず」就翻成“不可”



　　那么，「べからず」和「べからざる」最不一样的东西是什么呢？

　　——「べからず」可以结尾，「ず」就是「ない」

　　还有就是可以在后边加上一个「に」，变成副词「べからずに」，再接动词



芝生に立ち入るべからず。

　　しばふにたちいるべからず。

　　直译：进入草坪，不可。

　　意译：禁止进入草坪。



<芝生に>草坪，表示进入的一种方向

　　「立ち入る」进入，比较正式生硬

　　「べからず」不可



　　下面一个是「ーまじき」，这个只要认识「ま」和「き」就好

　　「ま」的话就是“不”，怎么就“不”了呢？

　　——「まい」还记得吧，就是「ないでしょう」

　　「じ」是个变形，这个我们不管，让古人变去



　　那么「き」的话，这里又是什么？也就是我们要知道有些东西在古语里是什么？

　　——在古语里形容词要加「き」，即形容词词干先加上「き」，然后再加上名词，因此在古语里「き」是修饰名词的，既然这样的话，那么我们不妨把这个「き」想成是“的”。

　　「ま」就是“不”，「き」就是“的”，「まじき」比「まい」更老，也就是“不...的”



　　古语里还有一点，是形容词结尾，就是「し」

　　举个最简单的例子：「よし」

　　「よし」就是「よい」，「よい」就是「いい」

　　「よ」就是“好”，「し」就是古语形容词结尾



除了「き」和「し」，还有一个是古语形容词修饰谓语词（形容词、形容动词、动词）时，把形容词变成副词，就是「く」，「まじき」修饰名词，「まじく」就修饰谓语词。



いじめは許すまじき行為です。

　　いじめはゆるすまじきこういです。

　　直译：欺负人是决不能原谅的行为。

　　意译：欺负人是决不能被原谅的行为。



「いじめ」虐待别人，欺负别人（在日本，这个词非常常用的，多在学校、公司里，尤其是在学校，会有很多欺负人的现象，嘛～，芥末说来，还是咱天朝滴孩纸们善良啊。）

（許す）原谅，这里你就把它当成一个词直接加「まじき」

　　「まじき」不可



　　这个例句还可以这样说：

いじめは許すべからざる行為です。

　　いじめはゆるすべからざるこういです。

　　还可以说成：

　　いじめは許すべからず。

　　いじめはゆるすべからず。

　　欺负人是不可原谅的。








「～べからず」（旧版Ｐ8，修订版Ｐ13）

　　解释：「べからず」的「べから」是「可(べ)く」接未然形的形式

　　　　　「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　意思：不可以做～

　　语气：正式

　　接续：动词基本形



　　「ーまじき」（旧版Ｐ9，修订版Ｐ13）

　　解释：「まじき」是表示决不做某事的「まい」的古语连体形

　　　　　「き」在古语法中表示形容词修饰名词作用的“的”

　　意思：“决不应该～”或“决不允许～”

　　注意：前面接「ある」或「許(ゆる)す」等动词

　　接续：五段动词的终止形，如「あるまじき」

　　　　　一段动词的未然形，如「変(か)えまじき」

　　　　　「する」变为「すまじき」、「しまじき」、「するまじき」中的任何一种

　　　　　「くる」变为「こまじき」



这一讲我们把表示“不可以”的「～べからず」和「ーまじき」讲完了，下一讲我们来说一说表示“不仅...而且...”的「～だけでなく」和「～のみならず」。



  



【不仅～而且～：だけでなく、のみならず】



上一讲我们把表示“不可以”的「～べからず」和「ーまじき」讲完了，这一讲我们来说一说表示“不仅...而且...”的「～だけでなく」和「～のみならず」。



　　先来看「～だけではない」，「だけ」的话是个初级词，相对而言它比较柔和，因此用得多

　　「だけ」是“只”、“仅”

　　「でなく」就是「ではない」的连用形，「で」就是「です」，「なく」就是「ない」

　　那么「でなく」就是“不止是....”，通常表示的是一种中顿



　　当然，要用得更加柔和的，就可以是「だけなくて」，要知道中顿的两种：连用形和「て」形，更加口语化的是「て」形。

　　如果你上网搜索诸如招聘信息、启示通知这种比较正式的信息时，你肯定看不到「だけ」



彼は友達だけでなく、周りのすべての人に信頼されている。

　　かれはともだちだけでなく、まわりのすべてのひとにしんらいされている。

　　直译：他不仅是朋友，还被周围的所有人信赖。

　　意译：不仅朋友信赖他，周围所有人都信赖他。



要强调时可以在「だけでなく」中加「は」→「だけではなく」

　　这句话的主干是「彼は信頼されている」他被信任着



　　那么<友達だけでなく、周りのすべての人に>整个就可以用尖括号括起来了，就把它当成一状语从句，指向对象，信任他的是什么样的人。

　　这里的「に」是根据「信頼される」的「れ」用的，因为这个「れ」表示的是被动，被谁的话，指向的就会是对象，那么就要用到「に」。



　　好，下面是「～のみならず」，这个看起来就给人一种很生硬的感觉，怎么就生硬了呢？



　　——「のみ」就是“只是”，是「だけ」的古语，「だけ」属于现代日语

　　「ならず」的「なら」就是「ならない」，就是「成(な)る」，这个是非常老的语法

　　「ず」就是“不”，也是个很老的语法

　　这样看来「のみ」老，「なら」也老，「ず」还老，用这语法这语气能不正式生硬吗？



この奨学金は日本人の学生のみならず、留学生も応募できる。

　　このしょうがくきんはにほんじんのがくせいのみならず、りゅうがくせいもおうぼできる。

　　直译：这个奖学金不仅日本人的学生，留学生也能申请。

　　意译：不仅日本学生，留学生也能申请这个奖学金。



这里「この奨学金は」的「は」是什么呢？

　　我们知道助词的使用是由谓语来决定的

　　那么，这句话的谓语是：「応募できる」，而我们第一反应会反应到「できる」“能”

　　既然是「できる」，那「この奨学金」后用的就一定是「が」，为啥这么肯定？



　　——因为「できる」是可能形，可能形用的就是「が」

　　如果把应聘、应征什么的想成是动词的话「応募する」，它是个他动词，原来应该用「を」，但是这里已经把这个他动词变成了可能形了，那么就只能用「が」。

　　之前我们已经说过了自动词、形容词、形容动词、可能形、被动式用的就是「が」

　　——那么我们知道了「この奨学金は」的「は」就是「が」



　　<日本人の学生のみならず>不仅是日本人的学生

　　那么「留学生も」的「も」又是什么呢？

　　通过上下文我们可以知道这个「も」实际上就是「は」，因为它的主语是「留学生」，实际上这句话要表达的就是：留学生申请奖学金。








「～だけでなく」（旧版Ｐ9，修订版Ｐ14）

　　解释：「だけ」是“只”或“仅”的意思

　　　　　「でなく」是表示“不是”的「ではない」的连用形

　　准则：连用形和「て」形一样起着逗号的作用，表示中顿，语气比「て」形正式

　　意思：不仅～

　　接续：任何词



　　「～のみならず」（旧版Ｐ9，修订版Ｐ14）

　　解释：「のみ」是“只”或“仅”的意思，是「だけ」的古语

　　　　　「ならず」是「なる」的否定形式

　　　　　「なる」在古语当中是表示断定的「也(なり)」的连体形，意思是“是”

　　直译：不成为只是～

　　意译：不仅～

　　语气：比「だけでなく」正式

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～だけでなく」和「～のみならず」讲完了，下一讲继续「～ばかりか」和「～もさることながら」。



  



【不仅～而且～：ばかりか、もさることながら】


上一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～だけでなく」和「～のみならず」讲完了，这一讲继续「～ばかりか」和「～もさることながら」的讲解。



　　先看「～ばかりか」

　　「～ばかりか」里的「ばかり」是“全是、光是、净是”的意思



　　「ば」的意思是“把”

　　「か」是“加”

　　「り」就是「る」，就是“长”，也就是我一直在做一个把什么东西进行添加的动作，一直在做着加法

　　「か」不确定

　　那么，「ばかりか」就是哪儿光是什么什么



彼は聡明であるばかりか、スポーツも万能です。

　　かれはそうめいであるばかりか、すぽーつもばんのうです。

　　直译：他哪儿光是聪明啊，连体育运动都是万能。

　　意译：他哪儿光是聪明啊，就连体育运动也都是全能。



「聡明」－「そうめい」；汉语中以“ng”结尾的词，日语都会以长音结尾

　　「聡明である」这里用「である」是因为「ばかり」不能接在「です」或「だ」后面

　　在这个例句中特别需要记住的是：「スポーツ(も)万能」，这是在日常生活中非常常用的短语



　　「聡明」相对来讲生硬了点，随便一点的，可以说：彼は賢(かしこ)いばかりか

　　「ばかりか」可以直接接在任何词（名词和谓语词(动词、形容词、形容动词)）后边



　　接下来是「～もさることながら」

　　这个语法可以翻成：不仅...而且...，也可以翻成：虽然...但是...

　　你可能有意见了，这两个差得有点远啊！——那我们就拆了它来看。



「～もさることながら」的「も」是“也，连，都”的意思

　　「さる」的意思是「そう」，是「その」，「そ」的话表示的是“那”，「さる」是连体形

　　「こと」指事情，可以替代很多名词，这里正是由于「さる」来用的

　　「ながら」表示转折



　　那么直译就是：什么什么虽然是那样的，但是还有什么什么

　　变成现代日语的话，就是：「～もそうですが…」，也就是把「ながら」简化成了「が」

　　而这个「が」它可以是顺接（单纯连接两个句子），还可以是逆接（表示转折）

　　所以，「～もさることながら」既可以是“不仅...而且...”，也可以是：“虽然...但是...”



親の希望もさることながら、子供自身も海外留学に憧れている。

　　おやのきぼうもさることながら、こどもじしんもかいがいりゅうがくにあこがれている。

　　直译：父母的希望是这样的，孩子自己也向往着海外留学。

　　意译：不仅父母的希望如此，孩子自己也向往着海外留学。



「親の希望もさることながら」翻成现代日语就是「親の希望もそうですが」

　　「子供自身も」孩子自己也

　　「憧れる」向往



　　「憧(あこが)れる」的「あこ」的意思就是「あそこ」，就是那儿

　　「が」的话是一种状态

　　「れる」就是来，就是一种方向

　　你想啊，你一直看着离你很远的那个方向，才会说到向往什么的吧，要它就在你跟儿前，你还向往个啥？

　　「憧れている」向往着，用的是现在进行时「ている」，表示的是一种持续，是现在








「～ばかりか」（旧版Ｐ10，修订版Ｐ15）

　　解释：「ばかり」是“全是，光是，净是”的意思

　　　　　「か」表示不确定

　　直译：哪儿光是～

　　意译：不仅～

　　接续：任何词



　　「～もさることながら」（旧版Ｐ10，修订版Ｐ15）

　　解释：「も」的意思是“也；连；都”

　　　　　「然(さ)る」是「そう」的古语连体形

　　　　　「ながら」是「が」的古语，「が」有单纯连接句子的作用，也有转折的意思

　　　　　相当于现代日语的「～もそうですが」

　　直译：～虽然是那样，但是还有～

　　意译：不仅～而且～

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～ばかりか」和「～もさることながら」讲完了，下一讲把剩下的「～上に」和「～ことどまらず」讲完。



  



【不仅..而且.. ：上に、ことどまらず】


上一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～ばかりか」和「～もさることながら」讲完了，这一讲会把剩下的「～上に」和「～ことどまらず」讲完。



　　先看「～上(うえ)に」

　　「うえ」名词，上（接续回顾：名词+名词加「の」，形容词+名词加「い」，形容动词+名词加「な」，动词+名词时用动词简体(动简修名)）

　　「に」是方向

　　「～上に」在...之上，可以理解为是一种累加的意思



今日は遅刻した上にテキストも忘れた。

　　きょうはちこくしたうえにてきすともわすれた。

　　直译：今天迟到了，在此之上，还忘了课本。

　　意译：今天不仅迟到了，还忘了带课本。



<今日は>今天，「は」是强调今天这个时间

　　（今日は遅刻した）修饰「上に」

　　<遅刻した上に>状语

　　这里「遅刻」用过去时是因为句尾的「忘れる」用了过去时（统一时态）



　　这句话的主干是

　　テキストも忘れた。我还忘了课本。

　　「テキストも」的「も」代替了「を」，因为「忘れる」是他动词

　　这是个非常常用的句子，可以的话请记下来



　　接下来是「～にとどまらず」，这个是在考试中经常会被考到的

　　「～にとどまらず」就是一个动词的表达方式

　　「に」表示方向

　　其实我们只要认识「とどまらず」就好



　　「と」的意思是止，因为「と」这个假名就是从中文的“止”过来的（五十音图很关键）

　　这样的话就有了两个“止”，「と」、「ど」都是“止”

　　「とどまらず」是「とどまらない」的古语形式

　　「とどまらない」又是「とどまる」（原形）



　　「とどまる」是「止まる」是停止

　　「まる」就是「ま、み、む、め、も」的「む」，「む」就是关闭状

　　这样的话，「とどまる」是停滞，「とどまらない」就是不停滞，「とどまらず」是古语形式，那么，「～にとどまらず」就翻成：不停滞/不停留在什么什么之上



火事は麓に止まらず、山全体にも及んだ。

　　かじはふもとにとどまらず、やまぜんたいにもおよんだ。

　　直译：火灾不停留在山脚，还遍及了山的全体。

　　意译：不仅是山脚，火灾还遍及了整座山。



「火事は」火灾

　　「麓(ふもと)」的「ふ」就是踩，「もと」是根，你踩的那个根儿 → 就是山脚

　　<麓(ふもと)に>表示方向

　　句中的「火事」有两个谓语，一个是不停滞，另一个是遍及「及んだ」

　　<山全体にも>表示方向

　　那么这句话的主干应该是：火事は止まらず、及んだ。



　　另：本书的修订版中表示“不仅...而且...”的还有一个是「～に限らず」，但旧版中没有列出，即课程里没有单独讲解它，因此，笔记这里也只把它列入到小结内。








「～上に」（旧版Ｐ10，修订版Ｐ15）

　　解释：「に」表示方向

　　意思：在～之上，还有～

　　着重：累加

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～に限らず」（旧版无，修订版Ｐ16）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「限(かぎ)らず」是自动词「限る」的否定形式，意思是“不限”

　　意思：不只限于～

　　接续：名词

　　例句：この講義は大学生に限らず、社会人も聴講できる。

　　　　　このこうぎはだいがくせいにかぎらず、しゃかいじんもちょうこうできる。

　　　　　直译：这个课不只限于大学生，社会人也能听课。

　　　　　意译：这个课不只限于大学生，工作了的人也能听。



　　「～にとどまらず」（旧版Ｐ11，修订版Ｐ16）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「とどまらず」是自动词「止(とど)まる」的否定形，意思是“不停止”

　　意思：不停留在～上

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～上に」和「～ことどまらず」讲完了，下一讲是表示“不管，尽管”的「～いかんにかかわらず」和「～いかんによらず」。



  



【不管，尽管：～いかんにかかわらざ、～いかんによらず】



上一讲我们把表示“不仅...而且...”的「～上に」和「～ことどまらず」讲完了，这一讲来讲解表示“不管，尽管”的「～いかんにかかわらず」和「～いかんによらず」。



　　「～いかんにかかわらず」在一级语法中是非常常考的语法，主要要考的是「いかん」

　　「いかん」就是「いかが」

　　「いかが」就是我们在四级里学过的「いかがですか」如何啊？

　　那么，「如何」就有了两个念法：「いかん」和「いかが」



　　「かかわらず」是「かかわらない」的古语，就是「かかわる」的否定形

　　「関(かか)わる」的两个「か」就是加、加

　　「わ」就是「あ」，就是上，那么就是加上、加上，一直添加的话就是与...有关系了



　　「関わらない」就是与...没有关系

　　那么“与”在哪儿？——就是这个「に」，表示的是对象

　　直译就是：与...的如何无关



社員の意見の如何に関わらず、その解決案は可決された。

　　しゃいんのいけんのいかんにかかわらず、そのかいけつあんはかけつされた。

　　直译：与社员的意见如何无关，那个解决方案被取决了。

　　意译：不管公司职员有什么意见，最后通过了那个解决方案。



（社員の意見の）修饰名词「如何」

　　<社員の意見の如何に>状语，表示对象

　　「如何」确定是正式生硬的，不然就不说“如何”而是“怎么样”之类的了，既然「如何」是正式生硬的，那么这个句子也就要被造得正式生硬了。



　　「関わらず」与...无关

　　「その解決案は」解决方案

　　「可決」通过，「可決された」（被）通过了，「される」被

　　「否決(ひけつ)」否决，「否決された」被否决



　　下面再看「～いかんによらず」，不根据

　　「由(よ)る」表示根据、由于，在古语里写成这个汉字的「由る」，现在一般多用假名

　　「よらず」就是「よらない」，就是不由于....

　　「由る」有三个意思：根据...、由于...、由...来做...，具体意思要根据上下文来理解



理由の如何によらず、規則違反は許されない。

　　りゆうのいかんによらず、きそくいはんはゆるされない。

　　直译：不根据理由的如何，违反规则是不被允许的。

　　意译：不管什么理由，都不允许违反规则。



（理由の）修饰「如何」

　　<理由の如何に>，「よらず」的状语

　　「許されない」的「許(ゆる)」就是「許す」，就是原谅，允许

　　「され」的「れ」表示的就是被

　　「ない」表示不








「～いかんにかかわらず」（旧版Ｐ11，修订版Ｐ17）

　　解释：名词「如何(いかん)」的意思是“如何”

　　　　　「に」表示对象

　　　　　「関(かかわ)らず」是自动词「関る」的否定形，意思是“无关”

　　意思：与～的如何无关

　　语气：正式

　　接续：名词「の」



　　「～いかんによらず」（旧版Ｐ11，修订版Ｐ17）

　　解释：名词「如何(いかん)」的意思是“如何”

　　　　　「に」表示对象

　　　　　「よらず」是自动词「由(よ)る」的否定形，意思是“不由”

　　注意：「由る」的意思是“根据～”“由于～”“由～来做～”

　　意思：不根据～的如何

　　语气：正式

　　接续：名词「の」



这一讲我们把表示“不管，尽管”的「～いかんにかかわらず」和「～いかんによらず」讲完了，下一讲继续「～いかんを問わず」。



  



【不管，尽管：～いかんを問わず】



上一讲我们把表示“不管，尽管”的「～いかんにかかわらず」和「～いかんによらず」讲完了，这一讲继续「～いかんを問わず」的讲解。



　　「～いかんを問(と)わず」的「とわず」是什么？

　　——「とわず」就是「問う」问，加上「ず」不，就表示不问，是「問わない」的古语形式

　　用「を」是因为它是个他动词

　　那么「～いかんを問わず」就是：我不问....的如何



経験の如何を問わず、この職は誰でも応募できる。

　　けいけんのいかんをとわず、このしょくはだれでもおうぼできる。

　　直译：不问经验的如何，这个职位谁都能够应聘。

　　意译：不管经验如何，这个职位谁都能应聘。



（経験の）修饰「如何」

　　「問わず」经常会跟汉语词一起用，比如：

　　経験（けいけん）、男女（だんじょ）、国籍（こくせき）、年齢（ねんれい）....

　　「経験の如何を問わず」我不去问你的经验如何，也就是不管。这句话也是非常常用的



　　「この職は」这个职位

　　「誰でも」谁都，不管谁都怎样怎样就会用这个「誰でも」

　　「応募できる」能应聘



　　好，「～いかんを問(と)わず」讲完了，下面是：

　　「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」

　　「ても」最常接续的头，就是「いくら」「どんなに」「いかに」「たとえ」



　　「いくら」要翻成多少次

　　「どんなに」要翻成多么的，怎么样的，「どんな」就是怎么样，「に」就是的

　　「いかに」的「いか」就是如何，「に」副词化，和上面的「どんなに」一样都是表示怎么样的，但「いかに」会感觉更加的正式生硬

　　「たとえ」是动词「例(たと)える」（比喻、举例、假设）的连用形，这里必须要翻成假设，「ても」表示的是“即使、尽管、不管”，那么「たとえても」就是：即使假设什么什么也怎么怎么样。

　　

　　由于篇幅原因，这一讲先讲到这儿，下一讲开始会详细讲解上面这一堆








「～いかんを問わず」（旧版Ｐ12，修订版Ｐ18）

　　解释：名词「如何(いかん)」的意思是“如何”

　　　　　「を」用于他动词前表示“把”

　　　　　「問(と)わず」是他动词「問う」的否定形，意思是“不问”

　　意思：不问～的如何

　　语气：正式

　　接续：名词「の」



　　因「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」还未讲解结束，故不在本讲内做小结。



这一讲我们把表示“不管，尽管”的「～いかんを問わず」讲完了，下一讲先讲解「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」的前两个。



  



【不管，尽管：いくら／どんなに－ても／たところで／であれ】



上一讲我们讲了表示“不管，尽管”的「～いかんを問わず」，以及「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」中「ても」前的各接续及其区别。

　　大家会用「いくら、どんなに、いかに、たとえ」＋「ても」就是二级的水平了。今天我们先讲前面两个「いくら」和「どんなに」＋「ても」的。



　　之前讲过，有「ても」就会有「でも」，它们是一样的，都表示的是：即使、尽管、不管

　　但是，「ても」要跟动词、形容词一起用，跟形容词一起用时要变成「くて」

　　而「でも」的「で」就是「です」，所以它是跟形容动词和名词来用的



　　接下来看一下这个「たところで」

　　「た」就是变成「た」形，注意，并不是过去式的意思，而是「た、ち、つ、て、と」，它是跟「て」相呼应的

　　「ところ」地方

　　「ところで」之前学过是转移话题的意思，就是“到这儿吧、就这样吧”



　　「たところで」这个事情就到这儿吧，意思就是告诉你，我要转移话题了，也就是转折，它是跟「ても」相呼应的



　　下一个，「であれ」，它比「でも」更加正式

　　「であれ」就是「である」，「である」就是「です」，就是“是”

　　「であれ」的这个「れ」是什么？

　　——在古语里是以「え」段来表示转折的。那么，把「である」变到「え」段上，就是「であれ」，就是转折，就是「であっても」，就是：即使是.....。



　　这样看来「であっても」是「でも」的古语形式，而「であれ」是「であっても」的古语形式.....（额 {{{(>_<)}}} ，扶墙！别介，通俗一点解释下乃就不用扶涅：）

「でも」更加现代，就一小孙子

 「であっても」是老子

 「であれ」就老爷子涅，祖孙三代都表示的是：即使、尽管、不管



　　那么，它们之间不同的就在于表达方式：

　　因为接续才会有「ても」和「でも」，因为语气才会有「ても」和「たところで」，「でも」和「であれ」，这些搭配我们还是通过下面的例句来记住它们吧。



幾ら説明しても（幾ら説明したところで）、彼に誤解されてしまう。

　　いくらせつめいしても（いくらせつめいしたところで）、かれにごかいされてしまう。

　　直译：不管多少次解释，都被他误解。

　　意译：不管怎么解释都被他误解。



「幾ら」多少次

　　「説明」说明

　　「しても」的「し」是由于「説明」是个サ动词，所以要加「する」，「して」

　　「幾ら説明しても」不管我怎么解释

　　比它更加正式的说法是「幾ら説明したところで」



　　<彼に>表对象，被他，「に」是由于被动式的这个「れ」来用的

　　「してしまう」是一种语气，一种消极的语气，被他误解



どんなに頑張っても（どんなに頑張ったところで）、彼には追いつかないので、悔しい。

　　どんなにがんばっても（どんなにがんばったところで）、かれにはおいつかないので、くやしい。

　　直译：不管怎么加油，都赶不上他，所以觉得心里不痛快。

　　意译：不管怎么努力都赶不上他，心里不痛快。



「どんなに」怎么样的

　　「頑張って」努力，「どんなに頑張っても」不管怎么样地努力

　　<彼には>的「に」是由于「追う」用的，表示的是方向，这里不是对象，是追赶的方向

　　「は」表示的是强调



　　「追いつかない」就是「追いつく」的否定，追不上

　　追赶不上，所以才会觉得特别的苦呀，就是「悔(くや)しい」

　　再说得更加正式生硬点就是：

どんなに頑張ったところで、彼には追いつかないので、悔しい。








「いくら／どんなにーても（でも／たところで／であれ）」（旧版Ｐ12，修订版Ｐ18）

　　解释：「いくら」是“多少次”的意思

　　　　　「どんなに」是“怎么样地”的意思

　　　　　以上两者可互换

　　　　　「ても」和「でも」表示“即使、尽管、不管”

　　　　　「ても」是由于动词和形容词的「て」形后接表示强调的「も」构成的

　　　　　「でも」是由表示断定的「でも」的中顿「で」后接表示强调的「も」构成的。前接形容动词和名词

　　意思：不管怎么～都～

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行く → 行って）

　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去「る」加「て」

　　　　　「する」变为「して」

　　　　　「くる」变为「きて」

　　　　　形容词去掉「い」加「くて」

　　　　　形容动词接「でも」

　　　　　名词接「でも」

　　区别：「たところで」比「ても」正式，是由动词和形容词的「た」形后加表示转折的「ところで」构成的

　　　　　「であれ」是「でも」的古语形式

　　准则：古语里将动词变到「え」段表示转折



这一讲我们把表示“不管，尽管”的「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」中的前两个讲完了，下一讲会讲完它们。



  



【不管，尽管：いかに／たとえ－ても（でも／たところで／であれ）】


上一讲我们把表示“不管，尽管”的「いくら（どんなに／いかに／たとえ）－ても（でも／たところで／であれ）」中的前两个讲完了，这一讲把剩下的「いかに／たとえ－ても（でも／たところで／であれ）」讲完。



　　先是「いかに－ても（でも／たところで／であれ）」，来看例句



如何に困難な仕事でも（如何に困難な仕事であれ）、最後までやり抜くつもりです。

　　いかにこんなんなしごとでも（いかにこんなんなしごとであれ）、さいごまでやりぬくつもりです。

　　直译：不管如何地困难的工作，都决心要干到最后。

　　意译：不管多么艰苦的工作，都决心要干到底。



「如何に」其实就是「どんなに」，只是它比「どんなに」更加的正式生硬，这里如果要说「いくら困難な仕事でも...」也是可以的

　　而「如何に困難な仕事でも」说得再生硬一点就是「如何に困難な仕事であれ」



　　<最後まで>副词，时间状语，到最后

　　「やり抜く」干到底

　　「やり」就是做

　　「抜く」接在动词连用形后来表示到底（拔的话要拔到底才能彻底）



　　「最後までやり抜くつもりです」的主干是「つもりです」

　　那么，（最後までやり抜く）就要用圆括号括起来，定语，用来修饰名词「つもり」

　　「つもり」在初级时已经说过，它并非表示打算，而是一种决心，打算和决心是不一样的



　　「つ」就是「強(つよ)い」，非常强的

　　「も」的意思就是「思(おも)い」

　　那么，「つもり」就是「強い思い」，非常强烈的一种心情

　　「つもり」在以后的语法中我们还会再讲到它



　　好，下一个「たとえ－ても（でも／たところで／であれ）」，还是直接看例句了



例え今回の試験に合格しなくても（例え今回の試験に合格しなかったところで）、気を落とさないで、引き続き頑張るつもりです。

　　たとえこんかいのしけんにごうかくしなくても（たとえこんかいのしけんにごうかくしなかったところで）、きをおとさないで、ひきつづきがんばるつもりです。

　　直译：即使这次的考试不合格，我也决心不灰心丧气，继续努力。

　　意译：即使这次考试不及格，我也决心不灰心丧气，继续努力。



这里「例え」是和「ても」一起用的，「例え」是假设，「ても」是即使

　　<今回の試験に>是合格的对象和方向，或理解为目的、目标，合格的目标就是这次的考试

　　「合格しなくても」即使不合格

　　说得更加正式生硬一点就是「例え今回の試験に合格しなかったところで」



「気を落とす」灰心丧气（把气给落下来了）

　　「気を落とさないで」非常经典的短语，不灰心丧气，指的是一种状态

　　<引き続き>动词连用形，这里做副词，一直、继续的意思

　　「頑張る」努力



　　「引き続き頑張る」一直努力，这也是非常经典的短语

　　「つもり」决心

　　同样，圆括号括起（気を落とさないで、引き続き頑張る），它是用来修饰「つもり」的








「いかにーても（でも／たところで／であれ）」（旧版Ｐ12，修订版Ｐ18）

　　解释：「如何(いか)に」是“如何地”或“怎么样地”的意思，它和「いくら」、「どんなに」三者可以互换，只是「如何に」的语气最为正式

　　　　　「ても」和「でも」表示“即使；尽管；不管”

　　　　　「ても」是由动词和形容词的「て」形后接表示强调的「も」构成的

　　　　　「でも」是由表示断定的「です」的中顿「で」后接表示强调的「も」构成的。前面接形容词或名词

　　意思：不管怎么～都～

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行く → 行って）

　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去「る」加「て」

　　　　　「する」变为「して」

　　　　　「くる」变为「きて」

　　　　　形容词去掉「い」加「くて」

　　　　　形容动词接「でも」

　　　　　名词接「でも」

　　区别：「たところで」比「ても」正式，是由动词和形容词的「た」形后加表示转折的「ところで」构成的

　　　　　「であれ」是「でも」的古语形式

　　准则：古语里将动词变到「え」段表示转折



　　「たとえーても（でも／たところで／であれ）」（旧版Ｐ12，修订版Ｐ18）

　　解释：「たとえ」是「例(たと)える」的连用形，意思是“举例；比喻；假设”，此处表示假设

　　意思：假设～也～

　　注：「ても」和「でも」的解释同上

　　　　“变形”、“区别”和“准则”同上



这一讲我们把表示“不管，尽管”的「いかに／たとえ－ても（でも／たところで／であれ）」讲完了，下一讲继续「いくら～からといって」。



  



【不管，尽管：いくら～からといって】


上一讲我们把表示“不管，尽管”的「いかに／たとえ－ても（でも／たところで／であれ）」讲完了，这一讲继续「いくら～からといって」的讲解。



　　「いくら～からといって」这个语法是很难的，说它难是因为它实际上省略了「も」，我们通常是从字面上来看一个语法的根源，被你这样一省略，我们都不认识它了，而它其实应该是「いくら～からといっても」。



　　补完整了这个语法就好理解了，因为「いくら」是和「ても」相呼应的“不管多么的...”

　　「～から」应该是要划上引号的，因为「から」后边有个「と」

　　「と言って」就是“去说”

　　「と言っても」就是“即使（这样）去说”



　　那么，「いくら～からといっても」的直译就是：不管怎么说因为...，也...

　　而在口语里这话更省略，变成了「いくら～からって」（这个在考试中经常出现）

　　它表示的是：不管怎么说，因为什么什么，你也不能怎么怎么样



幾ら事情があるからと言って、仕事を放り出すことはできないだろう。

　　いくらじじょうがあるからといって、しごとをほうりだすことはできないだろう。

　　直译：不管怎么说因为有特殊情况，扔下工作不管不能吧。

　　意译：不管有什么特殊情况，都不能扔下工作不管吧。



“事情があるから”要用上引号，那么，引号外面的是「いくら～といって」不管怎么说

　　“怎么”就是「いくら」

　　“不管”就是「いって(も)」（「も」被省略了），就是「ても」

　　“说”就是「と言って」，就是「と言います」

　　那么，「と言って」就是「と」加上「言う」加上「て」再加上「も」→「と言っても」



　　「事情」特殊情况

　　「事情がある」有特殊情况

　　「事情があるから」因为有特殊情况

　　「幾ら事情があるからと言って」这是非常常用的一个句子



　　「仕事」工作

　　「放り出す」就是给它扔下、丢下

　　（仕事を放り出す）修饰「こと」事情，这个短语也是非常常用的

　　「～ことはできない」...事情是不可以做的，「できない」不能

　　「だろう」就是“吧”，通常会被加在句尾，来表示的是一种推测，或者说是一种推量








「いくら～からといって」（旧版Ｐ13，修订版Ｐ20）

　　解释：「いくら」是“多少次”的意思

　　　　　「から」表示原因

　　　　　「といって」是「と言(い)っても」省略了「も」，意思是“即使说”

　　意思：不管怎么因为～，也～

　　口语：常用「いくら～からって」

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词「だ」；名词「だ」



这一讲我们把表示“不管，尽管”的「いくら～からといって」讲完了，下一讲继续「～にしたって」。



  



【不管，尽管：～にしたって】


上一讲我们把表示“不管，尽管”的「いくら～からといって」讲完了，这一讲继续“不管，尽管”的最后一个「～にしたって」。



　　「～にしたって」就是「～にしても」，它也经常会被翻成是：即使、尽管、不管，但它也作为一种举例来用。



　　我们知道有「ても」就会有「でも」，它俩接续的词是不一样的

　　「ても」是可以接在动词和形容词后边的

　　「でも」则接在形容动词和名词后边



　　「ても／でも」的第一个意思是：即使、尽管、不管，它表示的是一种转折，这个占了75%的意思；那么剩下的25%的意思是：举例（就是随便打一个比方）

　　之前举过一个例句：要喝点茶什么的吗？（>>返回【ても】篇）

お茶でも飲みませんか。

　　おちゃでものみませんか。



大家在用「ても／でも」的时候通常会有这样一种情况：当你在给其他词加上「ても／でも」的时候，你想不起来它还有一个举例的意思，就是你已经把它那25%的意思给无视了。这样的话，我们就给它加上一个法砝，让这个很轻的意思重一点儿。

　　既然这25%是举例的意思，那我就再给它加上一个打比方的法砝：例（たと）える



　　“把...比成...”的话，肯定要接上「～に例える」，后边再接上「ても／でも」

　　那么这个时候的「ても／でも」就不是“即使、尽管、不管”的意思了，虽然有可能在翻成中文时会被这么翻，但它跟在「～に例える」后边的话，应该要翻成打比方。

　　如果不想用「例える」这个词，想要简洁一点、更加暧昧一点的表达，就用「する」好了



回头来看「～にしても」——打比方（也有人把它翻成：即使）

　　「に」就是把什么东西比成什么

　　「し」就是「例える」“打比方”的替代「する」

　　「ても」还是打比方的意思



　　那么，「～にしても」跟「～にしたって」的区别在哪儿呢？

　　——「～にしたって」的「たって」和「ても」是一回事（五十音里「た」跟「て」在同一行，它们是一样的（米明白滴翻回节目主页看视频）），那么，「～にしたって」就是「～にしても」

　　它俩儿的不同之处仅在于，「たって」由于这个促音「っ」而显得更加口语



　　当促音「っ」在单词中出现时，经常会表示的是一种口语，或者是表示的一种“强”



怒るにしたって、あんな大きな声で怒鳴ることはないだろう。

　　おこるにしたって、あんなおおきなこえでどなることはないだろう。

　　直译：打个比方生气，用那么大声发脾气的必要没有吧。

　　意译：就是生气，也用不着那么大声地发脾气吧。



「にしたって」可前接任何词

　　「あんな」修饰的是名词，「声」，那样的（声音）

　　<あんな大きな声で>那么大的声音

　　如果说成「あんなに大きな声で」，那「あんなに」修饰的是形容动词，就是「大き」



　　「怒鳴る」大声发脾气

　　（あんな大きな声で怒鳴る）修饰「こと」

　　通过上下文可以看出，这里的「こと」代替的是「必要(ひつよう)」

　　本句的句子主干是「～ことはないだろう」








「～にしたって」（旧版Ｐ14，修订版Ｐ20）

　　解释：「～にしたって」是「～にしても」的口语形式，语气强

　　　　　「に」表示对象或方向

　　　　　「して」代替了表示打比方的「例(たと)える」的「て」形

　　　　　「も」接在「て」形后面构成「ても」

　　重点：在此表示举例

　　注意：「ても」和「でも」除了表示“转折”以外，还表示建议或推测的“举例”

　　　　　比如：「お茶でも飲みませんか。」

　　　　　但是在表示“举例”时，有时无法与“转折”进行区分。为了突出“举例”的意思，会把「ても」换成代替「～に例えても」的「～にしても」

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词

这一讲我们把表示“不管，尽管”的「～にしたって」讲完了，下一讲讲解表示“不管是～还是～”的「ーかれーかれ」。



  



【不管是～还是～：ーかれーかれ】



上一讲我们把表示“不管，尽管”的「～にしたって」讲完了，这一讲来讲解表示“不管是～还是～”的「ーかれーかれ」。



　　“不管是什么什么，还是什么什么”里的几个语法点都是非常常用，而且考试中经常会被考到的非常关键的一级语法。



　　「－かれーかれ」是接在某一部分的形容词词干后边，就是说，不是所有的形容词它都能接，它能接的只有有限的一小部分，大家在学习过程中有碰到就给它记起来。

　　好，我们通过例句来看一下什么是「かれ」



気にしないとは言っているが、やはり多かれ少なかれ傷ついた。

　　きにしないとはいっているが、やはりおおかれすくなかれきずついた。

　　直译：虽然说不在乎，可是还是或多或少受到了伤害。

　　意译：虽说不在乎，但还是或多或少受到了伤害。



「気にしない」不把它当成一种气，就是不在乎，这里要用引号引起来，因为后边有「と」

　　「と」就是说、引用

　　「は」强调

　　「言っている」现在这样说着，持续的一种状态

　　「が」逆接，表示转折



　　<やはり>还是，副词

　　<多かれ少なかれ>或多或少

　　「傷ついた」就是「傷つきました」，受伤害了

　　「傷(きず)」的「き」是切，「ず」是“嗞啦”，→ 切了以后拉动 → 出现伤口 → 伤害



　　「多かれ」是「多い」＋「あれ」

　　「多い」是多，变成副词就是「多く」

　　「あれ」是「あっても」，「あっても」就是“虽然有～”，再把「あっても」变成口语就是「ても」，那么就是「多くても少なくても」，不管是多还是少



　　「多かれ」的「かれ」就是「くあれ」，就是「多くあれ」，也就是把「く」和「あ」的音变成了一个「か」

　　「れ」的话，在古语里是以「え」段来表示转折的

　　那么我们就知道了，这个「多かれ少なかれ」就是比较正式生硬的，但是也是非常常用的



遅かれ早かれ、いつか終わりが来る。

　　おそかれはやかれ、いつかおわりがくる。

　　直译：不管晚不管早，什么时候结束都会来临的。

　　意译：早晚有一天要结束。



「遅かれ早かれ」或「早かれ遅かれ」都可以表示“早晚有一天怎样怎样”的那个“早晚”

　　<いつか>的「か」表示不确定，不知道是什么时候

　　「終わりが来る」要结束了








「－かれーかれ」（旧版Ｐ14，修订版Ｐ21）

　　解释：「－かれ」是「－くあれ」的音变

　　　　　「く」是形容词变为副词的形式，比如：「暑(あつ)い」→「暑く」

　　　　　「あれ」是「あっても」的古语形式

　　　　　「－かれ」就是现代日语的「ても」

　　准则：古语里将动词变到「え」段表示转折

　　意思：不管是～，还是～

　　语气：正式

　　接续：形容词词干



这一讲我们讲了表示“不管是～还是～”的「ーかれーかれ」，下一讲继续「ーかろうとーなかろうと」和「～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが」的讲解。



  



【不管是～还是～：ーかろうとーなかろうと、～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが】


上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「ーかれーかれ」讲完了，这一讲继续「ーかろうとーなかろうと」和「～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが」的讲解。



　　先来看第一个「ーかろうとーなかろうと」

　　「ーかろうとーなかろうと」接在形容词的词干后边，前边接的是肯定形，后边接的是否定形，带有推测的语气，要翻成“不管是什么什么，还是什么什么”。



意見が正しかろうと正しくなかろうと、耳を傾ける必要がある。

　　いけんがただしかろうとただしくなかろうと、みみをかたむけるひつようがある。

　　直译：意见是正确还是不正确，倾听的必要有。

　　意译：不管意见正确还是不正确，都需要倾听。



「正しかろうと」的「か」是「く」和「あ」的音变，「く」是副词

　　「正しくあろう」的「あろう」就是「ある」的一种推量

　　「あろう」就是“是吧”，“有吧”

　　「正しくあろうと」的这个「と」在意志形的后边是经常会被加上的，这样才能形成意志形



　　「正しくあろうと」有这样的正确吧，意译就是：是正确的吧

　　「正しくなかろうと」（还）是不正确吧

　　「耳を傾ける」把耳朵侧过去，倾听

　　（耳を傾ける）修饰「必要」，有“倾听”这种必要



　　要注意的是，你如果说成「意見が正しくても正しくなくても」，虽然都是一样的表示“不管意见正确还是不正确”，但是，「ても」是无法跟推量，就是「～たろう」这样的词用在一起的

　　所以，这个语法的关键点是它可以跟意志形连在一起



接下来看「～だろうが～だろうが」

　　在初级我们学过「です」是“是”，它的简体是「だ」

　　而「だろう」是「です」的推测形式，带有一种不确定，表示的就是“什么什么是吧”

　　「が」可以表示“顺接、逆接、省略后句”，在这里你可以把它看成是一种顺接



　　那么「～だろうが～だろうが」就是“是（这个）吧，还是（那个）吧”

　　「ＡだろうがＢだろうが」是Ａ吧，还是Ｂ吧。表示的就是一种不确定



　　最后是「～であろうが～であろうが」

　　「であろう」是「である」的推量形式

　　与「だろう」比，「である」更加的老，更加的正式生硬，「だ」的话就是更加的现代日语



貧乏だろうがお金持ちだろうが、それは友を選ぶ基準ではない。

　　びんぼうだろうがおかねもちだろうが、それはともをえらぶきじゅんではない。

　　直译：不管对方是穷人还是有钱人，这不是择友的基准。

　　意译：不管对方是穷人还是有钱人，这都不是择友的基准。



「貧乏だろうが」是穷人吧

　　「お金持ちだろうが」的「が」表示顺接

　　（友を選ぶ）修饰「基準」，表示那不是一个什么什么样的标准








「ーかろうとーなかろうと」（旧版Ｐ14，修订版Ｐ21）

　　解释：「ーかろう」是「ーくあろう」的音变

　　　　　「く」是形容词变为副词的形式，比如：「暑(あつ)い」→「暑く」

　　　　　「あろう」是「あるでしょう」的古语形式

　　意思：不管是～，还是～

　　着重：推测

　　语气：正式

　　接续：前一个「ー」是肯定形，接形容词词干后

　　　　　后一个「ー」是否定形，接形容词词干加「く」后



　　「～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが」（旧版Ｐ15，修订版Ｐ22）

　　解释：「だろう」是「です」的推测形式

　　　　　「が」有单纯连接句子的作用，也有转折的意思

　　区别：「～であろうが」比「～だろうが」语气正式

　　接续：名词

这一讲我们讲了表示“不管是～还是～”的「ーかろうとーなかろうと」和「～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが」。下一讲继续「ーようがーようが／ーようとーようと」的讲解。



  



【不管是～还是～：ーようがーようが／ーようとーようと 】


上一讲我们讲了表示“不管是～还是～”的「ーかろうとーなかろうと」和「～だろうが～だろうが／～であろうが～であろうが」。这一讲继续「ーようがーようが／ーようとーようと」的讲解。



　　「ーようがーようが／ーようとーようと」它们中的「よう」其实就是动词的意志形

　　动词的意志就是英语中的“will”，我要去做什么什么，它最关键的是后边一定要加「と」才能构成动词的意志形：「ーしようと」，也就是说，动词的意志形要加上「と」才能构成“will”。



我们经常在用的时候会丢了「と」，这样就分不清楚了

　　比如「行(い)こう」和「行こうと」是不一样的

　　原形「行く」变意志形要变到「お」段再加长音「う」，如果你在「行こう」后边加上“。”那它就是「行きましょう。」“让我们走吧——Let's go.”的简体。



　　也就是说，如果句子是以意志形结尾「しよう。」，后边什么也不加，那与之相对应的英文就是：「Let us do」，让我们去做什么什么。

　　但是，如果在后边加上了「と」的话，那就不一样了，就变成了英语的“will”，大家知道“Let's ....”跟“will”是不一样的。



这个「ーしようとーしようと」要翻成：不管你是做这个还是做那个，语法里的这个「と」就有举例的意思，“这个”、“那个”不就是举例么，所以就会用「と」，这里没有“和”的意思哈。



还有一点是它还可以是单纯的一种接续，就是顺接

　　「ーしようがーしようが」的「が」就是顺接

　　但是，要注意哦，「が」同样也有逆接表转折的意思

　　不管是顺接，还是表转折时，「ーしようがーしようが」比「ーしようとーしようと」的语气都要强。



親が賛成しようが反対しようが、留学する気持ちは変わらない。

　　おやがさんせいしようがはんたいしようが、りゅうがくするきもちはかわらない。

　　直译：不管父母要赞成还是要反对，留学的心情不会改变。

　　意译：不管父母赞成还是反对，我去留学的心情是不会改变的。



「親が」的「が」是小主语，大主语是我

　　（留学する）修饰「気持ち」心情

　　「変わらない」在这里表示的是一个自动词，心情不会改变



　　那如果我只会说「賛成する」，而不会说「反対する」，怎么办？

　　——咱国人肯定说“不管是赞成还是不赞成”，对吧？这样其实更简单不是吗？少记一个单词（汗……，单词还是要记哒，不能用于偷懒哦）。

　　那么要这么说的话，就是用一个「賛成する」的反意，找出一个“不”来就好，这就是下一讲我们要说的「ーようとーまいと」。








「ーようがーようが／ーようとーようと」（旧版Ｐ15，修订版Ｐ22）

　解释：「ーよう」是动词的意志形

　“意志”英语为“will”，因此日语的意志就可以理解为要去做某事

　　　一般动词的意志形后面要加「と」

　意思：不管是要～，还是要～

　区别：「ーようがーようが」因为有表示转折「が」，所以比「ーようとーようと」的转折语气强

　变形：五段动词将基本形词尾变为「お」段后加上表示长音的「う」

　　　一段动词去掉「る」加「よう」

　　　　サ变动词「する」变为「しよう」

　　　カ变动词「くる」变为「こよう」



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「ーようがーようが／ーようとーようと」讲完了，下一讲继续「ーようとーまいと」的讲解。



  



【不管是～还是～：ーようとーまいと】


上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「ーようがーようが／ーようとーようと」讲完了，这一讲继续「ーようとーまいと」的讲解。



　　「ーようとーまいと」的「よう」是意志形，那么意志形的否定是什么呢？

　　——不要直接用「しない」或「しません」之类的，要知道，意志形的否定要是「まい」

　　就是「よう」的否定就是「まい」



　　而我们知道，「まい」本身的意思就是「ないでしょう」

　　那么「～しよう」的否定就是「～しまい」

　　「～しまい」就是「～しないでしょう」，不去做～吧



仕事しようとしまいと、社会的なルールを学ばなければ成らない。

　　しごとしようとしまいと、しゃかいてきなるーるをまなばなければならない。

　　直译：不管是要工作还是不要工作，必须学习社会性的规则。

　　意译：不管工作还是不工作都必须学习社会规范。



「仕事しようとしまいと」不管你是要上班还是不要上班

　　这句话你也可以说成「仕事しようがしまいが」，用「が」也可以，表示的是一种顺接

　　「社会的なルール」社会性的规则

　　职场上要是有人说：这个人不懂事，就是指这个人：「社会的なルールが分からない。」



「学ばなければ成らない」这里用的是「学ぶ」，学习

　　「学（まな）ぶ」的「まな」应该是「真似（まね）」，模仿，「ぶ」是并列

　　这样理解：你去模仿别人，跟着别人学，然后就能跟别人并列，那么你就应该要有自觉性。社会性规则不是谁会手把手耐心口耳相传教你的，这是没有的，靠的应该是自己的自觉、自知。



　　同样表示学习的「習（なら）う」，它一般是要有人带你去学

　　「な」很长

　　「ら」拉动的拉，很长的拉着你，一直的

　　这个要翻的话就是指跟师傅什么的在学，这是跟人学，不象「学ぶ」，那是自觉自发地自学



　　「学ばなければ」如果不去学习的话

　　「成らない」就不成

　　「学ばなければならない」我不去学习就不成

　　这是非常正式生硬的一种说法，它的正式生硬就在于「ならない」，「成る」是很老的词



　　这句话同样还可以说成：

　仕事しようがしまいが、社会的なルールを学ばなければ成らない。








「ーようとーまいと」（旧版Ｐ15，修订版Ｐ23）

　　解释：「ーよう」是动词的意志形

　　　　　「ーまい」是动词意志形的否定

　　　　　“意志”英语为“will”，因此日语的意志就可以理解为要去做某事

　　　　　一般动词的意志形后面要加「と」

　　意思：不管是要～，还是不要～

　　变形：意志形：

　　　　　　　五段动词将基本形词尾变为「お」段后加上表示长音的「う」

　　　　　　　一段动词去掉「る」加「よう」

　　　　　　　サ变动词「する」变为「しよう」

　　　　　　　カ变动词「くる」变为「こよう」

　　　　　否定的推量：

　　　　　　　五段动词为终止形加「まい」

　　　　　　　一段动词为未然形加「まい」

　　　　　　　サ变动词「する」变为「すまい」「しまい」「するまい」中的任何一种

　　　　　　　カ变动词「くる」变为「こまい」



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「ーようとーまいと」讲完了，下一讲继续「～にしても～にしても」的讲解。



  



【不管是～还是～：～にしても～にしても】



上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「ーようとーまいと」讲完了，这一讲继续「～にしても～にしても」的讲解。



　　其实日语的语法里是没有句型的，但它会有搭配，如果非要说有句型的话，那就是这句：

　　「～を～にする」就是“把～当成～”

　　大多数中高级语法里都会用这个句型，也就是一种搭配



　　「～を～にする」的「を」就是“把”

　　「する」就是“当”

　　「に」就是“成”



　　或者说成「～を～とする」

　　这两者的区别就在于「に」是用手指着，是一种方向，而「と」是引用，就是一种引号

　　「ても」是“即使、尽管、不管”



私が行くにしてもあなたが行くにしても、まず状況をつかんでおく必要がある。

　　わたしがいくにしてもあなたがいくにしても、まずじょうきょうをつかんでおくひつようがある。

　　直译：打个比方我去，打个比方你去，有必要事先抓住状况。

　　意译：不管是你去还是我去，必须事先掌握情况。



「私が行くにしてもあなたが行くにしても」在这个「に」前可以加任何词，但是必须是简体

　　「が」是强调主语

　　<まず>副词，首先，修饰「つかむ」抓住

　　「つ」就是手「て」

　　「か」就是加上

　　「む」就是闷，给它闷上，手上加上一个东西给它闷上，这就是“握”



　　「まず状況をつかむ」首先抓住状况

　　（まず状況をつかんでおく）修饰「必要」

　　那么，「まず」和「～しておく」应该是一组搭配，都表示的“首先”



　　实际上，可以把「～にしても」想成是一种举例：打个比方是你去……

　　比「～にしても」更加正式生硬的表达方式就是把「する」变成命令形（有两种），这个我们放到下一讲再说。








「～にしても～にしても」（旧版Ｐ16，修订版Ｐ23）

　　重点：「～にしても」表示举例，此处是举出两个例子

　　解释：「に」表示对象或方向

　　　　　「して」替代了表示打比方的「例（たと）える」的「て」形

　　　　　「も」接在「て」形后面构成「ても」

　　注意：「ても」和「でも」除了表示“转折”以外，还表示建议或推测的“举例”

　　　　　比如：「お茶でも飲みませんか。」

　　　　　但是在表示“举例”时，有时无法与“转折”进行区分。为了突出“举例”的意思，会把「ても」换成代替「～に例えても」的「～にしても」

　　意思：不管是～，还是～

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～にしても～にしても」讲完了，下一讲继续「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」的讲解。



  



【不管是～还是～：～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ】



上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～にしても～にしても」讲完了，这一讲继续「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」的讲解。



　　比「～にしても」更加正式生硬的表达方式就是把「する」变成命令形，有两个，一个是「しろ」，一个是「せよ」，那么就是：「～にしろ～にしろ」和「～にせよ～にせよ」

　　「しろ」跟「せよ」的区别在于

　　「しろ」更加口语化，「せよ」更加正式生硬，「せよ」多用于文章中



寒いにしろ暑いにしろ、どうせ遠くまで行かないから大丈夫だ。

　　さむいにしろあついにしろ、どうせとおくまでいかないからだいじょうぶだ。

　　直译：打个比方冷，打个比方热，反正不去远处，所以没关系。

　　意译：不管是冷还是热，反正不去远处，所以没关系。



同「～にしても」一样，「にしろ」前也可加任何词，同样也必须都是简体

　　「寒い」、「暑い」都是形容词可以直接加在「にしろ」前边



　　<どうせ>是非常常用的，意思是“反正”

　　<遠くまで>到很远的地方，「まで」是“到”，表示的是一种方向

　　「行かないから」因为不去

　　「大丈夫だ」没关系



気に入るにせよ気に入らないにせよ、引き受けた仕事は最後までやるしかない。

　　きにいるにせよきにいらないにせよ、ひきうけたしごとはさいごまでやるしかない。

　　直译：打个比方喜欢，打个比方不喜欢，接受了的工作就只能干到底。

　　意译：不管是喜欢还是不喜欢，只能把接受了的工作干到底。



「気に入る」中意、喜欢，动词，直接加在「にせよ」前

　　「気に入るにせよ気に入らないにせよ」不管中意还是不中意，可以说是不管～还～，也可以是表示一种转折，还可以表示一种举例，所以它应该是让步的一种说法，一种打比方。



　　（引き受けた）修饰「仕事」，接受了的工作，「た」就是“了”

　　<最後まで>到最后

　　「仕事は」的「は」代替的是「を」，因为「やる」是他动词，「仕事をやる」做工作

　　这里的「は」起强调作用

　　「しかない」只有








「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」（旧版Ｐ16，修订版Ｐ24）

　　解释：「しろ」和「せよ」都是「する」的命令形

　　　　　「に」表示对象，此处是举出两个例子

　　意思：不管是～还是～

　　区别：「せよ」比「しろ」正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」讲完了，下一讲继续「～につけ～につけ」的讲解。



  



【不管是～还是～：～につけ～につけ】


上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」讲完了，这一讲继续「～につけ～につけ」的讲解。



　　「～につけ～につけ」会比较难，难就难在这个「つけ」到底是什么东西？

　　——「つけ」就是「つける」

　　那么「つける」又是什么呢？

　　——它可以写成很多汉字：「即ける」、「付ける」、「着ける」、「就ける」....



　　「付ける」、「着ける」就是附着在....上

　　「即ける」就是即使的“即”，就是“就是”

　　「就ける」就是“就”

（有点小绕哇～，别管）你就把它们想成是“是”或者“在”



那么「～につけ～につけ」就是“是什么是什么”

　　这里的「に」前边也是可以加任何词的，当然，还是要简体的

　　「～につけ～につけ」是非常正式生硬的语法，但是它也是非常常用的



結果は良きにつけ悪しきにつけ、まずやってみるのが何よりだ。

　　けっかはよきにつけあしきにつけ、まずやってみるのがなによりだ。

　　直译：结果不管是好还是坏，首先试着做比什么都强。

　　意译：不管结果是好还是坏，最好首先去尝试。



「良き」的这个「き」是古语的形容词的结尾，但是，它却不能以它来作为一种结尾，而只能是一种词尾，它是必须要用来修饰名词的，或者你可以理解为是汉语的“的”（汉语的“的”有很多种意思或者说语法点，有的是可以在句号前出现的，个人理解，应该是表替代的“的”，（～～Pia灰，，，介素日语课滴说，，，，～～好吧，大家无视，继续听课。。。。）



那么，大家看到「き」的话也可以把它想成是名词

　　「良き」是名词，“好”

　　「悪（あ）しき」是名词，“坏”

　　「あ」就是“恶”，汉语拼音「a、o、e」的「e」日本人不会发，有可能就发成「u」或者就发成了「a」



　　<まず>首先，副词

　　「やって」干，做

　　「みる」看

　　「やってみる」试着做做看



　　（まずやってみる）修饰「の」，这里的「の」就是名词化

　　将其名词化是因为后面「が」这个助词，助词是接在名词后边的

　　「が」这里是强调主语，强调的是“试着去做”这样一个事情



　　「何より」的「より」是比起什么什么，那么「何より」就是：比起……来说都……

　　大家可以把这个「何より」当成一个词来记

　　这里根据上下文「何より」是指“比什么都强”








「～につけ～につけ」（旧版Ｐ17，修订版Ｐ24）

　　解释：「つけ」是表示“在”或“是”的「就（つ）ける、即（つ）ける」的连用形

　　　　　「に」表示方向

　　意思：“不管是在～方面，还是在～方面”或“不管是～，还是～”，举出两个例子

　　语气：正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～につけ～につけ」讲完了，下一讲是“不管是～还是～”的最后一个「～といい～といい」。



  



【不管是～还是～：～といい～といい】


上一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～につけ～につけ」讲完了，这一讲是这个系列的最后一个「～といい～といい」。



　　「～といい～といい」是一种并列，一种举例，不管是说～还是说～

　　注意这里的「いい」发音是「i」、「i」，是“说”，而不是「i～」，那变成“好”了

　　这里的「いい」是「言（い）う」“说”的连用形

　　「と」是表示的内容，是一种引用



　　其实「～といい～といい」前边加任何一个词都是可以的，但问题在于它习惯加名词



生地といい柄といい、文句のつけようのない服です。

　　きじといいがらといい、もんくのつけようのないふくです。

　　直译：不管是说质地还是说花样，都是没有办法挑剔的衣服。

　　意译：不管是质地还是花样，都是件无可挑剔的衣服。



「生地」质地，这是个很难的词，因为我们大多在想用“质地”的时候很难能把它想起来

　　「柄」花样

　　「柄」也可以用于指“人”，指人的时候指的就是“人品”，「柄が悪い」人品差



　　「文句」句子，「文句の」可以理解为挑剔的话语什么的

　　「つける」附着（把挑剔的话附着上去）

　　「よう」样子

　　这里有个之前讲过的语法点「よう」接在动词的连用形后，表示的是一种“办法”

　　「しようがない」没办法



　　这句话「服」前边是可以用圆括号都给它括起来的，做定语

　　这里的「の」实际上原来是「が」：「つけようがない」



　　「が」的话是由于「ありません」，「ない」就是「ありません」，「ありません」就是自动词「ある」，「ある」的话格助词就要用的是「が」

　　但是在这里的话，因为又有连体修饰（连接体言的修饰语），就是定语，我们之前说过定语里的「の」和「が」是可以互换的，而「の」比「が」来得语气轻



　　那么，“不管是～还是～”的语法讲解就讲到这儿，要再次说明的是，“不管是～还是～”其实就是一种举例、列举的表达方式，它可以是顺接，也可以是逆接。








「～といい～といい」（旧版Ｐ17，修订版Ｐ25）

　　解释：「いい」是他动词「言（い）う」的连用形，表示中顿，意思是“说”

　　　　　「と」表示内容

　　意思：不管是说～，还是说～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不管是～还是～”的「～といい～といい」讲完了，下一讲是表示“不得不～”的「－ざるをえない」和「やむを得ず～」的讲解。



  



【不得不～：－ざるをえない、やむを得ず～】


上一讲我们把表示“不管是～还是～”的最后一个「～といい～といい」讲完了，今天来说说表示“不得不～”的「－ざるをえない」和「やむを得（え）ず～」。



　　先来说一说「ーざるをえない」

　　「ざ」就是“不”

　　「る」就是“的”

　　「ざる」就是“不什么什么的”，那么，看到「る」第一个反应它后边应该接的是名词



　　为啥这个语法里「る」后没跟名词？

　　——实际上是这里的「る」后省略了名词「こと」，原本应该是「ーざることをえない」

　　「ざる」可以把它想成是一种未然形，动词的未然形，因为这里它必须是一个否定

　　「を」因为「えない」而用，如果写汉字的话，「えない」应该是「得ない」



　　「得る」是“得到”，那么“得到”它就一定会有一个方向，这个方向就是「え」

　　实际上在造词法里这个「え」跟指方向的「へ」发音是一样的

　　「ない」的「な」是“不”

　　那么「得ない」就是“不得到...”



経験を積む為なら、好きでもない実習に参加せざるを得ない。

　　けいけんをつむためなら、すきでもないじっしゅうにさんかせざるをえない。

　　直译：假设是为了积累经验，不喜欢的实习也不得不参加。

　　意译：如果是为了积累经验的话，即使是不喜欢的实习也不得不参加。



（経験を積む）修饰名词「為」，定语

　　「なら」其中的一个意思就表示的是“如果”、“假设”

　　「経験を積む為なら」如果是为了积累经验的话



　　（好きでもない）也不是喜欢的

　　「も」就是“也”

　　「好きです」的否定就是「好きでない」，「好きでない」就是「好きではない」

　　那么要说“也不是特别喜欢的”就把「は」换掉，用「も」



　　<好きでもない実習に>状语

　　「に」由于「参加する」而用的，表示的是一种目标、目的或者是一种方向，都可以

　　用サ变动词的话，就必须把「する」变为「せざる」



　　这个语法是很常用的，但它给人的感觉稍微有一点儿生硬，而且对于国人来说，这动词还得变形，咱最烦的不就是变形什么的么，中文里头就不用变，咱不习惯吖……，那咱就用更加简洁的吧，下一个，「やむを得（え）ず～」。



「やむを得ず～」的「や」写的汉字是「已」

　　「や」的意思是小，「む」的意思是关闭，那么「やむ」就是“已”

　　「得ず」就是「得ない」，「得ない」就是“不得”

　　那么「やむを得ない」就是“不得已”



　　这个语法的经典之处就在于，你只要说「やむを得ず」就可以了，后边直接说你要说的事就行了，不需要去考虑什么变形之类的。

嵐のため、やむを得ず引き返した。

　　あらしのため、やむをえずひきかえした。

　　直译：因为暴风雨，不得已只好返回了。

　　意译：因为有暴风雨，不得已只好返回了。



「嵐（あらし）」暴风雨

　　「あら」是吓你一跳的

　　「し」是古语形容词结尾，被吓了一跳的那个东西——暴风雨（额，，，，）



　　「嵐のため」由于暴风雨

　　<やむを得ず>状语从句

　　「引き返す」返回，这个指的是返回原地








「ーざるをえない」（旧版Ｐ17，修订版Ｐ25）

　　解释：「ざる」是表示否定的「ない」的古语连体形

　　　　　「得（え）ない」是「得る」的否定形，意思是“不得”

　　意思：不得不～

　　语气：正式

　　接续：未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ざる」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ざる」

　　　　　サ变动词将「する」变为「せざる」

　　　　　カ变动词将「くる」变为「こざる」



　　「やむを得ず～」（旧版Ｐ18，修订版Ｐ26）

　　解释：「やむ」的汉字是「已む」

　　　　　「得（え）ず」是「得る」的否定形，意思是“不得”

　　词性：副词

　　意思：不得已～

　　接续：动词



这一讲我们把表示“不得不～”的「－ざるをえない」和「やむを得ず～」讲完了，下一讲继续「～を余儀（よぎ）なくされる／～を余儀なくさせる」的讲解。



  



【不得不～：～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる】



上一讲我们把表示“不得不～”的「－ざるをえない」和「やむを得ず～」讲完了，这一讲继续「～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる」的讲解，这是个比较正式生硬的说法。



　　先来看看什么是「余儀（よぎ）なく」

　　——「余」是其他，「余儀」的意思是：另外一种方法

　　「なく」就是「ない」，这里是把「ない」变成了副词

　　「余儀なく」就是：没有其他的办法



　　如果「余儀なく」是副词的话，那它后边应该接的是动词，有两种形式：被动式和使役态

　　相对使役态，日本人更常用的是被动式

　　因为被动的话会给人一种很被动、很消极“啊，我没有办法了…”后面就能说“只能…”



不況のため社員は賃金カットを余儀なくされた。

　　ふきょうのためしゃいんはちんぎんかっとをよぎなくされた。

　　直译：因为不景气，公司职员被迫被减了工资。

　　意译：国为不景气，没办法只有减工资。



「不況」不景气

　　「不況のため」由于不景气

　　「賃金」一种工资，「カット」就是“cut”，削减、裁剪

　　「を余儀なくされた」不得不被……，给人一种被迫怎样怎样的感觉



不意に起こった雪崩は、私たちに登山の計画の中止を余儀なくさせた。

　　ふいにおこったなだれは、わたしたちにとざんのけいかくのちゅうしをよぎなくさせた。

　　直译：意料之外发生的雪崩，让我们的登山计划被迫中止。

　　意译：发生了意料之外的雪崩，我们被迫中止了登山计划。



<不意に>副词，因为「に」

　　「起こった」发生了的

　　（不意に起こった）修饰「雪崩」



　　「雪崩（なだれ）」

　　「な」就是长

　　「だれ」就是耷拉下来

　　雪崩的雪是从山上很长的很大一整块的耷拉下来



　　<私たちに>的「に」一定要跟一个东西连接上，那就是「せ」，让我们……

　　（登山の計画の）修饰「中止」

　　<余儀なく>副词，「余儀なくさせた」中的「せ」就跟「私たちに」的「に」连接上

　　这句话的主干是「雪崩は中止を…にさせた」，雪崩让谁谁谁中止什么什么。



　　当然，你也可以用「される」，但一般不太会用上，它没有对象



　　「～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる」是很常用，也是很常考的，尤其是一级语法

　　如果不太确定用「される」还是「させる」，那就记住用被动








「～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる」（旧版Ｐ18，修订版Ｐ26）

　　解释：副词「余儀（よぎ）なく」表示“没有其他办法”

　　　　　「される」是「する」的被动态，前面的主语后接「は」

　　　　　「させる」是「する」的使役态，前面的对象后接「に」

　　注意：由于要表示没有办法或者被迫的心情，所以多用含有消极语气的被动式「～を余儀なくされる」

　　意思：没办法，不得不～

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不得不～”的「～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる」讲完了，下一讲来说说表示“不顾，顾忌到～”的「～てまえ」和「～をおして」。



  



【不顾，顾忌到～：～てまえ、～をおして】



上一讲我们把表示“不得不～”的「～を余儀なくされる／～を余儀なくさせる」讲完了，这一讲来说说表示“不顾，顾忌到～”的「～てまえ」和「～をおして」。



　　先看「てまえ」，它应该要翻成“顾忌到～”

　　「て」就是手

　　「まえ」就是前面，也就是“手的跟前的”，这里可以想象一下，日本文化那种多考虑身边的人，手跟前的人肯定就近哪，对吧，那么对身边的人或事物就要考虑到、顾虑到。中文其实也一样，也会有提醒人要注意周围人的感受的。



　　这样的话，这个「てまえ」就被当成了一个语法

　　其实你也可以不把它当成语法，毕竟它只不过是一种单词的引申

　　那么，在这里我们就把它翻成：考虑到什么什么，顾虑到什么什么



みんなの前でやると言ってしまった手前、今更やらないとは言い難い。

　　みんなのまえでやるといってしまったてまえ、いまさらやらないとはいいにくい。

　　直译：顾忌到在大家面前说过要做了，事到如今不做很难说。

　　意译：顾忌到在大家面前说过要做了，事到如今很难说不做了。



（みんなの）修饰「前」

　　<みんなの前で>修饰「やる」

　　「みんなの前でやる」用「と」括起，引用，说的内容，它是一个句子

　　“在大家面前说过要做了”这里的“要做了”就是「やる」（一般现在时表将来）



　　「言ってしまった」说完了，或者是：说了，完了（一种有点懊悔的感觉）

　　（みんなの前でやると言ってしまった）定语，修饰名词「手前」，顾虑到



　　<今更>事到如今（有种为时已晚的感觉）

　　「今更やらない」是「と」引用的、说的内容

　　「言い難い」难说，「難い」难

　　「今更やらないとは言い難い」表示现在已经说不出口“做不了、不做了”之类的话了



　　好，接下来我们看第二个「～をおして」



　　「おして」就是「推（お）す」，就是“推、压...”

　　「推す」是他动词，要求前边用「を」，就是“把”

　　「～をおして」就是把什么什么推开，推到一边儿去，放到一边儿去，就是不管



彼は親の反対を推して愛する人と結婚した。

　　かれはおやのはんたいをおしてあいするひととけっこんした。

　　直译：他把父母的反对推到一边儿，和爱的人结婚了。

　　意译：他不顾父母的反对，和心爱的人结婚了。



「親の反対を推して」把父母的反对推到一边儿

　　（愛する）修饰「人」，所爱的人

　　<愛する人と>这里的「と」是不可以换成「に」的

　　可能你会说：跟谁谁谁结婚嘛，用「に」好象也行吧。但是这里就不可以用「に」，因为「に」是单方向的，「と」是双方向的，而结婚是一种双方向的事。








「～てまえ」（旧版Ｐ18，修订版Ｐ27）

　解释：「手前（てまえ）」的意思是“手跟前”，也就是手能够触摸到的地方

　重点：起源于日本文化的根基“和”，即：需要照顾到周围人的立场和情绪

　意思：考虑到～；顾忌到～

　接续：动词



　「～をおして」（旧版Ｐ19，修订版Ｐ27）

　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　「おして」是他动词「推（お）す」的中顿形式，意思是“推”

　意思：把～推到一边儿

　接续：名词



这一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～てまえ」和「～をおして」讲完了，下一讲继续「～を顧（かえり）みず」和「～を問（と）わず」的讲解。



  



【不顾，顾忌到～：～を顧みず、～を問わず】


上一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～てまえ」和「～をおして」讲完了，这一讲继续「～を顧（かえり）みず」和「～を問（と）わず」的讲解。



　　其实这几讲的内容都是动词来做语法

　　好，先看「～を顧（かえり）みず」

　　「顧みず」是「顧みない」，「顧みない」是「顧（かえり）みる」的否定

　　「かえり」是“回”，「みる」是“看”，就是“回头看”→回顾→「顧」，否定→不顾



カメラマンは自分の命を顧みず戦場に赴いた。

　　かめらまんはじぶんのいのちをかえりみずせんじょうにおもむいた。

　　直译：摄影师不顾自己的性命，奔赴了战场。

　　意译：摄影记者不顾自己的性命，奔赴战场。



「カメラマンは」摄影记者

　　「自分の命」自己的性命

　　「顧みず」不顾

　　<戦場に>表示方向



　　好，下一个「～を問（と）わず」

　　「を」是由「問う」“问”而用的，

　　「問わず」就是“不问”



この奨学金は国籍を問わず誰でも応募できる。

　　このしょうがくきんはこくせきをとわずだれでもおうぼできる。

　　直译：这个奖学金不问国籍，谁都能申请。

　　意译：不管哪个国家的学生都能申请这个奖学金。



「国籍を問わず」不问国籍，就是不管你是什么国籍

　　「誰でも」不管是谁都

　　「応募できる」能够申请



　　这个语法比较关键的一点是，它经常要跟一些诸如：学历、性别、国籍等的汉字一起来用

　　这是在１、２级语法中非常常考的一个语法

　　「男女を問わず」不问你是男女

　　「経験を問わず」不管你有没有经验








「～を顧みず」（旧版Ｐ19，修订版Ｐ28）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「顧（かえり）みず」是他动词「顧（かえり）みる」的否定形，意思是“不顾”

　　意思：不顾～

　　语气：正式

　　接续：名词



　　「～を問わず」（旧版Ｐ19，修订版Ｐ28）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「問（と）わず」是他动词「問（と）う」的否定形，意思是“不问”

　　意思：不问～

　　接续：常接「学歴（がくれき）」、「男女（だんじょ）」、「性別（せいべつ）」、「国籍（こくせき）」、「経験（けいけん）の有無（うむ）」等汉语名词



这一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～を顧（かえり）みず」和「～を問（と）わず」讲完了，下一讲继续「～をものともせずに」和「～をよそに」的讲解。



  



【不顾，顾忌到～：～をものともせずに、～をよそに】


上一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～を顧（かえり）みず」和「～を問（と）わず」讲完了，这一讲继续「～をものともせずに」和「～をよそに」的讲解。



　　「～をものともせずに」应用了日语的经典句型“把～当成～”的「～を～と（に）する」

　　「～を」把…

　　「もの」东西

　　「と」“当成”的“成”

　　「も」就是强调



　　「せ」是「する」做

　　「ず」就是不

　　「に」表示方向

　　那么「～をものともせずに」就是“不把什么什么当成什么什么”，我都不把它当成个东西了，也就是不把它当回事儿了。



彼は度重なる困難をものともせずに自分の目標に向かい続けている。

　　かれはたびかさなるこんなんをものともせずにじぶんのもくひょうにむかいつづけている。

　　直译：他都不把重重困难当回事，持续地在朝向自己的目标。

　　意译：他不顾重重困难，一直在朝着自己的目标前进。



「度重なる」重重的，修饰「困難」，应该说这词经常修饰的就是「困難」

　　<度重なる困難をものともせずに>他不把重重困难当做一回事

　　<自分の目標に>自己的目标，表示的是一种方向

　　这句话的主干是：「彼は向かい続けている。」他一直朝着～



好，接下来是这组语法的最后一个「～をよそに」

　　「～を」把…

　　「よ」就是“悠”过去

　　「そ」就是那边

　　「に」表示方向



　　「よそ」就是悠到那边去，就是指其他的地方，写成汉字经常会是「他所」、「余所」

　　那么「～をよそに」就是：把什么什么放/扔到了其他地方

　　要注意的是这里，「に」后边被省略了“放/扔”「置（お）く」



親の期待をよそに、子供はゲームに熱中しているだけです。

　　おやのきたいをよそに、こともはげーむにねっちゅうしているだけです。

　　直译：把父母的期待放到别处，孩子只是热衷于游戏。

　　意译：孩子置父母的期待于不顾，只是热衷于游戏。



「親の期待をよそに」把父母的期待放到一边

　　「ゲームに」方向，热衷的方向，热衷于什么什么用的就是「に」

　　「熱中している」正在热衷于

　　「だけ」只是








「～をものともせずに」（旧版Ｐ20，修订版Ｐ28）

　　注意：应用了日语里的经典句型「～を～と（に）する（把～当成～）」

　　解释：「も」的意思是“也；连；都”

　　　　　「もの」是“东西”或“事情”的意思

　　　　　「せず」是「しない」的古语

　　　　　「に」表示副词

　　意思：都不把～当回事

　　接续：名词



　　「～をよそに」（旧版Ｐ20，修订版Ｐ29）

　　注意：应用了日语里的经典句型「～を～と（に）する（把～当成～）」

　　解释：「よそ」的汉字是「他所、余所」，意思是“其他的地方”

　　意思：把～放到其他地方

　　接续：名词

这一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～をものともせずに」和「～をよそに」讲完了，下一讲来说说表示“不管怎么说～”的「なにしろ～から」。



  



【不管怎么说～：なにしろ～から】


上一讲我们把表示“不顾，顾忌到～”的「～をものともせずに」和「～をよそに」讲完了，这一讲来说说表示“不管怎么说～”的「なにしろ～から」。



　　「なにしろ～から」的「なに」是「何」，是“什么”

　　「しろ」是「する」的命令语

　　「なにしろ」或者说「なにしでも」“不管怎么说”



　　那这个“说”在哪儿？

　　——“说”就是「しろ」，「し」就是「する」

　　「する」就是“做”，实际上它可以代替任何一个动词

　　在这个语法中「なにしろ」要跟「から」一起用，也就是说，它习惯于跟「から」一起用



何しろ親友だから、どんな決定を出しても反対しないよ。

　　なにしろしんゆうだから、どんなけっていをだしてもはんたいしないよ。

　　直译：不管怎么说因为你是我的好朋友，不管你作出什么样的决定我都不反对。

　　意译：不管怎么说你都是我的好朋友，所以不管你作出什么决定我都不会反对的。



「何しろ」和「から」一起用

　　而用「だ」是因为「親友」是名词，要用「です」、用「だ」来结句

　　「何しろ親友だから」不管怎么说好朋友



　　（どんな）是跟「決定」来搭配的，什么样的决定

　　「決定を出し」做决定

　　「ても」表示“即使、尽管、不管”

　　「反対しない」不反对








「なにしろ～から」（旧版Ｐ20，修订版Ｐ29）

　　解释：「何（なに）」是“什么”的意思

　　　　　「しろ」是「する」的命令形

　　直译：不管说什么因为～

　　意译：不管怎么说因为～

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词「だ」；名词「だ」



这一讲我们把表示“不管怎么说～”的「なにしろ～から」讲完了，下一讲讲解表示“不愧是～”的「さすがに～だけあって」。



  



【不愧是～：さすがに～だけあって】



 上一讲我们把表示“不管怎么说～”的「なにしろ～から」讲完了，这一讲来说说表示“不愧是～”的「さすがに～だけあって」。



　　我们经常会看到「さすが」什么什么，就是“不愧～”，这里要跟「だけあって」一起用



　　「だけあって」的「だけ」最重要的意思是“程度”，也就是数量的高、中、低

　　之前我们在初级中学过它表示数量/程度低的意思，因此翻成“只是”

　　现在要来学习下表示程度高、中的意思，高和中的话各占10%，在这个语法里是程度中

　　程度中的话，或者可以给它用“＝”来表示，就是指的符合、相符



　　「あって」就是「ある」，就是「有る」，就是“有”

　　那么「さすがに～だけあって」就是：有这么一个符合于什么样的东西，就是一个“＝”

　　它就被翻成“不愧是什么什么”，是个副词，从「に」看出



さすがに有名な学校だけあって、教育器具は何でも揃っている。

　　さすがにゆうめいながっこうだけあって、きょういくきぐはなんでもそろっている。

　　直译：不愧是有名的学校，教育器械什么东西都齐全。

　　意译：不愧是有名的学校，教育器械非常齐全。



<さすがに>不愧是

　　「有名な学校」有名的学校

　　「だけ」“＝”

　　「あって」就是「ある」，就是“有”

　　那么就是：有一个等于有名的学校，或者是：有一个符合于有名的学校



　　「教育器具」教育仪器、器械

　　<何でも>不管什么都

　　「揃（そろ）う」的「そろ」就是搜罗来

　　「揃っている」搜罗来的一个状态，把东西都搜罗来了不就齐全了嘛



さすがにいい本だけあって、分かり易い。

　　さすがにいいほんだけあって、わかりやすい。

　　不愧是一本好书非常的通俗易懂。








「さすがに～だけあって」（旧版Ｐ21，修订版Ｐ30）

　　解释：「さすがに」是“不愧”的意思

　　　　　「だけ」在此表示“相应”或“符合”，可以把它看作是“＝”

　　　　　「あって」是「有（あ）る」的中顿形式

　　直译：不愧有符合于～的～

　　意译：不愧是～

　　语气：正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把表示“不愧是～”的「さすがに～だけあって」讲完了，下一讲讲解表示“不停地～”的「ーてやまない」。



  



【不停地～：ーてやまない】


上一讲我们把表示“不愧是～”的「さすがに～だけあって」讲完了，这一讲讲解表示“不停地～”的「ーてやまない」。



　　「ーてやまない」中的「て」是逗号，前边要加的是动词的「て」形

　　「やまない」就是「止（や）む」，「や」就是小，「む」就是关闭

　　「止む」又小又关闭，就是止，就是停的意思



　　这个词比较老，因此它有一些局限性，也就是说，它只能跟一些固定的词来一起用

　　这些词有：「期待（きたい）する」期待、「祝（いわ）う」祝福、「祈（いの）る」祈祷……

　　「期待して止まない」不停地期待，「祝って止まない」不停的祝福……



皆様の今後のご活躍を心より祈ってやみません。

　　みなさまのこんごのごかつやくをこころよりいのってやみません。

　　直译：大家今后事业有成，从心里不停地祝愿。

　　意译：我从心里不停地祝愿大家今后事业有成。



（皆様の今後の）

　　「ご活躍」你们的一种活跃，可能是活跃在工作单位什么的

　　<心より>从心里

　　这里的「より」就是「から」，但是「より」比「から」更加老，更加正式生硬



　　「祈って」我祈祷、祝愿

　　「やみません」不停地

　　这是一句非常正式生硬的句子








「ーてやまない」（旧版Ｐ21，修订版Ｐ30）

　　解释：「やまない」是自动词「止（や）む」的否定形

　　意思：不停地～

　　接续：常用「期待（きたい）する」、「祝（いわ）う」、「祈（いの）る」、「願（ねが）う」、「祝福（しゅくふく）する」、「愛（あい）する」等动词的「て」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く、ぐ」结尾的变为「いて」（特例：行く→行って）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」



这一讲我们把表示“不停地～”的「ーてやまない」讲完了，下一讲讲解表示“不由得～”的「思（おも）わずーてしまう」。



  



【不由得～：思わずーてしまう】



上一讲我们把表示“不停地～”的「ーてやまない」讲完了，这一来说说表示“不由得～”的说法。



　　表示“不由得～”的有三种说法：「思（おも）わずーてしまう」、「ついーてしまう」、「～を禁（きん）じえない」，今天先来看第一个「思わずーてしまう」。



「思（おも）わず」就是「思わない」，表示的是：我没有想。没有想的话，就是一种无意识的，无意识的，就是一种禁不住或者不由得，就这么去做了

　　这里可以把它当成一个副词，它经常会跟动词的「て」形和「しまう」一起连接



　　「てしまう」是日语中经常会被用到的，通常用来表达一种无可挽回的（消极的）心情　　



あまりにも嬉しかったから、思わず飛び上がってしまった。

　　あまりにもうれしかったから、おもわずとびあがってしまった。

　　直译：太高兴了，所以不由得跳了起来。

　　意译：因为太高兴了，不由得跳了起来。



「あまり」过于，加上「に」变成副词，加上「も」是加强、强调

　　<あまりにも>过于地，非常地

　　「あまりにも嬉しい」太过于高兴

　　「嬉しかった」过去式，说明是那个时候很高兴

　　「から」因为



　　<思わず>副词，「ず」是一个否定的中顿，是个比较老的说法

　　现在一般不用「思わないて」、「思わなくて」这些比较柔和的说法，而是直接用「思わず」，毕竟「思わず」简洁

　　「飛び上がって」跳了起来

　　「思わず飛び上がってしまった」不由得跳了起来








「思わずーてしまう」（旧版Ｐ22，修订版Ｐ31）

　　解释：「思（おも）わず」直译是“不考虑”，意译是“禁不住；不由得；无意识地”的意思

　　　　　「しまう」的意思是“完”，有时会有无可挽回的语气

　　意思：不由得做了～

　　接续：动词的中顿形式 -「て」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行（い）く→行って）

　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」



这一讲我们把表示“不由得～”的「思わずーてしまう」讲完了，下一讲继续「ついーてしまう」的讲解。



  



【不由得～：ついーてしまう】



上一讲我们把表示“不由得～”的「思（おも）わずーてしまう」讲完了，这一讲继续「ついーてしまう」的讲解。



　　「ついーてしまう」和上一讲的「思わずーてしまう」在意思上、使用上、方法上、语气上均相同

　　意思上（都是表示“不由得～”）

　　使用上（「つい」和「思わず」都接在动词前边，后面接的都是「してしまう」）

　　语气上（没有特别的生硬或柔和）



　　你可能有想法了，都“均”相同了，那还……？

　　——是的，因为它们还有不一样的地方。

　　或者这样，我们换个角度，如果要表达“不由得～”，这两个让你来取舍，你会取谁，又会舍谁？

　　——一般情况下，被取走的会是「ついーてしまう」，而被舍弃的会是「思わずーてしまう」吧。道理很简单，「ついーてしまう」比「思わずーてしまう」发音少，简单，对吧？



那下面我们就来看看「つい」是什么？

　　——「つい」是从「つく」过来的，「つく」写成汉字可以是「着く」、「付く」、「就く」、「即く」....

　　北京に着きました。

　　ぺきんにつきました。

　　到达北京。（「着く」到、在、粘着....）



　　查中文字典会发现“即”和“就”都有表示“是”和“在”的意思，那么这几个单词都会有“是、在、到头....”的意思

　　这个语法里的「つい」是「つく」的「て」形「ついて」去掉「て」得来的

　　你可能觉得这种变形好奇怪，没见过。是的。其实，日语里还有很多古语，我们并不需要去深入了解它，只要知道有可以这么表达的方式就行了。



　　「つい」的意思就是到，“付、着、即、就....”，到→到头→完了

　　那么，「つい」是完了，后边的「しまう」也是完了，那么就是：不由得～



あまりにも頭に来たので、つい言わずもがなのことを言ってしまった。

　　あまりにもあたまにきたので、ついいわずもがなのことをいってしまった。

　　直译：太生气了，所以终于没有忍住说了不该说的话。

　　意译：因为太生气了，所以不由得说了不该说的话。



这个例句很经典，经典之处就在于，好多个词儿你都不认识（额，，，，介各，，，，），而且它还包含了一个很关键的一级语法在里头。



　　<あまりにも>过于

　　<頭に>「に」表示方向

　　「来た」到了，来了

　　「あまりにも頭に来た」到了头了，冲上头了



　　「ので」因为（更加客观的原因，「から」更加主观的原因），这里用「ので」而不用「から」是为了表示是客观原因，以博取同情



　　<つい>副词，跟「しまった」一起用

　　（言わずもがなの）修饰「こと」，这里的「こと」指的是“话”

　　这里的「言わずもがな」就是一个一级语法，大家可以记住这个短语



　　「言わず」不说

　　「もがな」的「も」可以把它想成是「ても」即使是～，把「も」想成是一种强调。

　　我们之前说过，在表示否定、转折、相反的时候，通常是会用强调的，那么反过来，我强调的时候就很可能是在否定、转折、相反的时候，去强调。

　　「が」就是连接，就是一个接续，其实很多语法正是因为有了「が」而变成一级语法，因为「が」通常是古语里的一种连接方式。

　　「な」就是，比如「いいな」这样的一种省略，一种感叹



　　「言わずもがな」就是即使不说的话那也太好了、不说就太好了…，也就是说是不应该说的

　　「ずもがな」经常连在一起被使用，表示“不去做什么的话就太好了”，表示的是一种后悔








「ついーてしまう」（旧版Ｐ22，修订版Ｐ31）

　　解释：「つい」是「着く」的连用形，意思是“到头来～”或“终于～”

　　　　　「しまう」的意思是“完”，有时会有无可挽回的语气

　　意思：终于没有忍住～

　　接续：动词的中顿形式－「て」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　以「く、ぐ」结尾的变为「いて」（特例：行く→行って）

　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」

这一讲我们把表示“不由得～”的「ついーてしまう」讲完了，下一讲继续「～を禁じえない」的讲解。



  



【不由得～：～を禁じ得ない】


上一讲我们把表示“不由得～”的「ついーてしまう」讲完了，这一讲继续「～を禁（きん）じ得（え）ない」的讲解。



　　「～を禁じえない」的「禁じ得る」是个复合词，那么，先让我们来看一下「禁じる」是什么



　　——「禁じる」是个サ变动词，一个比较老的サ变动词，从「じる」看出

　　「禁」是中文的发音「きん」

　　「じる」是古语的「する」，就是“做”，古语的「する」即可以叫作「じる」，也可以叫作「ずる」，更古语的实际上就一个「ず」“做”，后边加上个动词后缀就变成了「ずる」，「ざ、じ、ず、ぜ、ぞ」同一行，那么「じる」也是“做”



　　「禁じる」是他动词，这决定了它前边必须要用「を」

　　「禁じる」后边还跟上一个词「得る」“得到”

　　「得る」是一段动词，后跟「ない」“不”，就变成了「得ない」“得不到”→“不可能”

　　那么「禁じる」＋「得ない」就变成了「禁じ得ない」“不可能禁住”→“禁不住”



 彼の偉そうな振る舞いには怒りを禁じえない。

　　かれのえらそうをふるまいにはいかりをきんじえない。

　　直译：对于他的不可一世的举止，禁不住愤怒。

　　意译：不禁对他那种不可一世的举止感到愤怒。



「偉（えら）そう」的「偉（えら）い」是非常棒的意思，「そう」是好像，→ 好像很棒

　　（彼の偉そうな）中关键的是「偉（えら）そう」，就是指比如事实上这人儿忒不咋滴，可偏这人自个儿觉得自个儿了不起，自认为比别人高一等，还装大个儿的，象这样的就叫「偉そう」。

　　「偉そうね！」经常会听到这样的批评，意思就是：这人怎么那么「偉そう」....



<彼の偉そうな振る舞いには>的「振る舞い」是描述举止的，偏向贬义

　　「振る」是甩，「舞い」是舞，通俗点叫手舞足蹈，但在崇尚内敛的日本，这种举止可不好

　　「偉そう」是贬义词，「振る舞い」也是贬义词

　　「に」表示的是对象，对于～，「は」是强调



　　我们经常会把「怒（いか）り」变成「怒（おこ）り」，实际上「怒（いか）り」是古语，而「怒（おこ）り」则是现代日语

　　「怒（いか）り」的「い」就是意识，「か」就是火，意识上出火了，就是发火了

　　「怒りを禁じえない」禁不住愤怒



涙を禁じえない。

　　なみだをきんじえない。

　　禁不住眼泪。



　　感謝を禁じ得ない。

　　かんしゃをきんじえない。

　　不胜感激。



　　誘惑には負けない。

　　ゆうわくにはまけない。

　　不输给诱惑。



　　誘惑に負けました。

　　ゆうわくにまけました。

　　输给诱惑了。

这就是中文中常说的“禁不住诱惑”，中日表达方式不同，他们不用「禁じ得ない」来表达








「～を禁じえない」（旧版Ｐ22，修订版Ｐ32）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「禁（きん）じる」与表示“不能”的「得（え）ない」构成复合动词

　　意思：禁不住～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不由得～”的「～を禁（きん）じ得（え）ない」讲完了，下一讲讲解表示“不用说～”的「～は言（い）うには及（およ）ばない」。



  



【不用说～：～は言うには及ばない】


上一讲我们把表示“禁不住～”的「～を禁じえない」讲完了，这一讲来说说表示“不用说～”的「～は言うには及ばない」。



　　「～は言（い）うには及（およ）ばない」也可以说「～は言うに及ばない」



　　这个「～は」实际是「～を」，把什么什么……，这里是为了强调它

　　「言う」就是说

　　「に」表明方向或对象，它是由后边「及ばない」的「及」用的，「及」就是一种方向

　　第二个「は」是由于后边的「及ばない」的「ない」这个否定用的



　　那么「～は言うには及ばない」就是不及去说，就是不到说的地步，就是不用说



夏休み中、山や海は言うには及ばず、市内の游園地まで親子連れで溢れている。

　　なつやすみちゅう、やまやうみはいうにはおよばず、しないのゆうえんちまでおやこづれであふれている。

　　直译：暑假中，不用说山上和海边，到市内的游乐园的地步，到处都是带着孩子来玩儿的一家人。

　　意译：暑假里，不管是山上还是海边，就连市内的游乐园都是带孩子来玩儿的一家人。



<夏休み中>在暑假当中

　　注意这个「中」，一般情况下的不同读法表示不同的意思



　　如果它读成了「ちゅう」，说明是“正在～”或者是“在～当中”

　　会議中（かいぎちゅう）　正在开会

　　仕事中（しごとちゅう）　正在工作

　　電話中（でんわちゅう）　正在打电话



　　如果它读成「じゅう」，说明它是一个整个／整体

　　日本中（にほんじゅう）　整个日本



　　「山や海は」的「や」是不完全举例

　　「言うには及ばず」不及说



　　「市内の遊園地まで」的「まで」是到

　　「まで」有“到～”和“到～地步”的意思

　　作为“到～地步”的意思来讲的时候，它比「も」要强，而「までも」比「まで」要强

　　即：「も」＜「まで」＜「までも」



　　「親子連れで」父母带着孩子的，也可以说成「子供づれ」

　　对于国人来讲更经常用后者来表达，前者不常见／用，但日本人很爱用（这一点要注意）

　　「で」表示的是一种状态



　　「溢（あふ）れている」的「あ」就是往上走

　　「ふ」就是“呼”，就是喷出来了

　　「れ」就是来，上面喷出来了，那就是溢出来了

　　「溢れている」就是告诉我们，有什么溢出来了……



　　「親子連れで溢れている」父母带着孩子的这样一种状态是非常的多

　　还有一句「人でいっぱい」或者是「人はいっぱい」，前者更能表示人这种一大堆的状态



　　这句话的主干是「溢れている」

　　你找一个句子的主干，只要找到句号，也就找到主干了——就是谓语，那么，比这个主干稍微轻一点儿的主干就是主语或者是宾语








「～は言うには及ばない」（旧版Ｐ23，修订版Ｐ32）

　　解释：第一个「は」是「を」的强调

　　　　　「言（い）う」是“说”的意思

　　　　　「に」表示方向

　　　　　第二个「は」表示强调

　　　　　「及（およ）ばない」是自动词「及ぶ」的否定形式，意思是“不及～”

　　直译：不及说～

　　意译：不用说～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不用说～”的「～は言うには及ばない」讲完了，下一讲继续「～はおろか」和「～はともかく」的讲解。



  



【不用说～：～はおろか、～はともかく】



上一讲我们把表示“不用说～”的「～は言（い）うには及（およ）ばない」讲完了，这一讲继续「～はおろか」和「～はともかく」的讲解。



　　先来看「～はおろか」，它是１、２级语法里常考的

　　我们可以把「～はおろか」的「～は」看成是一个主语



　　「おろか」是一个形容动词

　　「お」是从上往下

　　「ろ」是落，那么就是从上往下落

　　「か」是形容动词的标志，比如「静か」、「賑やか」....



　　既然是往下落的，就可以理解成是一种疏远，就是把什么什么东西放到很远的地方

　　那么「～はおろか」就是不用说～



日本に来た最初のころは、漢字の読み方はおろか、仮名も読めなかった。

　　にほんにきたさいしょのころは、かんじのよみかたはおろか、かなもよめなかった。

　　直译：刚来日本的时候，不用说汉字的读音，连假名也不会念。

　　意译：刚来日本的时候，别说汉字的读音了，就连假名也不会念。



<日本に>目的地，状语

　　（日本に来た）来目的地的，定语

　　（日本に来た最初の）修饰「ころ」这个时间

　　<日本に来た最初のころは>时间状语，「は」是强调这个时间



　　「漢字の読み方はおろか」汉字的读法就不说了，把「は」想成一主语就好

　　「仮名も読めなかった」连假名都不会念

　　“连”就是「も」

　　「読めなかった」的「め」就是“会”



　　这句例句是非常常用的，最好能背下来



　　下面来看「～はともかく」

　　这里的「～は」就把它想成是一个主语，你要把它说成是强调「を」的也行

　　「～は」后边实际上是省略了“说”这个词



　　「ともかく」关键的意思是暂且、不论

　　「と」可以想成是和

　　「も」就是也

　　「かく」是个动词，是指欠，欠缺，就是：欠着这个不说



良し悪しはともかく、事実は事実だよ。

　　よしあしはともかく、じじつはじじつだよ。

　　直译：姑且不论是好是坏，事实就是事实。

　　意译：先不说是好是坏，事实就是事实。



「良し悪し」的「し」是古语形容词结尾

　　「良し悪しはともかく」姑且不论是好是坏

　　这个例句非常简洁，虽然有点儿难，难就难在有些比如「良し悪し」、「ともかく」这些大家不太会说。不过，类似这样的话，还是经常要说的，毕竟不同知识层次的人说出来的话，是有差别的，大家还是要不断提升自己说话的水平。








「～はおろか」（旧版Ｐ23，修订版Ｐ33）

　　解释：「は」是表示小主语的「が」的强调（因为我们把「～は」看成是一个主语了嘛）

　　　　　副词「おろか」的汉字是「疎（おろ）か」，意思是“疏远”

　　直译：把～放在远的地方

　　意译：不用说～

　　用于：程度递增且消极的事物

　　接续：名词



　　「～はともかく」（旧版Ｐ23，修订版Ｐ33）

　　解释：「は」是「を」的强调

　　　　　副词「ともかく」表示“姑且不论”或“暂且不谈”

　　意思：姑且不论

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不用说～”的「～はおろか」和「～はともかく」讲完了，下一讲继续「～は別にして」和「～はもちろん」的讲解。



  



【不用说～：～は別にして、～はもちろん】



上一讲我们把表示“不用说～”的「～はおろか」和「～はともかく」讲完了，这一讲继续「～は別（べつ）にして」和「～はもちろん」的讲解。



　　先来看「～は別にして」

　　「～は別にして」应用了日语里的经典句型「～を～と（に）する」，就是：把～当成～

　　「～は」就是「～を」，这里是强调了「を」



　　「別（べつ）」的「べ」是别，「つ」是重音，去了重音就只剩下“别”，跟中文一样了

　　「に」是当成的成

　　「して」就是「する」做

　　「～は別にして」就是把～当成别的～，把～放在别处不去考虑，就是不用说～



会話は別にして、まず仮名の読み書きをきちんと覚えるべきです。

　　かいわはべつにして、まずかなのよみかきをきちんとおぼえるべきです。

　　直译：把会话当成其他的事情，首先应该好好记住假名的读写。

　　意译：先不提会话，首先应该好好记住假名的读写。



「会話は別にして」会话先放在一边

　　<まず>首先

　　「仮名の読み書き」假名的读写

　　<きちんと>的「ち」就是齐、齐全，「きちんと」的口语就是「ちゃんと」



　　定语（仮名の読み書きをきちんと覚える）可以置于「会話」处，也可以置于「まず」处

　　「べき」是应该，是一种责任义务上的应该

　　「べ」是“可”，可得要怎样怎样，「べき」也是个关键语法，以后我们还会讲到它

　　这句话的主干是「べきです。」



　　接着来看下一个：「～はもちろん」

　　「～はもちろん」的「～は」可以把它看成是主语

　　「もちろん」就是指理所应当的



日本の地名や人名の読み方は、外国人にはもちろん、日本人にもかなり難しい。

　　にほんのちめいやじんめいのよみかたは、がいこくじんにはもちろん、にほんじんにもかなりむずかしい。

　　直译：日本的地名和人名的读法，对于外国人当然如此，对日本人也相当难。

　　意译：日本的地名和人名的念法，不用说对于外国人了，对日本人来说也相当难。



（日本の地名や人名）修饰「読み方」

　　「読み方は」的「は」可以说它是主语，也可以说是强调，都可以，例句是有一定扩展性的

　　<外国人に>紧跟其后的「は」即可以把它放入尖括号内，也可以放括号外边

　　「日本人に」的「に」指对象








「～は別にして」（旧版Ｐ24，修订版Ｐ34）

　　注意：应用了日语里的经典句型「～を～と（に）する（把～当成～）」

　　解释：「別（べつ）」是“其他的事情”的意思

　　直译：把～当成其他的事情

　　意译：不说～

　　接续：名词



　　「～はもちろん」（旧版Ｐ24，修订版Ｐ34）

　　解释：「は」提示大主语

　　　　　副词「もちろん」是“当然”的意思

　　注意：后面的句子要用表示“也”的「も」、「まで」、「までも」中的任何一个。这三个词从左到右语气递增

　　意思：～当然如此，～也～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不用说～”的「～は別（べつ）にして」和「～はもちろん」讲完了，下一讲继续「～はもとより」的讲解。



  



【不用说～：～はもとより】



上一讲我们把表示“不用说～”的「～は別（べつ）にして」和「～はもちろん」讲完了，这一讲继续「～はもとより」的讲解。



　　「～はもとより」的「～は」可以看成是大主语，也可以看成是一个强调其他助词的助词

　　「もと」是原来的意思

　　「より」的意思跟「から」一样，不同的在于它比「から」正式生硬

　　「～はもとより」从原来开始就怎样怎样，那现在就不用说了



学生はもとより、先生までこの難問に首を傾げた。

　　がくせいはもとより、せんせいまでこのなんもんにくびをかしげた。

　　直译：学生从原来开始就这样，所以现在就不用说了，连老师都对这个难题倾斜了脖子。

　　意译：别说学生了，连老师都对这个难题感到头疼。



「学生はもとより」虽说也可说成「学生はもちろん」，但相比后者，前者更老、更正式生硬

　　「先生まで」的「まで」是强调了「も」

　　而「も」是代替了「は」，大主语「先生は」



　　「この難問に」或者也可以说「この問題（もんだい）に」

　　「難（むずか）しい質問（しつもん）」的「質問」是一种提问

　　「難しい問題」的「問題」是一种问题



　　「首を」脖子

　　「頭が痛い」头痛，不用这个表达是因为它初级、太简单

　　「首を傾げた」虽说比较难，但在日常生活中是很常说的



　　「傾（かし）げる」这个词里最关键的是「し」，可以把它想成是“斜”

　　「か」就是「く」，就是指方向

　　「げ」就是给，也是一种方向，那么就是方向都是斜的，是倾斜



　　「傾げる」只能跟「首」一起用，把脖子给斜了，说明他歪着头，苦恼着呢，所以会感觉头痛，回答不出来，不知道是怎么回事儿。






「～はもとより」（旧版Ｐ24，修订版Ｐ35）

　　解释：「は」提示大主语

　　　　　「もと」的汉字是「元（もと）、本（もと）」等

　　　　　「より」是「から」的古语，意思是“从～”

　　注意：后面的句子要用表示“也”的「も」、「まで」、「までも」中的任何一个。这三个词从左到右语气递增

　　直译：～从原来开始就～

　　意译：～从原来开始就～，所以现在就不用说了

　　区别：比「～はもちろん」正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“不用说～”的「～はもとより」讲完了，下一讲来说说表示“差点儿就～”的「もう少（すこ）しでーそうになる」。



  



【差点儿就～：もう少しでーそうになる】


上一讲我们把表示“不用说～”的「～はもとより」讲完了，这一讲来说说表示“差点儿就～”的说法。



　　表示“差点儿就～”的说法有两种：「もう少しでーそうになる」和「もう少しでーところだった」，这两个说法有非常关键的区别，今天先来看第一个「もう少しでーそうになる」。



　　「もう少しでーそうになる」的「もう」就是再

　　「少し」就是一点儿

　　「で」表示一种程度

　　<もう少しで>状语，再一点儿的这种程度（我）就怎样怎样了，那就是差点儿～



　　「もう少しでーそうになる」的「そう」前边一定要用连用形：「しそう」，就是好像

　　「なる」就是成为，就是成为一种好像 → 成为一种样子

　　那么就是差一点儿（我）就成为一种好像（只是好像，实际上不是）、一种样子、一种状态

　　「もう少しでーそうになる」更加着重的是一种样子和状态



もう少しで転びそうになった。

　　 もうすこしでころびそうになった。

　　 直译：再一点儿的程度就将要成为摔了一个跟头的样子。

　　 意译：差一点儿就摔了一个跟头。



<もう少しで>状语，再这么一丁点儿的程度

　　「転ぶ」跌倒

　　连用形「転び」＋「そう」，好象跌倒的样子

　　「なった」成为了，过去时



这里有两个关键点：

第一点，这个语法强调状态，所以才会用到「相（そう）」，样子

　　第二点，在这个例句里：「転びそうになった」的「た」，一定要注意是过去式，「た」要翻成：过去那个时候








「もう少しでーそうになる」（旧版Ｐ26，修订版Ｐ36）

　　解释：「もう」是“再”的意思

　　　　　「少（すこ）し」是“一点儿”的意思

　　　　　「で」表示程度

　　　　　动词连用形加「ー相（そう）」表示“样子”或“好像”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「なる」是“成为”的意思

　　直译：再一点儿的程度就将要成为～的样子

　　意译：差点儿～

　　着重：状态

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）



这一讲我们把表示“差点儿就～”的「もう少（すこ）しでーそうになる」讲完了，下一讲继续「もう少しでーところだった」的讲解。



  



【差点儿就～：もう少しでーところだった】


上一讲我们把表示“差点儿就～”的「もう少（すこ）しでーそうになる」讲完了，这一讲继续「もう少しでーところだった」的讲解。



　　「もう少しでーところだった」的「ところ」有四个意思：时间、地点、程度、状况，在这个语法里体现的是时间

　　「ところ」前必须要加动词简体（动简修名）

　　有一点非常关键的在于：「ところ」前一定要是一般现在时，所以也可以把这个语法写成「もう少しでーするところだった」，一般现在时很关键的一点在于可用于表示将要～，我差点儿怎样怎样那也是一个将要，将要的时间。



　　「だった」是提醒我们要着重于时间，一种过去式，我过去的“那个时候”怎样怎样

　　「もう少しでーところだった」也就是：我过去的那个时候是差一点儿的程度就将要做什么的时候。过去式将要做什么的时候不就是“差点儿就～”嘛



もう少しで乗り過ごすところだった。

　　もうすこしでのりすごすところだった。

　　直译：再一点儿的程度，那个时候是将要坐过站的时候。

　　意译：差点儿就坐过站了。



<もう少しで>再一点儿的程度

　　（乗り過ごす）修饰时间「ところ」

　　「だった」那个时候



　　再回顾下表示“差点儿就～”的两个说法

　　一、差点儿怎么样 肯定说的是过去，一般情况下习惯于用过去式 

　　二、要区分「ーそうに」“……样子”和「ーところ」“……时间”

　　三、如果用时间的时候，一定要用将来时，也就是一般现在时，表示将要做～的时候








「もう少しでーところだった」（旧版Ｐ26，修订版Ｐ36）

　　解释：「もう」是“再”的意思

　　　　　「少（すこ）し」是“一点儿”的意思

　　　　　「で」表示程度

　　　　　「ところ」在此表示“时间”

　　　　　「だった」是「です」的过去式，意思是“过去是～”

　　直译：过去是将要做～的时候

　　意译：差点儿～

　　着重：时间

　　接续：动词一般现在时的基本形，表示将来



这一讲我们把表示“差点儿就～”的「もう少しでーところだった」讲完了，下一讲来说说表示“程度，数量”的「～も、～からある／～からの」。



  



【程度，数量：～も、～からある／～からの】


上一讲我们把表示“差点儿就～”的「もう少しでーところだった」讲完了，这一讲来说说表示“程度，数量”的「～も、～からある／～からの」。



　　表示程度和数量的，第一个想到的是「も」，这个在初级的时候已经说到过，这里再稍微提一下：「も」表示的是一种强调，在初级中的强调一般是把它加在数量的后边来强调数量的多、长、大....



餃子は20個も食べた。

　　ぎょうざはにじゅっこもたべた。

　　直译：吃了20个饺子。

　　意译：吃了足有20个饺子。



　　あの映画は何回も見た。

　　あのえいがはなんかいもみた。

　　直译：那部电影看了好几回。

　　意译：看了好几遍那部电影。



译文中的“好”就是这个「も」



　　下一个「～からある／～からの」用哪个都可以

　　要注意的是这个语法一般是一级语法里常考的点

　　「から」的意思是从

　　「ある」的意思是有，如果要在后边加上名词的话，表示成“有什么什么”也是可以的



　　在形容数量的多、长、大....时，它跟「も」是一样的，那么，它们之间的不同点就在于：

　　「も」是一种初级的说法，而「～からある／～からの」则是一级的说法



彼は一億円からある遺産を相続した。

　　かれはいちおくえんからあるいさんをそうぞくした。

　　直译：他继承了一亿日元的遗产。

　　意译：他继承了足有一亿日元的遗产。



「彼は」他，大主语

　　（一億円からある）从/由一亿日元构成的，定语，修饰「遺産」

　　主干是「彼は遺産を相続した」他继承了遗产



目の前に身長が2メートルからの大男が急に現れた。

　　めのまえにしんちょうがにめーとるからのおおおとこがきゅうにあらわれた。

　　直译：眼前突然出现了一个身高两米的大个子男人。

　　意译：眼前突然出现了一个身高足有两米的大个子男人。



<目の前に>在眼前，「に」表示方向

　　（身長が2メートルからの）身长是由两米来构成的，这里的「が」表示小主语，不过这个「が」是可以省略的

　　「大男が」大个子男人

　　<急に>副词，突然，让人感觉很急，时间很急迫的那种



　　这里要提醒大家注意的是，我要表达的是“出现了大个子男人”，而不是“大个子男人出现了”，那么「大男」后边用的就是「が」而不是「は」



　　「～からある」和「～からの」其实没什么区别，如果一定要说有的话，那就是：

　　「～からある」比「～からの」更加繁琐，或者说「～からの」比「～からある」更加简洁








　　「～も」（旧版Ｐ26，修订版Ｐ37）

　　解释：接在数量词后，强调数量多

　　意思：足有～



　　「～からある／～からの」（旧版Ｐ27，修订版Ｐ37）

　　解释：「から」的意思是“从～”或“从～开始”，有在此之上的意思

　　　　　「ある」是「有る」

　　　　　「の」是“的”的意思

　　注意：二者都强调数量多

　　区别：比「も」正式

　　接续：数量词



这一讲我们把表示“程度，数量”的「～も、～からある／～からの」讲完了，下一讲继续「ーきれない」的讲解。



  



【程度，数量：ーきれない、～だけ（1）】


上一讲我们把表示“程度，数量”的「～も、～からある／～からの」讲完了，这一讲继续「ーきれない」和「～だけ」（1）的讲解。



　　先来说说「ーきれない」



　　「きれない」要接在连用形的后边 →「しきれない」，表示一种“我无法中断的....”

　　「切（き）る」的可能形「切れる」的否定形式「きれない」

　　「きれない」表示：不能够切断、中断....，说明这个动作特别多，多到没法断下来



こんなに沢山注文したら食べきれない。

　　こんなにたくさんちゅうもんしたらたべきれない。

　　直译：如果点这么多菜的话，吃不了。

　　意译：点这么多菜可吃不了。



<こんなに沢山>这么多

　　「注文したら」如果点菜，「注文する」有很多意思，这里作“点菜”

　　「こんなに沢山注文したら」如果你点这么多菜的话

　　「食べきれない」我可吃不了，“吃”这个动作中断不了



　　「飲（の）みきれない」喝不完

　　「覚（おぼ）えきれない」记不完（比如单词、语法太多啦）



　　接下来再看看「～だけ」，这一讲先讲一点



　　「だけ」表示的是程度的高、中、低

　　关键在于它80%强表示的是程度的低，也就是数量少，10%强表示数量中，10%强表示数量多

　　那么，我们对「だけ」的第一反应一般会是占80%强表示数量少的意思，也因此该用法非常广



この商品は冬にだけ発売される。

　　このしょうひんはふゆにだけはつばいされる。

　　直译：这种商品只在冬天被销售。

　　意译：这种商品只在冬天销售。



「この商品は」这种商品

　　「冬に」在冬天，「に」在，手指向的

　　<冬にだけ>只在冬天，这里的「だけ」非常关键的在于它可以接在任何一个词的后边

　　「発売される」被动式是由于主语是「この商品」决定的，商品只能被销售








「ーきれない」（旧版Ｐ27，修订版Ｐ38）

　　解释：「きれない」是他动词「切（き）る」的可能形的否定

　　直译：切不断～

　　意译：动作多得无法中断

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）



　　「～だけ」（旧版Ｐ28，修订版Ｐ38）

　　解释：助词「だけ」表示多、中、少三个数量级别

　　用于：数量少（针对本讲）

　　注意：需要通过上下文来判断其意

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“程度，数量”的「ーきれない」和「～だけ」表示数量少的部分讲完了，下一讲我们会把「～だけ」剩下的两个部分说完。



  



【程度，数量：～だけ（2）】



上一讲我们把表示“程度，数量”的「ーきれない」和「～だけ」表示数量少的部分讲完了，这一讲我们把「～だけ」表示数量多和中的两个部分说完。



　　「～だけ」表示数量多的时候，有个关键点，就是：它会以「これだけ」、「それだけ」、「あれだけ」这三种副词的形式出现。

　　「これだけ」指示这个，「それだけ」、「あれだけ」指示那个



　　判断表示的是哪种程度（高、中、低）往往要通过上下文来判断

　　如果是直接给出，比如「こ／そ／あれだけたくさん」、「こ／そ／あれだけおおく」，或者有时会把「たくさん」或「おおく」省略掉，其实并不影响大家对「こ／そ／あれだけ」的表示程度高或数量多的理解。



あれだけ残業をしていれば、給料をもっと上げてくれるはずなのに。

　　あれだけざんぎょうをしていれば、きゅうりょうをもっとあげてくれるはずなのに。

　　直译：如果加了那么多班的话，应该多给我们涨些工资啊。

　　意译：加了那么多班，应该多给我们涨些工资啊。



<あれだけ>副词，那么数量多的

　　「している」持续的，一直在加班

　　「いれば」如果，如果我们持续得一直在加这么多的班的话



　　<もっと>表示更加

　　「も」就是强，强调，就是“更”

　　促音「っ」经常也是表示的是一种强，加强，这里可以把它看成“加”

　　「と」就是一个引号，同时告诉我们这是副词



　　（給料をもっと上げてくれる）修饰「はず」

　　这个例句中包含了多种高级的，或者说是地道的语法，或者说是单词在里边



　　「くれる」的「く」的意思是「こ」，「こ」的意思是“我”（可看下50音「こ」的由来）

　　「れ」就是来，直译就是：来我这儿

　　「上げてくれる」给我们



　　还有一个经典的语法「はず」，「はず」本身是名词，它写成汉字应该是「筈」

　　它是指弓上的某个连接点，是可以看得见的，是有一定的尺寸规格，必须是要合适的，那么「はず」就表示的是一种客观性的应该



　　「なのに」又是什么？

　　——初级中已经学过「のに」是表示一种转折，一种带有（消极、惊讶....）语气的转折

 　「な」是由于前边的「はず」和「のに」的「の」相加时需要一个连接词，如果再用「の」，「はずののに」...别扭啊，这样就变成了「はずなのに」。



　　好，接下来看一下「～だけ」表示数量中的说法

　　数量中的意思就是一种等号，等号的话就可以把它理解为一种符合或相应

　　之前学过一个「さすがに～だけあって」不愧是～，它指的就是一种符合



トップランキングの大学の大学院に受かるだけの学力を付けるのは難しい。

　　とっぷらんきんぐのだいがくのだいがくいんにうかるだけのがくりょくをつけるのはむずかしい。

　　直译：具备考上与名牌的大学的研究生院相应的能力，是件困难的事情。

　　意译：很难拥有考上名牌大学研究生院的能力。



这句话的主干是「学力を付けるのは難しい」，大主干是「のは難しい」，～是非常难的

　　「の」代替了名词，这里的「の」代替的是事情，不直接用“事情”是因为前边的「付ける」

　　「付ける」是不能直接跟助词相接的，那么就变成了「付ける」加名词加「は」



　　「学力を付ける」去拥有一种能力，咱国人一般说具备～能力、提高～能力，而日本人一般说把～能力附着在身上「力をつける」

　　日本教育界创造的「学力」这个词，意思不仅包含成绩，还指能力，学习的一种成果、结果，二者合一才能称为「学力」，咱们没法翻，就只能翻成能力



　　「トップ」top　最高的

　　「ランキング」排行榜

　　<トップランキングの大学の大学院に>排行非常靠前的大学的大学院

　　「に」是一种方向，如果要说考上，用的就是「に」



　　这里再讲一个地道的单词「受かる」

　　我们更多的注意到的是他动词「受ける」

　　这里自动词「受かる」是考上了，「受ける」是我去考

　　后边的「～だけ」就把它看成是一个等号，就是符合于能够考上名牌大学的研究生院的学历



　　「～だけ」是助词，它无法跟「学力」一起接，因此中间得有个「の」，「だけ」可以跟任何词一起用








「～だけ」（旧版Ｐ28，修订版Ｐ38）

　　解释：助词「だけ」表示多、中、少三个数量级别



　　用于：数量多（针对本讲）

　　注意：需要通过上下文来判断其意

　　接续：一般以「これだけ」、「それだけ」、「あれだけ」这三个副词来表示



　　用于：数量中（针对本讲）

　　注意：“相应”或“符合”，可以理解为“＝”

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“程度，数量”的「～だけ」讲完了，下一讲继续「～たりとも」的讲解。



  



【程度，数量：～たりとも】


上一讲我们把表示“程度，数量”的「～だけ」讲完了，这一讲继续「～たりとも」的讲解。



　　「～たりとも」的「たり」有几种理解，第一种理解不妨把它想成是「とあり」的音变

　　「た」就是「と」和「あ」的组合，「と」是一种内容，「あり」是「あります」的中顿

　　那么这第一种理解就变成了：有什么什么样的内容



　　第二种理解：把「たり」想成是一个等号

　　「たり」是从「足（た）ります」过来的，就是“足于”，也就是等号，Ａ满足于Ｂ，就是Ａ＝Ｂ



　　「とも」跟「ても」是一回事，「た、ち、つ、て、と」同一行，有「ても」就会有「とも」

　　「とも」是即使、尽管、不管，而「たり」是一个等号

　　那么，「～たりとも」就是即使有一个等号也怎么怎么样；即使是等于什么的也怎么怎么样



　　要注意的是，作为一级语法的「～たりとも」有一个非常关键的特点

　　——它前边一定要加个最小的数字“１”（有童鞋搁这儿跟着较真说，不对吖，还有“０”跟负数哪。日本人造词的时候就是把“１”当成最小的，你就给我记住这一点就够了，，，（额，，，，），形容数量非常少



米は一粒たりとも無駄にできない。

　　こめはひとつぶたりともむだにできない。

　　直译：米即使是一粒都不能浪费。

　　意译：一粒米都不能浪费。



「米」经常会说成「お米」

　　「たり」等于

　　「とも」即使

　　<一粒たりとも>即使等于一粒，即使是一粒



　　<無駄に>副词，从「に」看出

　　「無駄にできない」不能浪费

　　这句话的主干是「米は～できない」米不能～



　　还有一种说法也特别常用：时间一秒钟都不能够浪费

一秒たりとも無駄にできない。

　　いちびょうたりともむだにできない。

　　即使是一秒钟也不能浪费。



お金は一円たりとも貯める。

　　おかねはいちえんたりともためる。

　　即使是一块钱我也要给它攒起来。



另：本书的修订版紧跟「～たりとも」后面还有个「～なりとも」，但旧版中没有单独列出，即中高级课程里没有单独讲解它，因此，笔记这里先给出例句，大家可以根据这个例句试着来概括这个点，并试着找出这两个点的不同之处。



親の負担を多少なりとも軽減したい。

　　おやのふたんをたしょうなりともけいげんしたい。

　　直译：父母的负担，即使是或多或少，想减轻。

　　意译：即使不多，但也想减轻父母的负担。








「～たりとも」（旧版Ｐ28，修订版Ｐ39）

　　解释：「たり」是「足（た）る」，直译是“足于～”或“相当于～”，意译是“是”

　　　　　「とも」和「ても」一样表示转折，意思是“即使；尽管；不管”

　　意思：即使是～也～

　　注意：表示数量少

　　接续：通常前接数量词“１～”



　　「～なりとも」（旧版无，修订版Ｐ39）

　　解释：「なり」是表示断定的「也（なり）」，意思是“是”

　　　　　「とも」和「ても」一样表示转折，意思是“即使；尽管；不管”

　　意思：即使是～也～

　　注意：表示数量少，但是不一定接数量词“１～”

　　接续：名词



这一讲我们把表示“程度，数量”的「～たりとも」讲完了，下一讲继续「～といったところだ／～というところだ」的讲解。



  



【程度，数量：～といったところだ／～というところだ】



上一讲我们把表示“程度，数量”的「～たりとも」讲完了，这一讲把这个系列的最后一个「～といったところだ／～というところだ」讲完。



　　这个语法的主干是「ところだ」

　　「ところ」可以是时间、地点、程度、状况，在这个语法里表示的是程度

　　「～といったところだ」比「～というところだ」更常用



　　如果「ところ」表示的是地点，那就应该是四级的

　　表示的是时间，就应该是三级

　　表示的是程度或状况，就应该是二级和一级的



　　当它表示程度或状况，尤其是程度时，一般指程度比较低的

　　那么「～といったところだ」、「～というところだ」就表示程度低，低就低在「ところ」这儿



それは単なる遊びといったところだよ。

　　それはたんなるあそびといったところだよ。

　　直译：那只不过是玩儿。

　　意译：那只不过是一场游戏。



看到「単なる」的第一反应是动词，因为有「なる」，但实际上它是古语的形容动词接名词的一种表达方式，现代的形容动词接名词的方式是中间加「な」

　　「静かな人」现代接续，「静かなる人」古语接续

　　「単なる」单纯的只是

　　<単なる遊び>单纯的游戏，只是游戏



「といった」的「と」前表示的是内容

　　「た」在日语里有两个翻译：一个是“了”，一个是“的”，大家一般熟悉的是它翻成“了”的时候——过去时。而对于翻成“的”却不怎么熟悉，在这个语法里的它就是“的”，「といった」这样的

　　（単なる遊びといった）这样的单纯的游戏，只不过玩儿玩儿



　　这句话的主干是「それはところだよ」那是一种程度



　　下面再来看一个例句



学会のシンポジウムの参加者は千人といったところだった。

　　がっかいのしんぽじうむのさんかしゃはせんにんといったところだった。

　　直译：学会的专题讨论会的参加者也就是一千人的程度。

　　意译：学会专题讨论会的参加者只有一千人。



因为「ところ」表示的是程度低，那么，用这个语法表达的就是一种程度低

　　（学会のシンポジウムの）修饰「参加者」

　　（千人といった）修饰「ところ」，参加者就一千人的这样的一种程度，“的”就是「た」








「～といったところだ／～というところだ」（旧版Ｐ29，修订版Ｐ40）

　　解释：「ところ」有“时间；地点；程度；状况”等多种意思，此处表示程度

　　　　　「という」的「と」起着“引号”的作用

　　　　　「いう」主要是为了后面接名词

　　注意：用于表示程度低或数量少

　　接续：名词；数量词



这一讲我们把表示“程度，数量”的「～といったところだ／～というところだ」讲完了，接下来是表示“程度”的「～くらい／～ぐらい」和「～ほど」，这个在初级部分已经说过，下一讲我们就来复习一下。



  



【程度：～くらい／～ぐらい、～ほど】



上一讲我们把表示“程度，数量”的「～といったところだ／～というところだ」讲完了，接下来是表示“程度”的「～くらい／～ぐらい」和「～ほど」。



　　「～くらい／～ぐらい」和「～ほど」在初级中已经讲过，这一讲我们就只做简单的概括（需要复习滴童鞋直接戳前边滴文字链接可直达）

　　「くらい」用得更多，「ほど」相对用得少

　　「くらい」的意思里可以包含有「ほど」，打个比方的话就是「くらい」是妈，「ほど」是娃



　　「くらい」即可以表示时间点，也可以表示时间段

　　「ほど」只能表示时间段，而且它表示时间段时候，往往比较正式生硬



　　「くらい」除了可表示时间点，还可以表示别的点，比如地点之类的，除了可以表示时间段，还可以表示其他的段，比如地段之类的，那么就记住：「くらい」即可以表示点，也可以表示段

　　而「ほど」只能表示段，「くらい」在表示段的时候，可以表示段的长、中、短，而「ほど」只能表示段的长，也就是说，「ほど」只有一个意思：表示程度高



下面，大家不妨通过例句巩固一下这些点



周りが騷がしいから、電話の音が聞こえないくらいだ。

　　まわりがさわがしいから、でんわのおとがきこえないくらいだ。

　　直译：周围太吵了，所以到了电话的声音听不见了的程度。

　　意译：周围太吵了，电话的声音都快听不见了。



　　歩いて行けるくらい近いです。

　　あるいていけるくらいちかいです。

　　直译：可以走着去的程度得近。

　　意译：很近，可以走着去。



　　こんな事くらい子供でも知っている。

　　こんなことくらいこどもでもしっている。

　　直译：这样的事的程度，即使是孩子都知道。

　　意译：这样的事连孩儿都知道。



　　明日の午後三時くらいに来てください。

　　あしたのごごさんじくらいにきてください。

　　直译：在明天下午三点左右，请来。

　　意译：请明天下午三点左右来。



　　昨日友達に三時間くらい待たされた。

　　きのうともだちにさんじかんくらいまたされた。

　　直译：昨天被让朋友等了三个多小时。

　　意译：昨天朋友让我等了三个多小时。



　　舌がとろけるほど美味しい。

　　したがとろけるほどおいしい。

　　直译：好吃得舌头都要融化了。

　　意译：太好吃了。



　　講義は１時間ほど延びた。

　　こうぎはいちじかんほどのびた。

　　直译：大学的课拖延了一个小时左右。

　　意译：课拖延了一个小时左右。








「～くらい／～ぐらい」（旧版Ｐ29，修订版Ｐ40）

　　解释：汉字是「位（くらい）」

　　　　　表示高、中、低三个程度

　　翻译：用于表示程度中时翻为“左右”

　　注意：还可以接在表示“时间”和“期间”的词后，也是表示“左右”

　　接续：任何词



　　「～ほど」（旧版Ｐ30，修订版Ｐ42）

　　解释：汉字是「程（ほど）」

　　　　　可以接表示“期间”的词

　　注意：「程」表示程度高

　　意思：左右

　　区别：１、不能用于表示“程度低”和“程度中”的事物

　　　　　２、接“期间”的词时，不能接“时间点”，只能接“时间段”



这一讲我们把表示“程度”的「～くらい／～ぐらい」和「～ほど」稍微复习了一下，下一讲讲解表示“从～”的「～から」和「～からいうと／～からいえば」。



  



【从～：～から、～からいうと／～からいえば】



上一讲我们把表示“程度”的「～くらい／～ぐらい」和「～ほど」稍微复习了一下，这一讲来说说表示“从～”的「～から」和「～からいうと／～からいえば」。



　　先来看个「～から」的例句



田中さんから得た情報は確実です。

　　たなかさんからえたじょうほうはかくじつです。

　　直译：从田中得到的信息很确实。

　　意译：从田中那里得到的信息很准确。



<田中さんから>从田中那儿

　　「得た情報は」得到了的信息

　　这句话的主干是：「情報は確実だ」信息是确实的



　　再看下一个「～からいうと／～からいえば」



　　「～から」表示“从～”，必须接在名词后面才能表示“从～”

　　「言う」是说

　　「と」或者「ば」都是表示如果



　　在初级时讲过的「と、ば、たら、なら」大家要清楚它们之间的顺序、关系：越往「と」走条件性越强，越往「なら」走假设性越强。（复习【たら、と】、【ば、なら】）



「と」是条件性最强的，也就是说：只要有这个条件，就会有这个结果

　　「なら」是假设性最强的，也就是说它一定要作为一种假设来出现，翻译时要翻成“假设”。在古语里，「ら」就是假设的意思，「なら」是「たら」的假设

　　在这个语法里，通常习惯于用「と」或者「ば」这两个表示条件性比较强的，都翻成“如果”



　　这个语法里的「言う」可以换成其他别的动词。要知道，在语法里，我们就说这个课程讲解的语法里，什么样东西的搭配并不是100%的，它只不过是一种习惯性的搭配，有时当我们记不住搭配的时候，不妨试着从中文的角度去考虑。



　　「～からいうと／～からいえば」是“从～来说”

　　如果要说“从～来看”，那就是「～からみると／～からみれば」

　　要说“从～来判断”的话，就可以说「～から判断すると」



実力からいうと（からいえば）、彼が入賞することは間違いない。

　　じつりょくからいう（からいえば）、かれがにゅしょうすることはまちがいない。

　　直译：如果从实力上说的话，他得奖是没错的。

　　意译：从实力来看，他肯定能得奖。



「からいえば」比「からいうと」条件性要弱一些

　　「から」必须接在名词后才是“从～”，如果是动词，那就先给它名词化

　　（彼が入賞する）得奖，修饰「こと」



　　「が」是小主语

　　「は」是大主语

　　这句话的主干是「～ことは間違いない」事情是没有错的——>就是肯定








「～から」（旧版Ｐ31，修订版Ｐ42）

　　解释：表示起点

　　意思：从～

　　接续：名词



　　「～からいうと／～からいえば」（旧版Ｐ31，修订版Ｐ43）

　　解释：「から」表示起点，意思是“从～”

　　　　　「いう」是表示“说”的「言う」

　　　　　「と」和「ば」的意思都是“如果”

　　准则：在「と、ば、たら、なら」里，最重要的是顺序

　　　　　「と」和「なら」分别表示极端，「と」代表“条件性”的极端，「なら」代表“假定性”的极端

　　区别：「～からいうと」比「～からいえば」语气强

　　意思：从～来说的话

　　接续：名词



这一讲我们把表示“从～”的「～から」和「～からいうと／～からいえば」讲完了，下一讲继续「～からして」的讲解。



  



【从～：～からして】


上一讲我们把表示“从～”的「～から」和「～からいうと／～からいえば」讲完了，这一讲继续「～からして」的讲解。



　　「～からして」一直都是作为一个一级语法出现，实际上这是个非常简单的三级语法

　　——就因为「から」是“从”，而「して」是能代替任何动词的“做”「する」

　　你可能想不明白了，既然只是个三级语法为何老在一级里考呢？



　　——就是因为「して」，也就是「する」这个动词，它暧昧了

　　「する」代替了其他的很多的动词，正是因为它暧昧了，你必须要去琢磨它到底代替了哪些动词，这样的话，你就必须要动脑筋，那么在这个动脑筋的过程，就让你上升到了一级



　　你可能还会问，我怎么知道它代替的是哪些个动词呢？

　　——你就从“从”这个词来想：从什么来看、从什么来说、从什么来判断……

　　那么，「する」代替的就是「見る」、「言う」、「判断する」....，而它更加的简洁，简洁在直接来个「て」形 →「して」，中顿，就可以了，更简单



　　当然，你要说成「～からすると」或者「～からすれば」肯定也是可以的

　　我们说的“从～来说”「～からいうと／～からいえば」；“从～来看”「～からみると／～からみれば」；“从～来判断”「～から判断すると」……等等的这些个语法，其实呢就一妈生的仨儿娃

　　很多同学表示句型什么的太多，记不住。实际上，我们只要知道一个中心，掌握了这个中心后，自己会推广就可以了。比如：



要是说：从～来说、从～来看、从～来判断....你用的是「と」，这里就有三个句型

　　给它们变成「ば」形的时候又是三个

　　变成「て」形的时候又是三个，这里就九个句型了

　　再给它们都变成「する」....就总共１８个句型....

　　还不过瘾，再变成「たら」，假设从～来看……，……，没完没了了都



其实吧，大家只要记住中心就好

　　好比之前学的那些个惯用句型都是树叶，要知道，树叶是长在树枝上的，树枝是长在树干上的，树干是从根儿部长上来的，那我们就找出那个树根儿是谁。

　　只要找着了那树根儿，你爱长多少树枝长多少树枝、爱长多少树叶长多少树叶都跟我没关系了，反正这枝啊叶啊的都是从这个根儿发出来的就行，我就只要知道了这根儿我就能推得出去。



　　那么，回到这个「～からして」，「から」是从，「して」是代替了任何动词的「する」



町並みからして、このところは歴史の有る町らしい。

　　まちなみからして、このところはれきしのあるまちらしい。

　　直译：从街道的样子来看（来判断，来推测....），这个地方好像有历史。

　　意译：从街道的样子来看，这个地方好象历史很悠久。



「町並み」街道的样子

　　「して」可以把它看成是：想、判断、看....都可以

　　（歴史の有る）修饰「町」，这里有一个非常关键的语法点，就在「歴史の」的「の」



　　「歴史の有る町」这里有个连体修饰，也就是我们说的定语，里边的「の」和「が」可互换

　　也就是说，这里的「歴史の有る」实际上是「歴史が有る」，两者对比，前者语气更加柔和

　　「らしい」好象，有根据的推断，根据街道的样子来推断








「～からして」（旧版Ｐ31，修订版Ｐ43）

　　解释：「から」表示起点，意思是“从～”

　　　　　「して」是能够代替大多数动词的「する」的中顿形式，在此代替了「見（み）る、考（かんが）える、判断（はんだん）する、推測（すいそく）する、推理（すいり）する」等能够与“从～”搭配的动词

　　意思：从～来说的话

　　接续：名词



这一讲我们把表示“从～”的「～からして」讲完了，下一讲继续「～から～まで」和「～から～にいたるまで」的讲解。



  



【从～：～から～まで、～から～にいたるまで】


上一讲我们把表示“从～”的「～からして」讲完了，这一讲继续「～から～まで」和「～から～にいたるまで」的讲解。



　　「～から～まで」的「から」是“从”，「まで」是“到”，这个在初级中已经讲过，它可以用于任何一种情况：从时间到时间，从期间到期间，从地点到地点，从人到人....



部屋の隅から隅まで探した。

　　へやのすみからすみまでさがした。

　　直译：从房间的角落到角落，找了。

　　意译：找遍了房间的各个角落。



「隅（すみ）」的「す」表示轻，「さ」行表示轻、清、快

　　「み」就是「む」，「む」是一种关闭状

　　<部屋の隅から隅まで>地点状语

　　「探した」找了



　　好，接下来是「～から～にいたるまで」，这是个二级常考的语法



　　「から」是“从”，「まで」是“到”，这里中间多了「～に至（いた）る」就是“到”

　　「に」指的是方向

　　实际上「至（いた）る」的「た」的意思就是“到”



　　那么「まで」是“到”，「～に至る」的「至る」也是“到”

　　在一个地方加一个法码，这里多加一个词，就说明是在强调这个词，那么这个语法最关键的就是在强调“到”：从什么到什么什么，这个语法就是看你认不认识这个「至る」



家事から育児に至るまで、一人でさせられている。

　　かじからいくじにいたるまで、ひとりでさせられている。

　　直译：从家务活到育儿，一个人被让干着。

　　意译：从家务活到育儿都得一个人干。



「家事」家务活

　　「育児（いくじ）」抚养，教育孩子，一般「家事」和「育児」都会被放在一起讲，常用词

　　<家事から育児に至るまで>从家务活到抚养，教育孩子，这里原本只需「家事から育児まで」，这里加上「に至る」，显得正式生硬，更加强调了“到～”



　　<一人で>一个人的程度／范围，「で」表程度、范围

　　这是日本人经常会说的句子，它更加贴近日语。这个例句的关键点就在于：使役被动

　　使役被动是非常经典的语法，以后还会再讲它，这里稍微提一下：使役是“让”；被动就是“被动”，被动式



　　「させ」的「せ」就是“让”

　　「られ」的「れ」就是“被动”

　　这里使役被动「させられる」就等于「する」做

　　咱国人干脆，就说“做”，日本人不一样，他们不这么说，他们说“被让做”「させられる」，这就是日式思维。日式思维有一些东西是咱国人理解不了的，但是，是日语常用的，这样的话，我们就得要知道它。



　　「させられている」就是「している」，两个意思是一样的

　　那么，既然它是变换了一种形式出现，那就说明它表示的是一种语气



　　使役被动表示有三种语气，这里就说第一种最常出现的：是表示不情愿

　　我不愿意去做，可又没有办法，又必须得去做，这就是「させられている」，「させられている」比「している」的语气要多得多。








「～から～まで」（旧版Ｐ32，修订版Ｐ43）

　　解释：「から」表示起点，意思是“从～”

　　　　　「まで」表示终点，意思是“到～”

　　意思：从～到～

　　用于：任何事物

　　接续：名词



　　「～から～にいたるまで」（旧版Ｐ32，修订版Ｐ44）

　　解释：「から」表示起点，意思是“从～”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「至（いた）る」是“到”的意思

　　　　　「まで」表示终点，意思是“到～”

　　意思：从～到～

　　用于：任何事物

　　区别：「～から～にいたるまで」比「～から～まで」更加强调终点“到”

　　接续：名词



这一讲我们把表示“从～”的「～から～まで」和「～から～にいたるまで」讲完了，下一讲继续「～から～にかけて」的讲解。



  



【从～：～から～にかけて】



上一讲我们把表示“从～”的「～から～まで」和「～から～にいたるまで」讲完了，这一讲继续「～から～にかけて」的讲解。



　　「～から～にかけて」的「～から」是从

　　「～にかけて」的「に」表示方向

　　「かける」是大面积的覆盖

　　「～にかけて」就是把什么大面积的覆盖在什么上面，是整个范围的



　　这里大家注意一下

　　「～から～にかけて」与「～から～まで」意思是一样的，都是指：从～到～

　　「～から～まで」使用的范围非常广，可以用于任何

　　「～から～にかけて」只用于时间，很少很少用于其他的



　　「～から～にかけて」与「～から～まで」在用于时间时的不同之处在于

　　句中用「～から～にかけて」语气会更加的正式生硬，我们经常会在天气预报里听到它



日本は五月の下旬から六月の下旬にかけて梅雨の時期だ。

　　にほんはごがつのげじゅんからろくがつのげじゅんにかけてつゆのじきだ。

　　直译：日本从５月下旬到６月下旬的整个阶段是梅雨季节。

　　意译：日本从５月下旬到６月下旬都是梅雨季节。



这里用「～から～まで」也是可以的，不过例句用了「～から～にかけて」，是因为：「～から～にかけて」语气比较正式生硬；它并不单单指这两个时间点，而是将这两个时间点内的范围大面积的覆盖上



　　<五月の下旬から六月の下旬にかけて>从５月下旬到６月下旬，覆盖整个时间段

　　（梅雨の）修饰「時期」



　　这句话的主干是：「日本は...時期だ。」日本是一种...时期／日本进入...时期

　　当然，你要说“进入...时期”的话，也可以用下面这句，不过，要说简洁，还是用「だ」

日本は五月の下旬から六月の下旬にかけて梅雨の時期に入る。

　　にほんはごがつのげじゅんからろくがつのげじゅんにかけてつゆのじきにはいる。








　　「～から～にかけて」（旧版Ｐ32，修订版Ｐ44）

　　解释：「から」表示起点，意思是“从～”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「かけて」是他动词「かける」的中顿形式，意思是“大面积地覆盖”

　　意思：从～到～

　　语气：正式

　　区别：「～から～まで」侧重于起点和终点的两个点，但是「～から～にかけて」侧重于从起点到终点的整体

　　接续：时间



这一讲我们把表示“从～”的「～から～にかけて」讲完了，下一讲继续「～より」的讲解。



  



【从～：～より】


 上一讲我们把表示“从～”的「～から～にかけて」讲完了，这一讲继续「～より」的讲解。



　　「より」和「から」的意思是一样的，只是语气上「より」比「から」要正式生硬，因为「より」比「から」要来得老



　　「より」多用于比如写信或寄东西时，跟在人的后边，从谁谁谁给谁谁谁....

　　还有一种情况是指“摘自”，实际上也就是“从～”，比如：



この文章は朝日新聞よりです。

　　このぶんしょうはあさひしんぶんよりです。

　　这篇文章摘自朝日新闻。

　　或者简单一点直接一句：「朝日新聞より」就可以了



田中様より鈴木様宛ての手紙を預かって（お預かりして）おります。

　　たなかさまよりすずきさまあてのてがみをあずかって（おあずかりして）おります。

　　直译：从田中给铃木的信，我们保管着。

　　意译：田中给铃木的信放在我们这里。



有书滴童鞋注意下，书上滴「手紙がお預かりして」的「が」要改成「を」

　　「預かる」是自他动词，但是在这里把它看成他动词用，「手紙を預かる」



　　（田中様より鈴木様宛ての）从田中到铃木，定语，修饰「手紙」

　　「より」就是“从～”，相当于“from...”

　　「宛て」就是给，写信、传真、邮件、电话给谁的，相当于“to...”



　　比「宛て」稍微简单的说法是「～より～へ」：

　　...田中様より鈴木様への....

　　「へ」在初级中讲过，它就是「に」，就是表示“to”（「へ」「に」异同点）



书信的话都要有落款，咱国人直接就落个大名（MS不止吖，有“上”、“敬上”之类的吧，如果对方是长辈的话，，，，嘛～，无视无视，大家继续听课），日本人不，他们得在大名后加上比如「より」，表示是谁写的

　　而称呼的话，咱一般就对方的大名加个先生什么的，比如“田中先生”，而在日语里要说「田中様へ」就是给你田中的，比「へ」更加正式生硬的是「宛て」



私宛の手紙がありますか。

　　わたしあてのてがみがありますか。

　　有没有给我的信啊？



但是，作为咱国人的第一反应可能是：

　　私の手紙がありますか。

　　而这话在日语里是不太说的，「私の手紙」到底是我要寄的信，还是寄给我的信，不太明确



　　比如说打电话，你跟旁边的人说「先は私宛の電話....」就是是你接到别人打给你的电话，要是说「より....」就是反过来的



　　「お預かりしております」我们给您保存着，运用的是一种敬语

　　「お預かりして」是自谦的说法，「おります」是「います」的自谦

　　这样，「お預かりしております」其实它就是「預かっております」，只是后者比前者更加柔和，而比「預かっております」更加柔和的是「預かっています」








「～より」（旧版Ｐ32，修订版Ｐ45）

　　 解释：表示起点

　 意思：从～

　 注意：一般写信或表示送东西的赠送人时用得较多

　 区别：比「から」正式

　 接续：人称



这一讲我们把表示“从～”的「～より」讲完了，下一讲来说说表示“充满～”的「～をこめて」。



  



【充满～：～をこめて】



上一讲我们把表示“从～”的「～より」讲完了，这一讲来说说表示“充满～”的「～をこめて」。



　　这一讲的“充满”也是非常日式思维的语法，是日语里非常常用的，而且是一、二级中常考的

　　“充满”的意思就是把所有的东西包含在里边，这个动词就是「込（こ）める」



　　这个语法「～をこめて」为何把「込める」变成「て」形呢？

　　——是因为这后边还要加动词，动词跟动词，或者说谓语跟谓语相加时，必须把前一个变形



　　「～をこめて」就是指包含着富含着什么什么的东西，在日语里特别经常使用的是

　　心を込めて（こころをこめて）　我用心的怎样怎样

　　愛情を込めて（あいじょうをこめて）　包含着爱心的....



これは私が真心を込めて言った言葉です。

　　これはわたしがまごころをこめていったことばです。

　　直译：这是我充满真心说的话。

　　意译：这是我真心实意说的话。



「これは」大主语

　　「私が」小主语

　　「真心（まごころ）」真心

　　「真心を込めて」富含了所有的真心



　　（私が真心を込めて言った）我包含了真心去说了的话，定语，修饰「言葉」

　　这句话的主干是：これは言葉です。这是话。



先生は毎回愛情を込めて授業を行っている。

　　せんせいはまいかいあいじょうをこめてじゅぎょうをおこなっている。

　　直译：老师的每次都充满了爱地在教授课程。

　　意译：老师的每堂课都充满了对学生的爱。



对于“爱”这个词，我们的第一反应就应该用的是「愛（あい）」、「愛情（あいじょう）」

　　但是，中文里经常把「愛情」这个词翻成用于男女之间的那个“爱情”

　　实际上日语里的「愛情」适用范围要大得多，它不仅包含男女之间的爱情，也包含了对所有人的爱情（对人有爱的感情），因此它可以翻为：爱情；爱心



　　<毎回>状语，每一次，这是这个句子中唯一的修饰语

　　老师的两个动作是：「込めて」和「行っている」（「いる」可表示正在，也可表示持续）

　　「授業を行（おこな）う」是惯用句，指老师给学生上课



　　这里提一下，直译、意译

　　直译是根据日语直接翻译过来，不一定符合中文的表达或者说是中国人的说话方式。实际上直译还是有人喜欢的（比如安老师），但是，因为对国人来讲，这个直译会给人「違和感（いわかん）」就是很别扭的感觉，觉得这话说得怎么不象是中国人说的中文。

　　然而，恰恰就是这不是中国人说的中文的中文，可以直接 "back translation" 回日文，而根据中文的思维方式得到的意译就无法直接翻回原来的日文。



另：本书的修订版在「～をこめて」后面还有个「～がこもった」，但旧版中没有单独列出，即中高级课程里没有单独讲解它，因此，笔记这里先给出例句，大家可以根据这个例句试着来概括这个点，并试着找出这两个点的不同之处。



これは愛情のこもった自家製弁当です。

　　これはあいじょうのこもったじかせいべんとうです。

　　直译：这是充满了爱的自家制便当。

　　意译：这是充满了爱的自己家里做的便当。








「～をこめて」（旧版Ｐ33，修订版Ｐ45）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「こめて」是他动词「込（こ）める」的中顿形式，意思是“充满”

　　意思：充满～

　　注意：常用「心（こころ）をこめて、愛情（あいじょう）をこめて」等

　　接续：名词



　　「～がこもった」（旧版无，修订版Ｐ46）

　　解释：「が」接在自动词前表示小主语

　　　　　「こもった」是自动词「籠（こも）る」的「た」形，意思是“充满”

　　准则：日语的「た」表示完了，过去的“了”以及形容词修饰名词作用的“的”，此处表示“的”

　　意思：充满～

　　注意：常用「心がこもった、愛情がこもった」等

　　　　　「が」还可以换成「の」

　　接续：名词



这一讲我们把表示“充满～”的「～をこめて」讲完了，下一讲来说说表示“除了～以外”的「～ほかに」。



  



【除了～以外：～ほかに】


上一讲我们把表示“充满～”的「～をこめて」讲完了，这一讲来说说表示“除了～以外”的「～ほかに」。



　　「～ほかに」是以名词作为语法的语法，「ほか」是其他，写成汉字是「他」

　　「に」表示的是副词，理解成“在”也行，在...之外

　　象这样以名词作为语法的语法，它即可以带助词，也可以不带，带与不带的区别在于：



一、不带助词时的语气会比较正式生硬

　　二、就拿「～ほかに」来说，这个助词「に」就相当于一个逗号。



在初级，不是，应该是在前言部分的课程里，就已经说过：助词最关键的作用就是辅助名词把名词拆开。也就是说，日语实际上是名词、名词、名词、...、之间的一种连接，在最后才会出现词性不一样的谓语词



　　你可能会问，那要是在古代还没有助词的时候呢？

　　——那就划逗号呗。

　　第一个名词和第二个名词之间划上逗号，或者，第二个名词和第三个名词中间划一个逗号，说明第一个和第二个名词是一个名词，而第三个名词是一个名词……



　　说到这儿就是想让大家明白，这个助词到底是干嘛用的？

　　——助词最关键的就是要把名词给它拆开啰



　　“日本京都大学”我可以说是“日本”、“京都”、“大学”三个名词，没错吧

　　现在我要表达“日本”，“京都大学”，怎么办？

　　——在“日本”后边加个逗号，变成：日本、京都大学

　　还可以变成：日本京都、大学



　　这在书写的时候容易，大家伙一看就能明白，可你要跟别人说的时候怎么说呀？

　　—— 一般我们遇着逗号的地方是要停顿、喘口气什么的吧……，遇上一段话里多那么几个“日本、京都大学”、“日本京都、大学”，你不得老在那喘气呀，（奏素，，，，表把听话滴伦吓着涅，，，，１２０要啵？，，，，（Pia灰，，，，）

　　所以呢，我们就需要一个助词，我就能给它说出来，这个助词就起到逗号的作用，拆开名词



　　好，言归正传，我们回到这个二级的「ほかに」

　　这个「ほか」加上「に」的时候后边可以不加逗号，直接前后连接起来

　　当「ほか」没有带上「に」，没有这个助词的时候，那它必须得在后边划上个逗号



　　那么，综上，我们可以得出

　　当名词作语法的时候，通常会带上助词，当然，你也可以不带

　　不带助词的时候语气正式生硬，带助词的就相对柔和

　　带上助词的后边可加可不加逗号，而没带的就必须加逗号



当日は関係書類が配られるほか、記念品ももらえる。

　　とうじつはかんけいしょるいがくばられるほか、きねんひんももらえる。

　　直译：当天有关资料被发送以外，纪念品也能够得到。

　　意译：当天除了发有关资料以外，还能得到纪念品。



<当日は>状语

　　「関係書類」有关的资料、材料

　　「が」由于「配られる」的这个「れ」被动式来用的（自动词、形容词、形容动词、可能形、被动式前是要加「が」的）



　　（当日は関係書類が配られる）修饰「ほか」

　　<当日は関係書類が配られるほか>在....之外



　　「記念品も」的「も」说的就是“也”，这里的「も」替代了其他的助词（三个替换型助词「は」、「が」、「を」可以被「も」替代，其他的比如「に」、「で」、「から」...这些后加型的助词是不能被随便省略的，要的就只能在后边加上，比如「にも」、「でも」...），那么要把这里的「も」还原的话，还原的又会是谁呢？

　　——应该是「が」，「記念品がもらえる」，那为什么又会是「が」呢？



　　是因为「もらえる」的「え」来判断的，「もらえる」的「え」表示的是“能”——可能形

　　如果说后边不是「もらえる」，而是「もらう」得到的话，那就应该是还原成「を」



　　一直都在给大家划分、讲解这些句子成分，就是要让大家使劲地感受到这些个括号（管它尖的、圆的、方的、扁的），就是因为日语有一个非常关键的特点，就是：括号套括号，修饰语忒长的








「～ほかに」（旧版Ｐ33，修订版Ｐ46）

　　解释：「ほか」的汉字是「他、外」

　　　　　「に」表示副词

　　准则：有时可以不用「に」，不用「に」时必须添加逗号，且语气正式

　　意思：～以外

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



这一讲我们把表示“除了～以外”的「～ほかに」讲完了，下一讲继续「～以外（いがい）に」和「～を除（のぞ）いて」的讲解。



  



【除了～以外：～以外に、～を除いて】



上一讲我们把表示“除了～以外”的「～ほかに」讲完了，这一讲继续「～以外に」和「～を除いて」讲解。



　　先看第一个「～以外（いがい）に」

　　「以外」以外

　　「に」可以省略，省略的情况跟上一讲的「～ほかに」是一样的，省略「に」就比较正式生硬且「以外」后边要跟逗号，不省略则更加柔和



彼女は声が大きい以外に何の取得もない。

　　かのじょはこえがおおきいいがいになんのとりえもない。

　　直译：她声音大以外，什么可取之处都没有。

　　意译：她除了声音大以外什么可取之处都没有。



（声が大きい）声音大，修饰「以外」

　　<声が大きい以外に>除了声音大以外，状语



　　「取得」可取之处

　　「も」代替了「が」，表示“都”，因为「ない」原来应该是「ありません」（自动词）

　　这句话的主干是「彼女は取得もない」她连一点儿可取之处都没有。



　　下一个「～を除（のぞ）いて」



　　「除（のぞ）く」的「の」表示的是长

　　「そ」是其他，是那个，是「そこ」的「そ」，那就是：很长的，到其他的地方，那么这里的「ぞ」，角上的两个点儿，表示有关系

　　「く」表示方向



　　那么「除く」就是：把一个东西放到那边，就是除去，也就是不要它

　　「除く」是他动词，前边用「を」

　　用「て」形「除いて」是因为后边还要跟其他动词



少数を除いて皆その提案に賛成した。

　　しょうすうをのぞいてみんなそのていあんにさんせいした。

　　直译：除了少数人，大家都对那个建议赞成了。

　　意译：除了少数人，大家都赞成那个建议。



「除いて」除去

　　「皆」大家，它既是名词，也是副词

　　<その提案に>的「に」是后面的「賛成した」要求的

　　在表示赞成、反对什么的时助词要用「に」，明确／指向赞成或反对的对象








「～以外に」（旧版Ｐ34，修订版Ｐ47）

　　解释：「以外（いがい）」的意思是“以外，之外”

　　　　　「に」表示副词

　　准则：有时可以不用「に」，不用「に」时必须添加逗号，且语气正式

　　意思：～以外

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～を除いて」（旧版Ｐ34，修订版Ｐ47）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「除（のぞ）いて」是他动词「除く」的中顿形式，意思是“除了～”

　　意思：除了～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“除了～以外”的「～以外に」和「～を除いて」讲完了，下一讲是这个系列最后一个「～をおいて」的讲解。



  



【除了～以外：～をおいて】



上一讲我们把表示“除了～以外”的「～以外に」和「～を除いて」讲完了，这一讲是这个系列的最后一个「～をおいて」。



　　「～をおいて」是一个一级语法，一级语法最关键的特点之一是：有时从字面上看不出是啥意思



　　「おいて」的原形是「置（お）く」，是“置、放”的意思

　　「置く」是他动词，要求前边用「を」

　　「～をおいて」把～放到一边



　　实际上这个语法是由经典的短语来构成的，这个短语是「隅（すみ）には置（お）けない」

　　「隅」就是角落

　　「隅には置けない」的意思是：不能把～放在角落



彼は隅には置けない人です。

　　かれはすみにはおけないひとです。

　　他是一个不能把他放在角落里的人。



「隅には置けない」表达的就是：一个不能放角落里的人，应该是非常重要的人，（如果）把重要的人放角落里，那就没有（其他）人可以胜任、可以去做....之类的意思



　　那么，由此得到的「～をおいて」也就体现的是一种：除了～之外就再也没有更好的、更加适合的、更加重要的人了....，这样一种暧昧的表达



この仕事が任せられるのは、彼を置いて適任者はいない。

　　このしごとがまかせられるのは、かれをおいててきにんしゃはいない。

　　直译：这个工作能够委任的，把他放到角落里，没有适合于委任的人。

　　意译：这个工作除了他以外没有别人可以胜任。



「この仕事が」的「が」是由「任せられる」的「れ」这个可能形决定的

　　（この仕事が任せられる）修饰的是「の」，这里的「の」代替的是“人”

　　<彼を置いて>状语，把他放在角落里

　　这句话的主干是「～のは適任者はいない」








「～をおいて」（旧版Ｐ34，修订版Ｐ48）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「置（お）いて」是他动词「置く」的中顿形式，意思是“放置～”

　　直译：把～放置～

　　重点：起源于日本谚语「～は隅（すみ）には置けない」，意思是“不能把～放置到角落里”，体现了～的重要性或中心地位

　　　　　此语法引申为“把作为中心地位的～放到角落里的话，就没有能够胜任的了”

　　接续：名词



这一讲我们把表示“除了～以外”的「～をおいて」讲完了，下一讲来说说表示“代替”的「～かわりに」和「～にかわって」。



  



【代替：～かわりに、～にかわって】


上一讲我们把表示“除了～以外”的「～をおいて」讲完了，这一讲来说说表示“代替”的「～かわりに」和「～にかわって」。



　　「～かわりに」的「かわり」写的汉字是「代（か）わり」，表示“代替”，是个名词

　　后边的「に」起副词化作用



包帯の代わりに、ハンカチで傷口を縛った。

　　ほうたいのかわりに、はんかちできずぐちをしばった。

　　直译：绷带的替代，用手绢绑住了伤口。

　　意译：用手绢代替绷带绑住了伤口。



<包帯の代わりに>绷带的代替

　　<ハンカチで>用手绢

　　这句话的主干就是「傷口を縛った」把伤口给绑住了。



　　「縛（しば）る」很好记，「し」就是“死”

　　「ば」的话，不妨想成是“绑”

　　「る」是长



　　“代替”有一句非常常用的话

私の代わりに、先生に宜しく。

　　わたしのかわりに、せんせいによろしく。

　　请代我问老师好。



下一个「～にかわって」，其实“代替”并没有离开它的中心「代わる」。把「代わる」变成名词就是「代わり」，再由这个名词方式把它变成语法（如上），当然，还可以以动词方式变成语法（就是接下来的这个点）。



　　「～にかわって」的「に」就是指对象，你要代替的这个对象

　　「かわって」，「代わる」的中顿



首相に代わって、外相が米国を訪問した。

　　しゅしょうにかわって、がいしょうがべいこくをほうもんした。

　　直译：代替首相，外相访问了美国。

　　意译：外务大臣代替首相访问了美国。



<首相に代わって>这里如果用「首相の代わりに」也是可以的，只是说话的方式有点儿不同

　　「外相が」的「が」是强调主语，不是别人，是外相



　　这里不用「アメリカ」而用「米国」是因为基于整个这个例句的正式语气，「アメリカ」没有「米国」来得正式生硬

　　而且，句中还有个比较正式生硬的「訪問」

　　一个句子中正式生硬的词就要跟正式生硬的词放在一起用



　　当然，如果是平时我们说的去美国啦之类的，最简单的就直接

アメリカに行きました。








「～かわりに」（旧版Ｐ35，修订版Ｐ49）

　　解释：「かわり」的汉字是「代（か）わり」，意思是“代替”

　　　　　「に」表示副词

　　注意：有时可以不用「に」，不用「に」时必须添加逗号，且语气正式

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～にかわって」（旧版Ｐ35，修订版Ｐ49）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「かわって」是自动词「代（か）わる」的中顿形式，意思是“代替”

　　接续：名词



这一讲我们把表示“代替”的「～かわりに」和「～にかわって」讲完了，下一讲来说说表示“把～当成～”的「～を～とする／～を～にする」。



  



【当成～：～を～とする／～を～にする】



 上一讲我们把表示“代替”的「～かわりに」和「～にかわって」讲完了，这一讲来说说表示“把～当成～”的「～を～とする／～を～にする」。



　　非常经典的一个日式思维的语法就是：把～当成～



　　「を」就是“把”

　　「する」可以代替任何动词，这样的话，就会派生出越来越多的语法或者称句型

　　「に」和「と」又变化出两种说话方式



　　大家只要记住“把～当成～”就是日语语法里其中的一个树根，由这个树根会长出很多的树干、树枝、树叶....，我们过去学的都是树叶，（现在来挖根儿，，，，



这一讲“把～当成～”的区别就在「に」和「と」

　　「に」是用手指着前边儿的东西，更加着重于变化的方向或者对象

　　「と」是划一个引号，更加着重于内容



　　有些语法里侧重于用「に」，有些则侧重于用「と」，当两个都可以用的时候，「に」的方向感、变化感更强，「と」的话更加注重被引号引起的内容



経済を研究題目にしている。

　　けいざいをけんきゅうだいもくにしている。

　　直译：把经济当作研究题目在做着。

　　意译：现在把经济当作研究题目。



「している」现在进行时，翻成“现在”

　　「経済を」把经济

　　「研究題目に」当成研究题目，「に」方向感很强



　　当然，还可以说成：

　　経済を研究題目としている。

　　「と」侧重由引号括起来的内容



　　“把～当成～”这个语法最关键的引申，就是这个课程最后一个语法“作为”，这个到时再讲








「～を～とする／～を～にする」（旧版Ｐ35，修订版Ｐ50）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「と」侧重于内容

　　　　　「に」侧重于方向

　　　　　「する」可以代替大多数动词

　　注意：日语里的经典句型「～を～と（に）する（把～当成～）」，大多数语法都是由此表达方式派生的

　　意思：把～当成～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“把～当成～”的「～を～とする／～を～にする」讲完了，下一讲来说说表示“到～地步”的「～まで」。



  



【到～地步：～まで】


上一讲我们把表示“把～当成～”的「～を～とする／～を～にする」讲完了，这一讲来说说表示“到～地步”的「～まで」。



　　表示“到～地步”最常用的是助词「まで」

　　「まで」，我们在初级语法（复习初级「まで」）里讲过，当然，它作为四、三级语法时，只能表示的是“到～”，“从哪儿到哪儿”的那个“到～”



　　作为高级语法，尤其在一级语法里，几乎每年考试都能见得着「まで」，是个特别常考的语法

　　其实，表示“到～地步”的「まで」并没有离开它原来的中心意思

　　而在接续上「まで」不仅可以接任何词，还可以接任何词的任何形态（动「て」、连用...）



今年の大学の文化祭は以前ほど活気がなくなった。授業を休んでまで見に行く必要はないと思う。

　　ことしのだいがくのぶんかさいはいぜんほどかっきがなくなった。じゅぎょうをやすんでまでみにいくひつようはないとおもう。

　　直译：今年大学的文化节，以前那么程度高的生气没有了。不上课去观看的必要没有，我认为。

　　意译：今年大学的文化节没有以前有生气，我觉得没有必要不上课去观看。



（今年の大学の）修饰「文化祭」（每年秋天11月这样）

　　「ほど」之前讲过，它最关键的意思就是“程度高”（复习「ほど」）

　　<今年の大学の文化祭は以前ほど>以前的那么程度高



　　「活気」就是指的一种生气

　　「なく」就是「ない」，就是没有

　　「なる」就是成为

　　「活気がなくなる」就是变得没有生气了



　　「授業を休んでまで見に行く必要はないと思う」

　　这句话的主干是「～と思う」我觉得～，「と」前一直都划引号



　　（授業を休んでまで見に行く）修饰「必要」

　　「～と思う」我觉得的主干就是「必要はない」没有必要，「必要はないと思う」

　　是「授業を休んで」和「見に行く」没有必要



　　其实把「まで」拎起来，剩下的一眼就能看明白，“不上课，去看，没必要”

　　那么在这个「て」形「休んで」后边加上「まで」，就是告诉我们，到了这样一种不上课而去观看的地步，这种必要是没有的








「～まで」（旧版Ｐ36，修订版Ｐ50）

　　解释：「まで」是“到～”或“到～的地步”的意思

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“到～地步”的「～まで」讲完了，下一讲继续「ーないまでも」的讲解。



  



【到～地步：ーないまでも】


上一讲我们把表示“到～地步”的「～まで」讲完了，这一讲继续「ーないまでも」的讲解。



　　「ーないまでも」是在日语的高级语法里比较难的一个语法，常在一级的考试中出现

　　这个语法难就难在，它无法从字面直接看出来其中的意思，你得推测它



　　「ない」就是不

　　「～しない」就是不去做／不做，这里的「ない」当成否定形简体的后缀

　　「までも」是到～的地步，它的语气比「まで」要来得更加的强



　　之前我们讲过“强”这个东西一般是在不一样的时候体现，但这里是相反，我“强”的时候我体现的可能就是不一样

　　所谓的不一样就是：否定、转折、相反——这一点请一定记住

　　实际上，这一点在我们的母语里也是一样存在的



　　「ーないまでも」也就难在它体现的是一种转折，一般会被翻成：

　　不用到去做什么什么的地步，但是你也该去做什么什么

　　下面看个比较难的例句，把它弄得这么难是因为「ーないまでも」本身就是很难的语法



新しい建設計画には地元の住民の反対が大きい。国は計画を中止するとは言わないまでも、もう一度考え直さざるを得ないだろう。

　　あたらしいけんせつけいかくにはじもとのじゅうみんのはんたいがおおきい。くにはけいかくをちゅうしするとはいわないまでも、もういちどかんがえなおさざるをえないだろう。

　　直译：对于新的建设计划，当地居民的反对很大。国家即使到不说中止计划的地步，也不得不重新考虑吧。

　　意译：当地居民非常反对新的建设计划。国家即使不说中止计划，也不得不重新考虑吧。



<新しい建設計画には>新的建设计划，「に」反对或赞成的对象，「は」强调

　　（地元の住民の）当地居民

　　把修饰成分括掉后，剩下的就是前一句话的主干：「反対が大きい」反对是非常大的



　　“計画を中止する”用引号因为后边的「と」

　　「言わない」不说／没说

　　「国は～とは言わないまでも」国家不到去说～的地步（但是……，在后边）



　　<もう一度>再一次

　　「考え直す」重新考虑

　　「ざるを得（え）ない」不得不，不就是「ざ」，得就是「得」，不就是「ない」

　　「だろう」在初级中已经学过，它可以接在任何一个词的后边，来表示一种推测



再看个比较常用的句子，比如你的长辈生病了，你一次都没去探望，你的朋友就开口了

見舞いに行かないまでも、電話１本ぐらいすべきだと思う。

　　みまいにいかないまでも、でんわいっぽんぐらいすべきだとおもう。

　　你不用说去看他，你也应该打个电话吧。



「見舞い」一般是探望病人什么的比较常用

　　「電話１本」一根电话（线），一个电话

　　「ぐらい」程度低，就打个电话的这种程度

　　「すべき」的「す」就是做，「べき」就是应该








「ーないまでも」（旧版Ｐ36，修订版Ｐ51）

　　解释：「ない」是表示否定的未然形

　　　　　「までも」比「まで」语气强，意思是“到～的地步”

　　意思：虽然不用到去做～的地步，但是～也该做～

　　注意：「までも」在「も→まで→までも」里语气是最强烈的，没有超过它的，因此需要转折

　　准则：强烈的表达方式，通常在表示“否定、转折、相反”的语境中出现

　　接续：动词的未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变到「あ」段接「ない」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ない」

　　　　　サ变动词变「する」为「しない」

　　　　　カ变动词变「くる」为「こない」



这一讲我们把表示“到～地步”的「ーないまでも」讲完了，下一讲继续「～に至（いた）って」的讲解。



  



【到～地步：～に至って】



上一讲我们把表示“到～地步”的「ーないまでも」讲完了，这一讲继续「～に至（いた）って」的讲解



　　在开始讲「～に至って」之前先稍微提一下「～までもない」

　　「～までもない」表示的是没有到～的地步，也就是用不着

　　它跟上一讲表示“不用到去做～的地步，但是～也应该做～”的「ーないまでも」是不一样的，「ーないまでも」是高级语法，「～までもない」是中级语法，但它们经常会被放在一起考你



　　電話するまでもない。　你用不着（给...）打电话。

　　来るまでもない。　你用不着来。

　　「～までもない」在后面的“没有必要”系列里会讲到，这里就不再深入



　　今天的这个语法点在讲解“从～到～”的「～から～に至るまで」时，就涉及到过

　　「至る」就是到

　　「に」就是方向



事此処に至っては手の打ちようがない。

　　ことここにいたってはてのうちようがない。

　　直译：事已至此，采取措施的办法没有。

　　意译：事已至此，一点儿办法都没有了。



这是个非常经典的日本人说的句子，特别是「事此処に至っては」，他们就这么说，而且这句短语，你就把它当短语记，在日常中是经常会被用到的

　　而咱国人说得就比较中式了，一般会说成「事は此処に至っては」



　　「手の打ちようがない」更经典，这里有个每年都考的一级语法「～しようがない」没办法

　　「手の打ちよう」就是手的打的办法

　　惯用句「手を打つ」指采取措施、设法处理








「～に至って」（旧版Ｐ36，修订版Ｐ51）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「至（いた）って」是自动词「至る」的中顿形式，意思是“到～”

　　意思：到～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“到～地步”的「～に至って」讲完了，下一讲来说说表示“定义”的「～とは」。



  



【定义：～とは】



 上一讲我们把表示“到～地步”的「～に至って」讲完了，这一讲我们来说一说表示“定义”的「～とは」。



　　「とは」的「と」表示内容，我们一直在讲的「と」起的是引号的作用

　　「は」表示强调

　　句尾常接可以代替多数名词的「～ことだ」与主语相呼应



　　其实在汉语里，定义的时候不就是用冒号、引号，把内容放在引号里的么，日语也一样的

　　那么日语里的定义就是「～とは」或「～というのは」，都是可以的

　　「いう」就是说，「の」名词化

　　显而易见「～とは」比「～というのは」要简洁的多，自然也就被用得更多



「アクセサリー」とは、体につける飾りのことだ。

　　「あくせさりー」とは、からだにつけるかざりのことだ。

　　直译：“首饰”是这样一回事：戴在身上的装饰品。

　　意译：首饰的意思是戴在身上的装饰品。



<体に>表方向

　　（体につける）戴身上（的）

　　（体につける飾りの）戴身上的装饰品（的）

　　这里就是「～とは～ことだ」什么就是怎么一回事儿



　　其实还可以说成“装饰品就是这么一个东西”，那么，「こと」就可以被替换

　　而因为「こと」用得比较广，有些书上就会说「とは」就要跟「こと」一起用，其实不然

　　我们还可以说成：首饰就是这么一个东西，是一个叫做装饰品的东西

　　「アクセサリー」とは、体につける飾りのものだ。



　　但是「もの」是第三个选择，那还有个第二个是什么？

　　——先来中文：首饰是这么一个意思，就是装饰品的意思，那么「こと」就可以再被换成

　　「アクセサリー」とは、体につける飾りの意味です。



那么我们就知道了，「こと」是最常用的，除此之外还可以把「こと」具体化成：「意味」、「もの」....，而「もの」相对来讲是不常用的，可能有人会有疑问，觉得应该是「もの」用得更多的吧。

　　——这样来看，当我们说装饰品是一种东西的时候，这里的「飾り」本身就是指的是一物品，而「飾りのもの」装饰品的东西，不觉得别扭嘛，所以后边用「意味」或者「こと」更为合适。








「～とは」（旧版Ｐ37，修订版Ｐ52）

　　解释：「と」表示内容，在此起引号的作用

　　　　　「は」表示强调

　　注意：在定义时常出现以下表述方式“～是这么一回事”或“～是这样一个意思”，因此句尾常接「～ことだ（这么一回事）」或「～意味（いみ）だ（这样的意思）」

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“定义”的「～とは」讲完了，下一讲我们来说一说表示“动作的终结”的「ーたきり」。



  



【动作的终结：ーたきり】



上一讲我们把表示“定义”的「～とは」讲完了，这一讲我们来说一说表示“动作的终结”的「ーたきり」。



　　表示动作最后的一个终结，最常用的、最经典的就是「ーたきり」

　　「た」就是「しました」的那个「した」，做完了，之后

　　「きり」的意思是「きります」，是「切る」，是切

　　做完了以后把这个动作给切断，它的意思就是中断了之后再也没有做过此事



　　「切る」有两个关键的意思

　　第一：切的意思，就是切断了，切断的意思就是再也没有了，中断了

　　第二：还是切，这个指的是斩钉截铁，表示的是完全



　　那么，在「ーたきり」里就有两种东西出现，一个是大部分是表示动作的终结，再也没有了，还有一种就是表示的是完完全全



渡辺先生とは昨年／去年一度会ったきりです。

　　わたなべせんせいとはさくねん／きょねんいちどあったきりです。

　　直译：和渡边老师去年见过一面后动作中断再也没有见过。

　　意译：去年和渡边老师见过一面后再也没见过。



<昨年>　<一度>

　　「一度会ったきりです」是特别常用的，见过一次之后再也没见过了，这里是非常经典的日式思维，字面上你看不出“再也没见过”，但所表达的就是这样一个意思，它是通过「きり」来表达的



　彼は日本に行ったきりです。

　　かれはにほんにいったきりです。

　　他去了日本再也没回来了。

　　「行ったきりです」也是非常常用的（此为旧版例句）



（修订版例句）

　　彼女は日本に行ったきり、もう帰って来ない、と聞きました。

　　かのじょはにほんにいったきり、もうかえってこない、とききました。

　　直译：她去了日本，动作中断，再也不回来了，听说了。

　　意译：听说她去了日本再也不回来了。



　　祖父は階段から転んでから、ずっと寝たきりです。

　　そふはかいだんからころんでから、ずっとねたきりです。

　　直译：祖父从台阶上摔下来后一直睡着，动作完全保持此状态。

　　意译：祖父从台阶上摔下来后一直卧床不起。



<階段から>从台阶上

　　「転んで」摔下来

　　「から」之后



　　<ずっと>一直

　　「寝たきり」卧床不起，这也是特别常用的

　　「寝た」就是睡了

　　「きり」斩钉截铁的，完完全全地就那么睡着了



　　还有一种「2人きり」就两个人，这个是非常经典的，它既可以表示的是完全，也可以表示的是中断

　　「2人」两个人，用名词直接接续

　　就在两个人这个地方给它中断了，说明再也没有其他的人了，或者也可以说，完完全全两个人，那么就要翻成：就我们两个人








「－たきり」（旧版Ｐ37，修订版Ｐ52）

　　解释：「た」表示动作完了的“了”

　　　　　「きり」是他动词「切（き）る」的连用形，表示动作中断

　　意思：１、做了～之后动作中断，之后再也没有出现过此事

　　　　　２、做了～之后，动作完全保持此状态

　　注意：动词连用形（去掉「ます」）是动词也是名词

　　接续：动词的「た」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「った」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いた」（特例：行（い）く→行った）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「した」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んだ」

　　　　　一段动词去掉「る」直接加「た」

　　　　　サ变动词变「する」为「した」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きた」

这一讲我们把表示“动作的终结”的「ーたきり」讲完了，下一讲我们来说一说表示“对比”的「～は」和「～一方（いっぽう）／～一方で」。



  



【对比：～は、～一方（で）】


 上一讲我们把表示“动作的终结”的「ーたきり」讲完了，这一讲我们来说一说表示“对比”的「～は」和「～一方（で）」。



　　表示“对比”第一个出现的就是「は」，这个初级中已经讲过了

　　「は」有三个意思，其中的一个就是对比，对比的意思就是说它一定要有一对儿



日本に来て初めでのうちは日本語が全然わからなかったけど、今はだいぶわかってきた。

　　にほんにきてはじめでのうちはにほんごがぜんぜんわからなかったけど、いまはだいぶわかってきた。

　　直译：刚来日本的时候，日语全然不懂，但是现在相当懂了。

　　意译：刚来日本的时候一点儿也不懂日语，现在懂很多了。



（日本に来て初めでの）修饰「うち」

　　<日本に来て初めでのうち>时间状语，刚来日本的时候

　　<今は> <だいぶ>

　　要注意这里的「うちは」、「今は」这两个「は」，它俩儿是一对儿，对比



　　下一个「～一方（で）」，指一方和另一方



　　「一方」一方和另一方肯定是表示的是一种对照性的事物

　　任何一个东西实际上都是对照性的事物，前－后、上－下、左－右....都是对照的吧

　　「一方」是个名词，它的接续就按照名词的规则来接续



　　有的时候「一方」还可以用「一方で」，「で」的话就是「です」

　　那么，象这样名词后边加助词的时候就是告诉我们这是比较柔和的一种说法

　　当然，不用「で」的话语气就会显得正式生硬

　　还有就是，不用「で」的时候，一定要在「一方」后边加上逗号



最近高齢化が進んでおり、老人は増える一方、子供の数は減ってきている。

　　さいきんこうれいかがすすんでおり、ろうじんはふえるいっぽう、こどものかずはへってきている。

　　直译：最近高龄化一直进展，老人在增加的一方，孩子的数量在减少。

　　意译：最近高龄化越发严重，老人的数量在增加，另一方面孩子的数量在减少。



很明显，两个「は」的对比，以及「一方（で）」一方另一方的对比

　　<最近>时间状语

　　「高齢化が進んでおり」比较正式生硬的说法

　　「進んでおり」用动词连用形表中顿



　　「おり」是「います」的中顿，也就是说「しています」的中顿有两种

　　一种是「て」形，就要说「していて」

　　另一种是连用形去「ます」，就变成「してい」，但是，没有这么说法的。日语里不太喜欢单音节的词，所以这里就用了比「いる」更加老的说法，就是「おる」，那么也就变成了「しておる」→连用形的中顿就要说「しており」，两个音节的。








「～は」（旧版Ｐ38，修订版Ｐ53）

　　解释：「は」在两个小句子当中表示对比

　　注意：「は」还有表示“大主语”和“强调其他助词”的作用

　　　　　强调「を」和「が」时，换成「は」

　　　　　强调其他助词如「に」或「で」等时，后面加「は」，构成「には」、「では」等



　　「～一方（で）」（旧版Ｐ38，修订版Ｐ54）

　　解释：「一方（いっぽう）」是“一方”、“另一方”的意思

　　　　　「で」表示范围，意思是“在”

　　意思：在～方面～，在另一方面～

　　注意：常举出两个对照性的事物

　　准则：有时可以不用「で」，不用「で」时必须添加逗号，且语气正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词「である」；名词「である」



这一讲我们把表示“对比”的「～は」和「～一方（で）」讲完了，下一讲继续「～に対（たい）して」的讲解。



  



【对比：～に対して】


上一讲我们把表示“对比”的「～は」和「～一方（で）」讲完了，这一讲继续「～に対（たい）して」的讲解。



　　「対する」的意思是“对～”，那它可以是“对于”，也可以是“对比”，还可以是“对照”

　　在这个语法「～に対して」里它表示的是“对比”、“对照”

　　「に」就是“对于”的这个“于”，是这个对照或对比的对象，那么，它前边接续的就必须是名词，如果不是名词，那就把它名词化



　　就算你记不住这个接续，也没关系，你只要知道，「に」是助词，而助词前99%接的是名词，只有在某些比较特殊的语法里才会直接加谓语词。



（この植物の葉っぱは、）光に当てている面の色が濃いのに対して、当てていない面の色は薄い。

　　（このしょくぶつのはっぱは、）ひかりにあてているめんのいろがこいのにたいして、あてていないめんのいろはうすい。

　　直译：（这个植物的叶子，）光照的一面的颜色深，与其相对比，没有光照的一面的颜色淡。

　　意译：（这个植物的叶子，）光照的一面的颜色深，与其相对照，没有光照的一面的颜色浅。



注：例句开始处“（）”内为修订版例句补全的内容，此处讲解以旧版为例



　　<光に>表示方向

　　「当てる」大面积的接触

　　（光に当てている）现在正在与光进行大面积的接触，修饰「面」

　　「濃（こ）い」浓，「こ」的意思是过了，太过了



　　前半句的主干是「～対して」，那么，「に」前边儿的都要用尖括号括起来

　　「～対して」就是对～，「に」就是对于，与～相对照

　　挨着「に」前边的这个「の」，它的前边要划圆括号，也就是说，这里的这个「の」它是名词化，它前边都是定语，是用来修饰「の」这个名词的



　　（当てていない）没有光照的，修饰「面」

　　「薄（うす）い」的「う」就是无，没有

　　「す」是轻，「サ」行表示轻快，又没有又轻肯定就是淡的、薄的








「～に対して」（旧版Ｐ38，修订版Ｐ54）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「対（たい）して」是自动词「対する」的中顿形式，意思是“对象”或“对比”

　　意思：“对于～”或“与～相对比”，此处是后者

　　接续：名词



这一讲我们把表示“对比”的「～に対して」讲完了，下一讲继续「～にひきかえ」的讲解。



  



【对比：～にひきかえ】



上一讲我们把表示“对比”的「～に対して」讲完了，这一讲继续「～にひきかえ」的讲解。



　　「～にひきかえ」之前在一级被考到的多，现在二级的考试中就能见到它，比较常考的语法

　　它的特点是正式生硬，因为它是用动词的连用形来表示的一个中顿

　　中顿的表示，连用形较「て」形要来得正式生硬



　　「ひきかえ」是他动词「引き換える」的连用形

　　「引き換える」的意思就是：我把你的东西拿过来，再把我的东西还回去——>交换

　　「に」表示要交换的、要对比的，要对照的...对象

　　「に」前接续的肯定就是名词了（格助词前绝大多数情况下接的是名词）



先月日常用品の売り上げが著しく伸びたのにひきかえ、食料品の売り上げは落ち込んだ。

　　せんげつにちじょうようひんのうりあげがいちじるしくのびたのにひきかえ、しょくりょうひんのうりあげはおちこんだ。

　　直译：上月日用品的销售额显著地增长，与此相对照，食品的销售额下降了。

　　意译：上月，日用品的销售额有显著的增长，与此相反，食品的销售额下降了。



<先月>时间状语，什么时候

　　（日常用品の）修饰「売り上げ」，什么样的东西

　　<著（いちじる）しく>副词，从「く」看出来，怎么样地



　　「いち」是一

　　「じるしい」ー「しるし」ー「印」是印记

　　那么，就是第一个印记，第一个印记就是著名的



　　前半句的主干是「売り上げが伸びた」销售额增长

　　「の」名词化「先月日常用品の売り上げが著しく伸びた」

　　前半句「に」前的<先月日常用品の売り上げが著しく伸びたの>是要交换、对比的对象



　　（食料品の）修饰「売り上げ」

　　「落ち込んだ」下降了

　　这个例句最好能记下来，因为听力里经常会考一些增长、下降之类的








　「～にひきかえ」（旧版Ｐ39，修订版Ｐ55）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「ひきかえ」是自动词「引（ひ）き替（か）える」的中顿形式，意思是“对换”

　　意思：与～相对照

　　接续：名词



这一讲我们把表示“对比”的「～にひきかえ」讲完了，下一讲我们来说一说表示“放置不管”的「ーっぱなし」。



  



【放置不管：ーっぱなし】


上一讲我们把表示“对比”的「～にひきかえ」讲完了，这一讲我们来说一说表示“放置不管”的「ーっぱなし」。



　　“放置不管”就是用“放”这个动词来表达的，要念成「放（はな）す」



　　这里是把「放す」变成了连用形「放し」，前边爆破音就变成「ぱなし」，再往前有个促音，这个促音就是加强语气。

　　既然把「放す」变成了连用形「放し」，那它前边就一定也要是连用形

　　要注意的是：这里是把它当成名词，要知道动词的连用形也是名词



主人は家事を一切しない。新聞は広げっぱなしにしているし、脱いだ上着もソファーに置きっぱなしにしている。全く、あきれたよ。

　　しゅじんはかじをいっさいしない。しんぶんはひろげっぱなしにしているし、ぬいだうわぎもそふぁーにおきっぱなしにしている。まったく、あきれたよ。

　　直译：我丈夫家事一切不干。报纸摊开着，脱了的外套扔在沙发上不管。真是的，服了。

　　意译：我丈夫家务活一点儿都不干。报纸摊开着，脱了的外套也扔在沙发上不管。简直服了。



「一切しない」什么都不干

　　「新聞は」的「は」实际上代替的是「を」，就是「～を～にする」把什么当成什么，这里因为要强调，所以就把「を」换成「は」了。



　　「広げっぱなし」是动词「広げる」的「ます」形，去掉「ます」后加上「っぱなし」

　　促音和爆破音都能让人感觉语气的强，「広げっぱなし」作为一个整体以名词的方式出现

　　这里是指把报纸弄成是摊开着的样子



　　（脱いだ）修饰「上着」上衣

　　<ソファーに>状语，沙发上

　　这个「ぱなし」经常会被用于：把～当成～，即「～を～っぱなしにする」



電気を付けっ放しにする。

　　でんきをつけっぱなしにする。

　　灯开着不关。



「あきれた」的「あ」是指比如我一直在张着这个嘴“啊～～～～”，这样（抓狂涅，，，）

　　「きれる」的意思是能够中断

　　「あきれた。」就是指，服了、无奈了








「ーっぱなし」（旧版Ｐ40，修订版Ｐ56）

　　解释：「ぱなし」是他动词「放（はな）す」的连用形，作名词用，与前面的动词的连用形一起构成复合名词

　　　　　促音起加强语气的作用

　　意思：放置不管

　　注意：语气消极

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）



这一讲我们把表示“放置不管”的「ーっぱなし」讲完了，下一讲我们来说一说表示“非常，极其”的「～あまり」和「～の至（いた）りで」。



  



【非常，极其：～あまり、～の至りで】


上一讲我们把表示“放置不管”的「ーっぱなし」讲完了，这一讲我们来说一说表示“非常，极其”的「～あまり」和「～の至（いた）りで」。



　　先看「～あまり」

　　「～あまり」是「余（あま）る」的连用形

　　「あ」是上，「ま」是满，已经满了还要再往上，那就是过了，要翻成：过于～



　　这个语法是用一个名词来做语法（动词的连用形也是名词）

　　那么，这个语法后边一般是要点逗号的，因为它不太加助词



志望大学に受かって、嬉しいあまり、泣いてしまった。

　　しぼうだいがくにうかって、うれしいあまり、ないてしまった。

　　直译：考上了想要考的大学，过于高兴，哭了。

　　意译：考上了理想的大学，因为过于高兴，结果哭了。



<志望大学に>目标，想考上的目标

　　「受かる」考上～、考合格～，自动词

　　（嬉しい）修饰「あまり」过于高兴

　　这里也可以用「嬉しさ」来修饰，「嬉しさのあまり」



　　下一个「～の至（いた）りで」，又是一个在一、二级语法中常考的



　　「至り」是「至る」的连用形，也是作为名词用，就算你看不出它是作为名词来用，那它前边的这个「の」也应该能给你提示了。

　　这样的话，那前边的接续就很明显了，肯定是名词了，后边的「で」是「です」的中顿



　　那么，「～の至りで」就要翻成：～之至

　　在中文中，要说什么什么之至的，一般也是比较高级的，或者说是比较难的一种说法



若気の至りで、生意気なことを言ってしまい、申し訳ございません。

　　わかげのいたりで、なまいきなことをいってしまい、もうしわけございません。

　　直译：年轻之至，说了自以为是的话，非常抱歉。

　　意译：我太幼稚了，出言不逊，非常抱歉。



「若気の至りで」幼稚之至，这是个非常常用的短语

　　「で」的话就是「です」

　　「生意気（なまいき）」也是非常常用的，意思是很自负、自以为是

　　「言ってしまい」说出来了








「～あまり」（旧版Ｐ40，修订版Ｐ56）

　　解释：「あまり」是自动词「余（あま）る」的连用形，作名词用

　　意思：过于～

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～の至りで」（旧版Ｐ40，修订版Ｐ57）

　　解释：「の」是“的”的意思

　　　　　「至り」是「至る」的连用形，作名词用

　　　　　「で」是「です」的中顿形式

　　意思：～之至

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“非常，极其”的「～あまり」和「～の至（いた）りで」讲完了，下一讲继续「～限（かぎ）りだ」和「～のきわみ」的讲解。



  



【非常，极其：～限りだ、～のきわみ】



上一讲我们把表示“非常，极其”的「～あまり」和「～の至（いた）りで」讲完了，这一讲继续「～限（かぎ）りだ」和「～のきわみ」的讲解。



　　先看「～限（かぎ）りだ」，它在一级里特别常考，同时也是在日常生活中特别常用的

　　嬉しい限りです。／光栄の限りです。

　　うれしいかぎりです。／こうえいのかぎりです。

　　极其高兴。／极其荣幸。



　　「限り」是「限（かぎ）る」的连用形

　　「か」就是加

　　「ぎる」就是「切（き）る」，就是切断，不再加了，不能再加了，所以就是一种极限



この度、皆様のお世話をさせていただきまして、光栄の限りです。

　　このたび、みなさまのおせわをさせていただきまして、こうえいのかぎりです。

　　直译：此次，大家的照顾的事情请让我来做，极其光荣。

　　意译：非常荣幸此次能够负责照顾大家。



这个例句通常是志愿者、导游或翻译什么的会说得比较多

　　例句里还有一个非常关键的语法：「させていただきます」请您让我去做

　　「させていただきます」就是「します」非常有礼貌的一种表达方式



　　下一个是「～のきわみ」，它的语气正式生硬



　　「わ」是完的意思

　　「きわみ」写的汉字是「極み」，完了，到头了，那就是“极限”的意思

　　「極み」本身就是个名词，它前边再加上个「の」，那这个接续应该非常清楚了吧



遠いところからわざわざお越しいただきまして、恐縮の極みでございます。

　　とおいところからわざわざおこしいただきまして、きょうしゅくのきわみでございます。

　　直译：从远道特地您来，极其过意不去。

　　意译：您特地远道而来，非常过意不去。



<遠いところから>从很远的地方，状语

　　<わざわざ>特地，副词



　　「お越（こ）す」是您来

　　「いただきまして」是请

　　「お越しいただきまして」我们请您来，实际上就是您特地而来，只不过日本人在日语里的说法，它会那么拐弯抹角点儿，显得比较有礼貌一点儿....








「～限りだ」（旧版Ｐ41，修订版Ｐ57）

　　解释：「限（かぎ）り」是自动词「限る」的连用形，作名词用有，意思是“极限”

　　　　　「だ」是「です」的简体形，表示“是”

　　意思：极其～

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～のきわみ」（旧版Ｐ41，修订版Ｐ58）

　　解释：「の」是“的”的意思

　　　　　名词「きわみ」的汉字是「極み」，表示“极限”

　　意思：极其～

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“非常，极其”的「～限（かぎ）りだ」和「～のきわみ」讲完了，下一讲继续「ーきわまりない」和「ーきわまる」的讲解。



  



【非常，极其：ーきわまりない、ーきわまる】


上一讲我们把表示“非常，极其”的「～限（かぎ）りだ」和「～のきわみ」讲完了，这一讲继续「ーきわまりない」和「ーきわまる」的讲解。



　　先是「ーきわまりない」

　　「きわまり」是「極（きわ）まる」的连用形，作名词用，「わ」是“完”，那么意思就是“极限”

　　「ない」就是“没有”

　　那么就是：没有比它更加极限的东西了，你要看着别扭，那就记俩儿字：无极（都没有极限了，那不就是非常特别的怎样怎样了么



　　「ーきわまりない」要求前边要接的是形容动词，很特殊的一个语法



　　比较常用的有

危険極まりない

　　きけんきわまりない　非常危险

　　失礼極まりない

　　しつれいきわまりない　非常失礼

　　不愉快極まりない

　　ふゆかいきわまりない　非常不愉快



「ーきわまりない」接续的一般都是表示不太好的、消极的一些形容动词



信号を無視して突っ走るなんて、危険極まりない。

　　しんごうをむししてつっぱしるなんて、きけんきわまりない。

　　直译：无视信号灯，猛跑，极其危险。

　　意译：不看红绿灯猛跑太危险了。



这个例句还有一个语法是「なんて」，它是作为助词出现的

　　「なんて」表示两种语气，一种是惊讶；一种是消极，其实在“消极”里边还会有很多种的语气，它最常用的一种消极的语气就是轻视。



　　「信号を無視して」表示不看红绿灯、闯红灯都可以这么说

　　「突っ走る」“嗖”的一下就跑出去了，就是猛跑

　　「危険極まりない」太危险了，极其危险



　　下一个「ーきわまる」

　　「きわまる」的接续也是很特别的，就是：它前边要直接加形容动词，然后后边修饰名词

　　意思也是没有比～更～的了

彼の無礼極まる態度に腹が立った。

　　かれのぶれいきわまるたいどにはらがたった。

　　直译：对于他的极其无礼的态度，生气。

　　意译：对他的极其无理的态度感到非常生气。



（彼の無礼極まる）修饰「態度」

　　<彼の無礼極まる態度に>对象，对于他的极其无礼的态度

　　「腹が立った」生气








「ーきわまりない」（旧版Ｐ41，修订版Ｐ58）

　　解释：「きわまり」是自动词「極（きわ）まる」的连用形，作名词用，意思是“极限”

　　　　　「ない」是“没有”的意思

　　意思：没有比～更～的了

　　语气：正式

　　接续：形容动词词干



　　「ーきわまる」（旧版Ｐ42，修订版Ｐ58）

　　解释：自动词「極（きわ）まる」表示“极限”

　　意思：没有比～更～的了

　　语气：正式

　　接续：前接形容动词词干，后面修饰名词



这一讲我们把表示“非常，极其”的「ーきわまりない」和「ーきわまる」讲完了，下一讲继续「～といったらありはしない」的讲解。



  



【非常，极其：～といったらありはしない】



上一讲我们把表示“非常，极其”的「ーきわまりない」和「ーきわまる」讲完了，这一讲继续「～といったらありはしない」的讲解。



　　这又是个一级里常考的语法

　　「～といったらありはしない」的「と」表示的是内容

　　「いった」的原形是「言う」

　　「たら」表示如果



　　「あり」就是「あります」，是有

　　「しない」就是「する」的否定

　　直译就是：要是说成什么什么的话，都根本没有这样的情况



　　「～といったらありはしない」在口语里经常会被说成「～といったらありゃしない」

　　「ありは」就变成了「ありゃ」

　　更难一点的是「～といったらない」，这些都是在一级里比较难的说法，但它们更加接近口语

　　一般情况下，它们接消极的情况会比较多，也就是翻成：简直太什么什么了



二時間も待たされて、けしからんといったらありはしない／といったらありゃしない／といったらない。

　　にじかんもまたされて、けしからんといったらありはしない／といったらありゃしない／といったらない。

　　直译：被让等了两个小时，如果说不像话，这种事都不可能有。

　　意译：让我等了两个小时，简直太不像话了。



「二時間も待たされて」用了使役被动，使役被动就是我等了，但是是一种特别不情愿等的

　　「けしからんといったらありゃしない。」简直太不像话了。这个句子是非常非常常用的



　　另：修订版中还给出下面这个例句，接的是积极的情况（赞美应该是积极的吧），但小结并没有就此做出说明，根据上面安老师提到的“一般情况下....”以及小结的内容，那么Lin的理解就是除了「～といったらありゃしない」一般情况下接的是消极的外，另外两个都可以接。



雨の後の虹の美しさといったらなかった。

　　あめのあとのにじのうつくしさといったらなかった。

　　直译：雨后的彩虹，说到美丽，这种事情都没见过。

　　意译：雨后的彩虹简直太漂亮了。








「～といったらありはしない」（旧版Ｐ42，修订版Ｐ59）

　　解释：「と」表示内容

　　　　　「いったら」是「言（い）う」加上了表示“如果”的「たら」

　　　　　「あり」是「有（あ）る」的连用形，作名词用

　　　　　「は」强调了「が」

　　　　　「しない」是能代替大多数动词的「する」的否定形

　　直译：如果说到～，这种情况都不可能有

　　意译：简直太～

　　口语：常用「～といったらありゃしない」（多用于消极事物）和「～といったらない」

　　接续：名词；形容词基本形；形容动词词干；动词基本形



这一讲我们把表示“非常，极其”的「～といったらありはしない」讲完了，下一讲我们来说一说表示“反复做”的「ーては、ーては」。



  



【反复做：ーては、ーては】



上一讲我们把表示“非常，极其”的「～といったらありはしない」讲完了，这一讲我们来说一说表示“反复做”的「ーては、ーては」。



　　「ーては、ーては」的「て」是动词的「て」形，它表示的是一种中顿，「は」是强调



休みの日はいつも食べては寝、食べては寝、している。

　　やすみのひはいつもたべてはね、たべてはね、している。

　　直译：休息日总是吃了睡，睡了吃，在做着。

　　意译：休息日总是吃了睡，睡了吃。



咱国人一般就“我吃了睡，睡了吃”这样说，而日语更简单，就重复「食べては寝」

　　<休みの日は>表示时间

　　<いつも>副词，总是／经常是，作状语



　　这个例句就要认识「食べては寝、食べては寝」这个地方

　　「食べて」这里一个逗号，对吧，「て」形嘛，我吃了

　　「は」是强调，我吃了以后，——干嘛？——我「寝」



　　「寝」是动词的连用形，动词的连用形既是动词也是名词

　　那么这里就是前边用动词的「て」形后边跟上动词的连用形

　　这样，再把「食べては寝、食べては寝」整个当成一个名词



　　但是，一个句子不能以名词来结句，必须要以谓语来结句

　　那么后边就用上了「する」，做这个吃了睡，睡了吃的动作

　　同时要表示这个动作是一段时间的持续，因此就变成了「食べては寝、食べては寝、している」








「ーては、ーては」（旧版Ｐ42，修订版Ｐ60）

　　解释：动词的「て」形表示中顿

　　　　　「は」表示强调

　　意思：做了～后做～，做了～后做～

　　注意：后接动词的连用形作为名词，把整个搭配看成是一个名词从句，后面再接动词

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行（い）く→行って）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」直接加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」



这一讲我们把表示“反复做”的「ーては、ーては」讲完了，下一讲我们来说一说表示“方法”的「ーかた」。



  



【方法：ーかた】



上一讲我们把表示“反复做”的「ーては、ーては」讲完了，这一讲我们来说一说表示“方法”的「ーかた」。



　　「かた」的汉字是写成「方」，这个初级时已经学过了

　　「この方」、「その方」、「あの方」，这位、那位

　　关于「かた」，一定要记一个动词的连用形，加上「かた」，构成一个复合的名词



　仕方、やり方、使い方、教え方、言い方

　　しかた、やりかた、つかいかた、おしえかた、いいかた

　　做法、办法、用法、教法、说法



いくら後悔したって、もう仕方がない。

　　いくらこうかいしたって、もうしかたがない。

　　直译：不管多少次后悔，已经没办法了。

　　意译：不管怎么后悔都没办法了。



这个例句里还有一个二级语法：いくら～たって

　　「たって」＝「ても」，表示即使

　　「いくら後悔したって」就是「いくら後悔しても」



　　当然，没有哪两个词的意思是完全一样的，否则另一个就没有存在的意义了

　　那么，它们之间的不同点在哪儿呢？

　　——「たって」更加口语化

　　其实，你只要见到促音就应该反应：第一，它是在加强；第二，它是口语



　　我们除了经常会说「もう仕方がない」已经没办法了，还会说「もうしようがない」

　　那么「仕方がない」和「しようがない」都是表示的是一种方法、办法

　　就象中文中的“方法”和“办法”是不完全一样的一样，日语里也不一样，这个下一讲再说








「ーかた」（旧版Ｐ43，修订版Ｐ60）

　　解释：「かた」的汉字是「方」

　　意思：方法

　　注意：着重途径

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）构成复合名词



这一讲我们把表示“方法”的「ーかた」讲完了，下一讲继续「ーよう」的讲解。



  



【方法：ーよう】


上一讲我们把表示“方法”的「ーかた」讲完了，这一讲继续「ーよう」的讲解。



　　「よう」要写汉字的话，写成「様」，就是一种“样子”

　　「よう」的话前边也是要加动词连用形来构成复合名词

　　它比上一讲的「ーかた」、「～しかた」的语气要生硬一些，相对来讲常在一级中被考到



　　还有，「かた」的话既可以表示“方法”，也可以表示“办法”，它相对柔和

　　而「よう」不完全表示的是“方法”，关键的是它表示的是“办法”

　　比如，“我没办法用”和“我没方法用”可是不一样的



　　「使（つか）い方（かた）」用的方法、使用方法

　　「使いよう」用的办法

　　可能大家眯着觉得，这不都一样的嘛？

　　——不一样哦～～



比如这儿有块抹布，已经用了好长时间了，我看着它已经是没法用的样子了，这时你就不能用“方法”，你只能用“样子”

　　「使いようがない」没有办法了（不能用了，扔掉吧！～～这里你总不能说，“没有方法了”吧）



本のタイトルさえわかれば、探しようがあるけど...

　　ほんのたいとるさえわかれば、さがしようがあるけど...

　　直译：只要知道书的名字，就有办法找。

　　意译：只要知道书的名字就有办法找。



「探しようがある」找的样子有，就有办法去找

　　但是，这里要是换成「探し方がある」就不行，「方」是找的各种各样的方式、方法

　　而「よう」是「様」，是样子，有一个样子就能去找，就有办法去找








「ーよう」（旧版Ｐ43，修订版Ｐ61）

　　解释：「よう」的汉字是「様」

　　意思：办法

　　注意：着重状态

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）构成复合名词



这一讲我们把表示“方法”的「ーよう」讲完了，下一讲继续「～を以（もっ）て」的讲解。



  



【方法：～を以て】


上一讲我们把表示“方法”的「ーよう」讲完了，这一讲继续「～を以（もっ）て」的讲解。



　　「～を以て」的「以て」实际上就是「持つ」，就是拿

　　现在把它变成「て」形写成固定的，作为一个固定的写成「以」

　　「～を以て」就是以什么什么方式、以什么样的形式



　　在咱汉语里的“以”，可以查到，第一个表示的是介词，意思就是拿和用，比如以～方式

　　第二个表示的是一种凭借或前提，比如以貌取人，实际上不也是一种方法么

　　第三个表示的是以～样的身份/资格，实际上也还是一种方法或状态

　　第四个表示的是一种在～，比如以1901年，就是在1901年

　　第五个表示的是一种比较，比较的要素（以～为标准），比如其时间以下午为佳



　　大家可能觉得，这不是日语课嘛，怎么讲起中文来了？

　　——别忘了，日语文字源自中文

　　中文是这样，那日语也一样，汉语能说“以～”，日语也能

（在安老师看来，不管学哪门外语，首先要先把母语学好，母语水平高，外语水平才会高）



身を以て

　　みをもって　以身作则

　　１８時を以て

　　じゅうはちじをもって　以18点为期限

　　実力を以て

　　じつりょくをもって　凭借实力（以实力怎样怎样...）



審査の結果は書面を以てお知らせいたします。

　　しんさのけっかはしょめんをもっておしらせいたします。

　　直译：审查的结果，以书面，通知。

　　意译：审查的结果以书面形式通知。



「審査の結果」审查结果

　　这是一种比较难的说法，「書面を以て」以书面形式

　　「お知らせいたします」自谦说法，就是我来通知你们



　　近两年出现一种说法，是「以てのほか」，「ほか」写成汉字即可以是「他」也可以是「外」

　　「もって」写成「以」，「ほか」写成「外」，那就变成了「以外」

　　「以ての外」经常会被翻成岂有此理——常理以外/之外的东西——不就是岂有此理么








「～を以て」（旧版Ｐ43，修订版Ｐ61）

　　解释：「を」接在他动词前表示的是“把”

　　　　　「以（もっ）て」是他动词「もつ」的中顿形式，意思是“以～”

　　意思：以～的方法

　　注意：可表示“方法”或“开始或结束的界限”

　　　　　例如：１８時を以て終了します。

　　　　　　　　じゅうはちじをもってしゅうりょうします。

　　　　　　　　18点结束。



这一讲我们把表示“方法”的「～を以（もっ）て」讲完了，下一讲我们来说一说表示“方面”的「～上で」。



  



【方面：～上で】


上一讲我们把表示“方法”的「～を以（もっ）て」讲完了，这一讲我们来说一说表示“方面”的「～上（うえ）で」。



　　「～上で」的「で」表示的是一种范围

　　「～上で」经常会前接「する」，就是动词的一般现在时，用一般现在时表示的就是一般性的状况，也就是说，我一般都这样



　　「～上で」在什么什么上，就是表示的是：在什么什么方面上

　　为什么要说是“方面”呢？

　　——因为「で」表示的是一种范围，范围就是一个面



適当な運動をするのは、健康と美容を保つ上で大切な一環だと見られる／見られている。

　　てきとうなうんどうをするには、けんこうとびようをたもつうえでたいせつないっかんだとみられる／みられている。

　　直译：做适当的运动，在保持健康和美容上，被看作是重要的一环。

　　意译：适当的运动在保持健康和美容上，被看作是重要的一环。



（適当な運動をする）修饰名词「の」

　　这里也可以把「の」换成「こと」，做适当的运动这件事情



　　「～と見られる」什么什么是被看成什么什么

　　「と」就是一引号

　　引号里边是「健康と美容を保つ上で大切な一環」



　　（健康と美容を保つ）修饰「上」

　　<健康と美容を保つ上で>状语，在保持健康和美容这一方面

　　（大切な）修饰「一環」，很重要的一环

　　在引号里边的主干就是「一環だ」








「～上で」（旧版Ｐ44，修订版Ｐ61）

　　解释：「上（うえ）」表示“上面”

　　　　　「で」表示范围

　　意思：在～上

　　接续：动词一般现在时的基本形（表示一般性的状态）



这一讲我们把表示“方面”的「～上（うえ）で」讲完了，下一讲继续「～点（てん）で」的讲解。



  



【方面：～点で】



 上一讲我们把表示“方面”的「～上で」讲完了，这一讲继续「～点で」的讲解。



　　「点（てん）」表示的是点

　　「で」表示的是在

　　「点」是名词的话，那前边的接续应该大家都会了



あの二人はせっかちだという点では共通している。

　　あのふたりはせっかちだというてんではきょうつうしている。

　　直译：那两个人，在性急这点上，共通。

　　意译：那两个人都性急。



　这句话的主干是「あの二人は共通している」那两个人是共通的/是一样的。

　　是什么一样？

　　——<せっかちだという点では>地点状语，在～点上



　　什么点上？

　　——「せっかちだ」

　　（せっかちだという）修饰「点」



　　「せっかち」的「せ」在「サ」行，而「サ」行表示的是轻快

　　「か」表示火

　　「ち」可以把它想成是一种兴致，「ち」的话就是「気持ち」，是一种感觉，感觉特快、特火，——那就是急，性急



　　（另：修订版中在该系列增加了「～において」，因本课程以旧版书为授课教材，该内容在本系列中没有被单独讲解到，这里将「～において」的相关内容列在小结内）






「～点で」（旧版Ｐ44，修订版Ｐ62）

　　解释：「点（てん）」表示“点”

　　　　　「で」表示范围

　　意思：在～点上

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



　　「～において」（旧版只在P149表示“在”的系列里出现，修订版Ｐ62）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「おいて」是自动词「於（お）く」的中顿形式，意思是“于”

　　意思：于～

　　语气：正式

　　接续：时间、地点、状况、团体等名词

　　例句：どんな時代においても、老人を労わる気持ちを忘れてはならない。

　　　　　どんなじだいにおいても、ろうじんをいたわるきもちをわすれてはならない。

　　　　　直译：不管在什么样的时代，尊老的心情忘了不成。

　　　　　意译：不管是什么时代都不能忘记尊老。



这一讲我们把表示“方面”的「～点で」讲完了，下一讲继续「～にかけては」的讲解。



  



【方面：～にかけては】


上一讲我们把表示“方面”的「～点で」讲完了，这一讲继续「～にかけては」的讲解。



　　「～にかけては」的「かける」前边已经讲过，意思是大面积的覆盖，是一个面

　　那么「に」就是大面积的覆盖在什么上，表示的是一种方向

　　「かけて」动词「て」形

　　「は」表强调，一般不会被省略，因为强调的是其中的一个方面，至于其他的那就不知道了



　　这里要注意的是「～にかけては」不是所有的情况都可以用上它，它的使用是有一定限制的

　　它一般会被用在，比如：我在～方面是不输给别人的／是很优秀的／是很突出的／是有才能的....，诸如此类的说法中，也就是说，后边一般都会跟上一些比较积极的言词



彼は経営にかけては優れた才能を発揮している。

　　かれはけいえいにかけてはすぐれたさいのうをはっきしている。

　　直译：他在经营方面，发挥着优秀的才能。

　　意译：他在经营方面发挥着杰出的才能。



<経営にかけては>在经营方面，强调的是“在经营这一方面”，别的我不知道，也不管

　　「優れた」这里注意一下，日语动词的「た」有两个意思：“的”和“了”，这里是“的”

　　你可能会有疑问，这里干嘛不用一般现在时「優れる」呢？



　　——这里就有个非常关键的日式思维的语法：

自动词在修饰名词的时候要变成过去式，而变成过去式的时候就是变成「た」形，而变成「た」形的这个词翻成汉语时一定是变成形容词，起形容词作用。



「優れる」要修饰名词，就要变成「優れた」，就是因为这个「た」要体现的就是“的”

　　因为这个「た」是“的”，那么「優れた」后边才接名词「才能」，优秀的／杰出的才能



　　另外，这里还可以这样说「～にかけては誰にも負けない」谁都不输　

（私は）日本語にかけては、誰にも負けない。

　　（わたしは）にほんごにかけては、だれにはまけない。

　　我在日语方面我谁都不输给。



就是大家要知道它一般是说成：在～方面不输给／突出／优秀...，实际上，这些东西都是通过「は」这个强调来体现的。








「～にかけては」（旧版Ｐ44，修订版Ｐ63）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「かけて」是他动词「かける」的中顿形式，意思是“大面积的覆盖”

　　　　　「は」表示强调

　　意思：在～方面

　　用于：比较于其他方面，在某方面特别突出

　　接续：名词



这一讲我们把表示“方面”的「～にかけては」讲完了，下一讲我们来说一说表示“符合”的「～だけ」和「～だけあって」。



  



【符合：～だけ、～だけあって】


上一讲我们把表示“方面”的「～にかけては」讲完了，这一讲我们来说一说表示“符合”的「～だけ」和「～だけあって」。



　　“符合”里有几个表示等号的说法，而表示等号的说法在日语里是非常关键的。



　　「だけ」是非常经典的助词

　　它80%的意思表示的是数量少

　　10%表示的是数量中，就是符合，就是那个“＝”，就是这一讲要讲的

　　10%表示的是数量多



くたびれて、お風呂に入るだけの元気も出ない。

　　くたびれて、おふろにはいるだけのげんきもでない。

　　直译：累死了，与洗澡相应的力气都不出。

　　意译：累死了，连洗澡的力气都没有了。

「くたびれて」累死了

　　「く」是「草（くさ）」，是草

　　「た」就是躺，就是累得就算有一摊草，我也躺到那上面了



　　<お風呂に>的「に」表示方向，由后边的「入る」进入到哪儿来决定

　　「だけ」表示等号

　　「の」是由于后边还要加名词用的

　　（お風呂に入るだけの）修饰「元気」



　　当「だけ」表示等号的时候，一定是中高级语法，如果你只是初级的学生，应该只会这样说：お風呂に入る元気も出ない。



　　下一个「～だけあって」

　　「だけ」就是等号

　　「あって」就是「あります」，就是「ある」，就是“有”，有这么个等号



　　「～だけあって」通常是跟「さすがに」“不愧是～”一起接：「さすがに～だけあって」



さすがに専門家だけあって、見方が鋭いね。

　　さすがにせんもんかだけあって、みかたがするどいね。

　　直译：不愧有符合专家的东西，看法敏锐。

　　意译：不愧是专家，看法真敏锐。



「見方」看法

　　「鋭（するど）い」非常敏锐的

　　「する」就是磨

　　「ど」就是多，一直去很多地去磨它，那么这个东西就会变得非常的尖锐



さすがにいい先生だけあって、教え方が上手。

　　さすがにいいせんせいだけあって、おしえかたがじょうず。

　　他不愧是个好老师，教的就是好（教法很棒）。



「さすがに」不愧

　　「いい」好的

　　「だけ」符合、等号

　　「あって」有

　　有符合于一个好的老师的特性的一个东西，这个东西就是——「教え方が上手」








「～だけ」（旧版Ｐ45，修订版Ｐ63）

　　解释：助词「だけ」表示多、中、少三个数量段

　　　　　此处表示相应或符合，可以理解为“＝”



　　「～だけあって」（旧版Ｐ45，修订版Ｐ63）

　　解释：「だけ」在此表示“相应”或“符合”，可以把它看作是“＝”

　　　　　「あって」是「有（あ）る」的中顿形式

　　直译：不愧有符合于～的～

　　意译：不愧是～

　　注意：常与「さすがに」搭配

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词；名词



这一讲我们把表示“符合”的「～だけ」和「～だけあって」讲完了，下一讲继续「～たる」的讲解。



  



【符合：～たる、ーなり】


上一讲我们把表示“符合”的「～だけ」和「～だけあって」讲完了，这一讲继续「～たる」和「ーなり」的讲解。



　　「たる」的话，可以把它想成是「とある」的音变，也就是有什么什么一个东西

　　或者你不把它看成是助词「と」＋动词「ある」的音变，就直接把它想成是一个单词

　　把「たる」的「た」想成是“多”，「る」是“长”，那么它经常会被写成的汉字是「足る」



　　那么这个「足る」就是满足于～，既然是满足于～，那是不是可以把它看成是等于～呢？

　　——Ａ满足于Ｂ，那也就是说Ａ＝Ｂ

　　那么「足る」的意思就可以理解为是等于，其语气正式生硬，这个，在一级里经常被考到



教師たる者は、常に知識を追求しなければならない。

　　きょうしたるものは、つねにちしきをついきゅうしなければならない。

　　直译：等于教师之者，如果不经常追求知识不成。

　　意译：作为教师不经常求知是不行的。



（教師たる）修饰「者」

　　足于教师的人，也就是符合于教师名称的人，等于教师的人 ——> 翻成：作为教师

　　<常に>状语，通过「に」看出是副词

　　「しなければならない」不去做……就不成 ——> 也就是：必须



　　下一个「ーなり」

　　「なり」有两种理解方式，其实这两种方式都是源于其中的一个方式（派生）



　　第一种方式是把它理解成是「なります」，表示成为的这个「なる」的连用形，做名词用

　　它的意思是成为，成为的话就是符合，就是是，就是等号



　　第二个意思是「也（なり）」，这是非常关键的意思

　　日语汉字的「也」，音读要念成「や」，训读是「なり」

　　在汉语的古文中，“也”是表示“是”的意思



　　不管是把「なり」理解成“成为”也好，“是”也好，在古代，它俩就是一回事儿

　　那么，它的意思就是：成为谁谁谁的方式，是谁谁谁的方式，也就是按照谁的方式

　　它很关键的一点在于，它前边直接加名词，后边跟名词时得加「の」，加「に」时做副词...，其实大家要这么记忆的话，就很麻烦了...，与其死记接续不如直接记短语或者句子



私は自分なりの考えを申し上げただけです。

　　わたしはじぶんなりのかんがえをもうしあげただけです。

　　直译：我只不过陈述了是我自己的想法。

　　意译：我只不过陈述了自己的想法。



（自分なりの）成为自己，修饰「考え」想法

　　「自分なりの考え」成为我自己的想法、是我自己的想法，一、二级考试中经常被考到的

　　「申し上げた」就是「申し上げました」，呈上了，就是一种陈述，非常自谦的一种说法

　　「だけ」只不过



子供は子供なりに自分の世界を持っている。

　　こどもはこどもなりにじぶんのせかいをもっている。

　　直译：孩子们按照自己的方式，拥有着自己的世界。

　　意译：孩子们拥有自己的世界。



这句话的主干是「子供は世界を持っている。」孩子们拥有一个世界。

　　拥有一个什么世界？——「（自分の）世界」自己的世界

　　怎样拥有自己的世界的？——<子供なりに>，成为孩子的，是孩子的，按照孩子的方式的



　　「子供なりに」要把名词变成副词时，最简单的就是在它后边加上个「に」，让它成为副词

　　还有，我们在日常生活中经常会听到比如「それなりに」，成为他自己，就是“是那样”








「～たる」（旧版Ｐ45，修订版Ｐ64）

　　解释：「たる」的汉字是「足る」

　　直译：“足于～”或“相当于～”

　　意译：“是”，可以理解为“＝”

　　语气：正式

　　接续：前后接名词



　　「ーなり」（旧版Ｐ46，修订版Ｐ64）

　　解释：「なり」在古语当中是表示断定的「也（なり）」，意思是“是”

　　直译：是～

　　意译：按照～自身的方式

　　注意：在此作名词使用

　　接续：名词



这一讲我们把表示“符合”的「～たる」和「ーなり」讲完了，下一讲我们来说一说表示“感叹”的「なんと～」。



  



【感叹：なんと～】


上一讲我们把表示“符合”的「～たる、ーなり」讲完了，这一讲我们来说一说表示“感叹”的「なんと～」。



　　感叹的话一般有两种表达方式，第一种就是「なんと～」

　　「なん」的意思就是“什么”

　　「と」的话就是「といいます」，表示说的内容

　　「なんと～」表示的就是：说什么好啊，它的接续是后接型，往后说的，就是多么什么什么



なんと綺麗な人。

　　なんときれいなひと。

　　直译：说什么好啊，漂亮的人啊。

　　意译：多么漂亮的人啊。



或者你还可以更简单的「なんと綺麗！」就行了，“多么漂亮啊”



モノレールができるから、なんと便利になるのかわからない。

　　ものれーるができるから、なんとべんりになるのかわからない。

　　直译：因为要建单轨电车了，所以不知道会变得多么方便啊。

　　意译：要建单轨电车了，不知道会变得多么方便啊。



「モノレール」是非常常用的词，因为日本尽是单轨电车

　　「できる」要出来了，就是要建成了

　　「なんとべんりになるのか」的「か」表示的是一种疑问，就是变得怎么样的一种方便呢

　　而这里的「の」是可以省略的，因为它是「のですか」的「の」



　　或者还可以这样说

どんなに便利になるのかわからない。

　换成「どんなに」可能会更好理解一点，「どんなに」就是什么样子的








「なんと～」（旧版Ｐ47，修订版Ｐ66）

　　解释：「なん」的意思是“什么”

　　　　　「と」表示说的内容

　　直译：说什么好啊

　　意译：多么～啊

　　接续：名词；动词基本形；形容词基本形；形容动词词干或加「だ」



这一讲我们把表示“感叹”的「なんと～」讲完了，下一讲继续「どんなに～だろう」的讲解。



  



【感叹：どんなに～だろう】



上一讲我们把表示“感叹”的「なんと～」讲完了，这一讲继续「どんなに～だろう」的讲解。



　　「どんなに～だろう」跟上一讲的「なんと～」在使用上有一定的不同

　　其不同就在这个接在句尾、表推测的「だろう」上

　　既然表示的是推测，那肯定表示的就是一种将来，一种假设什么的

　　那么，一般多会被翻成：该是多么怎么怎么的啊



　　而「なんと～」则不一定是表示将来的，比如：你开窗往外瞧，看到了美景，就会说

　　真漂亮，这景色！

　　这时你肯定不会说：它该是多么的漂亮啊！——（敢情你看不见么？

　　那么这里用的就应该是「なんと綺麗！」／「なんと素晴らしい！」....



日本語がぺらぺらに話せるようになったら、どんなに楽しいことだろう。

　　にほんごがぺらぺらにはなせるようになったら、どんなにたのしいことだろう。

　　直译：日语变得能够说流利了的话，该是多么高兴的事啊。

　　意译：如果日语能说流利了，该是多么高兴的事啊。



这个例句中关键的是“该”，就是表示的是一种将来

　　「日本語が話せる」用「が」是因为后边「話せる」的「せ」这个可能形用的

　　<ぺらぺらに>副词，流利地

　　（日本語がぺらぺらに話せる）修饰「よう」



「なったら」如果成为

　　「ようになったら」如果成为～样子，也可以把它说成是：如果变得怎样怎样

　　<どんなに>副词，由「に」看出，多么得

　　（楽しい）高兴的，修饰「こと」事情



　　另：修订版中本系列多了个「ーもがな」，但旧版中没有，这里也就将其列在小结内








「どんなに～だろう」（旧版Ｐ47，修订版Ｐ66）

　　解释：「どんなに」是“多么地”的意思

　　　　　「だろう」是「でしょう」的简体形，表示推测

　　意思：多么～啊

　　用于：将来的事物

　　接续：名词；动词基本形；形容词基本形；形容动词词干



　　「ーもがな」（旧版无，修订版Ｐ67）

　　解释：「も」表示强调

　　　　　「が」是古语接续助词

　　　　　「な」是表示感叹“太好了”的「いいなあ」的省略

　　意思：要是～该有多好啊

　　接续：名词、形容词连用形（去「い」加「く」）、副词

　　常用：「言（い）わずもがな」“不说就好了”或“不用说”

　　　　　「やらずもがな」“不做就好了”或“不给与就好了”

　　　　　「あらずもがな」“没有就好了”

　　　　　「なくもがな」“没有就好了”

　　　　　「由（よし）もがな」“如果有办法就好了”

　　例句：やらずもがなのことをしてしまって後悔しています。

　　　　　やらずもがなのことをしてしまってこうかいしています。

　　　　　直译：做了不做就好了的事，很后悔。

　　　　　意译：做了不该做的事，很后悔。



这一讲我们把表示“感叹”的「どんなに～だろう」讲完了，下一讲我们来说一说表示“刚～”的「ーかける」。



  



【刚～：ーかける】


上一讲我们把表示“感叹”的「どんなに～だろう」讲完了，这一讲我们来说一说表示“刚～”的「ーかける」。



　　这一讲的“刚刚”并不是指一种时态，而是「～しかける」，二级里常考的语法

　　「かける」是指大面积的覆盖，覆盖是覆盖了，但是覆盖了多少面积还真不是一句话能说清楚的，那么，它就经常表现出一种，我刚开始做，但是我还没做完（有可能是做了20%，或者30%，或者更多....



このおかずは腐りかけている。

　　このおかずはくさりかけている。

　　直译：这盘菜开始坏了。

　　意译：这盘菜要坏了。



「おかず」就是菜

　　「かず」是数量，吃菜啊什么的，不可能只吃一个的吧，应该是吃几个、数个....

　　与「おかず」相对应的是「ご飯」，经常会有「ご飯とおかず」的说法，菜和饭（简称饭菜



　　「このおかずは」这盘菜

　　「腐る」就是腐烂了，变臭了，就是「臭い」，就是臭了

　　「腐りかけて」开始变坏了，要坏了



食卓には食べかけのパンが置いてある。

　　しょくたくにはたべかけのぱんがおいてある。

　　直译：饭桌上，放着开始吃的但是没有吃完的面包。

　　意译：饭桌上放着没吃完的面包。



<食卓には>表示一种方向

　　（食べかけの）修饰「パン」

　　「置いて」＋「ある」表示的是一种状态（复习「～している、～してある」）



　　既然是一种状态，那么前边的「パン」后边就要接「が」

　　大家注意了，这里的「が」是由「ある」来用的，一个句子或者一个词最关键的肯定是句尾或词尾，你不可能是看句子的前面，「置いてある」重要的词是「ある」，因此「が」因它而用。



　　这句话的主干是「パンが置いてある」面包放着呢

　　那放哪儿呢？——「食卓には」

　　什么样的面包呢？——「食べかけの」



　　「～しかける」是很经常会被考到的，尤其是在听力里，比如象：やりかけの仕事....








「ーかける」（旧版Ｐ47，修订版Ｐ67）

　　解释：「かける」表示大面积的覆盖

　　意思：开始了某事但是没完，还在过程当中

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）



这一讲我们把表示“刚～”的「ーかける」讲完了，下一讲我们来说一说表示“根据，按照”的「～をもとに」。



  



【根据，按照：～をもとに】


上一讲我们把表示“刚～”的「ーかける」讲完了，这一讲我们来说一说表示“根据，按照”的「～をもとに」。



　　表示“根据，按照”的有很多种表达，本系列收录了１１种表达方式，咱们先来看第一个

　　「～をもとに」，它应用了日语里的经典句型：「～を～と（に）する」把～当成～

　　这里是把「～を～と（に）する」后面的「する」完全省略掉了



　　当然，你也可以说「～をもとにする」、「～をもとにして」....都可以的

　　但是，如果这些表达在中高级语法里出现的时候，它势必要比原来的东西要少，才能让你感觉到：吖，我看不清楚（懂）了，我不知道它到底是什么意思了....，因为从字面上得到的信息量太少了

　　这样的语法就叫中高级语法（，，，，额，，，）



　　「もと」的意思是“元、本、下”，就是把什么当成根本，所以就是：以～为根本



　このドラマは事実をもとに作られたものだ／です。

　　このどらまはじじつをもとにつくられたものだ／です。

　　直译：这个电视剧是根据事实被创作的东西。

　　意译：这个电视剧是根据事实创作的。



这句话的主干是「このドラマはものです。」这个电视剧是个东西。

　　它是一个（事実をもとに作られた）的东西，修饰「もの」

　　「事実をもとに」把事实当成根本的

　　「作られた」最关键的在「れ」，被创作的



　　日语体现日本文化最经典的就是一个“和”，哪个和哪个，哪个和哪个，都必须要考虑到

　　这里的主语是「ドラマ」，那么句中的每一个地方都要跟它相呼应

　　不是「ドラマ」创作，而是「ドラマ」是被创作的

　　偏偏咱国人造句的时候最容易出错的地方就是这个「れ」








「～をもとに」（旧版Ｐ48，修订版Ｐ68）

　　注意：应用了日语里的经典句型：「～を～と（に）する」把～当成～

　　解释：「もと」的汉字是「元、本」（根本）

　　意思：以～为根本

　　接续：名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～をもとに」讲完了，下一讲继续「～基（もと）づいて」的讲解。



  



【根据，按照：～に基づいて】



上一讲我们把表示“根据，按照”的「～をもとに」讲完了，这一讲继续「～に基（もと）づいて」的讲解。



　　「～に基（もと）づいて」跟上一讲的「～をもとに」是非常接近的语法

　　「に」表明方向

　　「基づいて」是「もと」根本＋「つく」付着组成的复合词，「もとつく」付着在根本上

　　「～に基づいて」基于什么什么



彼の助言は長年の経験に基づいて出されたものだから、納得できる。

　　かれのじょげんはながねんのけいけんにもとづいてだされたものだから、なっとくできる。

　　直译：他的指教是基于长年的经验被提出的东西，能够心服口服。

　　意译：他的指教基于长年的经验，能够让人心服口服。



「助言」帮助的话，指点，指教

　　「長年の経験に基づいて」基于长年的经验

　　「出された」被动式，因为主语的「彼の助言」他的帮助的话，帮助的话不是自己出来的，是被别人提出来的，因此就必须要顾头顾尾



　　「納得できる」能够心服口服

　　这句话的主干是「彼の助言はものだから、納得できる。」








「～に基づいて」（旧版Ｐ48，修订版Ｐ68）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「基（もと）づいて」是自动词「基づく」的中顿形式

　　　　　「基づく」是「もと＋付（つ）く」的组合，意思是“附着在根本上”

　　意思：基于～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～に基づいて」讲完了，下一讲继续「～を踏（ふ）まえて」的讲解。



  



【根据，按照：～を踏まえて】



上一讲我们把表示“根据，按照”的「～に基（もと）づいて」讲完了，这一讲继续「～を踏（ふ）まえて」的讲解。



　　「踏まえて」是他动词「踏まえる」的中顿形式

　　「踏まえる」就是「踏（ふ）む」，就是踏，相比之下，前者更多的被用于抽象的表达

　　「ふ」就是敷上，「む」就是闷上　→　敷上、闷上　→　踩、踏



　　「踏まえる」的「え」表示方向

　　因为是他动词，决定了前边的助词用「を」

　　既然是踏着，那就说明一定是要有基础、要有根本才可以做到，不然怎么个踏法？



　　第二点，因为这个表示方向的「え」，那么这里我强调的就是“根本”、“基础”和“步骤”，“步骤”不就是方向嘛！这两个方面。也就是说，这一个语法体现了“根本／基础”和“步骤”这两个方面。



昨年の反省を踏まえて、今後の計画を立てたい。

　　さくねんおはんせいをふまえて、こんごのけいかくをたてたい。

　　直译：踏着去年的反省，想制定今后的计划。

　　意译：我们想根据去年的反省制定今后的计划。



「立てたい」就是我想去制定

　　想去制定什么？——「今後の計画」今后的计划

　　那要怎么样制定？——「昨年の反省を踏まえて」根据去年的反省，以此为基础来制定



　　第二点，「踏まえて」的「え」表示方向，这里指注重步骤

　　「反省」的话肯定就是有一定数据的东西，有数字的东西就肯定有一定顺序的数列，那么所谓的注重步骤就是指，或者你可以把它想像成是一种反应，面对「反省」你做出的第１个反应、第２个反应....

　　那么，它就经常会被用于一些制定计划什么的表达








「～を踏まえて」（旧版Ｐ49，修订版Ｐ68）

　　解释：「を」接在他动词前，表示“把”

　　　　　「踏（ふ）まえて」是他动词「踏まえる」的中顿形式，意思是“踏”

　　意思：踏着～

　　接续：名词

　　区别：侧重于“根本”和“步骤”两方面



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～を踏まえて」讲完了，下一讲继续「～に応（おう）じて」的讲解。



  



【根据，按照：～に応じて】


上一讲我们把表示“根据，按照”的「～を踏（ふ）まえて」讲完了，这一讲继续「～に応（おう）じて」的讲解。



　　「～に応じて」与～相对应，也经常会被翻成根据～

　　「に」相对应的对象，或者说是方向，都可以的

　　「応（おう）」是音读

　　「じて」就是「じる」，就是「する」，就是去做，它是古语的「サ」动词



　　如果「～に応じて」是翻成与～相对应的话，一般是一些，比如：

　　与季节相对应来考虑你的服装，与体力相对应来考虑运动量，与收入相对应来考虑支出....



実際の収入に応じて、支出を考えなければいけない。

　　じっさいのしゅうにゅうにおうじて、ししゅつをかんがえなければいけない。

　　直译：与实际收入相对应，必须考虑支出。

　　意译：必须根据实际收入考虑支出。



季節に応じて、服装を考える。

　　きせつにおうじて、ふくそうをかんがえる。

　　与季节相对应来考虑服装。



　　体力に応じて、運動量を考える。

　　たいりょくにおうじて、うんどうりょうをかんがえる。

　　与你的体力相对应来考虑你的运动量。








「～に応じて」（旧版Ｐ49，修订版Ｐ69）

　　解释：「に」表示方向

　　　　　「応（おう）じて」是自动词「応じる」的中顿形式，意思是“相应”或“对应”

　　意思：与～相对应

　　接续：名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～に応じて」讲完了，下一讲继续「～によって」和「～通（とお）り」的讲解。



  



【根据，按照：～によって、～通り】


上一讲我们把表示“根据，按照”的「～に応（おう）じて」讲完了，这一讲继续「～によって」和「～通（とお）り」的讲解。



　　「～によって」就是由于，「よって」就是「由（よ）る」

　　「に」表示方向或者对象

　　那么在此，它表示的就是一个根据（复习初级部分的「によって」）



中国語の多音字は、アクセントの違いによって意味も変わるというものだ。

　　ちゅうごくごのたおんじは、あくせんとのちがいによっていみもかわるというものだ。

　　直译：汉语的多音字，根据声调的不同，意思会发生改变的东西。

　　意译：汉语的多音字根据声调的不同意思也不同。



　这句话的主干是「多音字はものだ。」多音字是东西。

　　（中国語の）修饰「多音字」

　　<アクセントの違いによって>根据声调的不同

　　（アクセントの違いによって意味も変わるという）修饰「もの」



　　下面看第二个「～通（とお）り」

　　「通り」的原意是“马路”，它作为语法的时候要由原来的３(０)调念成１调

　　那么，从“马路”这个词过来的「～通り」就有“马路”最关键的特点：必须得有顺序或者也可以说是一种步骤。就象路边的车站，你司机不可能先从第二站开到第五站，再折回第三站往第六站开吧，你就必须得给我１、２、３、４....一站一站得往前开，这就是顺序或者说步骤。



先生のおっしゃる通りです。

　　せんせいのおっしゃるとおりです。

　　直译：按照老师您说的。

　　意译：老师您说得很对。



「先生の」的「の」是个连体修饰，也就是说它原来应该用的是「が」

　　「おっしゃる」您说

　　（先生のおっしゃる）修饰「通り」，可以这样理解：老师您说得很对，跟您刚才说的那１、２、３....条一模一样



説明書の通りに操作してください。

　　せつめいしょのとおりにそうさしてください。

　　直译：请按照说明书那样的操作。

　　意译：请按照说明书操作。



<説明書の通りに>状语，按照说明书的这个通（去操作）

　　其实「通り」这词最经典的代表作就是说明书，说明书不就是有那１、２、３、４....的顺序或者步骤的么








「～によって」（旧版Ｐ49，修订版Ｐ69）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「よって」是自动词「由（よ）る」的中顿形式，意思是“根据～”“由于～”“由～来做～”等

　　意思：根据～

　　接续：名词



　　「～通り」（旧版Ｐ50，修订版Ｐ70）

　　解释：名词「通（とお）り」的原意是“马路”，如果变为副词则加「に」

　　注意：此语法起源于在马路上车辆按照顺序往前行驶这一现象。与某些名词可以直接接续构成复合名词，但是需要浊音化，比如「説明通（せつめいとお）り」按照说明

　　意思：按照～

　　着重：“顺序”或“步骤”

　　接续：名词「の」；动词基本形



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～によって」和「～通（とお）り」讲完了，下一讲继续「～にこたえて」的讲解



  



【根据，按照：～にこたえて】



上一讲我们把表示“根据，按照”的「～によって」和「～通（とお）り」讲完了，这一讲继续「～にこたえて」的讲解。



　　「～にこたえて」的「こたえて」是「答（こた）える」的中顿，就是“回答”

　　「に」就是回答的方向或者是对象

　　它的关键在于，是你有一些比如提议，我因为你的这些提议来做回答，它是一个应答



　　既然「～にこたえて」是作为一种应答，那它前边一般就会是一些比如「声（こえ）」声音、「希望（きぼう）」希望、「要望（ようぼう）」要求....之类的词。

　　这里大家注意一下「要望」，它既包含了要求，又包含了希望，也因此这个词被用得多

　　「声」是一种声音，它更暧昧，它既可以是指好的方面，也可以指坏的方面



学生の声にこたえて教え方を変えた。

　　がくせいのこえにこたえておしえかたをかえた。

　　直译：按照学生的呼声，改变了教学方法。

　　意译：根据学生的要求改变了教学方法。



<学生の声に>学生的声音，一般学生的声音无非就是提议、建议、愿望之类的

　　「こたえて」回答了学生的声音，而「教え方を変えた」改变教学方法

　　当然，还可以是

　　「学生の要望（ようぼう）にこたえて」、「学生の希望（きぼう）にこたえて」....








「～にこたえて」（旧版Ｐ50，修订版Ｐ70）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「こたえて」是自动词「答（こた）える」的中顿形式，意思是“回答”

　　意思：按照～

　　着重：回答别人提出的提议

　　接续：「声（こえ）、要望（ようぼう）、希望（きぼう）」等名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～にこたえて」讲完了，下一讲继续「～に即（そく）して」的讲解。



  



【根据，按照：～に即して】



上一讲我们把表示“根据，按照”的「～にこたえて」讲完了，这一讲继续「～に即（そく）して」的讲解。



　　「～に即して」这个语法是从「即する」过来的，「即」本身就是汉语词，所以它老，「即する」是从「即応（そくおう）する」“与～相对应”过来的

　　“与”就是「即」这个词，“即”就有“在”、“是”的意思



　　「即応する」被拆成了两个词，一个是「即する」，一个是「応じる」

　　「応じる」就是前边讲过的「～に応じる」，一个二级语法

　　「即する」就是我们这一讲要讲的「～に即して」，一直都是一级语法，因为它老



　　「～に即して」非常关键的一点是，它表示的是100%的一样

　　汉语中的“即”有“是”的意思，那我说“是我”，你能说这是80%的“我”么，不能的吧

　　既然是汉语词，那它的语气就是正式生硬的



実情に即して対応策を検討したい。

　　じつじょうにそくしてたいおうさくをけんとうしたい。

　　直译：想与实际情况相对应，研究对策。

　　意译：想根据实际情况研究对策。



<実情に>表示一种方向

　　「実情に即して」根据实情

　　「検討する」研究



　　稍微说一下例句中的「対応策」

　　我们经常会说什么什么对策、什么什么方案，而日语里不一定要这么说，“对策”直接说「策」就好，“方案”直接说「案」就好，还有“能力”啦什么的，直接说「力」就行了








「～に即して」（旧版Ｐ50，修订版Ｐ70）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「即（そく）して」是自动词「即する」的中顿形式，是从「即応（そくおう）する」演变而来的

　　意思：与～相对应

　　着重：百分之百一样

　　语气：正式

　　接续：前面接名词，后面接动词

　　　　　如果后面接名词要用「～に即した」



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～に即して」讲完了，下一讲继续「～なりに」和「ー次第（しだい）」的讲解。



  



【根据，按照：～なりに、ー次第】


上一讲我们把表示“根据，按照”的「～に即（そく）して」讲完了，这一讲继续「～なりに」和「ー次第（しだい）」的讲解。



　　先看第一个「～なりに」

　　「なり」的话，前边讲过，就是“是”，比如就是我，成为我 → 就是“按照”

　　「に」的话就是副词化它



私は私なりに生きて行きたい。

　　わたしはわたしなりにいきていきたい。

　　直译：我想按照自己的方式活下去。

　　意译：我想按照自己的方式生活。



<私なりに>副词，按照自己（的方式）

　　「生きて」是生活，是从「生きる」过来的

　　「行きたい」是「行く」加上了“想”这个词，想活下去

　　「私は生きて行きたい」我想生活下去



　　第二个「ー次第（しだい）」

　　「し」就是「次（つぎ）」，就是下一个；「だい」是「第」，是第二个

　　下一个第二个 → 就是下一位、下一步～



　　这里要提醒大家注意的是

　　「ー次第」前直接加名词，构成一种复合名词；如果是动词，那就把它变成连用形



条件次第では売らないことはない。

　　じょうけんしだいではうらないことはない。

　　直译：条件好的话，下一步，没有不卖的事情。

　　意译：根据条件如何有可能出售。



「条件」条件好，或者条件不好

　　「次第」（那么）下一步

　　这里的「で」可以想成是一种程度，或者就是「です」的「で」也可以

　　「は」表示强调



　　<条件次第では>根据条件（如何，进行下一步）

　　（売らない）不卖

　　这句话的主干是「ことはない。」没有（这样的）事情。

　　「売らないことはない」没有不卖的事情，就是：我也不是不卖，我有可能会卖掉它



　　还有一种特别常用的是：

　　「天気次第です。」我根据天气而定。

　　比如，天气好的话咱们就出去，天气不好就家里窝着。



　　其实「ー次第」是一种很暧昧的说法

　　如果要说，老师，我们看您而定，随您而定，看您的....，就说成

　　「先生次第です。」老师您来定，您定完了以后，下一步我们就跟着您走，是这样一个意思








「～なりに」（旧版Ｐ51，修订版Ｐ71）

　　解释：「なり」在古语当中是表示断定的「也（なり）」，意思是“是”

　　　　　「に」表示副词

　　直译：是

　　意译：按照～自身的方式

　　接续：名词



　　「ー次第」（旧版Ｐ51，修订版Ｐ71）

　　解释：「次（つぎ）」是“下一个”的意思

　　　　　「第（だい）」是“第二个”的意思

　　　　　「次第（しだい）」表示“下一步”

　　意思：根据～下一步马上就～

　　接续：接名词构成复合名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～なりに」和「ー次第（しだい）」讲完了，下一讲继续「～に沿（そ）って」的讲解。



  



【根据，按照：～に沿って】



上一讲我们把表示“根据，按照”的「～なりに」和「ー次第（しだい）」讲完了，这一讲继续「～に沿（そ）って」的讲解。



　　「～に沿って」的「沿って」是从自动词「沿（そ）う」过来的

　　「そ」就是那，「う」就是状态

　　「沿う」那个状态，在它旁边的那个状态 → 翻成“沿着～”

　　「に」表示方向，沿着什么样的路线行走……，沿着什么样的方针实施……



容器リサイクル法は、地域の実情に沿って行わなければならない。

　　ようきりさいくるほうは、ちいきのじつじょうにそっておこなわなければならない。

　　直译：容器再利用法，沿着地区的实情，如果不执行就不行。

　　意译：容器再利用法必须按照各个地区的实际情况实施。



「リサイクル」就是“recycle”，再利用

　　「容器リサイクル法は」容器再利用法

　　「沿って」沿着～，着重于一种步骤，比如沿着～会有１、２、３、４....这样的步骤



　　<地域の実情に>地区的实情，表示沿着的一种方向

　　「行わなければならない」不（这样）进行就不行



　　与上面抽象的说法相比，最简单的当然就是

　　「この道（みち）に沿って」沿着这条路

　　「この川（かわ）に沿って」沿着这条河....








「～に沿って」（旧版Ｐ51，修订版Ｐ72）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「沿（そ）って」是自动词「沿う」的中顿形式

　　直译：沿着～

　　意译：按照～

　　着重：步骤

　　接续：名词



这一讲我们把表示“根据，按照”的「～に沿って」讲完了，下一讲我们来说一说表示“关于，对于”的「～に関（かん）して」。



  



【关于，对于：～に関して】


上一讲我们把表示“根据，按照：”的「～に沿（そ）って」讲完了，这一讲我们来说一说表示“关于，对于”的「～に関（かん）して」。



　　「関して」就是自动词「関（かん）する」的「て」形

　　「かん」就是关

　　「に」就是于 → 「～に関して」关于～



外国の言葉を習う時、その国の文化や習慣に関しても知ったほうがいい。

　　がいこくのことばをならうとき、そのくにのぶんかやしゅうかんにかんしてもしったほうがいい。

　　直译：学外语的时候，关于那个国家的文化和习惯，知道最好。

　　意译：学外语的时候，最好知道那个国家的文化和习惯。



<外国の言葉を習う時>时间状语

　　（外国の言葉を習う）修饰「時」



　　「したほうがいい」最好怎样怎样

　　（した）修饰「ほうがいい」

　　「ほうがいい」前一定要加的是「た」形，这里的这个「た」形就理解成“的”就好



　　大家不要一看到「した」就是过去式，你要老把它想成是过去式，那这个语法你就理解不了

　　「た」有两个意思，50%是“了”，50%是“的”，在这个语法里是“的”的意思



　　这句话的主干是「ほうがいい」最好

　　最好什么？——最好知道

　　怎么知道？知道什么？

　　——<その国の文化や習慣に関しても>那个国家的文化和习惯也，「も」也






「～に関して」（旧版Ｐ52，修订版Ｐ72）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「関（かん）して」是自动词「関する」的中顿形式

　　意思：关于～

　　接续：名词

这一讲我们把表示“关于，对于”的「～に関（かん）して」讲完了，下一讲继续「～にかかわる」和「～に対（たい）して」的讲解。



  



【关于，对于：～に関わる、～に対して】


上一讲我们把表示“关于，对于”的「～に関（かん）して」讲完了，这一讲继续「～に関（かか）わる」和「～に対（たい）して」讲解。



　　先看「～に関（かか）わる」

　　「かか」就是：加、加；「わ」就是：上

　　「かかわる」加上、加上....一直在做添加，就说明是跟它有关系

　　实际上还有一个语法「～に係（かか）る」，也是与～有关系、关于～，这两个都可以的



これは名誉にかかわる問題だから、誰だって真剣になる。

　　これはめいよにかかわるもんだいだから、だれだってしんけんいなる。

　　直译：这是与名誉有关的问题，谁都会认真。

　　意译：这是有关名誉的问题，谁都会认真对待。



（名誉にかかわる）修饰「問題」，或者说「名誉に係る」也行，都表示与名誉有关的

　　「これは問題だから」这是一个问题

　　「誰だって」的「だって」就是「でも」→「誰でも」不管谁都～，用「だって」语气更强



　　下一个「～に対して」

　　之前已经学过「～に対して」有“对照”、“对比”的意思，今天来看看它表示“对于”的意思，“对于”的话，就是一种对象



サービス業なので、お客さんに対して失礼な態度を取ってはいけない。

　　さーびすぎょうなので、おきゃくさんにたいしてしつれいなたいどをとってはいけない。

　　直译：因为是服务行业，对客人，失礼的态度采取不行。

　　意译：因为是服务行业，所以不能对客人采取失礼的态度。



「態度」的话，就必须要说是「態度を取る」取得、采取一种～的态度

　　<お客さんに対して>对于客人

　　（失礼な）修饰「態度」

　　「～に対して」最基础的语法就是“对于”








「～にかかわる」（旧版Ｐ52，修订版Ｐ73）

　　解释：「に」表示方向或对象

　　　　　「関（かか）わる」的意思是“有关系”

　　意思：与～有关

　　语气：正式

　　接续：名词



　　「～に対して」（旧版Ｐ52，修订版Ｐ73）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「対（たい）して」是自动词「対する」的中顿形式，意思是“对象”或“对比”

　　意思：“对于～”或“与～相对比”，在此是前者

　　接续：名词



这一讲我们把表示“关于，对于”的「～に関わる」和「～に対して」讲完了，下一讲继续「～に向（む）かって」的讲解。



  



【关于，对于：～に向かって】


上一讲我们把表示“关于，对于”的「～に関（かか）わる」和「～に対（たい）して」讲完了，这一讲继续「～に向（む）かって」的讲解。



　　「向かって」是自动词「向（む）かう」的中顿形式

　　「む」在「ま、み、む、め、も」，「ま」行最关键的表示的是圆圈，象人的脑壳啦、脸蛋啦、眼睛啦....，不都是圆的么，那就把「む」想成是脸蛋就好了，就是（面积的）面



　　「か」在「か、き、く、け、こ」，「く」表示方向 →「かう」就表示的是方向

　　那么「向かう」就是面向～

　　「に」表示的是“方向、对象、目的、目标”



　　这里提醒一下：相对这一讲的语法，前边讲过的「～に関（かん）して」、「～に関（かか）わる」、「～に対（たい）して」的「に」只能表示的是“对象”

　　那么这一讲的「～に向かって」的用法就要比它们的要多



東に向かってまっすぐ行ってください。

　　ひがしにむかってまっすぐいってください。

　　直译：朝东，请一直走。

　　意译：请朝东一直走。



这句话的主干就是「行ってください」请（你）走

　　怎么走？——<まっすぐ>一直（走）

　　往哪儿走？——<東に向かって>朝东（走）

　　这个例句体现的就是方向



先生に向かって何ってことを言うの？

　　せんせいにむかってなんってことをいうの？

　　直译：朝老师，什么话说？

　　意译：怎么这么对老师说话？



这个例句是特别经典的，还有的表达（责备的口吻）“你怎么这样对父亲说话呀？”....

　　<先生に向かって>朝老师，还有比如：「お父さん／お母さんに向かって」冲爸爸／妈妈



　　「何ってこと」，一个促音，再加一个「て」代替的是「と」，它是「と」的口语，说得正式了，就是：「何と言うこと」

　　说什么「何と言うことを言う」，大家不觉得别扭吗，搁这儿俩儿「言う」，麻烦不是，所以口语里干脆就「何ってことを言うのよ？」你说什么呢？



オリンピックに向かって皆で頑張りましょう。

　　おりんぴっくにむかってみんなでがんばりましょう。

　　大家朝着奥林匹克一起加油吧。



<オリンピックに向かって>朝着奥林匹克的这个目的、目标

　　<皆で>表示一种程度或范围

　　这句话的主干就是「頑張りましょう」（咱们一起）加油吧



目標に向かって頑張りましょう。（修订版中的例句）

　　もくひょうにむかってがんばりましょう。

　　直译：朝着目标，加油吧。

　　意译：朝着目标努力吧。








「～に向かって」（旧版Ｐ53，修订版Ｐ73）

　　解释：「に」表示“方向、对象、目的、目标”

　　　　　「向（む）かって」是自动词「向かう」的中顿形式，意思是“朝向”

　　意思：朝着～

　　接续：名词



这一讲我们把表示“关于，对于”的「～に向かって」讲完了，下一讲继续「～にとって」的讲解。



  



【关于，对于：～にとって】


上一讲我们把表示“关于，对于”的「～に向（む）かって」讲完了，这一讲继续「～にとって」的讲解。



　　「～にとって」的「とって」没有原形的，或者说不用它的原形，这个就不用去想它了，只要记住这个语法就只有「～にとって」（这么多课程了，安老师能这么肯定的语气也就这语法了，，，，吧）



　　「とって」就是对谁来说

　　「に」表示的是一种对象

　　「～にとって」特别关键的一点是，你必须得给它翻成“对谁谁谁来说”才行



中国人にとって簡単／難しい

　　ちゅうごくじんにとってかんたん／むずかしい

　　（这个问题）对于中国人来说好理解／难理解



象这样就一定要翻成“对～来说”，如果没有体现出“来说”那这个语法就稍微有点儿远了



環境保護はすべての人にとって意識に昇らなくてはならない重要な課題だ。

　　かんきょうほごはすべてもひとにとっていしきにのぼらなくてはならないじゅうようなかだいだ。

　　直译：保护环境，对所有人来说，是不上升到意识不成的重要的课题。

　　意译：对于所有人来说，保护环境是必须上升到意识的重要课题。



「環境保護は」环境保护，保护环境

　　<すべての人にとって>对所有的人来说

　　<意識に>表示的是一种方向



　　（意識に昇らなくてはならない）不上升到意识就不成

　　（重要な）重要的

　　这句话的主干就是这些括号外边的东西「環境保護は課題だ。」环境保护是课题。








「～にとって」（旧版Ｐ53，修订版Ｐ74）

　解释：「に」表示对象

　　　 「とって」通常不用动词原形只用「て」形

　意思：对～来说

　接续：名词



这一讲我们把表示“关于，对于”的「～にとって」讲完了，下一讲继续「～について」的讲解。



  



【关于，对于：～について】



上一讲我们把表示“关于，对于”的「～にとって」讲完了，这一讲继续「～について」的讲解。



　　「～について」的「ついて」是动词「つく」的「て」形

　　「つく」可以写成的汉字有四个：「付く」、「着く」、「即く」、「就く」，在语法中主要用到的是写着「即」和「就」的「つく」



　　「就く」的话有各种各样的意思，在这里指，比如：就～进行～讨论之类的

　　我们翻的时候就通常会把它简略的翻成“关于～”



　　但是，反过来，当我们把汉语的“关于”翻成日语时

　　第一反应通常反应不过来要翻成「～について」

　　而是通常会翻成「に関（かん）して」



　　那么，「～に関して」和「～について」有什么区别呢？

　　——「～に関して」是关于什么什么事情

　　「～について」是就什么事情进行什么什么，就～问题进行讨论、发表、谈判....



わが社の新製品についてご紹介します。

　　わがしゃのしんせいひんについてごしょうかいします。

　　直译：就我们公司的新产品，我来进行介绍。

　　意译：我来介绍一下我们公司的新产品。



<わが社の新製品について>就我们公司的新产品（进行～

　　「ご紹介します」（进行）介绍








「～について」（旧版Ｐ53，修订版Ｐ74）

　　解释：「に」表示对象

　　　　　「ついて」是自动词「就（つ）く」的中顿形式

　　意思：就～进行～

　　注意：因为侧重于“就～”，后面通常用「発表（はっぴょう）する、考（かんが）える、紹介（しょうかい）する」等能够搭配的动词

　　接续：名词



这一讲我们把表示“关于，对于”的「～について」讲完了，下一讲讲解这个系列的最后一个「～をめぐって」。



  



【关于，对于：～をめぐって】



上一讲我们把表示“关于，对于”的「～について」讲完了，这一讲继续「～をめぐって」的讲解。



　　「～をめぐって」的意思是：围绕着～的话题～

　　「めぐって」是从「巡（めぐ）る」过来的，是它的中顿形式



　　这里的「を」接在自动词「巡る」前边，表示的是一种移动

　　「めぐる」的「め」在「ま、み、む、め、も」，表示的是圆圈，「ぐる」是骨碌骨碌在转

　　圆圈在转 ——→ 围绕



新しい法案の実施の賛否をめぐって、活発な議論が交わされた。

　　あたらしいほうあんのじっしのさんぴをめぐって、かっぱつなぎろんがかわされた。

　　直译：围绕着新法案的实施的赞成与否，活跃的讨论被交织着。

　　意译：围绕着是否赞成新法案的实施展开了活跃的讨论。



（新しい法案の実施の）新法案的实施的，修饰「賛否」赞成与否

　　（活発な）修饰「議論」讨论

　　我们翻中文的“讨论”到日文时，经常是翻成「討論」，其实在日语里边经常说的是「議論」



　　「交わされた」应该是比较难的一个词，这里，其实你就说「された」“被”也行的

　　「交わす」是指交织，交织着一种～

　　这里是指这样一种活跃的讨论被交织着进行








「～をめぐって」（旧版Ｐ54，修订版Ｐ75）

　　解释：「を」用于自动词前表示“移动”

　　　　　「めぐって」是自动词「巡（めぐ）る」的中顿形式，意思是围绕

　　意思：围绕着～的话题

　　接续：名词



这一讲我们把表示“关于，对于”的「～をめぐって」讲完了，下一讲我们来说一说关于「済む」的「～で済（す）む」。



  



【关于「済む」：～で済む】



 上一讲我们把表示“关于，对于”的「～をめぐって」讲完了，这一讲我们来说一说关于「済（す）む」的「～で済む」。



　　「済む」这个词在一、二级语法里经常出现，它有四种用法，或者说，是四种搭配：肯定肯定、否定否定、肯定否定、否定肯定，也就是说是通过一种前后的搭配来把它变成语法



　　第一个“肯定肯定”说的就是「～で済む」



　　「済（す）む」表示的是事情的终了或者结束

　　「す」表示的轻快，「む」表示的是关闭，越来越轻，越来越关闭，那就是：完了

　　「で」表示的是一种程度，这一点非常关键，它的前边应该是要有名词的



　　「～で済む」以一种什么样的程度事情就解决了

　　这个语法一个关键的点在于，它必须得加个主语，比如加个：事情啦，问题啦之类的



今日の昼ご飯はお弁当を頼んだから４００円で済んだ。

　　きょうのひるごはんはおべんとうをたのんだからよんひゃくえんですんだ。

　　直译：今天的午饭，订了盒饭，所以只是400日元，问题就解决了。

　　意译：今天的午饭订了盒饭，只花了400日元。



「お弁当を頼んだから」因为订了盒饭

　　「４００円で」400块钱的程度

　　「済んだ」解决了



　　还有一种也是特别常用的：打个电话就解决问题了。

　　電話一本で済んだ。

　　でんわいっぽんですんだ。



　　但是，你必须要加的就是一个主语，这个事情或者这个问题....，这个「～で済む」一般着重于这么一种程度低的事情：哎呀，400块钱就解决问题啦……；打个电话就没事儿啦……，之类的








「～で済む」（旧版Ｐ54，修订版Ｐ75）

　　解释：「で」表示程度

　　　　　自动词「済（す）む」的意思是“事情的终了或结束”

　　意思：以～的程度，事情结束了或解决了

　　注意：翻译时必须在后句添加主语，例如：“这件事”或“这个问题”

　　着重：程度低

　　接续：名词，动词基本形



这一讲我们把关于「済（す）む」的「～で済む」讲完了，下一讲继续「～では済まない」的讲解。



  



【关于「済む」：～では済まない】



上一讲我们把关于「済（す）む」的「～で済む」讲完了，这一讲继续「～では済まない」的讲解。



　　「～では済まない」是一个肯定＋一个否定

　　「で」表示程度

　　「～で済む」以一种什么样的程度事情就解决了



　　这里的「は」是由于「ない」来用的，否定

　　「～では済まない」表示的是以什么样的程度，这件事情完不了、这个问题解决不了....



　これは謝るだけでは済まないことだよ。

　　これはあやまるだけではすまないことだよ。

　　直译：这是，只是道个歉的程度，不解决的事。

　　意译：这可不是光道个歉就能解决的事。



这句话的主干是「これはことだよ。」这是个事情。

　　（謝るだけでは済まない）修饰「こと」只是道个歉的程度，（这个事情）解决不了

　　「～では済まない」经常与「だけ」一起使用，表示的一种“只是～”，只是什么样的程度








「～では済まない」（旧版Ｐ54，修订版Ｐ76）

　　解释：「で」表示程度

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「済（す）まない」是自动词「済む」的否定形，意思是“不结束”

　　意思：以～的程度，事情就不会结束或不会解决

　　注意：常与「だけ」一起使用，翻译时必须在后句添加主语，例如：“这件事”或“这个问题”....

　　接续：名词；动词基本形



这一讲我们把关于「済（す）む」的「～では済まない」讲完了，下一讲继续「～ずに済む」的讲解。



  



【关于「済む」：～ずに済む】



上一讲我们把关于「済（す）む」的「～では済まない」讲完了，这一讲继续「～ずに済む」的讲解。



　　「～ずに済む」就是否定＋肯定

　　「ず」就是否定

　　「に」是副词化它

　　「済む」不去做什么事，这件事就结束了，或这个问题就解决了



　　「ずに」比「ないで」、「なくて」的语气要正式生硬

　　在前边已经讲过，在表示不怎么样就不的时候，可以把「ずに」换成「ないで」



言いたいことは全部言ってくれたから、何も言わずに済んだ。

　　いいたいことはぜんぶいってくれたから、なにもいわずにすんだ。

　　直译：想说的话，全部都为我说了，什么都不用说，事情就解决了。

　　意译：想说的话你都替我说了，我什么都不用说了。



（言いたい）修饰「こと」

　　「言いたいことは」的「は」其实代替的是「を」——你咋知道？

　　——由后边的「言って」做出的判断



　　<全部>全部

　　「言ってくれた」你都给我说了，“我”在哪儿？

　　——在后边的这个「くれる」，给我



　わざわざ行かずに済んだ。

　　わざわざいかずにすんだ。

　　不用特地去这个问题就解决了。








「～ずに済む」（旧版Ｐ55，修订版Ｐ76）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　自动词「済（す）む」的意思是“事情的终了或结束”

　　意思：不做～，事情就结束了或解决了

　　注意：翻译时必须在后句添加主语，例如：“这件事”或“这个问题”....

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去「る」接「ず」

　　　　　サ变动词「する」变为「せず」

　　　　　カ变动词「くる」变为「こず」



这一讲我们把关于「済（す）む」的「～ずに済む」讲完了，下一讲继续「ーずには済まない」的讲解。



  



【关于「済む」：ーずには済まない】



上一讲我们把关于「済（す）む」的「～ずに済む」讲完了，这一讲继续「ーずには済まない」的讲解。



　　「ーずには済まない」就是否定与否定的相接

　　「ずに」副词，表示否定

　　「は」因否定而用，强调（否定、转折、相反的情况下通常用「は」来强调）



　　「ーずには済まない」就是：不做某事的话，这件事就完不了／这个问题就解决不了



　高価なものを壊したから、弁償せずには済まないだろう。

　　こうかなものをこわしたから、べんしょうせずにはすまないだろう。

　　直译：贵重的东西弄坏了，所以不赔偿事情完不了吧。

　　意译：把贵重的东西弄坏了，不赔偿事情完不了吧。



（高価な）修饰「もの」贵重的东西

　　「壊したから」因为我／你把这个贵重的东西给弄坏了



　　「弁償せずには」这里用「せ」是因为「する」和「ず」加在一起的时候，要变成「せず」

　　「済まないだろう」一种推测，完不了吧








「ーずには済まない」（旧版Ｐ55，修订版Ｐ77）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「済（す）まない」是自动词「済む」的否定形，意思是“不完，完不了”

　　直译：“不做某事的话，这件事就完不了”或“不做某事的话，这个问题就解决不了”

　　意译：不～就不行

　　注意：翻译时必须在后句添加主语，例如：“这件事”或“这个问题”....

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去「る」接「ず」

　　　　　サ变动词「する」变为「せず」

　　　　　カ变动词「くる」变为「こず」



这一讲我们把关于「済（す）む」的「ーずには済まない」讲完了，下一讲我们来说一说关于「いる」的「ーていられる」。



  



【关于「いる」：ーていられる】


上一讲我们把关于「済（す）む」的「ーずには済まない」讲完了，这一讲我们来说一说关于「いる」的「ーていられる」。



　　「いる」跟前边讲过的「済む」一样，有肯定肯定、否定否定、肯定否定、否定肯定４种用法或者说搭配。

　　先看肯定肯定的「ーていられる」



　　「いられる」是「いる」的能动形，或者说是可能形

　　「ーていられる」是「している」的可能形

　　「している」是现在进行时（复习「している」）



親と一緒に暮らせば安心していられる。

　　おやといっしょにくらせばあんしんしていられる。

　　直译：如果跟父母在一起生活的话，心里能够一直踏实。

　　意译：跟父母在一起生活的话就心里踏实。



<親と>和父母

　　<一緒に>副词，一起

　　「暮らせば」如果（和父母）生活（在一起）的话



　　「安心していられる」是「安心している」的可能形

　　直译过来应该是：能够保护放心的状态








「ーていられる」（旧版Ｐ55，修订版Ｐ77）

　　解释：是动词的现在进行时「ーている」的可能形

　　意思：能够保持～的状态

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行く→行って）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」



这一讲我们把关于「いる」的「ーていられる」讲完了，下一讲继续「ーてはいられない」的讲解。



  



【关于「いる」：ーてはいられない】



上一讲我们把关于「いる」的「ーていられる」讲完了，这一讲继续「ーてはいられない」的讲解。



　　「ーてはいられない」就是肯定加上否定

　　肯定指的是「して」一个动作（的中顿），做这个动作

　　「いられない」就是「いる」的可能形的否定

　　「は」表示的是一种强调，因为后面的否定而强调



　　那么，「ーてはいられない」翻过来就是：不能够保持什么什么样的状态，也就是说这个现在进行时不能够一直持续下去。



いつまでも親の脛を齧ってはいられない。

　　いつまでもおやのすねをかじってはいられない。

　　直译：到什么时候都，咬着父母的小腿不放，不能一直。

　　意译：不能永远靠父母养活。



「いつ」什么时候

　　「まで」到

　　「までも」比「も」，比「まで」的程度还要强，所以这里把「いつまでも」翻成“永远”



　　「脛（すね）」小腿

　　「す」的意思就是越来越轻

　　「ね」的话就是一个根（比如树根）



　　「齧（かじ）る」就是咬

　　「か」的话就是在你嘴上加一个东西

　　「じ」的意思就是紧

　　「る」就是长

　　加上这个东西，然后越来越紧，长时间的去做这件事情 → 说明我就是在咬它



　　这个例句在日语中经常会被用到

　　「親の脛を齧って」咬住父母的小腿不放，就是咱们经常说的啃老族

　　「てはいられない」不能（靠父母养活），言下之意，你现在正靠着你父母养活着呢....








「ーてはいられない」（旧版Ｐ56，修订版Ｐ78）

　　解释：是动词的现在进行时「ーている」的可能形的否定

　　　　　「は」表示强调

　　意思：不能够保持～的状态

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「って」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いて」（特例：行く→行って）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「して」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んで」

　　　　　一段动词去掉「る」加「て」

　　　　　サ变动词变「する」为「して」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きて」



这一讲我们把关于「いる」的「ーてはいられない」讲完了，下一讲继续「ーずにいられる」的讲解。



  



【关于「いる」：ーずにいられる】


 上一讲我们把关于「いる」的「ーてはいられない」讲完了，这一讲继续「ーずにいられる」的讲解。



　　「ーずにいられる」就是一个否定加上肯定的用法

　　「ず」的话就是否定

　　「に」就是把这个否定变成一个副词

　　「いられる」就是「いる」的可能形



　　「ず」是一种比较老的否定的说法，在否定里用一种声音来表示的话就是“啧”，这种声音在日本的日常生活中是一种非常非常不礼貌的表示，这种形式日本人是不用的。

　　“啧”这种声音它传达的就是一种不满、不高兴，那，能让你痛快地说出来的，不是用“啧”这个声音来说，而是用一个单词来说——那就是「ず」。



　　「ず」是「ない」的古语形式

　　「ずに」经常被翻成「なくて」或「ないで」，也就是一种中顿

　　「ーずにいられる」就是能够保持不做某事的状态

　　要注意的是：这个「ず」在接「する」时要把「す」变成「せ」→ 变成「せず」



ずっと戸惑わずにいられますか。

　　ずっととまどわずにいられますか。

　　直译：一直不困惑，能保持得住吗？

　　意译：你能一直不困惑吗？



<ずっと>一直

　　「戸惑う」困惑，表示不知道该怎么办时，就可以用「戸惑う」

　　「戸惑わずに」不困惑

　　「いられますか」能保持吗








「ーずにいられる」（旧版Ｐ56，修订版Ｐ78）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「いられる」是自动词「いる」的可能形，意思是“坐得住，呆得住”

　　意思：能够保持不做～的状态

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」加「ず」

　　　　　サ变动词变「する」为「せず」

　　　　　カ变动词变「くる」为「こず」



这一讲我们把关于「いる」的「ーずにいられる」讲完了，下一讲继续「ーずにはいられない」的讲解。



  



【关于「いる」：ーずにはいられない】


上一讲我们把关于「いる」的「ーずにいられる」讲完了，这一讲继续「ーずにはいられない」的讲解。



　　「ーずにはいられない」就是否定＋否定的表示

　　「ず」的话就是「ない」，否定

　　「に」就是把它变成副词



　　「は」表示强调，它并不是因为前面的否定，而是因为句尾的「ない」而用

　　「いられない」就是「いる」的可能形的否定

　　「ーずにはいられない」就是：不做某事的话就呆不住，坐不住



　　为什么会说是“呆不住，坐不住”呢？

　　——因为「いる」这个词，「い」就是活着的意思，「いる」就是说明这个东西是活着的，因此我们经常会把它翻成“在”，其实在古语里的「いる」写得汉字是「在」＋「る」，但是，在现代日语里，通常就被写成「居る」了。



　　那么，「いる」就是活着

　　「いられない」就是不能够这样的活着，不能够再这样呆着、坐着、或者是保持一种～状态

　　就是说，它要表示的是一种生理性的反应，生理上是不能够这样的....

通信技術の発達の速さに感心せずにはいられない。

　　つうしんぎじゅつのはったつのはやさにかんしんせずにはいられない。

　　直译：对于通讯技术的发展的快速，不佩服就呆不住。

　　意译：不能不感叹通讯技术的迅速发展。



<通信技術の発達の速さに>的「に」表示对象，对于这种通讯技术的快速发展

　　「速さ」就是一种速度

　　（通信技術の発達の）修饰「速さ」，什么样的速度

　　「感心する」是一种感叹、一种佩服



　　其实这个语法已经归类在了“不～就不行”系列

　　跟它同样的还有俩儿兄弟（它们家仨儿兄弟），「ーずにはいられない」是其中一个

　　还有就是「～ずには済まない」和「～ずには置かない」，这三个语法都是非常关键的








「ーずにはいられない」（旧版Ｐ57，修订版Ｐ79）

　　解释：「ず」是「なくて」或「ないで」的古语形式

　　　　　「に」表示副词

　　　　　「は」表示强调

　　　　　「いられない」是自动词「いる」的可能形的否定，意思是“坐不住，呆不住”

　　直译：不做某事的话就呆不住

　　意译：不～就不行

　　着重：生理现象

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ず」

　　　　　一段动词去掉「る」加「ず」

　　　　　サ变动词变「する」为「せず」

　　　　　カ变动词变「くる」为「こず」



这一讲我们把关于「いる」的「ーずにはいられない」讲完了，下一讲我们来说一说关于「つもり」的「～つもり」。



  



【关于「つもり」：～つもり】（1）



上一讲我们把关于「いる」的「ーずにはいられない」讲完了，这一讲我们来说一说关于「つもり」的「～つもり」。



　　「つもり」这个语法在初级时已经讲过，这里重新提及是因为它在中高级里也是非常关键的，你必须要重新认识它。



　　「つもり」的「つ」是「強（つよ）い」的意思

　　「も」就是「思（おも）い」，就是「思います」的意思

　　「り」的话，不妨把它想成是一个拟态词，拟声拟态里拟态词有很多都是以「り」来结尾的



　　其实日本人对这个「つもり」的理解，我们可以看看《广辞苑》、《新明解》、《国语辞典》等的解释，在这些解释中最关键的一个意思：

　　「つ」就是「強い」，「も」就是「思い」→ 也就是说是一种想法，一种非常强烈的想法，强烈的心情 →「強い思い」



　　但是，咱们在国内的一些语法书里看到的「つもり」一直是被解释成一种“打算”

　　大家要清楚，这个「つもり」是名词，它是作为一个名词来做语法的，它根本就没有“打算”的意思，是因为咱们根本没法翻，才把它翻成“打算”的，而实际上，它永远也没有“打算”的意思，它是一种强烈的心情，一种强烈的心情肯定就是一种决心。



　　如果不能好好得理解的话，那就来看看安老师讲述她初到日本时关于这个「つもり」的困惑



在国内大学学到的「つもり」表示的是一种“打算”。

　　到了日本，在自己说这个「つもり」时，发现大家都在笑。笑自己什么呢？.....后来才明白，大家都觉得我说话很有意思，好象老在宣誓一样：我打算要怎样怎样……。

　　可是我确实是要打算干什么什么的来着的呀。但在日本人听来，你这是在宣誓，宣誓你决心要做什么做什么……。

　　有时候，比如“我打算吃一个包子”，可是我说出去的日语让日本人觉得，我这是决心要吃包子，吃不到包子我简直就活不了了……，这样的一种心情。



所以，大家要明白「つもり」表示的是一种非常强烈的心情，决心。

它的这种意思跟中文的“打算”完全没法比的，是因为我们没法翻，只好翻成“打算”



　　在这个「つもり」里一个非常常用的中高级的语法是：「～つもりでいる」

　　「つもり」是一种非常强烈的心情

　　「で」的话表示的是一种状态

　　「いる」的话就是上一讲我们说过的“活着”、“呆着”



　　那么「～つもりでいる」直译就是：我现在是以一种非常强烈的心情呆着、活着

　　意译可以是：我自以为自己非常怎样怎样，我就觉得自己怎样怎样....，要把一种，比如“就～”啊，“可得～”啊这种比较强的东西加上去来表示



一体どういうつもりですか？

　　いったいどういうつもりですか？

　　直译：到底是什么决心？

　　意译：到底想干什么？（质问、责问对方时用）



<一体>副词，到底

　　（どういう）怎么样的

　　这句话的主干是「つもりですか」



　　这里提一下「どう」这个副词，它翻成英文是「How」，这样的话它就只能接谓语

　　但是我要让它接名词的话，怎么办？

　　——一个副词要接名词时，在它后边加上一个动词，动简修名，然后就可以修饰这个名词了

　　「どう」通常接的动词是「いう」“说”这个词，但是要注意，这里是不能写汉字的



还有比如

　　どういうことですか。

　　到底是怎么一回事儿啊？……都会用「どういう」这种形式



好，这一讲的「つもり」先讲到这，下一讲我们把剩下的内容说完。



  



【关于「つもり」：～つもり】（2）



 上一讲我们讲了关于「つもり」的前半部分，这一讲我们接着把剩下的内容说完。



私は自分がまだまだ若いつもりでいるよ。

　　わたしはじぶんがまだまだわかいつもりでいるよ。

　　直译：自己还是非常年轻，我保持这种强烈的心情。

　　意译：我认为自己还是非常年轻的。



（自分がまだまだ若い）修饰名词「つもり」

　　这句话的主干是「私は～つもりでいる」我是以一种强烈的心情活着

　　「いる」指的就是一种～状态



　　「自分が」的「が」提示小主语，都在圆括号里的嘛

　　「まだ」副词，还，「まだまだ」比「まだ」还要“还”（。。。。。

　　<まだまだ>副词，修饰「若い」



　　<自分がまだまだ若いつもりで>这么一划分，这句话的主干就又缩小了，变成了

　　「私はいる」我是这么呆着的、活着的、这样的状态的

　　怎样的活着呢？——以一种强烈的、认为自己还很年轻的心情活着。



　　到这儿，你会发现「つもり」根本就没有“打算”的意思，它是一种心情，一种强烈的心情、想法、决心，这里你能把它翻成“打算”么。



本当は負けているが、勝ったつもりでいる。

　　ほんとうはまけているが、かったつもりでいる。

　　直译：其实输了，但是保持赢了的强烈的心情。

　　意译：其实输了，但是心里当作自己赢了。



<本当は>副词，“其实”的意思，它跟「本当に」是不一样的，「本当に」表示的是“真的”

　　「本当は負けている」其实已经输了，「いる」输的这种状态持续着

　　日语里特别爱用现在进行时，它表示的是一种持续，我一直输着呢，还没赢呢



　　（勝った）修饰「つもり」

　　<勝ったつもりで>以一种已经赢了的心情（呆着），我心里当做是赢了，这个心里就在「も」——「思い」








「～つもり」（旧版Ｐ57，修订版Ｐ79）

　　解释：名词「つもり」常被翻译成“打算”，但是日语「つもり」的语气要比汉语“打算”的语气强得多，所以应该理解为「強（つよ）い思（おも）い」强烈的心情或决心。如果想说“打算做某事”时可以直接用动词

　　注意：「つもり」常用「～つもりでいる」的形式

　　　　　「で」表示状态

　　　　　表示：“～的心情很坚定”

　　接续：名词「の」；动词基本形；形容词基本形；形容动词「な」



这一讲我们把关于「つもり」的「～つもり」讲完了，下一讲我们来说一说关于使役被动的「ーさせられる」。



  



【关于使役被动：ーさせられる】（1）


上一讲我们把关于「つもり」的「～つもり」讲完了，这一讲我们来说一说关于使役被动的「ーさせられる」。



　　使役被动「させられる」实际上就是「する」，就是去做～

　　只是咱国人有时绕不过弯儿来，看啊，「させ」是让，「られる」是被，「させられる」我被让去做，——咱国人有几个人这么说话的？

　　——所以就经常会想不起来这个「させられる」翻成汉语是什么



　　——实际上就是“做”，只不过被附加了另外的一些语气

　　日语里特别喜欢用的就是这种「する」的使役被动，也就是「する」＝「させられる」

　　「させられる」有三个非常关键的中心意思（语气）：不情愿的；不是自发的；无意中的



　　第一个“不情愿”最好理解

　　使役被动体现的就是一种很被动的、很被迫的、不愿意去做的



お酒を飲みたくないのに、何杯も無理矢理飲まされた。

　　おさけをのみたくないのに、なんぱいもむりやりのまされた。

　　直译：不想喝酒，可是好几杯非要被让喝了。

　　意译：不想喝酒，可是被硬灌了好几杯。



这里有个变形大家注意一下，就是：飲む

　　它的变形并不是按照之前讲过的规则来变，因为如果按规则来变，应该变成

　　——「飲ませ」（「せ」就是让）＋「られる」——>「飲ませられる」



　　但是因为将其合（并发）音：「せ」＋「ら」→「さ」，最后变形成：「飲まされる」

　　大家不要这么麻烦记步骤，只要知道它是怎么来的，咱直接记结果「飲まされる」就好



　　「のに」表达出的是非常强的转折语气，这是一种惊讶的、消极的语气

　　在「お酒を飲みたくないのに」里传达出来的就是一种消极的语气：我不喜欢、我不愿意



　　<何杯も>好几杯

　　「も」接在数量后表示强调

　　<無理矢理>就是硬要怎样怎样，非要怎样怎样，我不愿意干什么偏就非要让我干什么....



　　好，这一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」的第一种带有“不情愿的”语气的表现讲完了，下一讲继续讲解第二种“不是自发的”。



  



【关于使役被动：ーさせられる】（2）



上一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」“不情愿”意思（语气）的表示讲完了，这一讲我们继续讲解第二种“不是自发的”。



　　很遗憾，国内有一些教科书一直把它说成是一种自发的。

　　——使役被动，搞得我很被动，这能是自发的吗？

　　绝对不可能！

　　任何一个能够明白中文的中国人他都知道，被动的意思就是不是自发的，而是一种被迫的



　　使役被动表示不是自发的，一般是体现在有代表性的一些单词身上

　　比如：「考（かんが）える」→「考えさせられる」被让去想，什么意思啊？

　　——是由于某种契机引得我对某件事的深思，并不是自己蒙头瞎想，是因为有了某个契机，某些提示，我才想出来的，这就叫不是自发的。



子供たちの発表を聞いて、環境保護について考えさせられた。

　　こどもたちのはっぴょうをきいて、かんきょうほごについてかんがえさせられた。

　　直译：听了孩子们的发言，对保护环境，被让考虑。

　　意译：孩子们的发言引起我们对保护环境的深思。



「子供たちの発表を聞いて」，这里没有写出主语，那么可以把它理解成是“我／我们”

　　「環境保護」环境保护／保护环境，很常用的词

　　<環境保護について>就环境保护这个问题引起了我的深思



　　这个例句是安老师在日本一所小学当兼职老师时有感而来的

　　小学课堂会有一些让学生来做发表的课，比如让每个班出几个组作为代表，然后大家聚在一起就一些问题做发表。



　　当时，有一组学生提出如何进行废物利用。象油炸食品用的油因为不能随意处置，特别是不能倒下水道，那样会直接流入河、海，造成污染。要知道，日本是个岛国，他们得靠着这些个大的河、海生活，他们得吃里边的鱼啊什么的，所以他们非常重视水资源的保护。

　　因此这个组的学生就建议把这些废油做成肥皂……



这个建议让旁边原本对环保没有什么深刻认识的安老师特别特别有感触，一下子就想起了「考えさせられた」。也就是说，这是因为这些孩子们的发表，才引起了我对这个问题的深思。



好，这一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」“不是自发的”意思（语气）的表示讲完了，下一讲最后一种，表示“无意中的”。



  



【关于使役被动：ーさせられる】（3）


上一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」带“不是自发的”语气的表达讲完了，这一讲继续最后一个“无意中的”。



　　无意中的，这个也是一种被动的，非自发的，不情愿的

　　比如你上网，不小心电脑中毒了，这会给你带来一种非常不好的结果，这就是一种无意中的



　彼の口車にまんまと乗せられた。

　　かれのくちくるまにまんまとのせられた。

　　直译：我被让乘上了他满嘴跑的火车。

　　意译：我不知道怎么回事就上了他的当。



<彼の口車に>、<まんまと>

　　这句话的主干是「乗せられた」，就是一种我无意中的上了一辆车

　　要注意的是有很多的动词变形是不受变形规则约束的，就是有很多例外，就象「乗せられた」



　　「乗る」五段动词，按规则它变成使役的时候应该是「乗らせる」，但它不这么变，它变成「乗せる」，原因就在于这个「乗せる」是一个独立的单词，而不是简单的一个动词的使役态的变形，它是作为「乗る」的一个他动词来出现的。

　　那么这个「乗せる」的被动式就是「乗せられる」



　　「口車」满嘴跑的火车，形容人说话没个准儿

　　「口車に」的「に」是由于「乗る」用的，每一个助词怎么用，都是由它的谓语词来决定的



　　「まんま」就是「うまうま」，「うまうま」就是「うまい」，就是好的、巧妙的

　　「まんまと」就是百分之百的，非常好的，就是他是非常巧妙的骗我

　　那我是怎么就被骗了个正着呢？

　　——我是无意中上了他那满嘴跑的火车的，就是我也不知道怎么回事就上了他的当了








「ーさせられる」（旧版Ｐ57，修订版Ｐ80）

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段后加上「される」

　　　　　一段动词去掉「る」加「させられる」

　　　　　サ变动词变「する」为「させられる」

　　　　　カ变动词变「くる」为「こさせられる」

　　解释：使役被动＝一般现在时，即：「させられる」＝「する」，但是有以下三个语气：不情愿的；不是自发的；无意中的



这一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」带“无意中的”语气的表达讲完了，下一讲我们来说一说关于「すら、さえ、こそ」的「～すら」。



  



【关于「すら、さえ、こそ」：～すら】



上一讲我们把关于使役被动的「ーさせられる」都讲完了，这一讲开始我们来讲关于「すら、さえ、こそ」。



　　「すら」、「さえ」、「こそ」在日语一、二级考试里是年年考的，它们都是“连～”

　　这三个单词的「す」、「さ」、「そ」都在「さ」行，「さ、し、す、せ、そ」同一行的



　　「ら」表示拉动

　　「え」就是助词方向的那个「へ」，在古语里写的就是这个，不过现代日语写的是「え」

　　「こ」是过，过来这个地方



　　实际上「すら」、「さえ」、「こそ」就一妈生的仨儿娃，相同点就是都表示“连”，也就是它们意思是一样的，不同点就在于语气和使用上的不同。

　　这一讲先看第一个「すら」



　　「すら」和「さえ」最关键的不同点就在于：「すら」比「さえ」语气强

　　「す」和「さ」在同一行，那我们就比「ら」和「え」谁强

　　「ら」就是拉，就是拉动，拉过来，而「え」只是指方向

　　「すら」还有一个非常关键的特点，就是它在用法上，一般是不跟「ば」一起用的



　　如果排序的话，「すら」就是老大，它的最强，「さえ」是老二，「こそ」最小

　　老大和老二之间是意思上的相同，语气上的不一样

　　老二和老三也都表示一种连，不过它们在用法上存在一定的关联，都能跟「ば」一起用



子供すら分かることなのに、どうして大人のあなたが分からないの？

　　こどもすらわかることなのに、どうしておとなのあなたがわからないの？

　　直译：连孩子都明白的事，为什么大人的你不明白啊？

　　意译：连孩子都明白的事，为什么你这个大人不明白啊？



（子供すら分かる）修饰「こと」，这里的「すら」实际上是代替了「は」，「子供は」

　　前面的主干是「ことなのに」虽然这是一件事情

　　「のに」是带语气的，一种惊讶的、消极的语气的



　　「子供すら分かることなのに」连孩子都知道的事情，实际上前面省略了主语「これは」

　　「これは子供すら分かることなのに」这是一件连孩子都知道的事情

　　这里的「大人のあなた」的「の」表示的是一个等号，大人的你→翻成→你这个大人

　　「あなたが」的「が」是强调主语，强调你（已经）是大人（了居然还不懂）








「～すら」（旧版Ｐ58，修订版Ｐ81）

　　解释：举出极端的事物

　　　　　「す」表示「それ」

　　　　　「ら」表示“拉”，意思是“方向”

　　直译：往那个方向

　　意译：连～

　　注意：通常不跟「－ば」一起使用

　　区别：语气上比「さえ」强

　　接续：名词



这一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～すら」讲完了，下一讲继续「さえ」的讲解。



  



【关于「すら、さえ、こそ」：～さえ】


上一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～すら」讲完了，这一讲继续「～さえ」的讲解。



　　「さえ」表示的是“连～”

　　它经常会跟「ば」一起使用，构成「～さえーば」，翻成：只要什么什么就怎么怎么样



社長にさえ対応のできない問題だから、下っ端の私に対応できるはずがない。

　　しゃちょうにさえたいおうのできないもんだいだから、したっぱのわたしにたいおうできるはずがない。

　　直译：连对于社长都无法应对的问题，所以对于小卒子的我，不可能能够应对。

　　意译：这个问题连社长都无法应对，我这样的小职员就更不可能应对了。



　　（社長にさえ対応のできない）修饰「問題」

　　<社長にさえ>就是一个对象，对象就在这个「に」

　　因为「さえ」是助词，它可以代替的就是「は」、「が」、「を」这三个替代／替换型助词，其他的后加型助词它是不能代替的，所以前面的这个「に」的话，它只能后加



「社長にさえ対応のできない」连对于社长都无法应对

　　这里的「の」是连体修饰，也就是「が」，连体修饰里（定语里）「の」、「が」可以互换



　　有可能，你会觉得这个「さえ」实在是很难理解它、记住它，那你就把它想成「も」

　　→「社長にも」，这是四级时学过的，你要还是四级，那你还继续「も」（复习「も」）

　　如果你要上升到中高级，你就要学会升级，就要会用「さえ」



　　<下っ端の私に>这里的「の」还是等号

　　「下っ端」小卒子就是「私」我，「私」我就是「下っ端」小卒子

　　（下っ端の私に対応できる）修饰「はず」，「はず」指客观性的应该

　　这个例句后半句话的主干就是「はずがない」没有这种客观性的应该→就是→“不可能”



反則さえしなければ、勝っていたのに...

　　はんそくさえしなければ、かっていたのに...

　　直译：只要不犯规，那时候已经赢了……

　　意译：只要不犯规就能赢了，可是现在……



「反則する」犯规

　　「ば」在初级中已经学过，它表示的是一种条件，一种比较强的条件（复习「ば」）

　　「さえ」跟「ば」一起表示只要有～条件就会有～结果，那么就要翻成“只要～就～”



　　「反則さえしなければ」只要不犯规

　　「勝っていた」说明过去的那个时候我们已经是赢了



　　另外我们还经常会说

天気（てんき）さえよければ～　只要天气好……

　　先生（せんせい）さえよければ～　只要老师您觉得行……

　　成績（せいせき）さえよければ～　只要成绩好……








「～さえ」（旧版Ｐ59，修订版Ｐ82）

　　解释：举出极端事物

　　　　　「さ」表示「それ」

　　　　　「え」等于表示“方向”的「へ」

　　直译：往那个方向

　　意译：连～

　　注意：常用「～さえーば」表示“只要～就～”

　　区别：语气比「すら」弱

　　接续：名词



这一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～さえ」讲完了，下一讲继续「～こそ」的讲解。



  



【关于「すら、さえ、こそ」：～こそ】


上一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～さえ」讲完了，这一讲继续「～こそ」的讲解。



　　「こそ」通常被翻成：正是～



「よろしくお願いいたします。」「こちらこそよろしくお願いいたします。」

　　「よろしくおねがいいたします。」「こちらこそよろしくおねがいいたします。」

　　直译：“请您多关照。”“我正是要请您多关照呢。”

　　意译：“请您多关照。”“我才要请您多关照呢。”



「いたします」是「します」自谦的表达方式

　　「こちらこそ」的「こそ」表示的就是“正是～”



　　「こそ」经常会跟「ば」一起来接，它们接在一起时，通常是「ば」加在「こそ」前面

　　上一讲的「さえ」跟「ば」接的时候，是这个「ば」要跟在「さえ」的后面

　　同样，这个「ば」也是指条件性强的一种表达方式



　　那么「ーばこそ」表示的就是一种有这个条件才会有这种结果的意思

　　跟「～からこそ」的意思是一样的，「から」是因为，「こそ」是正是，→ 正是因为～

　　不过「ーばこそ」比「～からこそ」的语气要正式，要强



　子供のためを思えばこそ、アルバイトしながら通学させている。

　　こどものためをおもえばこそ、あるばいとしながらつうがくさせている。

　　直译：正是因为为了孩子，让孩子一边打工一边上学。

　　意译：正是因为为孩子着想才让孩子边打工边上学。



「ため」为了

　　「思えばこそ」表示的是「思うからこそ」正是因为这样想，怎么想？

　　——「子供のためを」为了孩子（着想）



　　「しながら」一边去做～

　　「通学する」上下学

　　「させている」我让他～








「～こそ」（旧版Ｐ59，修订版Ｐ82）

　　解释：强调前面名词

　　　　　「こ」体现“过”，表示方向

　　　　　「そ」等于「それ」

　　直译：往那个方向

　　意译：正是～

　　注意：「ーばこそ」和「～からこそ（正是因为～）」意思相同，但语气正式

　　接续：名词



这一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～こそ」讲完了，下一讲我们来说一说关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～こと」。



  



【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～こと】



上一讲我们把关于「すら、さえ、こそ」的「～こそ」讲完了，这一讲我们来说一说关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～こと」。



　　在任何一种语言里，都可以把所有的名词分为五类：事情、东西、人、地方、样子

　　其中「様」样子这个名词着重是在讲“为了～”这个意思时跟「ために」做比较，这里略过

　　剩下的四类就是我们接下来要讲解的内容

　　「事（こと）」事情、「物（もの）」东西、「人（ひと）」人、「処（ところ）」地方



　　首先要知道这四个名词：「こと」、「もの」、「ひと」、「ところ」有其本身初级的意思

　　除此之外才要了解它们高级的意思，因为就在中高级语法里这四个名词是每年必考的

　　今天这一讲先说：「こと」事情



　　「こと」如果在初级的话，它的意思就是表示事情，而且还可以代替那些表示事情的名词

あなたのことが好きです。

　　直译：喜欢你的事情（气质、做事方法、言谈举止……）

　　意译：我喜欢你。



如果是作为中高级语法的话，它有一个非常关键的意思：就是接在一个句子的最后面，表示一种正式的命令

　　而且一般情况下还不会在「こと」后面再加上诸如「です」、「だ」、「する」什么的



　　那，什么是正式的命令呢？——比如，在考试时监考老师命令学生不准使用字典

　　第一反应「してください」或命令形——当然可以，只是「してください」让人感觉太口语化，而命令形又会让人感觉太「乱暴」，这样就需要一个非常正式的命令，就是：「こと」。

　　再次提醒，这个意思的「こと」后边通常是不加助词的



試験中辞書を使用しないこと。

　　しけんちゅうじしょをしようしないこと。

　　直译：考试中，不要使用字典。

　　意译：考试时不要查字典。



这里用「使用する」而不是「使（つか）う」，就是想让大家知道「こと」表示的是正式的命令，那么，在这个句子里就要用一个比「使う」更加正式的说法，那就是「使用する」。



　　这个例句「こと」前的都要用圆括号括起来

　　（試験中辞書を使用しない）修饰「こと」，表示正式命令

　　圆括号里的是一个句子，而每一个句子都是以谓语结尾的，特别是在表示命令的时候，肯定是要用动词结尾的，命令什么人做／不准做什么。



　　圆括号里的<試験中>做时间状语，考试的时候

　　这句话说得柔和一点就是：試験中辞書を使わないこと。



　　还有比如你跟所有的人说：你们一定要好好努力！

　　就是：頑張ること。








「～こと」（旧版Ｐ59，修订版Ｐ83）

　　原意：事情

　　注意：还可以代替其他一些表示事情的名词

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



这一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～こと」讲完了，下一讲继续「～ひと」的讲解。



  



【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～ひと】



上一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～こと」讲完了，这一讲继续「～ひと」的讲解。



　　「ひと」的原意是“人”，还有一个意思其实并没有脱离它的本质，就是“人家”

　　这个“人家”既可以是指自己，也可以是指别人



　　你怎么用人家的笔啊？

　　这个人家既可以是自己——你怎么用我的笔啊？

　　也可以是别人——诶，你怎么用旁边同学的笔啊？

　　这个时候就会考你到底知不知道这个“人家”指的是谁



　　日语里常省略主语，这里就看你是否明白被省略的主语是谁，也就是要看你弄不弄得清楚这个谓语的动作到底是谁做的。



人の噂を撒き散らすのはよくない。

　　ひとのうわさをまきちらすのはよくない。

　　直译：他人的谣言，散布，不好。

　　意译：散布他人的流言不好。



这句话的主干是「のはよくない」～是不好的

　　这里的「の」代替的是一种行为：「人の噂を撒き散らす」散布他人流言的行为

　　「の」可以代替任何一个名词，但是你必须要知道它所代替的是什么，是哪类／个名词

　　「の」前面全部用圆括号括起，定语



　　「噂（うわさ）」流言蜚语

　　「うわ」哇的一声

　　「さ」刷的一下，「サ」行表示轻、快

　　这种哇的一声，刷的一下就出去的东西肯定是一种流言蜚语，所谓好事不出门，坏事传千里



　　「撒き散らす」散布，这个单词经常会与「噂」一起用——散布流言



人の物を勝手に使わないでよ。

　　ひとのものをかってにつかわないでよ。

　　直译：人家的东西，不要随便使。

　　意译：别随便用人家的东西。（此处既可以指自己也可以指他人）



这个例句是一种口语化的说法，因为「使わないで」后边省略了「ください」

　　句尾的「よ」念成降调，传递出的是一种无奈、不满：你别随便用人家东西行不行...这样

　　「勝手に」随便，由「に」看出是副词

　　「人の物」人家的东西，“人家”可以是我也可以是别人，对你来讲“我”就是人家








「～ひと」（旧版Ｐ60，修订版Ｐ84）

　　原意：人

　　注意：还可以表示其他人或自己，翻译成“人家”

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



这一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～ひと」讲完了，下一讲继续「～もの」的讲解。



  



【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～もの】


上一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～ひと」讲完了，这一讲继续「～もの」的讲解。



　　「もの」在初级时表示两个意思，“人”和“东西”

　　因为它即可以写「物」也可以写「者」，写「物」就是“东西”，写「者」就是“人”

　　在中高级，「もの」接在句尾表示的是一种强调

　　它跟「こと」是不一样的，「こと」接在句尾表示的是正式的命令



　　平时大家会在很多书上，甚至有些字典上，发现这个「もの」跟我说得不一样，可能这个时候大家就会有疑惑，你咋老跟人家说得不一样啊？



　　的确，在有些字典或有些语法书上写着：「もの」跟「から」是一样的，表示的是一种原因、理由，或者是阐述或解释事情、对于事情的一种说明....，实际上，「もの」根本就没这些意思，它只不过是在强调。



　　「もの」有表示强调的意思，这个在字面上就能看得出来

　　在初级，我们学过一个表示强调的助词——「も」——一般是接在数量后边来表示强调

　　何人も（なんにんも）　好几个人

　　何日も（なんにちも）　好几天....



　　当我们需要把一个东西变成名词时，就需要给它名词化，而给它名词化时就有一个「の」

　　这个「の」是可以代替任何一个名词的

　　所以「もの」这个词，当它接在句尾时，是不能把它理解为是什么东西啊人啊之类的

　　而是应该把它理解为是表示强调的助词「も」再加上给它名词化的「の」，变成一个「もの」



時間が経つのは本当に速いものですね。

　　じかんがたつのはほんとうにはやいものですね。

　　直译：时间过得真地快啊。

　　意译：时间过得真快啊。



这句话的主干就是「ものですね」

　　感叹时间飞快时的心情就是通过这个强调的「も」体现出来的，为了名词化才变成「もの」

　　那么「もの」前边就都应该用圆括号来括起来



　　在这个圆括号里，是（時間が経つのは本当に速い）

　　（時間が経つ）<本当に>，这么一划，就只剩下「のは速い」什么什么事情很快

　　「の」的话是名词化，这里把它理解为事情，那是什么事情呢？

　　——「時間が経つ」“时间过／经过”这个事情（过得真快）



相手にするものか。

　　あいてにするものか。

　　直译：把他当对象，可能吗？

　　意译：谁理他呀。



「もの」在句尾直接加了「か」或者加的是「ですか」

　　实际上「ものか」的「か」是「ですか」省略了「です」，那这个「か」是什么呢？

　　——在初级时，我们知道这个「か」有两个意思，表示“问（反问）”和“不确实”



　　在这个例句「か」表示的是“问”，是一种“反问”

　　就是一种：谁要理他呀？谁把他当回事儿呀？——这样一种反问

　　（相手にする）定语

　　也就是：谁理他呀？——我理他？——我不可能理他！——我绝对不理他！....的意思



　　这个「ものか」经常会跟否定一起接

　　当它跟否定接时，在翻译的时候稍微会有一些不同，但是不管如何不同，其原意是不变的



私にはできないものか。

　　直译：对于我就不行吗？

　　意译：我就不行吗？



（私にはできない）定语里<私には>状语，定修名，状修谓

　　「に」对～，方向

　　「は」强调，对我（来说....



　　这里，不知道大家注意到没有，意译过来的主语是“我”，但是，日语里是「私に」

　　为何？为何不是「私は」？

　　——这里就要说到日式思维的一种说法

　　在日语里有两个词，一个是「できる」“能”，一个是「わかる」“明白”



　　「できる」和「わかる」有一种非常关键的特点，一种日本式的特点

　　就是，它很少很少会被说成「私はできる」、「私はわかる」，当然，说是可以这么说的

　　但是你要了解日本人的说话方式——婉转



日本人说话婉转是为了什么？——体现暧昧

　　为什么要体现暧昧？——为了体现“和”

　　为什么要体现这种“和”？——因为它是岛国，它需要与它周围的人和平共处才能生存下去

　　所以，它必须强调“和”，强调一种协调性，它整个的这种文化就体现在它的语言中



　　那么，它就会把诸如“我会啊”、“我明白啊”这样一种让人感觉有点「偉（えら）そう」自大的用语转了一个弯来表达。

　　它不说“我会”、“我明白”，它说：这件事情对我来说还是会的／还是明白的....

　　就这样把主语转了个弯，转成了对象「私に」



　　所以，「できる」就一般会被说成「私にはできます」

　　「わかる」就会被说成「私にはわかります」








「～もの」（旧版Ｐ60，修订版Ｐ84）

　　原意：东西

　　　　　人

　　注意：接在句尾表示强调整个句子



这一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～もの」讲完了，下一讲继续「～ところ」的讲解。



  



【关于「こと、ひと、もの、ところ」：～ところ】


上一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～もの」讲完了，这一讲是最后一个「～ところ」。



　　「ところ」在初级时学过它的意思表示的是地点、时间，在中高级表示的意思是程度和状况

　　它是考试中经常会被考到的，下面我们就再从初级的看起，重新来做个介绍



今出かけるところだよ。

　　いまでかけるところだよ。

　　直译：现在是要出门的时间。

　　意译：现在刚要出门。



（今出かける）修饰「ところ」

　　<今>现在

　　「出かける」出门，一般现在时，一般现在时除了表示一般之外，还表示将来时

　　「ところ」接在一般现在时后面，表示这个时间，强调这个时态



　　因为这个「ところ」在翻译中翻不出来，所以就把它翻成“刚”，我刚要出门

　　那么这个例句的「ところ」就是要体现一般现在时里要表达的这个将来时的时态



今あの書類を読んでいるところだよ。

　　いまあのしょるいをよんでいるところだよ。

　　直译：现在是正在看那个材料的时间。

　　意译：现在正在看那个材料。



（今あの書類を読んでいる）修饰「ところ」

　　<今>现在，它是修饰整个圆括号里的，表示现在正在进行

　　「読んでいる」现在进行时，正在看

　　「ところ」表示时间，在强调这个现在进行时，强调这个时态，那么就要给它翻成“正”



　　所有的这些「ところ」翻成了什么？

　　——上一个是翻成了“刚”，这里是翻成了“正”。

　　你可能有点小郁闷了，「ところ」不是名词嘛，你咋给翻成副词涅？

　　——就是因为它要强调的是时态，咱没法翻，就只能给翻成副词，用来强调时态



这里的「今」也是非常经典的，因为它暧昧

　　它可以翻成：过去、现在、将来，当然是得根据上下文来推测的



今帰ってきたところだよ。

　　いまかえってきたところだよ。

　　直译：现在是回来了的时间。

　　意译：现在刚回来。



大家有没有发现，这三个例句的时间状语用的都是「今」

　　——因为希望所有的人理解这个「ところ」是强调时态的

　　以及「今」这个词是个非常暧昧的词



　　在初级，我们学过可以用手指的时间，那都是非常具体的，可以在后边加「に」

　　而「今」是没办法用手指的，因为你无法知道哪一个点是「今」的点，所以它是非常暧昧的



　　（今帰ってきた）修饰「ところ」

　　<今>现在

　　「た」就是“了”，这里指过去式

　　「ところ」这里是强调过去式，所以翻成“刚回来”



复习完初级部分的「ところ」，我们开始中高级意思的讲解

　　在表示程度或状况的时候，「ところ」经常会以「～といったところ」或者是「～というところ」的形式出现，不过用「いう」的形式没有用「いった」的多。为啥？



　　——因为「という」前加的是一个句子，前边要划的是引号，后边加的是名词

　　而「といったところ」的这个「た」大家绝对不要单纯的把它看成是过去式，为啥？

　　——它有两个意思：50%的意思是“了”；50%的意思是“的”，而在这里表示的就是“的”

　　如果你只把它理解成过去式，那很多的语法你就理解不了了



　　这就象中文的“了”很让日本学生困惑一样

　　因为这个“了”除了表示过去时，比如：我回来了。还可以表示将来时，比如：快要下雨了。

　　而这个“了”实际上就相当于日语的「た」，能明白这一点的话，对「た」的理解就不难了



　　那么，在这个语法里「～といったところ」的「た」表示的就是“的”，是这样的一个程度

　　而“程度”这个词在日语里念成「程度（ていど）」，这个词本身就是程度很低的意思

　　あ～、この程度なの？

　　啊，就这种程度啊？——给人一种程度低的感觉



　所以「～といったところ」这个语法就让人感觉，啧，我从字面上看不出来啥意思嘛——对了，所以才会在一级考试里出现——因为一级考试里很多的考点都是让你从字面上看不出意思的东西。

　　也就是说这个「ところ」它表示程度以及还表示程度低的这样的意思你是看不出来的



それは単なる遊びといったところだ。

　　それはたんなるあそびといったところだ。

　　直译：那单纯是个游戏的程度。

　　意译：那只不过是个游戏。



这句话的主干是「それは～ところだ」



　　（単なる遊びといった）修饰「ところ」，那只不过是一种程度～，“只不过”在哪儿？

　　——看不出来——其实就是「ところ」这个程度低所表示出来的

　　“単なる遊び”在「と」前的一个引号（句子）

　　（単なる）单纯的、简单的，修饰「遊び」








「～ところ」（旧版Ｐ61，修订版Ｐ85）

　　意思：地方；时间；程度；状况

　　注意：１）接在不同时态（一般现在时，现在进行时，过去式）的动词后，强调动词的时态

　　　　　２）表示程度时一般表示程度低，常用「～といったところだ」

　　接续：名词；数量词



这一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～ところ」讲完了，下一讲我们来说一说关于用过两次的词「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」。



  



【关于用两次的词：～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ】



上一讲我们把关于「こと、ひと、もの、ところ」的「～ところ」讲完了，这一讲我们来说一说关于用两次的词「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」。



　　在实际运用中有很多的词都是可以用两次或两次以上的，但是象这些在语法书中提及的，一般都是在考试中会被作为考点考到的。



　　其实「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」已经在前边的“不管是～还是～”里讲过了

　　这里就当复习，咱们再把例句重新看过一遍（>>返回复习）



寒いにしろ暑いにしろ、どうせ遠くまで行かないから大丈夫だ。

　　さむいにしろあついにしろ、どうせとおくまでいかないからだいじょうぶだ。

　　直译：打个比方冷，打个比方热，反正不去远处，所以没关系。

　　意译：不管是冷还是热，反正不去远处，所以没关系。



「～にしろ～にしろ」前边可以加任何一个词，不管是～还是～

　　「どうせ」反正



気に入るにせよ気に入らないにせよ、引き受けた仕事は最後までやるしかない。

　　きにいるにせよきにいらないにせよ、ひきうけたしごとはさいごまでやるしかない。

　　直译：打个比方喜欢，打个比方不喜欢，接受了的工作就只能干到底。

　　意译：不管是喜欢还是不喜欢，只能把接受了的工作干到底。



「しろ」和「せよ」都是「する」的命令语

　　只是「にせよ」比「にしろ」更加的正式








「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」（旧版Ｐ61，修订版Ｐ86）

　　解释：「しろ」和「せよ」都是「する」的命令形

　　　　　「に」表示对象

　　　　　此处是举出两个例子

　　意思：不管是～，还是～

　　区别：「せよ」比「しろ」正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们复习了关于用两次的词「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」，下一讲稍微过一下「～につけ～につけ」。



  



【关于用两次的词：～につけ～につけ】


上一讲我们把关于用两次的词的「～にしろ～にしろ／～にせよ～にせよ」过了一遍了，这一讲继续「～につけ～につけ」。



　　这个语法同样也是在“不管是～还是～”系列里讲过了（复习>>「～につけ～につけ」）

　　「つける」写成汉字的话，可以是：「附ける」、「着ける」、「即ける」、「就ける」



　　“即”和“就”讲过了，意思就是“在”、“是”

　　也就是：“不管是在～方面，还是在～方面”或者“不管是～，还是～”



結果は良きにつけ悪しきにつけ、まずやってみるのが何よりだよ。

　　けっかはよきにつけあしきにつけ、まずやってみるのがなによりだよ。

　　直译：结果不管是好还是坏，首先试着做比什么都强。

　　意译：不管结果是好还是坏，最好首先去尝试。



（まずやってみる）首先尝试着去做

　　「何よりです」比什么都强








「～につけ～につけ」（旧版Ｐ62，修订版Ｐ86）

　　解释：「つけ」是表示“在”或“是”的「就（つ）ける、即（つ）ける」的连用形

　　　　　「に」表示方向

　　意思：“不管是在～方面，还是在～方面”或“不管是～，还是～”，举出两个例子

　　语气：正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把关于用两次的词的「～につけ～につけ」稍微过了一下，下一讲继续「～といい～といい」。



  



【关于用两次的词：～なり～なり】



上一讲我们把关于用两次的词的「～だの～だの」讲完了，这一讲继续「～なり～なり」的讲解。



　　「なり」写汉字应该写的是“也”

　　也就是这个“也”有两种读音，一种是音读「や」，另一种是训读「なり」

　　而「や」是初级语法，「なり」则是一级语法



　　实际上「なり」是什么？

　　——就是“是”的意思，什么也什么也不就是是什么什么是什么什么的意思吗

　　「なり」有一个很关键的意思，一般情况下会有一定的选择性，比如：你要么这样要么那样



辞書を引くなり他の人に聞くなりどんな方法でもいいから調べてください。

　　じしょをひくなりほかのひとにきくなりどんなほうほうでもいいからしらべてください。

　　直译：查字典啦问别人啦，不管什么方法都行，请查。

　　意译：查字典啦问别人啦，不管用什么方法都行，去查一下。



这里的「～なり～なり」是一种举例，是要你选择，要么查字典，要么问别人，当然，你要说我两种方法都用不行啊？——当然可以，只是「～なり～なり」给人一种要做出选择的感觉。



　　「辞書を引くなり」用查字典的这种方式

　　<他の人に>表示的是一种对象

　　「どんな方法でもいいから」不管用什么样的方法都无所谓、都行

　　「調べてください」你去查一下



　　如果你要说这个「なり」太难，我实在记不住

　　——那你就把它当「や」来记——就是举例，这样啦，那样啦……








「～なり～なり」（旧版Ｐ63，修订版Ｐ87）

　　解释：「なり」是表示断定的「也（なり）」，意思是“是”

　　注意：表示举例

　　重点：表示断定和举例的「也」的音读是「や」，训读是「なり」

　　接续：动词基本形



这一讲我们把关于用两次的词的「～なり～なり」讲完了，下一讲继续「～やら～やら」的讲解。



  



【关于用两次的词：～やら～やら】


上一讲我们把关于用两次的词的「～なり～なり」讲完了，这一讲继续「～やら～やら」。



　　「やら」跟「や」就一回事，至于这个「ら」，就是一种复数，如「かれら」、「これら」...

　　「や」的话本身就是一种举例，「ら」的话又是一种复数，所以「やら」也就是一种例举



　　「やら」跟「や」的不同点在于

　　「や」一般情况下是跟在名词后边

　　而「やら」除了可以跟名词，还可以跟谓语词

　　还有一点就是「やら」一般在一级考试中出现，而「や」则多在初级



損したやら得したやらもうどうでもいいことだ。

　　そんしたやらとくしたやらもうどうでもいいことだ。

　　直译：亏了呀赚了呀，现在都已经无所谓了。

　　意译：不管是亏了还是赚了，现在都已经无所谓了。



（もうどうでもいい）修饰「こと」

　　<もう>副词

　　「損した」亏了

　　「得した」赚了，这两个都是在举例



飲みすぎて、頭が痛いやら息が苦しいやら、大変でした。

　　のみすぎて、あたまがいたいやらいきがくるしいやら、たいへんでした。

　　直译：喝多了，头疼呀喘不上气呀，很痛苦。

　　意译：喝多了，又是头疼又是喘不上气来，痛苦死了。



「飲みすぎました」喝多了

　　「頭が痛い」头痛

　　「息が苦しい」喘不上气，这个小短语请一定记下








「～やら～やら」（旧版Ｐ63，修订版Ｐ88）

　　解释：「やら」和「や」一样

　　注意：表示举例

　　区别：一般「や」接在名词后

　　　　　「やら」可以接名词、动词基本形、形容词基本形、形容动词词干



这一讲我们把关于用两次的词的「～やら～やら」讲完了，下一讲继续这一系列的最后一个「ーつーつ」。



  



【关于用两次的词：ーつーつ】


上一讲我们把关于用两次的词的「～やら～やら」讲完了，这一讲继续这个系列的最后一个「ーつーつ」。



　　用「ーつーつ」必须有一组对照性的动作，简单点说，就是按中文一次两次的“次”来记

　　比如：这样一次、那样一次，这里的“这”和“那”不就是对照性的说法吗

　　还有“这个”和“那个”，就是“近”和“远”——对照性的



　　「ーつーつ」前边接续的两个动作都必须用动词的连用形，因为「つ」是后缀嘛



選手たちは皆抜きつ抜かれつしてゴールインした。

　　せんしゅたちはみんなぬきつぬかれつしてごーるいんした。

　　直译：选手们大家都，一次追上一次被追上，到达了终点。

　　意译：选手们你追我赶地到达了终点。



　<皆>（所有人）都，副词

　　「抜きつ」是去了「ます」的「抜く」“拔”的连用形 ＋「つ」，译为一次追上了／超过了

　　「抜かれつ」就是「抜かれる」“被拔”，译为被追上了／超过了



　　「つ」作为后缀出现，一次这样、一次那样（超过、被超过）——去做，去做体现在哪里？

　　——所以不能以「つ」来结尾，它后边必须还得再跟个动词

　　补上就是：我做超过他一次的事情，又做了被动超过的事情（被动）



　　「ゴール」就是目标

　　「イン」就是进入——进入目标—→ 到达终点

　　注意在听力题中出现「ーつーつ」



彼は部屋で行きつ戻りつしている。

　　かれはへやでいきつもどりつしている。

　　直译：他在房间里一次去一次回地走着。

　　意译：他在房间里来回走着。



<部屋で>的「で」表示动作发生的场所

　　「行きつ」这一次是往前走

　　「戻りつ」下一次是往回走

　　把「している」具体化成任何动作时，在这里就可以换成“走”「歩いている」



或者我还可以把它说成

行きつ戻りつ考えている。

　　いきつもどりつかんがえている。

　　我一会往前走着，一会往回走着，想着事情。



也就是说，「ーつーつ」后边的这个「している」可以自由发挥








「ーつーつ」（旧版Ｐ64，修订版Ｐ88）

　　解释：「つ」相当于汉语的“次”

　　意思：一次这样，一次那样

　　区别：前后用两个对照性的动作

　　接续：「ー」部分是动词的连用形（去掉「ます」），当名词用，后面再接一个动词



这一讲我们把关于用两次的词的「ーつーつ」讲完了，下一讲我们来说一说表示“过于”的「ーすぎる」。



  



【过于：ーすぎる】


 上一讲我们把关于用两次的词的「ーつーつ」讲完了，这一讲我们来说一说表示“过于”的「ーすぎる」。



　　用于表达“过于”的有两种方式

　　一种是在初级中讲过的 >>「しすぎる」，今天我们重新过一遍

　　「ーすぎる」可前接动词连用形、形容词及形容动词词干，与之构成复合词用于表示“过于”

　　第二种是「～あまり」，这个下一讲说



それは言い過ぎだよ。

　　それはいいすぎだよ。

　　直译：那说得过头了。

　　意译：说过火了。



「言い」就是「言います」去掉了「ます」

　　加「過ぎる」→「言い過ぎる」→ 构成复合词，说得太多了



敬語の使い方は煩わし過ぎる。

　　けいごのつかいかたはわずらわしすぎる。

　　直译：敬语的用法过于繁琐。

　　意译：敬语的用法太繁琐了。



这个例句稍微有点难，不过学习就是要往难的学，别就只会那么几个初级的



　　「煩（わずら）わしい」繁琐，它的第一个「わ」的意思就是「あ」，就是“上”

　　「ず」就是表示烦躁、不满的“啧”的这个音

　　「ら」的意思就是“拉、拉动”

　　第二个「わ」的意思还是“上”→ 那么就是一直往上加这个烦——就是“烦死了”



新宿駅は複雑過ぎる、いつも乗り換えの線が見つからない。

　　しんじゅくえきはふくざつすぎる、いつものりかえのせんがみつからない。

　　直译：新宿站过于复杂，总是换乘的线找不到。

　　意译：新宿站太复杂了，总也找不到要换乘的线。



「複雑」形容动词词干，直接加「過ぎる」，构成复合词

　　「乗り換えの線が」要换乘的线

　　「見つからない」找不到



　　这三个例句表现不同的接续，不妨记下来








「ーすぎる」（旧版Ｐ64，修订版Ｐ89）

　　解释：「すぎる」的汉字是「過ぎる」

　　意思：过于～

　　注意：与前面的词的连用形构成复合动词

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）；形容词词干；形容动词词干



这一讲我们把表示“过于”的「ーすぎる」稍微过了一遍，下一讲继续「～あまり」。



  



【过于：～あまり】


上一讲我们把表示“过于”的「ーすぎる」讲完了，这一讲继续「～あまり」的讲解。



　　「～あまり」是「余る」的连用形，它即可以作为副词也可以作为名词，不过多作名词用

　　这个语法就是作为名词来用的



　　其实日语的语法通常就是由动词或名词来构成，只不过这些动词和名词会外加一些其他词

　　所谓语法就是单词罗列的法则，如果单就一词搁那儿，那就啥法都没有，它就一单词而已

　　由名词构成的语法通常都是要有修饰语就是定语来修饰它，这样才能成为语法



　　所有的名词在作语法时，通常会有一种表现方式，就是它们的声调会发生变化

　　比如「あまり」作为单词单独念的时候是０调

　　作为语法「～あまり」，也就是它前边得加定语修饰它时，就变成好像复合词，就要念１调

　　这种声调的变化，比如「通（とお）り」也是这样，当然还有很多，以后碰到会再讲



「余（あま）る」的「あ」就是上

　　「ま」就是满

　　比如杯中水已满，却还往里倒，添上添上 →→ 不就溢出来了、不就多余了吗？



　　那么，「～あまり」就要翻成：由于过于怎么怎么样而怎么怎么样

　　这里的“由于”是通过上、下文来推测的



驚きの余り、声も出なかった。

　　おどろきのあまり、こえもでなかった。

　　直译：过于吃惊，声音都不出来了。

　　意译：过于吃惊了，都说不出话了。



「驚き」是「驚きます」的名词形式

　　（驚きの）修饰「余り」

　　注意：「余り」后边通常是不加助词的，当然了，既然不加助词，那就一定得加逗号，以便与后边的名词分开。



　　「も」连，「声も」连声音也／都～

　　「出なかった」发不出来

　　「～あまり」其实之前在表示“非常，极其”的这个意思里讲过（ >>返回复习 ）,也就是它在表示“非常、过于”什么的时，经常在一、二级中被考到。








「～あまり」（旧版Ｐ65，修订版Ｐ90）

　　解释：「あまり」是自动词「余（あま）る」的连用形，作名词

　　意思：过于～

　　接续：名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」

　　注意：多接名词「の」



这一讲我们把表示“过于”的「～あまり」讲完了，下一讲我们来说一说表示“过程”的「～間（あいだ）に／うちに」。



  



【过程：～間に／うちに】



上一讲我们把表示“过于”的「～あまり」讲完了，这一讲我们来说一说表示“过程”的「～間（あいだ）に／うちに」。



　　表示“过程”的意思有两个

　　一个是「間」，就是“在～之间”

　　一个是「うち」，写汉字是「内」，但一般不写，就写“うち”



　　它们意思上的相同之处在于：都表示的是一种过程，从～到～之间／之内

　　也就是说，它们之间能够互换的话，就说明二者都表示一定的期间

　　它们最大的不同就在于：「間」具体、清楚，而「うち」则模糊、暧昧

　　所以你表达的时间段如果是非常清晰的从哪儿到哪儿这样的，就要用「間」



若いうちに／間にいろいろと体験するのは大切です。

　　わかいうちに／あいだにいろいろとたいけんするのはたいせつです。

　　直译：在年轻时，各种各样的体验是很重要的。

　　意译：年轻时多体验是很重要的。



<若いうちに／間に>这里虽然两个都可以用，但是，用「間に」的少。为啥？

　　——你想，年轻是怎么个标准啊？

　　你说：30几岁；我说：不对，20几岁；那还有人说：都不对，应该是10几岁……

　　——模糊！所以这里的「間に」和「うちに」，更多的用的是暧昧的「うちに」



　　<いろいろと>看「と」看出是副词，各种各样的

　　（体験する）后跟「の」被名词化，当然你也可以说「体験することは」

　　这句话的主干是「のは大切です」～是重要的



1994年から1996年の間に海外留学していた。

　　せんきゅうひゃくきゅうじゅうよねんからせんきゅうひゃくきゅうじゅうろくねんのあいだにかいがいりゅうがくしていた。

　　直译：从1994年到1996年这段时期，在国外留学。

　　意译：我在1994年到1996年这段期间在国外留学。



「に」在～

　　<1994年から1996年の間に>在1994年到1996年这段期间

　　（1994年から1996年）后边加上「まで」也行，当然不加「まで」人家也懂是“到”1996年



熱いうちにどうぞ。

　　あついうちにどうぞ。

　　趁热吃／喝。



「熱いうちに」谁能定义这个热的过程是多久？

　　——不能吧！

　　同样的模糊！



そのうちにまたお聞きします。

　　そのうちにまたおききします。

　　直译：在那一段时期里，我再问您。

　　意译：过一段时间我再问您。



这里翻成问“您”是因为用了一个「聞きます」的自谦的表达方式：「お聞きします」



　　请一定记下这个日本人说的经典的例句

　　为啥？

　　——暧昧！



　　咋就暧昧了呢？

　　——<そのうちに>那个期间

　　<また>再、又

　　<そのうちにまた>过一段时间，这“过一段时间”是多久？



再比如，有人问你：你都说了多少年留学了，到底啥时候去啊？

　　你要自个儿心里头也没个底，只是觉得反正有一天会留成学的话，用日语说就是

　　「そのうちです。」

　　「そのうち。」



有的书上说在表示“在～之前”时不能用「～間に」，而实际上「～うちに」就没有“在～之前”的意思。但是，因为有很多书上都这么说，这里就把它拿过来看一下。



冷めないうちにどうぞ。

　　さめないうちにどうぞ。

　　直译：在不凉的过程当中，请。

　　意译：请趁热。



（冷めない）修饰「うち」

　　<冷めないうちに>在没有凉的过程当中；在不凉的；在它凉之前…（好！停！看到“之前”了

　　我们之前说过，在查字典的时候有的词可能有很多个意思，实际上不管它有多少个意思，都是从它的中心，也就是比如树根，从树根长出树干，再从树干长出树枝，再从树枝长出树叶。

　　所以这里虽然是把它翻成“在～之前”，但实际上它依然表示的是“在～过程当中”



　　那么，这句话的主干就只剩下「どうぞ」请

　　请什么？——不知道，没说，你自个儿想去。（或者联系上、下文推测）

　　这里的「冷めないうちに」也是非常常用的短语，不妨记下



冷めないうちに頑張る。

　　さめないうちにがんばる。

　　趁热学习。（这里实际上就有一种中文中趁热打铁的意思在里边）








「～間に／～うちに」（旧版Ｐ65，修订版Ｐ90）

　　解释：二者都表示“在一段过程当中”

　　注意：能够互换时，二者都表示一定的期间

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）

　　区别：「～間（あいだ）に」表示开始和结束的时间“明确”

　　　　　「～うちに」表示开始和结束的时间“模糊”



这一讲我们把表示“过程”的「～間（あいだ）に／うちに」讲完了，下一讲我们来说一说表示“好不容易”的「せっかく～から」。



  



【好不容易：せっかく～から、せっかく～のに】


上一讲我们把表示“过程”的「～間（あいだ）に／うちに」讲完了，这一讲我们来说一说表示“好不容易”的「せっかく～から」和「せっかく～のに」。



　　表示“好不容易～”的就只要认识「折角（せっかく）」这个词就好

　　「せ」＋促音「っ」→「折（せつ）」就是“折”

　　「かく」→「角」就是“角”

　　你可以这样理解：我走得不是一条直线，我老得拐这个弯儿、这个角的……，好不容易啊



　　「折角」习惯于跟「から」或「のに」接，实际上你不接也行的，只不过习惯上这么用而已

　　「から」表示的是原因，就是：因为好不容易怎样怎样，所以怎样怎样

　　「のに」表示一种消极的语气，就是：虽然我好不容易怎样怎样，但是却怎样怎样



　折角留学に来ているから、しっかり勉強して行きたい。

　　せっかくりゅうがくにきているから、しっかりべんきょうしていきたい。

　　直译：好不容易来留学，所以想好好学下去。

　　意译：好不容易来留学，想以后一直好好学习。



<折角>副词

　　<留学に>的「に」表目的

　　「来ているから」（好不容易）来留学



　　<しっかり>的「し」的意思就是死

　　促音「っ」表示的是一种强

　　「か」的意思就是加强

　　「り」表示的是一种拟态词



　　「しっかり」就是一种好好的、踏踏实实的、扎扎实实的……，表示的就是特强（的）



　　这里的「勉強して行きたい」就是表示我要／想一直学下去

　　「たい」就是“想”

　　「行き」就是“下去”



折角メモを取ったのに、なくしてしまった。

　　せっかくめもをとったのに、なくしてしまった。

　　直译：好不容易记录了，但是结果弄丢了。

　　意译：好不容易记下来了，结果弄丢了。



<折角>好不容易

　　「メモを取る」记笔记

　　「のに」但是，这里表示一种消极的语气



　　「なくす」就是弄丢

　　「しまった」非常消极的一种“哎呀，完了”（弄丢了）








「せっかく～から、せっかく～のに」（旧版Ｐ67，修订版Ｐ92）

　　解释：「せっかく」的汉字是「折角」，表示七转八折地～

　　　　　「から」表示原因

　　　　　「のに」表示转折，有消极的语气

　　意思：好不容易

　　接续：「せっかく～から」接动词基本形；形容词基本形；形容动词「だ」；名词「だ」

　　　　　「せっかく～のに」接动词基本形；形容词基本形；形容动词「な」；名词「な」



这一讲我们把表示“好不容易”的「せっかく～から」和「せっかく～のに」讲完了，下一讲我们来说一说表示“好像”的「～みたいだ」。



  



【好像：～みたいだ】


上一讲我们把表示“好不容易”的「せっかく～から」和「せっかく～のに」讲完了，这一讲我们来说一说表示“好像”的「～みたいだ」。



　　表示“好像～”的有很多种表达方式，这一系列我们讲14个

　　「～みたいだ」在初级时已经讲过（>>返回复习），今天再重新来看一遍



　　「みたい」的「み」是“看”

　　「たい」就是一种形态、状态

　　「～みたい」就是看上去的一种状态，翻成“看上去～”



　　「～みたい」可前接任何词，名词、谓语词都直接加前边就好

　　它相较「様（よう）だ」要柔和，因为它不写汉字嘛，与它相比「様だ」则显得正式生硬



長い間の夢が叶って、まるで夢みたいです。

　　ながいあいだのゆめがかなって、まるでゆめみたいです。

　　直译：长期的梦想实现了，简直就好像是梦。

　　意译：长期的梦想实现了，简直就像是在做梦。



（長い間の）长时间的，修饰「夢」梦想　　

　　「叶う」实现，自动词，决定了助词用「が」



　　<まるで>副词，圆

　　「まる」的汉字是「丸」，意思就是圆圈 → 圆圈就是整个

　　「で」是一个状态

　　「まるで」就是整个的一个状态



今日みたいな事が二度と起こらないように約束する。

　　きょうみたいなことがにどとおこらないようにやくそくする。

　　直译：今天这样的事，为了二度不发生，保证。

　　意译：我保证绝不再发生像今天这样的事。



「今日」名词，直接加「みたい」

　　「みたい」是作为形容动词来用的，因此它后边接「事」时要先加「な」



　　这句话的主干是「約束する」约定、保证

　　那么主干之前全部都是<今日みたいな事が二度と起こらないように>尖括号括起来的

　　前边的「ように」是“为了～”

　　「よう」的话是样子，「に」的话是副词



　　（今日みたいな事が二度と起こらない）修饰「よう」，～～的样子

　　<今>时间状语

　　（みたいな）修饰「事」

　　「事が起こらない」事情，不发生



　　事情怎样不发生 →「二度と」第二次／两次

　　「二度と」的「と」就是一引号，引号的作用之一就是要强调

　　要注意的是「二度と」经常会跟否定一起接，就是“～～再不会有第二次”之类的



日本語ネイティブみたいにしゃべれたらいいなあ。

　　にほんごねいてぃぶみたいにしゃべれたらいいなあ。

　　直译：像日语母语者那样，能够说，就好了。

　　意译：日语如果能说得像日语母语者那样就好了。



「日本語ネイティブ」也可以说成「日本語のネイティブ」，日语母语者

　　<日本語ネイティブみたいに>副词

　　「みたい」作为形容动词来用，后接动词「しゃべれる」时要先加「に」，副词化它



　　「しゃべる」就是说，是比较口语化的“说”，正式的应该是「話す」

　　「しゃべれる」的「れ」就是“能、能够”→ 能够去说

　　「たら」如果

　　如果能够去这样说的话，「いいなあ」就太好了








「～みたいだ」（旧版Ｐ67，修订版Ｐ93）

　　意思：看上去～

　　注意：作为形容动词使用（「みたいな」＋名词、「みたいに」＋动词）

　　语气：最柔和

　　搭配：「まるで～みたいだ」整个好像～

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“好像”的「～みたいだ」讲完了，下一讲继续「～ようだ」。



  



【好像：～ようだ】



上一讲我们把表示“好像”的「～みたいだ」讲完了，这一讲继续「～ようだ」的讲解。



　　「～ようだ」同样在初级也讲过（>>返回复习）

　　它写成汉字是「様だ」，样子，而且读音也是音读，因此它比「みたい」要老、要正式生硬



　　「～ようだ」与前面的词进行接续时，是把「ようだ」当名词接

　　但是，它与后边的词相接时，是把它当形容动词用，接续就按形容动词的接

　　另外，「ようだ」经常会跟「まるで」一起用，表示整个是～



新型機械が登場して以来、ユーザーの数は爆発的に増えているようだ。

　　しんがたきかいがとうじょうしていらい、ゆーざーのかずはばくはつてきにふえているようだ。

　　直译：新型机器登场以来，用户的数量好像在爆发性地增加着。

　　意译：新型机器登场以来，用户的数量好像在激增。



「新型機械」念０调也行，５调也行

　　注意这里的「登場して以来」，「以来」是名词，一般情况下应该接动词简体啊，这里...？

　　——其实语言这东西是非常灵活的，「登場して」然后你加个逗号试试：

　　“新型机器登场了，在那以来，……”



　　如果理解起来还是很费劲，你可以把它看成是「してから」

　　实际上「以来」接在「て」形后面，就跟「から」接在「て」形后面是一样的，「～してから」这种表达方式在二级考试中经常被考到。



　　（ユーザーの数は爆発的に増えている）修饰「よう」样子

　　「ユーザー」用的人、用户

　　<爆発的に>副词，爆炸性的

　　「増えている」增长着

あの人はどこかで会ったことのあるような気がする。

　　あのひとはどこかであったことのあるようなきがする。

　　直译：那个人，在什么地方见过，觉得好像。

　　意译：觉得好像在什么地方见过那个人。



这句话的主干是「気がする」：好像是一种感觉

　　（あの人はどこかで会ったことのあるような）修饰「気」感觉

　　（あの人はどこかで会ったことのある）修饰「よう」样子

　　「する」既是自动词也是他动词，这里作自动词用，从「が」看出来



　　「気がする」自己发出的一种气息、一种感觉 → 就是“我觉得”

　　「よう」作为一个形容动词来修饰「気」→ 变成「ような」



　　<どこかで>好象在什么地方

　　「か」表示不确定

　　「で」表示在什么地方做什么事情



　　（会った）见过了、见了，修饰「こと」

　　（ことのある）的「の」就是「が」，定语里的连体修饰，就是「ことがある」

　　表示有什么样的经历、事情，这里指我见过的这么一个经历



这句的大主语应该是“我”，我觉得怎样怎样，这里省略掉了这个大主语

　　「あの人は」是定语里的大主语，「ことが（の）ある」的「こと」是定语里的小主语

　　又是一个括号套括号的句子……



ここに書いてあるように申込書にご記入ください。

　　ここにかいてあるようにもうしこみしょにごきにゅうください。

　　直译：在这里写着的样子，请往申请表里填写。

　　意译：请按照这里写的填写申请表。



「ご記入ください」请您记录，这里就是请您填了

　　<申込書に>的「に」表方向，填哪儿？——「申込書」申请表



　　<ここに書いてあるように>后面的「に」副词化

　　（ここに書いてある）修饰「よう」

　　<ここに>表方向



　　「書いてある」写着的，表示的是一种状态

　　如果是「書いていて」就表示有什么人正在写着（>>返回复习【している、してある】）








「～ようだ」（旧版Ｐ68，修订版Ｐ93）

　　解释：「～ようだ」的汉字是「～様だ」

　　意思：～的样子

　　注意：有双重词性

　　　　　对前面作名词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）

　　　　　对后面作形容动词（「ような」＋名词；「ように」＋动词）

　　区别：比「～みたいだ」正式

　　搭配：「まるで～ようだ」整个好像～



这一讲我们把表示“好像”的「～ようだ」讲完了，下一讲继续「～らしい」。



  



【好像：～らしい】



上一讲我们把表示“好像”的「～ようだ」讲完了，这一讲继续「～らしい」。



　　「～らしい」在初级中也讲过（>>返回复习），这一讲重新看一遍

　　「～らしい」前边可直接加谓语词，或者名词，当然这两种接法稍微有点不同

　　它接谓语词表示的是一种有根据的推断



　　「～らしい」的「ら」就是拉动，比如从Ａ拉到Ｂ...

　　「し」的话，不妨把它想成是“像”

　　→我把它从Ａ拉近到了Ｂ，对于Ｂ来讲有根据的推断就是（从）Ａ（而来）



　外に干してある洗濯物が濡れているから、夜中に雨が降ったらしい。

　　そとにほしてあるせんたくものがぬれているから、よなかにあめがふったらしい。

　　直译：在外面晾晒的衣服湿了，所以推断夜里下雨了。

　　意译：晾在外面的衣服湿了，夜里可能下雨了。



（外に干してある）修饰「洗濯物」

　　<外に>的「に」表方向

　　「干してある」这里的「干（ほ）す」是他动词，后跟「ある」表示晾着的这么一种状态

　　「干す」的「ほ」就是“火”，衣服边上烤着火才会干不是



　　「洗濯物が」的「が」是因为「濡れる」这个自动词用的

　　「濡れている」表示一种状态，正湿着呢

　　<夜中に>表示在夜里，时间状语

　　「雨が降った」（好像是）下雨了



　　第二种是「らしい」接名词，实际上它也是一种有根据的推断

　　比如，雨(あめ)らしい。好像有雨。

　　也就是说「らしい」前接名词时，它所表达出来的意思是符合前边这个名词的性质或特点



男（おとこ）らしい／女（おんな）らしい

　　象个男人那样的，有男人味儿的／有女人味儿的

「男」男人，「らしい」符合，符合男人的本质的：你是一个男人，你符合男人的本质



　　中国人（ちゅうごくじん）らしい

　　你还象个中国人

　　实际上不还是有根据的推断么，就算加的是名词，也一样没有偏离这个推断的中心意思



あなたらしいアイデアを出してください。

　　あなたらしいあいであをだしてください。

　　直译：请你提出符合于你的观点。

　　意译：请你提出一个突出你特点的观点。



（あなたらしい）修饰「アイデア」观点、意见

　　「あなたらしいアイデア」符合你特点的观点

　　「出す」提出



　　还可以说

あなたらしい服／あなたらしい言い方

　　あなたらしいふく／あなたらしいいいかた

　　符合你的衣服／符合你的说话方式








「～らしい」（旧版Ｐ68，修订版Ｐ94）

　　解释：「ら」是表示起点的「から」

　　　　　「し」表示“像”

　　　　　「い」是现代日语形容词结尾

　　注意：１、有根据的推断

　　　　　２、前接名词时，表示符合其性质和特点

　　搭配：「いかにも～らしい」简直就好像～

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“好像”的「～らしい」讲完了，下一讲继续「ーそうだ」的讲解。



  



【好像：ーそうだ】


上一讲我们把表示“好像”的「～らしい」讲完了，这一讲继续「ーそうだ」。



　　我们在初级时讲过一个「しそうだ」（>>返回复习），今天重新来看「ーそうだ」

　　「そう」写成汉字是「相」，就是相貌的“相”→ 就是样子

　　作为好像的「ーそうだ」与本系列其他语法的不同之处就在其用法上：「ーそうだ」必须要跟一个连用形接，构成一个复合词 →「しそうだ」→ 也就是它是作为复合词的后缀来出现的。



　　大家注意本课程中用到的「～」和「ー」是不一样的

　　用「～」表示其后紧跟的词可以作为独立词单独使用

　　而「ー」则表示其后紧跟的词不单独使用，必须与前边的构成复合词才可以



雨が降りそう（だ）。

　　あめがふりそう（だ）。

　　直译：要下雨的样子。

　　意译：看上去要下雨了。



虽然句尾用上「だ」也没问题，不过一般情况下会被省掉



　　「ーそうだ」相对后边的接续是被当成形容动词来用的

　　也就是说，跟「～みたい」、「～よう」一样，后边如果再加东西它仨儿就都被当形容动词用

　　注意了，「～らしい」是不一样的，它再后接时，是被当形容词用的



おいしそうなご馳走が机の上に並んでいる。

　　おいしそうなごちそうがつくえのうえにならんでいる。

　　直译：看上去非常好吃的饭菜，在桌子上摆列着。

　　意译：桌上摆着看上去非常好吃的饭菜。



（おいしそうな）看上去非常好吃的，是「ご馳走」饭菜的定语

　　「おいしそう」应该是在你吃之前说的话，吃了以后说的才会是「おいしい」

　　「が」由后边的自动词「並ぶ」要求的，「並んでいる」表示一种持续的状态

　　<机の上に>表示一种方向



村上さんは元気そうに見える。

　　むらかみさんはげんきそうにみえる。

　　直译：村上看上去有精神的样子。

　　意译：村上看上去精神不错。



「元気」指一种元气，有精神

　　「そう」样子、相貌

　　<元気そうに>加「に」副词化，因为要后接「見える」“看上去”这个动词

　　「元気そうに見える」看上去身体不错、挺精神的








「ーそうだ」（旧版Ｐ69，修订版Ｐ95）

　　解释：「そう」的汉字是「相」

　　意思：有～的样子

　　注意：作为形容动词使用（「ーそうな」＋名词；「ーそうに」＋动词）

　　语气：柔和

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）；形容词词干；形容动词词干



这一讲我们把表示“好像”的「ーそうだ」讲完了，下一讲继续「ーっぽい」的讲解。



  



【好像：ーっぽい】



上一讲我们把表示“好像”的「ーそうだ」讲完了，这一讲继续「ーっぽい」。



　　「ぽい」可以把它看成是“颇为”，中文中说：颇为什么什么，就有象什么什么的意思

　　「ぽい」可以直接接名词，动词则接连用形，形容动词接词干，形容词接连用形构成复合词



彼は大人なのに子供っぽいところが多い。

　　かれはおとななのにこどもっぽいところがおおい。

　　直译：他虽然是大人，但是颇为孩子的地方多。

　　意译：他虽然是大人，孩子气的地方却很多。



「ーっぽい」经常会跟「らしい」作为反义词一起出现，「らしい」是符合其本质的，而「ーっぽい」则是不符合本质的，比如：

　　「子供らしい」他是个孩子，也象个孩子，他符合孩子

　　「子供っぽい」则相反，他的本质是大人，但是却颇为孩子气



　　「彼は」大主语

　　（子供っぽい）修饰「ところ」

　　「ところが」小主语　　



この鞄は高いけど安っぽく見える。

　　このかばんはたかいけどやすっぽくみえる。

　　直译：这个包贵，但是看上去颇为便宜。

　　意译：这个包挺贵，可是看上去却显得特便宜。



「ーっぽい」在修饰动词时要变成「ーっぽく」，也就是把它当成形容词

　　当把它当成形容副词用时，去词尾的「い」，加「く」（副词标志）

　　<安っぽく>修饰「見える」，看上去颇为便宜



あの人は怒りっぽいけど、実は優しい人です。

　　あのひとはおこりっぽいけど、じつはやさしいひとです。

　　直译：那个人颇为生气，但是实际上是个温柔的人。

　　意译：那个人虽然爱生气，但是实际上是个温柔的人。



「怒りっぽい」比较固定的搭配（表达），表示非常容易生气、爱生气

　　「ーっぽい」接动词连用形，中间的促音起加强作用

　　<実は>就是「本当は」，就是其实

　　（優しい）修饰「人」



　　还有比如表示颜色变色，（发…颜色）发黑、发白……，通常用的就是“颜色”＋「ーっぽい」

　　「黒（くろ）っぽい」发黑

　　「白（しろ）っぽい」发白

　　「赤（あか）っぽい」发红








「ーっぽい」（旧版Ｐ69，修订版Ｐ95）

　　解释：「ぽい」可以理解为“颇为”

　　　　　促音起加强语气的作用

　　意思：颇为～

　　接续：名词；动词连用形（去掉「ます」）；形容词词干



这一讲我们把表示“好像”的「ーっぽい」讲完了，下一讲继续「ーげ」的讲解。



  



【好像：ーげ】


上一讲我们把表示“好像”的「ーっぽい」讲完了，这一讲继续「ーげ」的讲解。



　　「ーげ」其实很好理解，把边儿上那两儿点去了，就变成了「け」，就是「気」

　　「気」既可以读成「き」，也可以读成「け」

　　「け」在这一讲里是要跟其他词组合成复合词来用，因此要浊化成「げ」



　　「ーげ」作为复合词一部分时，前接名词、动词连用形、形容词及形容动词词干

　　那么「げ」就作为复合词的后缀出现，而不是作为一个独立词

　　其实「ーげ」跟「ーそうだ」的意思和用法是一样的，只是它的语气更加的正式生硬而已



鈴木さんは大人なのに、全然大人げがない。

　　すずきさんはおとななのに、ぜんぜんおとなげがない。

　　直译：铃木是成年人，但是没有大人的气息。

　　意译：铃木是成年人，却没有一点儿大人样。



「大人げがない」没大人样儿，这是在日常生活中经常会说到或听到的

　　<全然>一点儿，它都是跟否定词一起来用的「全然～ない」，这个必须要知道

　　但是，你看日剧的话，会发现有些年轻人会说「全然～いい」，而实际上这种说法是不对的

　　「大人なのに」这里的「のに」表示一种惊讶（也是一种消极语气）



峰村さんは自信ありげに大きな声で質問に答えている。

　　みねむらさんはじしんありげにおおきなこえでしつもんにこたえている。

　　直译：峰村有自信的气息地大声地回答着问题。

　　意译：峰村看上去很自信地大声回答着问题。



这句话的主干是「峰村さんは答えている」峰村正在回答着

　　「峰（みね）」这个字在二级中经常考到，这里放姓里出现，大家注意下就好

　　「自信ある」就是有自信，是作为一个独立的词出现

　　<自信ありげに>复合词，好像非常有自信的样子（气息），也可以是「自信ありそうに」



　　<大きな声で>的「で」表示的是一种程度，这种很大声的程度

　　<質問に>是「答える」的方向，回答的方向、对象，「に」

　　因此「質問に答える」经常这么一起用



吉田さんは懐かしげに昔のことを話している。

　　よしださんはなつかしげにむかしのことをはなしている。

　　直译：吉田带有怀念的气息地谈着过去的事。

　　意译：吉田看上去非常怀念地谈着过去的事。



<懐かしげに>也就是「懐かしそうに」，接在形容词词干后构成复合词

　　「話している」正在说着

　　说着「昔のことを」过去的事情，「を」因他动词「話す」而用



荒木さんは退屈げに授業を聞いている。

　　あらきさんはたいくつげにじゅぎょうをきいている。

　　直译：荒木带有无聊的气息地听着课。

　　意译：荒木看上去特别无聊地在听着课。



同上，这里的「荒（あら）」也请大家注意一下就好，就是粗暴的、疯狂的「荒い」这个词

　　<退屈げに>这里是形容动词词干直接加，也可以是「退屈そうに」








「ーげ」（旧版Ｐ70，修订版Ｐ96）

　　解释：「け」的汉字是「気」，与前面的词构成复合词后浊音化

　　意思：带有～的气息

　　注意：与「ーそうだ」的意思和用法一样

　　语气：正式

　　接续：动词连用形（去掉「ます」）；形容词词干；形容动词词干



这一讲我们把表示“好像”的「ーげ」讲完了，下一讲继续「ー気味（きみ）」的讲解。



  



【好像：ー気味】


上一讲我们把表示“好像”的「ーげ」讲完了，这一讲继续「ー気味」的讲解。



　　「気味（きみ）」要与其他的词构成复合词，在与前面的词构成复合词后的「気味」读音要发生浊化，变成「ぎみ」

　　通常与「気味」构成复合词的是名词或者是动词的连用形，实际上「気味」并不常用的

　　「気味」的话，就是一种气息或倾向，带有某一种怎样的气息／倾向，一般用于不好的事情



ちょっと風邪気味だから、体がだるい。

　　ちょっとかぜぎみだから、からだがだるい。

　　直译：有点儿感冒的气味，身体没力气。

　　意译：好像有点儿感冒，浑身没力气。



<ちょっと>稍微

　　「風邪気味」感冒的气息，这里作为名词出现，「風邪気味」是特别常说的词

　　「だるい」在一级考试中特别常考

　　「だる」就是耷拉 → 这浑身往下耷拉呢 → 没劲儿 → 没力气



仕事が忙しいから、最近ちょっと疲れ気味です。

　　しごとがいそがしいから、さいきんちょっとつかれぎみです。

　　直译：工作忙，所以最近有些疲倦的气味。

　　意译：工作太忙了，最近有些容易疲倦。



除了上面的「風邪気味」是特别常说的词，这里的「疲れ気味」也同样是常用词

　　<最近>时间状语

　　<ちょっと>副词

　　「疲れ気味」就是一种疲倦，一种特别容易累的感觉








「ー気味」（旧版Ｐ70，修订版Ｐ97）

　　解释：「気味（きみ）」与前面的词构成复合词后「き」浊音化为「ぎ」

　　直译：带有～的气味

　　意译：带有～的感觉或倾向

　　词性：复合名词

　　用于：消极事物

　　接续：名词；动词连用形（去掉「ます」）；形容词词干；形容动词词干



这一讲我们把表示“好像”的「ー気味」讲完了，下一讲继续「～如（ごと）し」、「～如き」、「～如く」的讲解。



  



【好像：～如し、～如き、～如く】



上一讲我们把表示“好像”的「ー気味」讲完了，这一讲继续「～如（ごと）し」、「～如き」、「～如く」的讲解。



　　「～ごとし」、「～ごとき」、「～ごとく」的「ごと」写汉字的话写的是「如」，在中文中「如」的意思不就是“好像”嘛

　　从词源上来看，「ごと」就是「こと」，就是名词的“事”



　　「ごとし」的「し」是古语形容词结尾

　　「ごとき」的「き」是古语形容词修饰名词，相当于现代日语形容词的「い」，就是“的”

　　「ごとく」的「く」是古语的，也是现代日语的副词的标志



　　那么这样就很清楚了

　　「ごとし」后边可以句号了，结尾了嘛

　　「ごとし」本身经常表示的是名词，因为「ごと」就是「こと」，「こと」不就名词嘛



光陰（は）矢の如し。

　　こういん（は）やのごとし。

　　直译：光阴如箭。

　　意译：光阴似箭。



「光陰」光阴

　　「矢の如し」象箭那样，以「し」来作结尾

　　象「如」这样的表达方式肯定比较老，就是在中文里“如～”肯定也是比“好像～”要老



花（の）如き美人が目の前に現れた。

　　はな（の）ごときびじんがめのまえにあらわれた。

　　直译：如花似玉的美人，出现在了眼前。

　　意译：眼前出现了一个如花似玉的美人。



（花の如き）的「き」就是「い」，就是“的”，就是象花那样的

　　「現れた」出现

　　<目の前に>的「に」表示一种方向——在眼前，出现在眼前



真夏日に草むしりをしていた。汗が滝の如く流れていた。

　　まなつびにくさむしりをしていた。あせがたきのごとくながれていた。

　　直译：在炎热的夏天，去拔草。汗水如瀑布流淌着。

　　意译：炎热的夏天去拔草，汗流浃背。



<真夏日に>在炎热的夏天里

　　「草むしり」拔草

　　「していた」现在进行时的过去式，就是过去的一种状态的持续

　　<滝の如く>象瀑布的样子，修饰「流れていた」流着



　　大家只要记住，「こと」不再是「事」，而是「如（ごと）」，还是作为一个名词来出现

　　「如」后边加上「し」、「き」、「く」是为了接续其他的东西

　　这种表达方式比较老








「～ごとし」（旧版Ｐ71，修订版Ｐ97）

　　解释：「ごとし」的汉字是「如し」

　　意思：好像～

　　词性：形容词

　　注意：「し」是古语形容词结尾

　　语气：正式

　　接续：名词「の」；动词基本形



　　「～ごとき」（旧版Ｐ71，修订版Ｐ98）

　　解释：「ごとき」的汉字是「如き」

　　意思：好像～

　　词性：连体形

　　注意：「き」在古语法中表示形容词修饰名词作用的“的”

　　语气：正式

　　接续：名词「の」（也可以不用「の」）；动词基本形



　　「～ごとく」（旧版Ｐ71，修订版Ｐ98）

　　解释：「ごとく」的汉字是「如く」

　　意思：好像～

　　词性：副词

　　语气：正式

　　接续：名词「の」；动词基本形



这一讲我们把表示“好像”的「～如（ごと）し」、「～如き」、「～如く」讲完了，下一讲继续「ーめく」的讲解。



  



【好像：ーめく】



上一讲我们把表示“好像”的「～如（ごと）し、～如き、～如く」讲完了，这一讲继续「ーめく」的讲解。



　　「めく」的「め」就是眼睛

　　「く」表示方向

　　直译就是：眼睛的方向 → 就是看上去



　　不过「ーめく」还是作为复合词，而且是复合自动词来出现，这样的话就一定要清楚，它只是个词尾，只能作为词的一个后缀来出现。

　　「ーめく」的接续一般是跟名词来接，跟「らしい」有点相似，只不过它语气比较正式

　　说它正式是因为「めく」这种说法比较老



　もうすっかり春めいてまいりました。

　　もうすっかりはるめいてまいりました。

　　直译：已经完全，看上去是春天了。

　　意译：完全是春意盎然了。



<もう>副词，已经

　　<すっかり>的「す」就是所有，「か」就是加上 → 所有的加上，实际上它后边省略了「と」

　　其实拟声拟态如果作副词用，一般要后加「と」，但在实际运用中，特别在口语中常被省略



　　「春」直接加「めく」→「春めいて」看上去是春天

　　「まいりました」是「きました」的一种敬语的表达方式

　　「春めいてまいりました」从过去到现在，越来越春意盎然过来了



そんな皮肉めいた言い方を止めてよ。

　　そんなひにくめいたいいかたをやめてよ。

　　直译：停止听上去讽刺的说话方式。

　　意译：别用那么讽刺的语气说话。



「皮肉」形容动词，这里直接接「めいた」

　　日语中的名词和形容动词长得非常像，有很多的词既是名词也是形容动词，比如「ようだ」



　　注意：这里的「めく」变成「めいた」不是表示过去式，而是表示的是“的”

　　也就是说日语的自动词修饰名词，它翻成汉语变为形容词时，这个日语动词就要变为「た」形 → 相当于汉语的“～的”



　　「皮肉めいた」的原形是「皮肉めく」，而「めく」是作为一个自动词来出现的

　　那么当它作定语修饰名词时，就要变成「めいた」→ “～的” →「皮肉めいた」讽刺性的

　　当然，还有如：「大（たい）した物」、「優（すぐ）れた人」....，翻成中文都是形容词



（そんな皮肉めいた）修饰「言い方」

　　「止めてよ」就是「止めてくださいよ」

　　这里的「よ」表现的是一种不满，所以念时要降调

　　这句话的主干是「言い方を止めてよ」








「ーめく」（旧版Ｐ72，修订版Ｐ99）

　　解释：「め」是眼睛

　　　　　「く」表示方向

　　意思：看上去～

　　词性：自动词

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“好像”的「ーめく」讲完了，下一讲继续「ーじみる」的讲解。



  




「日语语法新思维」┃ ③

——学习笔记 · 中高级篇（后篇）





  



【好像：ーじみる】



这一讲我们来说说「ーじみる」



　　「ーじみる」去掉那两个点，就是「しみる」，它就是从「染みる」过来的

　　「染（し）みる」的「し」就是湿

　　「み」就是闷 → 就是湿的东西渗透进去 → 染了、渗透了 → 什么渗透着什么样的气息



　　那么「ーじみる」就是传递出一种渗透着什么样的气息、带有什么样的味道的意思

　　同样，它也是要组合作为一个复合词来用

　　跟它接的通常都是一些名词



田舎じみた家を建てたい。

　　いなかじみたいえをたてたい。

　　直译：想盖带有田园气息的房子。

　　意译：我想盖个带有田园风格的房子。



「田舎」跟「しみる」直接接，构成复合名词，构成复合名词后才会出现浊化「じみる」，也就是说，「染（し）みる」不构成复合词的话，它永远也浊化不了。

　　（田舎じみた）渗透着田园风格的，这里的「た」还是“的”，修饰「家」



彼女はいつも子供じみた格好（を）している。

　　かのじょはいつもこどもじみたかっこう（を）している。

　　直译：她总是带有孩子气息的装束。

　　意译：她总是打扮得像个孩子。



<いつも>什么时候都、总是

　　（子供じみた）渗透着孩子气息的，修饰「格好」打扮

　　「格好」的意思有很多种，“打扮”是其中之一

　　「格好している」或「格好をしている」都可以




本讲小结

　　「ーじみる」（旧版Ｐ72，修订版Ｐ99）

　　解释：自动词「しみる」的汉字是「染みる」，与前面的词构成复合词后浊音化

　　意思：带有～的气息

　　接续：名词



这一讲我们把表示“好像”的「ーじみる」讲完了，下一讲继续「～とばかり」的讲解。



  



【好像：～とばかり】


上一讲我们把表示“好像”的「ーじみる」讲完了，这一讲继续「～とばかり（に）」。



　　「～とばかりに」的「と」表示的是内容，就是说的内容

　　「ばかり」的意思是“全是、光是、净是”，它是非常常用的词，它可以引出很多一级语法

　　「に」就是副词化，以修饰后边的动词



　　「～とばかりに」其实表示的就是一种表情、状态、语音语调....，全是什么什么

　　所以我们把它翻成中文就是：简直就好像是在说～

　　——那他说了吗？

　　——没有说！



　　而是他的这种表情、他的这种语音语调、他的这种状态全是、光是、净是在说什么什么

　　也就是说我是从他的这些表情什么的推测出来他全是在说什么来着



彼は、まるで「この事は私には関係がない」とばかりに、平気な顔をしている。

　　かれは、まるで「このことはわたしにはかんけいがない」とばかりに、へいきなかおをしている。

　　直译：他的表情全是在说“这件事跟我无关”，显示出平静的表情。

　　意译：他表现得好像没事人似的，简直就好像是在说“这件事跟我无关”。



<まるで「この事は私には関係がない」とばかりに>

　　「まるで」整个（是）～，它经常会跟表示好像的词一起用，表示：整个就好像是～

　　「この事は私には関係がない」是「と」说的内容

　　（平気な）修饰「顔」




本讲小结

　　「～とばかり（に）」（旧版Ｐ72，修订版Ｐ100）

　　解释：「と」表示说话的内容

　　　　　「ばかり」是“光是、净是、全是”的意思

　　　　　如果作为副词使用时，要加上「に」

　　直译：语气全是～；表情全是～

　　意译：简直就好像是在说～

　　语气：正式

　　注意：省略了“光是、净是、全是”的主语，即“语气、表情”等

　　接续：任何词



这一讲我们把表示“好像”的「～とばかり（に）」讲完了，下一讲继续「ーんばかり」的讲解。



  



【好像：ーんばかり】



上一讲我们把表示“好像”的「～とばかり（に）」讲完了，这一讲继续「ーんばかり（に）」的讲解。



　　「ーんばかりに」的「ん」是古语里表示推测的助动词「む」的一个音变，这里咱先不管这个「む」是什么，直接看「ん」



　　在什么时间咱们会发出「ん」这个音？

　　——嗯～～～，这个时候吧，就是当你在不是特别确定的时候，在想、在思考：嗯～～

　　在想、在思考什么呢？

　　——就是推测



　　「ばかり」是“全是、光是、净是”

　　「に」副词化，这跟上一讲说到的一样

　　「ん」就是「む」就是「ない」，那前边接的就是动词未然形



　　这里需要注意的是「ーんばかりに」虽然接的是动词未然形，但也只是一个未然形这种形式而已，它并不传递“不”的意思。

　　它只是从表情、动作、状态上来推测出的，好像怎样怎样



　　「～とばかりに」的意思是“简直就好像是在说～”

　　而「ーんばかりに」的意思则是“简直就好像是在做～”



親は私の手を千切れんばかりにして、昇進を祝ってくれた。

　　おやはわたしのてをちぎれんばかりにして、しょうしんをいわってくれた。

　　直译：父母全是要把我的手揪掉一样，祝贺了我的晋升。

　　意译：父母拉着我的手，简直就好像要把我的手揪掉一样，祝贺我的晋升。



「手を千切れん」把手揪掉，「千切れる」揪

　　——揪掉了吗？

　　——还没呢，这不「手を千切れんばかりに」么，简直就好像是要把手揪掉一样么



　　<私の手を千切れんばかりに>修饰「して」，其实这里就是没有「して」也是可以的，只不过是为了把它变成两个句子而加上的。



　　「昇進」晋升，是我的晋升

　　——你咋知道是“我的”晋升？

　　——因为「くれた」，「くれた」就是「くれる」就是给我～、为我～




本讲小结

　　「ーんばかり」（旧版Ｐ73，修订版Ｐ100）

　　解释：「ん」是古语的推测

　　　　　「ばかり」是“光是、净是、全是”的意思

　　　　　如果作为副词用则需要加上「に」

　　直译：语气全是～；表情全是～

　　意译：简直就好像是在～

　　语气：正式

　　注意：省略了“光是、净是、全是”的主语

　　接续：动词未然形

　　变形：五段动词将基本形词尾变为「あ」段接「ん」

　　　　　一段动词去掉「る」接「ん」

　　　　　サ变动词变「する」为「せん」

　　　　　カ变动词变「くる」为「こん」



这一讲我们把表示“好像”的「ーんばかり（に）」讲完了，下一讲我们来说一说表示“即使～也不～”的「～にーない」。



  



【即使～也不～：～にーない】


上一讲我们把表示“好像”的「ーんばかり（に）」讲完了，这一讲我们来说一说表示“即使～也不～”的「～にーない」。



　　表示“即使～也不～”的表达方式有两个，一个是「～にーない」，另一个是「～にもーない」。



　　「～にーない」大家记这个语法的时候记它的接续「するにできない」，这种形式

　　「に」前加动词原形「する」

　　「ない」前加动词可能形，所以就变成「できない」



　　动词原形不仅表达平常、一般情况下做某事，同时它还可以表达将要做某事

　　那么它在这里表达出来的意思就是：即使我要去做什么什么事情，我也不能去做什么什么事情



　　这里的「に」表示的是一种目的，“即使我要去做～”，不就是一种目的嘛

　　还有一点关键的特殊点在于，这里的「に」它是前接动词原形，而不是平常我们说的名词

　　也就是说，当它表示的是一种目的时，可以直接前接动词原形



　　这个语法中的「するに」和「できない」之间一般不太加其他的信息。

　　——为啥？

　　——一个句子一般都要有一个重心，比如我会说「するには～できない」、「するにも～できない」...．，而在这个语法里「に」没有一个重心，给人不太稳重的感觉，这时就不宜在中间添加其他信息。

　　嗯～，如果还不能理解的话，这样，你把它想像成一个小孩，，其他的信息就是很重的包、很重的行李。那么，因为这个小孩还太小，他不能拿太多的行李，所以就不能加太多的信息。



　　其实最简单的你只要记住这个语法就是「するにできない」“即使我要去做我也做不了”，就好

　　碰上个抬杠的，“你这‘即使’在哪儿？”

　　——通过上下文推测！



笑うに笑えない。

　　わらうにわらえない。

　　直译：即使要笑也不能笑。

　　意译：即使要笑也笑不出来。



「笑えない」不能笑

　　之前我们讲过动词的可能形可以翻成汉语的任何一个补语，笑不了、笑不出来....



勉強するにできない。

　　べんきょうするにできない。

　　即使我要去学习我也学习不了。



　　留学するにできない。

　　りゅうがくするにできない。

　　即使我要去留学我也去不了。




本讲小结

　　「～にーない」（旧版Ｐ74，修订版Ｐ102）

　　解释：「に」表示目的

　　　　　「ない」是“不”的意思

　　意思：即使要～也不能～

　　着重：将要做某事

　　注意：「～に」和「～ない」之间一般不加其他信息

　　接续：「に」前接动词基本形

　　　　　「ない」前接动词可能形的未然形



这一讲我们把表示“即使～也不～”的「～にーない」讲完了，下一讲继续「～にもーない」的讲解。



  



【即使～也不～：～にもーない】


上一讲我们把表示“即使～也不～”的「～にーない」讲完了，这一讲继续「～にもーない」的讲解。



　　「～にもーない」的「に」前面通常习惯用动词的意志形「しよう」→「しようにもできない」



　　「しよう」就是动词意志形，一般情况下常与「と」接，但是这个「と」没有表示目的的意思。这样的话，我要把它变成有目的性的助词，那就是「に」。

　　因此在这个语法里就把「と」换成「に」，来表示更强的目的性



　　「～にもーない」的「も」可以把它理解成“也”，同时这个「も」也是一种强调，之前讲过“强调”通常在“否定、转折、相反”的情况下用，在这里就是一种转折，那么它就是：

　　“即使我要做什么我也不能做”的意思



　　上一讲的「～にーない」一般就要说成「するにできない」，中间是不加其他信息的

　　而这一讲的「～にもーない」，因为这个「も」本身就是一个重心，那么句子有了重心，在「にも」和「ない」之间就可以添加其他的、附加的信息了。



勉強しようにも、外が騒がしいから、集中できない。

　　べんきょうしようにも、そとがさわがしいから、しゅうちゅうできない。

　　直译：即使想要学习，外面太吵了，所以不能集中。

　　意译：即使想要学习，外面太吵了，也没办法集中精力。



这里的「～にもーない」相对「～にーない」就没有限制，那么就更简单、更容易理解

　　「勉強しようにも」即使想要学习

　　「外が」的「が」是提示小主语，这个句子的大主语是「私」

　　「外が騒がしいから、集中できない」外面太吵，没法集中精力



　　到这儿，可能就会有一个问题：

　　为什么前一个语法用的是「するにできない」，这一个语法用的是「しようにもできない」？

　　为什么要换一种形式呢？



　　——其实你就算不换形式，直接说「勉強するにも」也是可以的

　　但是，「する」是一般现在时／将来时，它可以表示的是一种将要去做什么什么

　　而「勉強しよう」是一种意志形，是传达出你个人意愿的，我要去学习，这是我的意愿

　　这两者是不一样的




本讲小结

　　「～にもーない」（旧版Ｐ74，修订版Ｐ102）

　　解释：「に」表示目的

　　　　　「も」是“也”的意思

　　　　　「ない」是“不”的意思

　　意思：即使要～也不能～

　　着重：有做某事的意愿

　　注意：「～に」和「～ない」之间可以加其他信息

　　接续：「に」前接动词基本形

　　　　　「ない」前接动词可能形的未然形



这一讲我们把表示“即使～也不～”的「～にもーない」讲完了，下一讲我们来说一说表示“既然”的「～以上」。



  



【既然：～以上】


上一讲我们把表示“即使～也不～”的「～にもーない」讲完了，这一讲我们来说一说表示“既然”的「～以上」。



　　日语里表达“既然”的方式有两种：「～以上（いじょう）」和「～からには」



　　「～以上」从其字面理解是：在什么什么之上、什么什么以上

　　那么它的接续就会是：名词＋「の」；形容词是「い」形；形容动词＋「な」；动词简体

　　不过在这个语法里，还是以谓语词接续的比较多



　　在汉语里，既然什么什么，然后怎么怎么样，比如：既然是学生就要好好学习，不就是谓语嘛

　　那么同样，日语里也是接谓语词的多，而且通常还是动词的多

　　如果要强调「以上」的话，就直接加个「は」→「以上は」就好



　　我们查汉语词典的话，会发现“既然”这种表达方式有一个非常关键的特点，就是：

　　“既然什么什么，你就得怎么怎么样”、“既然怎么怎么样，你就必须怎么怎么样”

　　另外，词典对“既然”还有一点说明，就是可以把它想成是：在什么样的条件下怎么样

　　也就是说，它通常会引出一种强烈的，或者说是强调的表达方式



　　那么这种很强的表达方式正好符合了日语「以上」的特点

　　所以中文的“既然”和日文的「以上」才有共通，「以上」才翻成了“既然”而不是“以上”

　　但是，要注意的是如果你直译的话，是可以翻成，比如：在～以上、在～之上



この仕事を引き受けた以上、最後までやり抜くつもりだ。

　　このしごとをひきうけたいじょう、さいごまでやりぬくつもりだ。

　　直译：在接受了这个工作之上，决心干到底。

　　意译：既然接受了这个工作，我就决心干到底。



这句话的主干是：「～以上～つもりだ」既然怎么怎么样，我就决心怎么怎么样

　　「つもり」之前讲过，它传达出的是一种非常强烈的心情



　　「引き受ける」接受

　　（この仕事を引き受けた）修饰「以上」

　　<最後まで>状语，到最后



　　「やり抜く」的「やり」是动词连用形，「抜く」是拔，作为一个动词后缀

　　「～抜く」的意思是干到底，就好比拔萝卜，不拔到底它就没法从地里出来

　　（最後までやり抜く）修饰「つもり」




本讲小结

　　「～以上」（旧版Ｐ74，修订版Ｐ103）

　　直译：在～以上

　　注意：“既然”在汉语中的特点是“要用语气强烈的表达方式”

　　　　　比如“既然～就必须～”、“既然～就得～”、“既然～就要～”

　　　　　此点与日语的「～以上（いじょう）」有相同之处，因此意译成“既然”



这一讲我们把表示“既然”的「～以上」讲完了，下一讲继续「～からには」。



  



【既然：～からには】



上一讲我们把表示“既然”的「～以上（いじょう）」讲完了，这一讲继续「～からには」。



　　之前提到的汉语大词典，对“既然”的说明中其中有一点说到，可以把它想成是：在什么样的条件下～，或者是，在什么原因之上～



　　「～からには」的「から」指的就是原因

　　「に」的话就是方向，表示～之上

　　「は」的话就是强调

　　→ 在什么原因之上～ → 既然



試合に出るからには、全力を尽くしたい。

　　しあいにでるからには、ぜんりょくをつくしたい。

　　直译：在参加比赛的原因之上，想全力以赴。

　　意译：既然参加比赛，我们就要全力以赴。



<試合に>的「に」指明这个「出る」出的方向、出的目的是哪儿——就是比赛

　　「試合に出るからには」在参加比赛的原因之上

　　这个上就是「に」，原因就是「から」，「は」就是强调



　　「尽くす」尽力

　　「したい」想～，「全力を尽くしたい」我们想全力以赴



　　表示“既然”的「～以上」和「～からには」其实并没有什么太大的区别，只要注意一下，直接翻译的话，后边一般是要加上一种强烈的心情，比如说：我就要怎么怎么样……




本讲小结

　　「～からには」（旧版Ｐ75，修订版Ｐ103）

　　解释：「から」表示原因

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「は」表示强调

　　意思：在～原因之上

　　注意：“既然”在汉语中的特点是“要用语气强烈的表达方式”

　　　　　比如“既然～就必须～”、“既然～就得～”、“既然～就要～”

　　　　　此点与日语的「～からには」有相同之处，因此意译成“既然”

　　接续：动词基本形



这一讲我们把表示“既然”的「～からには」讲完了，下一讲我们来说一说表示“假设”的「～なら」。



  



【假设：～なら】


上一讲我们把表示“既然”的「～からには」讲完了，这一讲我们来说一说表示“假设”的「～なら」。



　　关于“假设”的说法，我们在初级中讲过「なら」，而在中高级里的「なら」需要注意的是：

　　它通常是对于过去的一种假设，也就是假设我过去怎么怎么样...就会如何如何...



　　在表示“假设”的「と、ば、たら、なら」里

　　「と」表示的“条件性”最强

　　「なら」则表示的“假定性”最强

　　因此，只要记得「と、ば、たら、なら」这个顺序，它们四个的区别也就能慢慢理解了



　　还有一个注意点是：

　　名词和形容动词如果直接加「なら」的话，其传达出来的“假设”的语气就会比较弱

　　这个了解一下就好，因为实际上它大多数情况下接的还是动词



私はあの時よく左右を確認したなら、走ってきた自転車にぶつかっていなかっただろう。

　　わたしはあのときよくさゆうをかくにんしたなら、はしってきたじてんしゃにぶつかっ ていなかっただろう。

　　直译：我那时左右好好确认的话，骑过来的自行车上，不撞上了。

　　意译：如果我那时左右好好确认的话，就不会撞倒骑过来的自行车了。



这是对于过去的一种假设，这时就一定注意，后句必须有过去时态与之呼应



　　<あの時>时间状语

　　<よく>副词，好好地

　　「左右を確認した」的「した」与「あの時」相呼应



　　（走ってきた）骑过来的，修饰「自転車」

　　<走ってきた自転車に>的「に」表示方向

　　「ぶつかる」撞

　　「ぶつかっていなかった」的「ていなかった」表示现在进行时（否定）的过去式，与前 句呼应



　　句尾的「だろう」是一种假设，这里也可以换成其他的，比如肯定的「に違いない」

　　有很多书上说，表示过去的假设就必须要用「だろう」，实际上这跟「だろう」有什么关 系？

　　——一点关系都没有！

　　实际上是跟「だろう」前边的过去的状态有关系



今残業しているなら、夜食を用意して届けるよ。

　　いまざんぎょうしているなら、やしょくをよういしてとどけるよ。

　　直译：假设现在在加班的话，做夜宵送去。

　　意译：要是你现在在加班的话，我给你做夜宵送去。



（注：这个例句「夜食を用意して届くよ」这里要改成「届ける」，有书滴童鞋改一下）

　　<今>现在

　　「届ける」他动词，（我给你）送（去）



夕方に小包が届くなら、午前中に買い物を済ませておこう。

　　ゆうがたにこづつみがとどくなら、ごぜんちゅうにかいものをすませておこう。

　　直译：假设在傍晚包裹送到，上午把东西买完吧。

　　意译：如果包裹傍晚送到的话，那上午去买东西吧。



　<夕方に>时间状语，在傍晚，「に」在...

　　<午前中に>时间状语，在上午这个过程中



　　「済ませて」是「済む」的使役「済ませる」，使役态就是我要让别人去做什么

　　「買い物を済ませておこう」我让买东西这件事（让它）完

　　「おこう」就是「おきましょう」，「しておく」就是事先去做～

　　也就是，在上午，我事先把买东西这件事给它做完




本讲小结

　　「～なら」（旧版Ｐ75，修订版Ｐ104）

　　准则：在「と、ば、たら、なら」里，最重要的是顺序

　　　　　「と」和「なら」分别表示极端

　　　　　「と」代表“条件性”的极端

　　　　　「なら」代表“假定性”的极端

　　重点：可以假设过去、现在、将来

　　注意：假设过去的时候，因为要表示过去的状态，后句与「ーていた」相呼应

　　接续：动词基本形

　　　　　形容词基本形

　　　　　形容动词词干接「なら」表示“假设”

　　　　　名词接「なら」表示“如果”



这一讲我们把表示“假设”的「～なら」讲完了，下一讲继续「～とあれば」。



  



【假设：～とあれば】


上一讲我们把表示“假设”的「～なら」讲完了，这一讲继续「～とあれば」。



　　其实这个「～とあれば」是初级的内容，但是它经常会在高级中被考到

　　请大家记住一句话：初级就是高级，高级就是初级

　　所以，初级是非常非常关键的，这个基础没有夯实，你是高不到哪里去的



　　好了，来看这个「～とあれば」，它的原形是「～とある」

　　「と」表示的是一种内容

　　「ある」的话就是“有”

　　「～とある」就是有什么什么样的内容



　　「～とあれば」表示“如果”，这里的「ば」不就是“如果”么

　　那么就是：如果有前边儿这件事情／这个原因，我就会有后边儿这件事情／这个结果...

　　其实际就是一种假设

　　它跟上一讲的「なら」相比，要老、要正式、要生硬



遠来の客が来るとあれば、腕を振ってご馳走をたくさん用意しよう。

　　えんらいのきょくがくるとあれば、うでをふってごちそうをたくさんよういしよう。

　　直译：远方的客人来的话，抡起胳膊，准备很多饭菜吧。

　　意译：如果远方的客人要来，那我就抡起胳膊给他们准备一大桌菜吧。



「遠来の客が来る」假设的内容用「と」括起来

　　「ご馳走を」饭菜、菜肴

　　<たくさん>副词

　　「用意」有一个很关键的特点是，它必须要接宾语。准备，要有准备的对象，准备什么呀 ？




本讲小结

　　「～とあれば」（旧版Ｐ76，修订版Ｐ104）

　　解释：「と」表示内容

　　　　　「あれば」是「ある」加上了「ば」，意思是“如果有～”

　　意思：如果有～的话

　　语气：正式

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干或接「だ」；名词本身或接「だ」



这一讲我们把表示“假设”的「～とあれば」讲完了，下一讲继续「仮（かり）に～とする」的讲解。



  



【假设：仮に～とする】


上一讲我们把表示“假设”的「～とあれば」讲完了，这一讲继续「仮（かり）に～とする」的讲解。



　　「仮（かり）に～とする」在一、二级语法里是比较常考的

　　「仮に」的意思是“假设”，它通常是可以省略的，那么，经常被用到的就变成了是「～とする」



　　「仮（かり）に」可以这样理解：“假设”的“假”念的是「か」——为什么？

　　——中文的 jiā、jiá、jiǎ、jià 这四个音在日语里都会读成「か」，要知道这个「か」是从“加”过来的

　　加上一个表示名词的「り」，显得不那么单薄

　　「に」则是副词化它



　　「仮に～とする」或者说是「～とする」比初级中的「なら」更加好用

　　——为什么？

　　——因为「する」，因为它可以替代任何动词，因为它可以任你变形。而「なら」就没那么灵活



　　「と」表示内容，就是把假设的内容放在「と」前就好

　　「する」在这里代替了「仮定（かてい）する」“假设”

　　「仮に～とする」可以假设过去、现在、将来，不过要注意的是假设过去时要使用过去的状态



私は弁護士にならなかったとしたら、どんな職業に就いていただろう。

　　わたしはべんごしにならなかったとしたら、どんなしょくぎょうについていただろう。

　　直译：假设我没有成为律师的话，过去做什么工作呢？

　　意译：假设我没当律师的话，我那时候做什么工作呢？



「私は弁護士にならなかった」假设的内容，「と」引号作用

　　<弁護士に>是「なる」成为的方向

　　<どんな職業に>是「就く」的方向，做什么、就什么样的职

　　「に」表示的就是方向



　　「ついていた」是这个例句的关键点，就是「していた」表示的是一种过去的状态



仮に毎日単語を十個覚えるとする。一か月で300個を覚えることになる。

　　かりにまいにちたんごをじゅっこおぼえるとする。いっかげつでさんびゃっこをおぼえることになる。

　　直译：假设每天记10个单词，在一个月里成为记300个单词。

　　意译：假设每天记10个单词，一个月就能记300个单词。



同样「毎日単語を十個覚える」假设的内容

　　<毎日><十個>每天，十个



　　<一か月で>的「で」可以理解成程度或范围，在一个月的范围里、在一个月的程度下，都可以

　　（一か月で300個を覚える）修饰「こと」

　　「こと」是事情，但这里的「こと」代替了「結果（けっか）」，成为一个～结果



　　这个例句是由两个句子构成，那么，现在我们把它变成一个句子：

　　仮に毎日単語を十個覚えるとしたら、一か月で300個を覚えることになる。



　　这里请大家记住两个非常关键的词

　　可以替代任何一个动词的「する」，以及可以替代绝大多数名词的「こと」



私が社長だとしたら、きっと全員の給料を上げる。

　　わたしがしゃちょうだとしたら、きっとぜんいんのきゅうりょうをあげる。

　　直译：假设我就是社长，一定把全员的工资提高。

　　意译：假设我就是社长，一定会给全体员工涨工资。



这是一个对将来的假设，「私が社長だ」是假设的内容

　　这里的「が」是强调主语

　　<きっと>副词，一定



　　「する」可以任意变形，那么，这句话还可以说成

私が社長だとしても、きっと全員の給料を上げない。

　　わたしがしゃちょうだとしても、きっとぜんいんのきゅうりょうをあげない。

　　即使我是社长，我也一定不会给全体员工涨工资。




本讲小结

　　「仮に～とする」（旧版Ｐ76，修订版Ｐ105）

　　解释：「仮（かり）に」的意思是“假设”

　　　　　「と」表示内容

　　　　　「する」可以代替大多数动词，此处代替了「仮定（かてい）する」

　　准则：假设过去的时候，因为要表示过去的状态，后句与「ーていた」相呼应

　　注意：「仮に」可以省略

　　重点：可以假设过去、现在、将来

　　区别：比「なら」的用法更广，还可以与其他词汇组合构成多样的表达方式，比如「～とすれば、～としたら」等

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干或接「だ」；名词本身或接「だ」



这一讲我们把表示“假设”的「仮に～とする」讲完了，下一讲继续「ーば～で」的讲解。



  



【假设：ーば～で】


上一讲我们把表示“假设”的「仮に～とする」讲完了，这一讲继续「ーば～で」的讲解。



　　「ーば～で」是这本书里最难的一个语法，这个语法既可以归在“假设”里，也可以归在“即使、尽管、不管”里

　　「ば」在初级中学过的「～ば～ほど」里出现过，这个语法表示的是越来越怎样

　　但是这个越来越～跟「ば」是没有关系的，「ば」的意思是如果，在这里是指提及一个话题

　　提起话题的目的是为了引起你的注意：如果什么什么的话，就会越来越怎么样（或越怎么样越怎么样）



　　在这个语法里关键的一点在于有没有这个「ば」都没关系，也就是说「ば」是可以被省略的



　　「で」实际上就是「～したところで」

　　「～したところで」又是什么呢？

　　——「～したところで」就是「たところで」，就是表示“即使、尽管、不管”里一个非常关键的点——「ても」



　　「ても」的表达方式非常多，通过「た、ち、つ、て、と」我们就可以知道：有「ても」就会有「とも」

　　还会有「た」，「た」的话就是「～たところで」（在“尽管、不管”里讲过），「た」有过去时的意思

　　但是这个「た」要表示的是为了跟「ても」的这个「て」相呼应，在这里就没有过去式的意思，而是即使



你可能会问，“即使”在哪儿啊？我怎么没看出来？

　　——「ところで」是到这个地方的意思，“今天的课就上到这个地方了啊”，就是有转移话题的意思

　　那么，这里的「で」就是「～たところで」的「で」，就是表示的“即使”



行きたいけど、行けば行ったで、疲れるだけ（だ）。

　　いきたいけど、いけばいったで、つかれるだけ（だ）。

　　直译：虽然想去，但是如果去的话，那么即使去了也只是累。

　　意译：虽然想去，但是即使去了也只不过是受累。



这个例句是非常常用的，最好记下

　　「行きたいけど」我虽然想去

　　（行けば）如果我要是去的话，其实这里是可以省略不用的



　　「行ったで」这里应该是有难度的，看一下它的转折，“虽然想去，但是”，“如果要是去”，“即使要是去了”....

　　这些前边被加了很多的东西，但是「行ったで、疲れる」又是特别常用的：即使我去了我也累啊

　　「だけ」只是、只不过



　　再比如说：即使你去留学了，但是你要是不好好学习就还是不会日语啊。

留学したで、勉強しなければ日本語ができない。

　　りゅうがくしたで、べんきょうしなければにほんごができない。



这里还是提醒大家，在这儿把它变成过去式的意思实际上并不指过去时

　　而是「したところで」的意思，是中间省略了「ところ」

　　上面的「行ったで」实际上就是「行ったところで」




本讲小结

　　「ーば～で」（旧版Ｐ77，修订版Ｐ106）

　　解释：「ば」的意思是“如果”，在此是提及话题，为了引起注意

　　　　　「で」前面加动词「た」形，是「～たところで」的简略形式

　　意思：如果～的话，那么即使～

　　注意：「ば」可以省略

　　变形１：五段动词变基本形词尾到「え」段再接「ば」

　　　　　　一段动词去「る」接「れば」

　　　　　　「する」变为「すれば」

　　　　　　「くる」变为「くれば」

　　接续：「で」前面加动词「た」形

　　变形２：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「った」

　　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いた」（特例：行く→行った）

　　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「した」

　　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んだ」

　　　　　　一段动词去掉「る」加「た」

　　　　　　サ变动词变「する」为「した」

　　　　　　カ变动词变「くる」为「きた」



这一讲我们把表示“假设”的「ーば～で」讲完了，下一讲继续「～ものなら」。



  



【假设：～ものなら】



上一讲我们把表示“假设”的「ーば～で」讲完了，这一讲继续「～ものなら」的讲解。



　　这一讲的「～ものなら」实际上跟之前学的假设的「なら」是一样的

　　既然是一样，那为什么要加上个「もの」？

　　——就是起强调的作用



　　「～ものなら」直接加任何一种形式都是可以的，只不过呢，这个语法更加常接的、或者说习惯于接的是意志形「しよう」

　　这就好比一个人，穿什么样颜色的衣服都可以，但是呢，这个人更适合穿白色，这里只是说更适合穿，而不是只能穿



　　那么，为什么「～ものなら」习惯于接意志形，而不是其他的呢？

　　——因为它要表示一种愿望，就是那种脑子里头刚想着来着，就引出了严重的后果

　　不明白了，为什么是严重的后果？

　　——因为「もの」



　　比如，面对父亲，听着他说的话，刚想反抗来着，只是刚想还没付诸行动呢，结果就被暴打了一顿



この会社はとても厳しい。仕事で少しでも失敗しようものなら、首になりかねないよ。

　　このかいしゃはとてもきびしい。しごとですこしでもしっぱいしようものなら、くびになりかねないよ。

　　直译：这个公司很严格。在工作中即使稍微有些失败的话，很可能被解雇。

　　意译：这个公司特别严格，假使工作中稍微有些失败，就很可能被解雇。



<仕事で>在工作中，「で」表示范围

　　<少しでも>副词，即使是一丁点儿，「でも」即使

　　「失敗しよう」刚要出错，还没发生呢

　　比如，刚想把咖啡放书上，一想，哎呀，要是洒出来书就会被弄脏



　　「首になる」被解雇

　　「首になりかねない」的「かねない」接动词后边做后缀结尾

　　这里的「～しかねない」也是个关键语法



　　「ね」你就把它想成是“难”就行，「ない」就是“不”，那么就是“不难怎么怎么样”，这是日语里非常常用的表达方式

　　它是用一种否定的形式来表示肯定的意思，不难被解雇——就是很可能被解雇的意思

　　「～しかねない」一般多用于消极方面




本讲小结

　　「～ものなら」（旧版Ｐ77，修订版Ｐ106）

　　解释：「もの」接在句尾表示强调

　　　　　「なら」表示假设

　　意思：刚要做某事就～

　　注意：前面接动词的意志形时，通常要带来“严重后果”

　　接续：动词基本形；动词意志形



这一讲我们把表示“假设”的「～ものなら」讲完了，下一讲我们来说一说表示“结果”的「ーた結果」。



  



【结果：ーた結果】


上一讲我们把表示“假设”的「～ものなら」讲完了，这一讲我们来说一说表示“结果”的「ーた結果、」。



　　「ーた結果（けっか）」这个名词「結果」后边是不加助词的，但它要跟一个「、」以与后边的成分分隔开来

　　「ーた結果」表示的是一种什么什么结果，它是一种比较正式的表达方式



筆記試験と口答試験と書類審査を行った結果、候補者を５人に絞った。

　　ひっきしけんとこうとうしけんとしょるいしんさをおこなったけっか、こうほしゃをごにんにしぼった。

　　直译：笔试和口试和书面选拔的进行结果，把候补筛选到了５个人。

　　意译：进行了笔试、口试和书面选拔的结果，把候补筛选到了５个人。



「筆記試験と口答試験と書類審査を」在这里用了两次「と」

　　在汉语里如果是表述多项的话，一般是：Ａ、Ｂ、……和Ｎ，就是在最后一项前加“和”

　　而在日语里不管你用了多少个名词，各名词之间都必须加上「と」

　　（筆記試験と口答試験と書類審査を行った）修饰「結果」



　　「候補者を」把候补者

　　「絞（しぼ）る」的「し」就是湿，湿的

　　「ぼ」不妨想成拔开——>把湿的东西给它拔开，弄出来 ——>那么就可以想成拧（把湿毛巾拧干）



　　上面是「絞る」的其中一个意思，它还有一个很关键的意思是：给它筛选、集中（拧的时候毛巾不就都集中到一起嘛）

　　「候補者を絞る」把候补筛选，筛选什么呢？

　　——<５人に>数量，「に」表示方向，筛选到了５个人




本讲小结

　　「ーた結果、」（旧版Ｐ77，修订版Ｐ107）

　　解释：「た」表示“做了”

　　　　　「結果（けっか）」表示“结果”

　　意思：做了～的结果

　　注意：后边一般不加助词

　　接续：动词「た」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「った」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いた」（特例：行く→行った）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「した」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んだ」

　　　　　一段动词去掉「る」加「た」

　　　　　サ变动词变「する」为「した」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きた」



这一讲我们把表示“结果”的「ーた結果、」讲完了，下一讲继续「ーたところ、」。



  



【结果：ーたところ】


上一讲我们把表示“结果”的「ーた結果、」讲完了，这一讲继续「ーたところ、」。



　　比「結果」稍微暧昧一点儿的词不是我们平常说的「こと」，而是「ところ」，这种表达方式在日常生活中是特别常用的

　　也就是说，这里的「ところ」实际上是代替了「結果」



　　「ところ」比「結果」要柔和的多，之前说过，越是汉语词越正式生硬，越是日语词则越柔和——暧昧嘛

　　在这里说「ところ」柔和也仅相对于「結果」而言，实际上，它本身也是一种比较正式的表达方式



試験を実施したところ、今年の合格の割合は、昨年と比べ、約２割ほど高くなった。

　　しけんをじっししたところ、ことしのごうかくのわりあいは、さくねんとくらべ、やくにわりほどたかくなった。

　　直译：考试实施的结果，今年的及格比率，与去年相比，大约20%左右变高了。

　　意译：考试的结果是今年的及格率比去年提高了大约20%。



（試験を実施した）修饰「ところ」，这里是「ところ」代替了「結果」，考试实施的结果

　　（今年の合格の）修饰「割合」，今年的及格的比率



　　「約２割ほど」大约两成左右

　　「ほど」相对于「ぐらい」要来得生硬些

　　「高くなった」变得高了




本讲小结

　　「ーたところ、」（旧版Ｐ78，修订版Ｐ108）

　　解释：「た」表示“做了”

　　　　　「ところ」代替了「結果（けっか）」

　　意思：做了～的结果

　　注意：后边一般不加助词

　　接续：动词「た」形

　　变形：五段动词以「う、つ、る」结尾的变为「った」

　　　　　　　　　以「く」结尾的变为「いた」（特例：行く→行った）

　　　　　　　　　以「す」结尾的变为「した」

　　　　　　　　　以「ぬ、ぶ、む」结尾的变为「んだ」

　　　　　一段动词去掉「る」加「た」

　　　　　サ变动词变「する」为「した」

　　　　　カ变动词变「くる」为「きた」



这一讲我们把表示“结果”的「ーたところ、」讲完了，下一讲继续「～しまつだ」。



  



【结果：～しまつだ】


上一讲我们把表示“结果”的「ーたところ、」讲完了，这一讲继续「～しまつだ」。



　　「～しまつだ」就是「～しまつです」，实际上这个语法要学的就是「しまつ」这个单词

　　「し」就是「始」

　　「ま」就是「末」，50音中「ま」就是从这个「末」过来的

　　「つ」实际上就是重音



　　「しまつ」说的就是一种地步、一种下场　（这个在中高级考试中经常会被考到）

　　我们经常说的落到一种什么样的地步或者下场，一般都是指一种不好的结果

　　因为「しまつ」是名词，运用时通常会以「です」结尾，当然，还可以有其它动词，这一讲就不涉及其他的了



彼はいつも睡眠不足で、注意されても聞かない、ついに居眠り運転で事故を起こす始末だ。

　　かれはいつもすいみんふそくで、ちゅういされてもきかない、ついにいねむりうんてんでじこをおこすしまつだ。

　　直译：他总是睡眠不足，即使被警告也不听。终于打盹儿开车出了车祸的地步。

　　意译：他总是睡眠不足，也不听别人的劝告。结果落到了疲劳驾驶出了车祸的地步。



<いつも>状语，总是

　　「で」就是「です」

　　「注意する」经常用的是「～を注意する」，通常用于警告、劝告

　　「注意される」被别人劝告，这里用被动式就是为了保持一个主语「彼」的统一



　　<ついに>副词，终于

　　<居眠り運転で>因为打盹儿开车，「で」表示因为

　　（居眠り運転で事故を起こす）修饰「始末」，因为打盹开车出了车祸的地步



　　这里除了「始末だ」还可以换成「ついに居眠り運転で事故を起こす始末なっだ」，成为不好的结果，也是可以的




本讲小结

　　「～しまつだ」（旧版Ｐ78，修订版Ｐ108）

　　解释：「しまつ」的汉字是「始末」

　　意思：地步、下场

　　用于：不好的结果

　　接续：修饰名词的词（名词「の」、形容词基本形、形容动词「な」、动词基本形）



这一讲我们把表示“结果”的「～しまつだ」讲完了，下一讲继续最后一个「ーば、それまでだ」。



  



【结果：ーば、それまでだ】



 上一讲我们把表示“结果”的「～しまつだ」讲完了，这一讲继续这个系列的最后一个「ーば、それまでだ」。



　　在这个语法里要学习的其实是「それまでです」

　　「それ」就是那，其实还可以说成「これまで」的

　　在这个语法里有「ば」、「それ」、「まで」、「だ」，关键要学的是「まで」



　　「まで」在初级中是“到”的意思，到了中高级的考试就是要考“到……的地步”

　　「それまでだ」到那种地步，「これまでだ」到这种地步，都可以的

　　「ーば」就是如果怎么怎么样的话，那你也就到那种地步了、你也就那样了、你也就完蛋了……



試験のために一年も準備してきた。試験の前日熱を出せば、（もう）それまでだ。

　　しけんのためにいちねんもじゅんびしてきた。しけんのぜんじつねつをだせば、それまでだ。

　　直译：为了考试准备了一年。考试前一天发烧了的话，也就那样了。

　　意译：为了考试准备了一年。考试前一天发烧了就完了。



<試験のために>为了考试

　　「一年も」的「も」是表示强调，我足足准备了一年的时间



　　<試験の前日>也可以说「試験の前日に」，时间状语，考试前一天

　　「熱を出せば」如果发烧的话

　　「（もう）それまでだ」也就那样了，「もう」已经



　　也就是说在这个语法中可以加上其他的东西，只要它的这个主干（树根）不变

　　在日常生活中象「それまでだ」、「これまでだ」是非常常用的，也就到那种／这种地步了……



　　不直接说也就完蛋了之类的，是因为日语的暧昧，特别是在说不好的东西的时候

　　太直接的话感觉会刺激到、甚至伤害到对方，在日语里他们要保持的就是不会伤害对方的情况下表达出自己的意思，所以他们更愿意用一种婉转的说法让你自己去揣摩




本讲小结

　　「ーば、それまでだ」（旧版Ｐ78，修订版Ｐ109）

　　解释：「ば」表示“如果”

　　　　　「それ」是“那”的意思

　　　　　「まで」是“到～的地步”的意思

　　直译：如果～也就到那个地步了

　　意译：如果～就完了

　　注意：「それまで」还可以换成「これまで」

　　变形：五段动词变基本形词尾为「え」段加「ば」

　　　　　一段动词去掉「る」加「れば」

　　　　　サ变动词变「する」为「すれば」

　　　　　カ变动词变「くる」为「くれば」



这一讲我们把表示“结果”的「ーば、それまでだ」讲完了，下一讲我们来说一说表示“经历”的「～思いをする」。



  



【经历：～思いをする】


上一讲我们把表示“结果”的「ーば、それまでだ」讲完了，这一讲我们来说一说表示“经历”的「～思（おも）いをする」。



　　在三个表示“经历”的语法中，「～思いをする」是特别日式思维的表达方式

　　我们汉语中要表达经历时不会特别说明是心灵或心理上经历了怎样怎样的东西，而日语中则有，即本讲的「～思いをする」

　　「～思いをする」就是指我去经历了心理上的什么什么

　　它多用于消极的情感方面，当然，积极的也能用，只不过一般情况下用在消极的方面会更多一点



　　这个语法在中高级中会考到我们的是「～思いをする」的「を」

　　因为我们会觉得这个「思い」不就是感觉、感情，比如自然而然发自内心的那种“想、觉得……”吗？

　　那么这些感觉、感情，这些“想、觉得……”不是要用「～思いがする」吗？

　　但是在这个语法里，用「を」是因为「～思いをする」的「する」它代替的是「経験（けいけん）する」这个词



　　「～思いをする」经常用的会有

「嫌（いや）な思いをする」「寂（さび）しい思いをする」「痛（いた）い思いをする」「悲（かな）しい思いをする」

　　感觉特别不痛快／寂寞／心痛／悲伤



　　昨日ある飲食店で嫌な思いをした。

　　きのうあるいんしょくてんでいやなおもいをした。

　　直译：昨天在饮食店里经历了讨厌的感觉。

　　意译：昨天我在一个饮食店里遇到了特别不愉快的事情。



<昨日>时间状语，昨天

　　<ある飲食店で>地点状语，「で」在某一个地方做某一件事情

　　「ある」前接名词时，汉字通常写成“某”，在某一个饮食店里

　　（嫌な）修饰「思い」在心理上经历了一种非常讨厌的感觉，也就是一种不痛快的感觉



親友が遠いところに引っ越してしまって、寂しい思いをした。

　　しんゆうがとおいところにひっこしてしまって、さびしいおもいをした。

　　直译：好友搬到了很远的地方，经历了寂寞的感觉。

　　意译：好友搬到了很远的地方，我觉得特别寂寞。



「遠いところに」表示一种方向，搬家的方向，由「に」指出

　　（寂しい）修饰「思い」

　　中国人一般会说：我觉得特别寂寞

　　但在日文中或者说在更加日式思维的说法里会说成：我历经了或者是我体验了一种寂寞的感觉



絶対に勝つと思ったのに、負けてしまって、痛い思いをした。

　　ぜったいにかつとおもったのに、まけてしまって、いたいおもいをした。

　　直译：觉得肯定能赢，结果输了，经历了痛的感觉。

　　意译：我觉得肯定能赢，结果输了，让我特别心痛。



「絶対に勝つ」是「と」引的内容，就是我想的内容

　　<絶対に>副词，从「に」看出是副词，绝对的

　　「のに」表示一种转折，一种带着消极的语气的转折



　　「しまう」也是非常日式思维的一种表达方式，传达出的也是一种无可挽回的、消极的心情什么的

　　（痛い）修饰「思い」体会了一种非常痛的感觉，这在汉语里一般会被说成是非常痛心的




本讲小结

　　「～思いをする」（旧版Ｐ79，修订版Ｐ109）

　　解释：「思（おも）い」是“感觉”或“感情”的意思

　　　　　「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「する」可以代替大多数动词，此处代替了「経験（けいけん）する」

　　用于：心理上的经历

　　接续：形容词基本形；形容动词「な」



这一讲我们把表示“经历”的「～思（おも）いをする」讲完了，下一讲继续「～を体験（たいけん）する」。



  



【经历：～を体験する、～を経験する】



上一讲我们把表示“经历”的「～思（おも）いをする」讲完了，这一讲继续「～を体験（たいけん）する」和「～を経験（けいけん）する」的讲解。



　　「～を体験する」的「を」是由他动词「体験する」而用的，实际上这是个用动词来做语法的语法

　　我们说的体验一般就是指身体上的经历

　　这里的「～を体験する」跟上一讲用于心理上的经历的「～思いをする」是不一样的



２０年ほど前の日本のバブル絶頂期を実際に体験した。

　　にじゅうねんほどまえのにほんのばぶるぜっちょうきをじっさいにたいけんした。

　　直译：大概20年以前的日本的泡沫经济的顶峰时期，实际体验了。

　　意译：我亲身体验了大概20年以前日本泡沫经济的顶峰时期。



「２０年ほど前の」大概20年前的，「ほど」表示左右

　　（２０年ほど前の日本の）修饰「バブル絶頂期」

　　「バブル」泡沫，「絶頂期」顶峰时期

　　<実際に>副词，修饰「体験した」，亲身体验了



　　「～を経験する」的「を」由他动词「経験する」而用

　　我们说的体验一般就是指身体上的经历

　　这里的「～を体験する」跟上一讲用于心理上的经历的「～思いをする」是不一样的



１９９５年に阪神?淡路大震災を経験した。

　　せんきゅうひゃくきゅうじゅうごねんにはんしん?あわじだいしんさいをけいけんした。

　　直译：经历了1995年的阪神淡路大地震。

　　意译：我经历了1995年的阪神淡路大地震。



　<１９９５年に>时间状语，在1995年

　　「阪神?淡路大震災」阪神大地震

　　「経験した」经历了，这里的「経験する」很暧昧，既可以是身体上的，也可以是心理上的




本讲小结

　　「～を体験する」（旧版Ｐ79，修订版Ｐ110）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「体験（たいけん）する」是“体验”的意思

　　用于：身体上的经历

　　接续：名词



　　「～を経験する」（旧版Ｐ80，修订版Ｐ110）

　　解释：「を」接在他动词前表示“把”

　　　　　「経験（けいけん）する」是“经验”的意思

　　用于：身心的经历

　　接续：名词



这一讲我们把表示“经历”的「～を体験（たいけん）する」和「～を経験（けいけん）する」讲完了，下一讲我们来说一说表示“尽量”的「～ようにする」。



  



【尽量：～ようにする】


上一讲我们把表示“经历”的「～を経験する」讲完了，这一讲我们来说一说表示“尽量”的「～ようにする」。



　　表示“尽量”的这个语法中非常关键的就是「よう」

　　之前说过五个名词：「人（ひと）」、「物（もの）」、「事（こと）」、「所（ところ）」、「様（よう）」

　　这五个名词除了有其本身最基础的意思外，还有其引申后的意思

　　「～ようにする」就是从「様」引申出来的，意思就是“尽量”



　　那么，「～ようにする」为什么会是“尽量”呢？

　　——「よう」就是样子

　　「に」就是“成”，表示一种方向

　　「する」就是“做”——>直译过来就是：做成什么什么的样子



　　表达时，要在「よう」前接动词原形「するようにする」，做什么的样子

　　也就是说，我本来不是这个样子的，但是，你非要让我去做成这个样子……

　　比如，我原本就不是温柔的人，可你非得让我做成那个温柔的样子，那我要么就装，要么就只能尽量了



　　另外「～ようにする」还经常跟「できるだけ」一起使用



ダイエットしているから、晩御飯は野菜だけ食べるようにしている。

　　だいえっとしているから、ばんごはんはやさいだけたべるようにしている。

　　直译：因为在减肥，所以晚饭只吃蔬菜，做成这个样子。

　　意译：我在减肥，所以尽量晚饭只吃蔬菜。



（食べる）修饰「よう」

　　<食べるように>做成去吃的样子

　　「している」在做着～～ ——> 做着吃的样子 ——>尽量吃

　　「野菜だけ食べるようにしている」尽量只吃蔬菜



今晩できるだけ早く帰るようにする。

　　こんばんできるだけはやくかえるようにする。

　　我尽量今晚早点回来。




本讲小结

　　「～ようにする」（旧版Ｐ80，修订版Ｐ111）

　　解释：「よう」的意思是“样子”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「する」是“做”的意思

　　直译：做成～的样子

　　意译：尽量做～

　　接续：修饰名词的词（名词「の」；形容词基本形；形容动词「な」；动词基本形）



这一讲我们把表示“尽量”的「～ようにする」讲完了，下一讲我们来说一说表示“举例”的「～でも」。



  



【举例：～でも】



上一讲我们把表示“尽量”的「～ようにする」讲完了，这一讲我们来说一说表示“举例”的「～でも」。



　　表示“举例”的第一个就是「でも」，这个在初级中已经讲过了，它是不特定地举出个例子

　　就是随便举出一个例子，其重点在于：１、随便举的；２、只一个例子

　　也就是说，它是一种建议或者说是一种推测



　　「～でも」最关键的一点是「でも」前边要加的是名词

　　因为这个「で」，「で」就是「です」



　　最常用的一个句子就是：



お茶でも飲みませんか？

　　おちゃでものみませんか？

　　直译：不喝点儿茶吗？

　　意译：喝点儿茶什么的吗？



当然啦，不是说非得让你喝茶，只是我随便举个例子

　　还有一种可以说是表示推测的



夢でも見ているの？

　　ゆめでもみているの？

　　直译：做梦呢？

　　意译：是不是在做梦呢？




本讲小结

　　「～でも」（旧版Ｐ80，修订版Ｐ111）

　　解释：「で」是「です」的中顿形式

　　　　　「も」表示强调

　　意思：不特定的举出一个例子，表示推测或建议

　　接续：名词



这一讲我们把表示“举例”的「～でも」讲完了，下一讲继续「～にしても」。



  



【举例：～にしても】


上一讲我们把表示“举例”的「～でも」讲完了，这一讲继续「～にしても」。



　　「～にしても」既可以把它想成是即使，也可以把它想成是举例，就跟「でも」一样

　　因为「でも」和「ても」既会有表示“即使、尽管、不管”的意思，还会有举例的意思



　　可能有同学会有疑问，既然是一样的，为嘛不直接用「でも」，多省事

　　——是这样的，因为「でも」和「ても」的第一个意思是“即使、尽管、不管”，它表示的是一种转折

　　它们的第二个意思是随便举一个例子



　　一般情况下，看到「でも」或「ても」的第一个反应就是，它就是“即使、尽管、不管”而不会反应成它是举例

　　那么，如果我要把它这个次要的意思变成重要的，那我就要给它加点东西上去，加上去不就“重”了吗

　　这里添加的就是「にし」

　　可能有人又会有疑问，这个「に」、「し」是什么，为何不是别的，而是它？



　　就是因为这个关键的「する」

　　那么它就是「に」＋「する」＋「ても」来构成的

　　而这里的「する」代替了「例（たと）える」，「例える」有举例、打比方，还有比喻的意思

　　这里的「に」就是把什么比成什么，它就是一个方向



　　那么，这个「～にしても」就不会被第一眼看成是“即使、尽管、不管”，而是会被反应成举例



　　那为什么不直接用「例える」呢？

　　——因为它比较长，而且很具体，而用「する」代替的话，就可以把它暧昧化

　　这样看来这个语法100%就是中高级语法了。——为嘛？

　　——中高级语法最关键的特点就是：暧昧



田中さんの家まで行くにしても、事前に一度電話で連絡した方がいい。

　　たなかさんのいえまでいくにしても、じぜんにいちどでんわでれんらくしたほうがいい。

　　直译：打个比方去田中家，事先打个电话联络最好。

　　意译：打个比方去田中家，最好也要事先打个电话。



「田中さんの家まで」或「田中さんの家に」都可以

　　<田中さんの家まで>的「まで」是“到”

　　「にしても」前接的是谓语词，同时它还能接名词

　　「ても」本身是谓语，它是动词、形容词的「て」形



　　后半句的主干是「方がいい」

　　（事前に一度電話で連絡した）修饰「方」

　　<事前に>事先、<一度>副词，一次、<電話で>用电话

　　→→最好事先打个电话联系下




本讲小结

　　「～にしても」（旧版Ｐ81，修订版Ｐ112）

　　解释：「に」表示对象或方向

　　　　　「して」是能够替代大多数动词的「する」的中顿形式，此处代替了表示打举例的「例（たと）える」

　　　　　「も」表示强调

　　意思：不特定地举出一个例子，表示推测或建议

　　接续：动词基本形；形容词基本形；形容动词词干；名词



这一讲我们把表示“举例”的「～にしても」讲完了，下一讲继续「～とか」。



  



【举例：～とか】



上一讲我们把表示“举例”的「～にしても」讲完了，这一讲继续「～とか」。



　　表示举例的「～とか」是个初级语法，这里稍作讲解

　　「とか」最关键的就是「と」，ＡとＢとＣ……，这个「と」表示的是“和”



　　那么「か」又是什么呢？

　　——如果没有这个「か」，ＡとＢとＣ就是“Ａ和Ｂ和Ｃ”，变成完全举例了

　　如果是不完全举例，就是说除了这Ａ、Ｂ、Ｃ，我还有Ｄ、Ｅ、Ｆ……，那么，加上一个表示不确定的「か」，就可以把它变成不完成举例了



　　那么，作为不完全举例的「～とか～とか」，它前边加名词的时候会比较多

　　其实它前边可以加动词、形容词、形容动词的，只不过通常加的是名词而已



北京に旅行に行った時、万里の長城とか西太后の別荘だった頤和園とかを回った。

　　ぺきんにりょこうにいったとき、ばんりのちょうじょうとかせいたいこうのべっそうだったいわえんとかをまわった。

　　直译：去北京旅游的时候，长城啦慈禧的别墅颐和园啦等地方，转了。

　　意译：去北京旅游的时候，转了长城、慈禧的别墅颐和园等地方。



<北京に旅行に行った時>时间状语，去北京旅游的时候

　　（北京に旅行に行った）修饰「時」

　　<北京に>表示的是方向

　　<旅行に>表示的是目的



　　「万里の長城とか」万里长城

　　（西太后の別荘だった）修饰「頤和園」

　　跟日本人说颐和园，他不一定知道，但是你要跟他说“西太后”，他马上就知道了，那么，西太后的别墅他就知道是哪儿了



　　「～とか～とか」表示我去了长城、颐和园，还去了别的地方，只是没说出来而已




本讲小结

　　「～とか」（旧版Ｐ81，修订版Ｐ112）

　　解释：「と」是“和”的意思，或者表示引号

　　　　　「か」表示不确定

　　注意：用几次都可以

　　语气：柔和

　　接续：名词



这一讲我们把表示“举例”的「～とか」讲完了，下一讲继续「ーたり」。



  



【举例：ーたり】


 上一讲我们把表示“举例”的「～とか」讲完了，这一讲继续「ーたり」。



　　「たり」的「た」被很多人认定是表示过去式的「た」形，其实不然，它有两个意思：

　　除了表示过去式的「た」形“了”外，还有一个表示的是“的”的意思



　　不过呢，这里的「た」它既不表示“的”也不表示“了”——？？？那是啥？

　　——它是一个音变，是「とあり」的音变

　　「と」是一个引号，表示引用的内容

　　「あり」是「有（あ）る」的连用形



　　「とあり」跟上一讲的「とか」有点相像，都有个「と」，都可以举不止一个例子

　　这就自然跟一般只举一个例子的「でも」和「にしても」不一样了

　　还有一点就是，它既可以用于过去式，也可以用于将来



買いたいものはいつもあったりなかったりする。

　　かいたいものはいつもあったりなかったりする。

　　直译：想买的东西，经常有和没有。

　　意译：想买的东西总是有时候有，有时候没有。



（買いたい）修饰「もの」，想买的东西

　　<いつも>副词，总是

　　［あったりなかったり>用方括号括起来，把它想成是一个名词



　　可能有人要有疑义了，这「あったりなかったり」怎么就名词了呢？

　　——「たり」既然是「とあり」的音变，「あり」是「あります」，是「ある」的连用形

　　动词连用形既是动词也是名词，这一点应该没有人会有异议吧

　　那么「あったり」就是“有”，「なかったり」就是“没有”



　　后面的「する」又是什么呢？

　　——「あったりなかったり」既然把它看成是一个名词，而一个句子又不能以名词来结尾

　　而以谓语词结尾的，跟在名词后边的通常是「です」

　　但是，「です」又不能代替所有动词，而能代替任何动词的是「する」



　　而且你还可以把「する」具体化，具体化成任何一个动词

　　这就是为什么这里要在「あったりなかったり」后面加上「する」




本讲小结

　　「ーたり」（旧版Ｐ81，修订版Ｐ112）

　　解释：「たり」是「とあり」的音变

　　　　　「と」表示内容

　　　　　「あり」是「有（あ）る」的连用形

　　注意：作为名词使用，后面接谓语。用几次都可以

　　接续：名词和形容词的「た」形；名词和形容动词接「だったり」



这一讲我们把表示“举例”的「ーたり」讲完了，下一讲继续「～や」。



  



【举例：～や】


上一讲我们把表示“举例”的「ーたり」讲完了，这一讲继续「～や」。



　　这里的「や」之前已经讲过，它的语气比较正式、生硬——因为它是从汉字的“也”过来的

　　我们还是直接看例句吧



本店では、和雑貨やアジアの雑貨や民芸品などを扱っております。

　　ほんてんでは、わざっかやあじあのざっかやみんげいひんなどとあつかっております。

　　直译：在本店，日本杂货啦亚洲杂货啦民间工艺品等，经营着。

　　意译：本店经营日本杂货、亚洲杂货、民间工艺品等。



「や」通常接的是名词

　　当然，「や」接在动作后边也是可以的，但是，少

　　它跟「たか」一样接名词的时候会比较多



　　<本店では>表示范围，在本店

　　「和雑貨やアジアの雑貨や民芸品などを」这里的「～や～や～など」……啦……啦……等，举例

　　「扱っております」经营着

　　这里的「おります」是「いる」→「います」的自谦语的表达方式



　　如果在这里我要用「とか」的话，要怎么办呢？

　　——「とか」比「や」要来得柔和，要用的话，可以这样说

和雑貨とかアジアの雑貨とか民芸品とかを扱っております。

　　わざっかとかあじあのざっかとかみんげいひんとかをあつかっております。



用「とか」的话，每一个例子后边加的都是「とか」

　　而用「や」的话，是「～や～や...～など」，最后一个例子后边要加「など」

　　而这个「など」是从汉字的“等”过来的

　　这样看来，“…也…也……等”　相比「とか」是不是就显得相当的老，相当的正式生硬啊




本讲小结

　　「～や」（旧版Ｐ82，修订版Ｐ113）

　　解释：「や」的汉字是表示并列的「也（や）」

　　语气：正式

　　接续：名词



这一讲我们把表示“举例”的「～や」讲完了，下一讲继续「～やら」。



  



【举例：～やら】



上一讲我们把表示“举例”的「～や」讲完了，这一讲继续「～やら」。



　　「やら」和上一讲的「や」都表示的一种举例，而它俩儿其实就是一个词

　　一样都有「や」，而「ら」呢，就是从一个，拉过来，拉到十个八个这样的....

　　当然，它俩儿在用法上稍微有一点儿不同：「や」的话接在名词的后边会比较多；而「やら」则名词、谓语词都接，因此「やら」用得比「や」要广，也常在一级考试中考到



損したやら得したやらもうどうでもいいことだ。

　　そんしたやらとくしたやらもうどうでもいいことだ。

　　直译：亏了呀赚了呀，现在都已经无所谓了。

　　意译：不管是亏了还是赚了，现在都已经无所谓了。



这个例句是特别常用的句子

　　「損した」表示的是吃亏了

　　「得した」表示的是赚了，占了便宜了

　　「やら」则是表示的是一种举例：什么吃了亏啦、占了便宜了啦



　　<もう> 副词，已经

　　「どうでもいい」怎样都好

　　（もうどうでもいい）已经无所谓了，修饰「こと」




本讲小结

　　「～やら」（旧版Ｐ82，修订版Ｐ113）

　　解释：「やら」和「や」一样

　　语气：正式

　　注意：表示举例

　　区别：一般「や」接在名词后

　　　　　「やら」可以接名词、动词基本形、形容词基本形、形容动词词干



这一讲我们把表示“举例”的「～やら」讲完了，下一讲继续「～だの～だの」。



  



【举例：～だの～だの】



上一讲我们把表示“举例”的「～やら」讲完了，这一讲继续「～だの～だの」。



　　「～だの～だの」的「だ」就是“是”

　　「の」的话，就是「が」，这里表示的是一种顺接

　　「～だの～だの」前面接名词或谓语词都可以，这个语法之前讲过，这里只再记一下例句



疲れただの頭が痛いだのと口実を探さないで速く勉強しなさい。

　　つかれただのあたまがいたいだのとこうじつをさがさないではやくべんきょうしなさい。

　　直译：累了呀头疼了呀，不要找借口，快点儿学习。

　　意译：别找借口说累了呀头疼了呀什么的，快点儿学习。



“疲れただの頭が痛いだの”用的是引号，因为后边的这个「と」——引出引用内容

　　「口実を探さない」别找借口

　　<速>赶快

　　「速く勉強しなさい」快点儿学习




本讲小结

　　「～だの～だの」（旧版Ｐ82，修订版Ｐ114）

　　解释：「だ」是「です」，「の」是「が」，表示并列，等于「ですが」

　　注意：表示举例

　　接续：名词；动词基本形；形容词基本形；形容动词词干



这一讲我们把表示“举例”的「～だの～だの」讲完了，下一讲继续「～なり～なり」。



  



【举例：～なり～なり】


上一讲我们把表示“举例”的「～だの～だの」讲完了，这一讲继续「～なり～なり」。



　　写成汉字是“也”，它是“也”这个汉字的训读

　　那么，“也”是什么呢？

　　——“也”在这里就是“是”，相当于日语「た」的意思，这个语法讲过，这里再记一下例句



辞書を引くなり他の人に聞くなりどんな方法でもいいから調べてください。

　　じしょをひくなりほかのひとにきくなりどんなほうほうでもいいからしらべてください。

　　直译：查字典啦问别人啦，不管什么方法都行，请查。

　　意译：查字典啦问别人啦，不管用什么方法都行，去查一下。



在「～なり～なり」，是什么是什么里边，有一种关键的特点，就是要么这样，要么那样，通常两者选其一



　　是去查字典「辞書を引くなり」

　　（还）是去问别人「他の人に聞くなり」

　　「どんな方法でもいいから」不管什么样的方法都可以

　　「調べてください」你去给它查一下




本讲小结

　　「～なり～なり」（旧版Ｐ82，修订版Ｐ114）

　　解释：「なり」是表示断定的「也（なり）」，意思是“是”

　　注意：表示举例

　　重点：表示断定和举例的「也」的音读是「や」，训读是「なり」

　　接续：动词基本形



这一讲我们把表示“举例”的「～なり～なり」讲完了，下一讲我们来说一说表示“决定”的「～ことにする」。



  



【决定：～ことにする、～ことになる】


上一讲我们把表示“举例”的「～なり～なり」讲完了，这一讲我们来说一说表示“决定”的「～ことにする」和「～ことになる」。



　　要学这个“决定”的时候，我们通过查字典可以查到两个：

　　一段他动词「決（き）める」和五段自动词「決まる」

　　但是这两个词只能表示的是一种决定，如果要表示从多种选择中选出一种，诸如这样的决定，用「決める」或「決まる」这样的单词的话就稍微显得有点牵强，所以就会用到「～ことにする」或「～ことになる」



　　那么，这两个语法它们的关键点在哪儿呢？

　　——首先，「～ことにする」的「する」用在这表示他动词，而「～ことになる」的「なる」则表示自动词

　　因此「～ことにする」相对应的是「決める」，「する」所代替的是「決める」这个他动词

　　而「～ことになる」相对应的就是「決まる」，同样，「なる」所代替的就是「決まる」了



　　「～ことにする」和「～ことになる」的第二个关键点在于这个「に」

　　「に」就是用手去指，好比你在做决定的时候，指着你的选择：得，我就定这个／那个了

　　那么在这两个语法里这个「に」就暗含着有很多选项，让你用手指出你的决定

　　因此这俩儿语法跟上俩儿单词最大的不同就在于：可以是在很多的选项中决定一个



　　第三点，这个「こと」是什么？

　　——「こと」是名词化，是为了加这个「に」把前面的名词化

　　那么，表示“决定成～／成为一种～结果／.....”就用「～ことにする」和「～ことになる」



いろいろ考えた結果、留学を止めて就職することにした。

　　いろいろかんがえたけっか、りゅうがくをやめてしゅうしょくすることにした。

　　直译：考虑了各种各样的结果，决定不去留学去上班。

　　意译：考虑了很多之后，决定不去留学去上班。



（いろいろ考えた）考虑了很多很多，修饰「結果」

　　（留学を止めて就職する）修饰「こと」

　　指在很多很多种选择中做出了一个决定



　　「ことにした」的「した」是他动词「する」，也就是说是要有人去做的，这里是“我”决定的，动作由“我”发出



学校から通知があって、今度のコースは開かないことになった。

　　がっこうからつうちがあって、こんどのこーすはひらかないことになった。

　　直译：学校来了通知，下次的课程不开了的事宜定下来了。

　　意译：学校来了通知，决定了下次的课程不开了。



<学校から>从学校.....

　　（開かない）修饰「こと」

　　「開かないことになった」直译为：成为了一种不召开的结果



「なる」这里作为自动词，表示的是比如，我不说是由具体的谁去做，而是有些事情它定下来了




本讲小结



　　「～ことにする」（旧版Ｐ83，修订版Ｐ114）

　　解释：「こと」是“名词化”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　「する」可以代替大多数动词，这里代替了他动词「決（き）める」

　　区别：他动词「決める」只是表示“单纯的决定”，而「～ことにする」侧重于有很多选择，确定了其中的一个。体现这个特点的就是表示方向、对象、目的、目标的助词「に」

　　注意：他动词侧重于有人去做，侧重做的人

　　接续：动词基本形



　　「～ことになる」（旧版Ｐ83，修订版Ｐ115）

　　解释：「こと」是“名词化”

　　　　　「に」表示方向

　　　　　自动词「なる」代替了自动词「決（き）まる」

　　区别：自动词「決まる」只是表示“单纯的决定”，而「～ことになる」侧重于有很多选择，确定了其中的一个。体现这个特点的就是表示方向、对象、目的、目标的助词「に」

　　注意：自动词不侧重于有人去做，不侧重说明做的人

　　接续：动词基本形

这一讲我们把表示“决定”的「～ことにする、～ことになる」讲完了，下一讲来说一说表示“决心”的「思（おも）い切（き）って～」。



  



【决心：思い切って～】


 上一讲我们把表示“决定”的「～ことにする」和「～ことになる」讲完了，这一讲我们来说一说表示“决心”的「思（おも）い切（き）って～」。



　　「思い切って」是从「思い切る」来的

　　「思い」是想

　　「切る」是断、中断

　　就是想着想着，把想这个动作中断了，不再去想了.....，也就是下决心去做什么事情了



　　我们知道动词的中顿有两种表达形式，除了常见的「て」形外，还有：连用形～する



　　比如还有一个叫「思い切り～する」的，其意为：痛痛快快地～

思い切り遊びましょう。

　　おもいきりあそびましょう。

　　让我们痛痛快快地玩吧。



但是，「て」形中顿的这个「思い切って～」表示的则是下决心



思い切って会社を辞めた。

　　おもいきってかいしゃをやめた。

　　直译：下决心辞了公司。

　　意译：下决心辞了工作。



我们经常在说到辞工作时会讲「仕事をやめた」

　　而这个说法只是说辞去现在正在做的工作，但是并没有把公司给辞了，也就是并没有辞职

　　而要表达辞职这个意思的话，就要说「会社を辞めた」




本讲小结

　　「思い切って～」（旧版Ｐ84，修订版Ｐ116）

　　解释：「思（おも）い切（き）って」是「思い切る（不再想）」的中顿形式

　　意思：下决心做～；毅然决然地做～

　　词性：副词

　　注意：「思い切り」是“痛痛快快地做～”的意思



这一讲我们把表示“决心”的「思い切って～」讲完了，下一讲继续「～つもりだ」。



  



Ⅳ 自学日语之路 - 从零基础到高级





本文从零基础的50音开始讲起，分入门-初级-中级-高级，四个阶段来讲解利用APP辅助学习日语，当然光靠APP是远远不够的，要想自学日语学出高水平，关键还得靠自己耐得住寂寞，方可等得了繁华。



【入门篇】



万事开头难，学日语的第一道关卡就是要学会50音图，就像学英语要先学会26个字母和48个音标一样。可是很多人在这第一关上就打起了退堂鼓，他们觉得日语50音太难记了，平假名+片假名就有100个了，再加上什么拨音，拗音，外来语乱七八糟的假名，就被吓尿了。对于一个完全不懂日语的新手小白来说，突然间记住100多个假名确实是有难度，拖科技进步的福，我们有智能手机APP，我学日语的那个年代还是听磁带的，哪有现在这么好的条件学习。这里推荐用沪江出的



【日语五十音图】http://www.hujiang.com/app/



有iPhone iPad和安卓版，这个APP的好处是真人发音，有假名的手写动画，跟着APP读和写。当然，说到这只是一般老师的教法，下面就是我的干货了：



这年头每个人都有智能手机了吧，连少林寺的和尚都用智能手机了，别告诉我你不用哈。用iPhone和Windows Phone的同学先在自己的手机上添加好日文输入法，怎么添加自己百度去，用安卓的同学可以下载Google的日语输入法安卓版，由于安卓系统的原因，在切换中文日文输入法的时候，不如iPhone和Windows Phone那样只需点一个键就切换那么方便，需要在下拉菜单中来回切换安卓的输入法。但这都不是事，只要你想学。



装好手机的日文输入法之后，就拿出标日课本，对着课文，从第一课打到第10课，记住一定要手机上把课文全部打出来，边打字边跟着课文MP3念，这样进行10来课的训练，日语的50音就自然而然的在你打字的过程中学会了，当你用手机打出日文的时候，就越学越想学，根本停不下来。这个办法能有效降低初学者记忆的痛苦，在动手打字的过程中，你会发现日文就和拼音一样简单，这份成就感是你第一次感到学日语看到了希望，看到这里，你已经达成了第一个成就----会用手机打日文了。



【初级篇】



过了50音这一关就开始进入日语世界的大门。国内自学日语最经典的教材莫过于万年黄皮书《新编标准日本语》初级，这本书相信绝大多数自学日语的人都有着特殊的情感，承载了太多日语梦想的记忆。国内专门为自学者写的教材几乎没有，日语专业的那一套体系需要有专门的老师全程跟班讲解，少一环就容易卡壳，对自学很不利。但新标日的体系其实很零散，导致很多人学完了都不知道日语的框架，日语的结构是什么。所以我推荐自学日语最好用浙江大学日语系，张向荣老师做的教程，这套教程用的是《新日语基础教程》这套教材，台湾人出的，我看了一圈下来，觉得在初级日语这块，还是浙江大学日语系科班出身的张向荣老师讲得最细腻，关键点拿捏得当，讲解到位。这套教程差不多300个学时，每一课平均在45分钟左右，要学完也需要相当大的毅力。你如果能受得了300个小时坐在电脑前，从头到尾的看完这套教程，那么你的日语基础就会非常扎实，这为你以后的深入学习打下深厚的基本功。



说完初级教材的选择，下面回到APP上面，其实整个日语的初级看似很多，归根结底就一句话概括：用言七形三态活用。说白了，整个日语初级上下册都在教你一件事，变形。日语用言七形包括：未然形，连用形，终止形，连体形，命令形，假定形，意志形，三态包括：使役态，被动态，可能态。这10种变化贯穿了整个日语初级上下册的内容，但是对于很多日语新手，要记住变形的方法是非常痛苦的，这里推荐大家使用安卓上一款叫 Jsho 的app来帮助我们在背日语单词的时候训练大家变形的能力。孙悟空的72变也不是生下来就会的，他也是靠自己不断练习才学会的。所以对于学日语来说，与其去痛苦地记住那些变形的规则方法，还不如多练习如何变形，做到每看到一个日语动词在心中马上反应出它是一段动词还是五段动词，每一个形式的变化在心中快速浮现。要做到这一点，不通过大量高强度的训练，只幻想着记住变形规则一劳永逸是不可能做到的。



好在我们有Jsho 这款APP可以帮助我们训练变形，这款APP最强大的地方在于，它本身就是一部英日辞典，你输入每一个日文单词都能以列表的形式，给出用言的各种变形。通过这种训练，那些看似繁琐的规则在你一遍遍查单词的过程中自然地变成你的一种本能，让你以后每看到一个日语动词就能快速反应出它的各个变形形式。



只有这样做，你才能真正的从初级的低水平状态进化到中级的能力，达成第二个成就，你会日语变形了。



【中级篇】



日语初级的核心就是教变形的，那么到了中级就是教大家助词和助动词如何正确使用的。日语中级的内容就是在初级变形的基础上，通过一个个助词和助动词的用法，教会大家如何接续。学日语中级，我不推荐大家再跟着标日或者其他的教材走了，因为浪费时间，能学到的东西很有限。最有效的中级学习方法就是看新东方日语部安宁老师出的《日语语法新思维》这部教程涵盖了日语初级中级和中高级的语法，从简单的助词助动词这些小品词入手，打通你身上的任督二脉，把整个JLPT的语法串联起来，初级+中高级大概180个课时，如果你能在这套教程上面下苦工，我保证你的日语语法将会有脱胎换骨的改变，进入天下本无语法的自由境界。



在中级里，是打好语法的关键，很多人觉得语法很难，规则浩如烟海，根本记不住，一条语法规则就N多条款，条款之外又有例外，这TM哪是人学的。传统的语法教学大多采用JLPT考试的框架，就是JLPT考什么语法，就一条条的填鸭式地讲什么语法。这种方法给学习者造成极大的心理负担，人的记忆力是有限的，也会有用完损耗。安宁的方法是通过解释推理各个语法的前世今生，细化落实到每一个假名的意思，不会产生太多记忆的负担，每一条机械的语法规则都赋予了生命，看多了明白安宁的套路之后，以后你看什么语法都会自己分析了，这样世上就再也没有所谓的语法了，如果你能进入这个境界，日语的语法这块你已经天下无敌。



回到APP这块，既然日语中级的核心就是折腾语法，那我们就需要在手边有随时能查阅语法的工具。这里推荐用



早道语法酷 这款app，目前暂时只有安卓版的，iPhone版还没有开发上架App



Store，所以安卓用户就有福了。这个APP做得非常强大，罗列了N5-N1最新的出题标准规定的考试语法，而且还分了专题讲解，每一条语法都详细讲解1.接续2.意思3.使用场景4.真题例句5.详细解析6.注意事项7.近似用法



通过这系列梳理，详细JLPT每一条语法在你心中都胸有成竹，这个时候如果你想去考JLPT考N2N1都可以去考了。



另外学到中级之后，你要开始学会系统的背诵日语单词了，如果你在初级背单词只是简单的记个中文意思就完事了的话，那么到了中级，背单词就必须要强迫自己记住除了中文意思以为，至少三个单词词性：1.五段动词还是一段动词 2.自动词还是他动词 3.英文意思



为什么要强调记住英文意思呢，因为现在的日语几乎是英语外来语的天下，日本人说日语夹杂着大量的外来语，其中以英文最多。如果你偷懒不去记住日语单词英文的解释，那么就无法快速地将日语转换成英文的片假名。很多人说日语非常怕说日式英文的片假名，以为那是日本人才说的，如果你不具备把英文转换成日式英语的能力，那在现代的日本可以说寸步难行，听不懂说不出，只能读，写都困难的残疾日语。



所以为了训练自己的日语英语快速转换能力，到了中级以后，就必须强迫自己看英日日英的辞典，这里推荐大家使用安卓上最好的英日辞典



--- 单语林，安卓独占的辞典APP，用iPhone的同学可以下载使用Midori这款辞典，也是iOS上最好的英日辞典。用Windows phone的同学可以用Tango Master来做为你以后的查单词的工具。每个人都想说一口流利的英语和日语，想在英语与日语之间自由互译，连日本人都难以做到，更何况一个外国人。所以想实现这一目标，就按我说的做，从每一个日文单词做起，建立起与英文一一对应的英日思维。



【高级篇】



经过艰难坎坷的你，如果没有放弃学日语，没有被无数的语法单词吓跑，那么恭喜你来到了高级日语篇的境界。高级日语之所以高级，并不是因为语法有多高深，单词有多复杂，恰恰相反的是，高级日语应该是日本人正在使用的真实的日语，就是脱离了学校里教的那些课本上的日语，这才是对高级日语真正的定位。



很多人在学完日语中级之后，都会有种感觉，为什么我语法单词量都够了，N1我也过了，能看得懂日本人写的文章，能读懂日文原版新闻，能看懂无字幕的新番动漫，但轮到自己说日语就是感觉和日本人说的不一样，这是为什么啊？



这就是高级日语要探讨的，因为你没有养成日式思维，你虽然会说会写日语，但那是你用中国人的思维说出的中式日语，这就是问题的所在了。



那么到底什么是“日式思维”？又该如何养成？



日语和其他任何一门语言一样，都是活的语言，都是在不断变化发展的语言，它不会只存在于过去的书本上，比如说我们中文里几年前是不会有“屌丝”“你造吗？”“赶脚”十动然拒“”人艰不拆“这样的词汇会说法的，那么同样，日本本来就是个比中国更开发的国家，世界各地的人在日本就会交织出各种各样的新词汇，新说法，而你所学会的那些日语还停留在几年前，甚至十几年前的说法，这样你怎么能说得和日本人一样？



要解决这个词汇不对等最好的办法就是去日本留学工作，呆个三五年自然就地道同步了。但不是每个人都有这样的机会去日本留学工作，那就得靠自己努力填上这道鸿沟。



回到APP层面，我们可以利用logovista公司出的《学研用例でわかる》系列，从日语四字熟语，惯用句，故事ことわざ这些辞典APP中加深自己日语文化的深度，因为只有从日本传统文化入手深入，才能谈日式思维的养成。日式思维不是一朝一夕能学会的，如果你没有深厚的日本文化积累，怎么能像日本人那样思考说话呢?



这方面的辞典APP还包括《汉字源》第五版，新汉语林第二版，新明解国语辞典第七版，ジーニアス英和和英辞典，这些辞典的安卓版都可以在Yuki的微博中找到付费版的下载。这些辞典都价格不菲，来之不易，这里很感谢Yuki能买下这些珍贵的学习资源免费地分给大家使用。



《汉字源》是研究日文汉字起源的集大成之作，它是解开日语高级语法，古代日语的钥匙，很多看似复杂的日语，就必须要通过汉字源拆字才能给出答案。打算考日语研究生的同学，这个辞典是必不可少的。



《新明解国语辞典》词语解释比较特殊和个性化，受到很多日本读者的喜爱。主编是山田忠雄先生。与《三省堂国语辞典》简洁明快的风格不同，《明解国语辞典》更加贴近现代日本人口语，在用词方面也十分大胆和洒脱，不时表露出编撰者本人的观点。是部非常有个性，最接近真实的日本用语辞典。



《ジーニアス英和和英辞典》这部辞典是日本公认最好的学校必备工具辞书，强大之处在于英文的归类集合，给出图例分门别类的讲解英文和日文。



《北辞郎》这部辞典由日本人编写，专注收录中国人日本人常用流行语，网络用语，不同与其他一本正经的大部头辞典，北辞郎的时效性很强，收录了20万的现代汉语流行语的词汇量，像草泥马，尼玛，傻逼，呵呵的汉语词都有。



对于一个高级日语学习者，手机里备上这5部辞典基本就够用了，能应付绝大多数的场景。日式思维的养成就是要依靠这些辞典，在日常生活的点点滴滴中靠自己慢慢领悟，只可意会，不可言传的东西。



  



Ⅴ 日式思维的养成之路





在我上一篇《自学日语之路》一文中提到了日语初级的目标是“七形三态活用变形”，中级目标是“以助词助动词为核心的语法提炼”，文末提到了在日语高级阶段的学习目标是“日式思维”的养成，我说“日式思维是只可意会，不可言传的东西”，那么在这一篇文章中我将告诉大家如何利用NDS上的学习资源，从1.日文汉字能力鉴定 2.日文输出纠错能力 3.商务能力鉴定三个方面谈谈“日式思维的养成之路”，由于是与NDS密切相关，所以文章取名叫NDS篇。



【汉检：日式思维的基石】



日语在学到高级过了N1之后，学习者已经掌握了大量的日文单语词汇，具有了语法分析能力，句子断句能力以及文章阅读分析能力，但始终有一个感觉，轮到你想要把自己的观点用日语表达的时候总感觉自己写的说的日语与日本人的不一样，即使你在日本生活多年，还是一张口便知道不是日本人。虽然记忆背诵了大量的词汇量，但是看到新的词汇即使认得那个汉字，可那个汉字与其他汉字搭配的时候到底该怎么念，是要念音读还是训读？心里还是没底。日本人为什么会用这样的汉字去表示事物？难道只能一辈子在背单词？到底是什么问题导致了这样的区别？



这所有的问题就是我们在高级阶段遇到的瓶颈，即使你再努力去背更多的单词，看更多的文章，听更多的听力，也不能消除这个瓶颈。其实归根结底是我们在当初学日语的时候没有按照日本人学日语的正常流程走，大多数的日语自学者都是按照标日或者新编日语的体系学过来的，然后再通过JLPT的考试框架在短时间内提升自己的词汇量，语法水平。但这个晋级过程不知道你有没有想过，有个很大的问题，那就是你只具备了日语的阅读和听的输入能力，而没有写和说这样的输出能力，加上JLPT只有选择题，没有写作题，导致即使过N1也是个哑巴日语，不会写也不会说。



所以正常的原生日语习得的过程应该就和我们小时候学语文汉字一样，是从一个个汉字的读音，组词，造句这样一个字一个字的学会的。而我们大多数人学日语是背单语，背语法这样学的，就是这最开始的不同扣错了第一个扣子，导致学到高级之后问题就越发明显了，因为我们不知道单个汉字的音读和训读有哪些，不知道汉字的核心意义，引申意，没有经历过用汉字组词造句的“初级训练”，我们记住的只是一个个孤立的单词，把汉字拆开了我们就不知道怎么念了，更不知道该怎么用，造句的时候不知道该用什么汉字，什么词。而这就是所有瓶颈产生的根源，汉字是日式思维的基石，日本人从古代中国人那学会了用汉字，把从中国传过来的读音叫做音读，把日语里原来的读音叫做训读，这样同一个汉字几乎都有了两个或两个以上的读音，那么汉字与汉字的组合就一定会像磁铁出现同性相斥异性相吸的现象。



经常听到老师说要养成日式思维，才不会学成中式日语。日式思维怎么养成呢？我认为就应该从单个汉字入手，过了N2N1的人更应该回归汉字的学习，不能再一味地背没有尽头的单词了。因为单词每天都会有新的，日本人永远在造出新的词汇，我们是无法穷尽一生去学完的。但汉字在一定的时间里是有限的，其中表示动词的汉字就相对更少，所以这个阶段的学习任务就要回归到汉检的汉字修行中去。



“汉检”是“汉字能力检定”的略称，看一个日本人的文化教养，认识多少汉字是一个重要指标。主持这个考试的组织全称为“财团法人日本汉字能力检定协会”，属“公益法人”，归文部省管辖。“汉检”考试分12级，最低为10级，最高为1级，其中还设了两个“准级”，一是“准2级”，一是“准1级”。最低的10级，相当小学一年级水平，只考80个汉字。最高的“1级”，则需掌握6000个汉字，还有相当数量成语、典故。这属“大学水平”，不过，拿到1级的大学生凤毛麟角。于是，“汉检”协会便在1级下，再加一“准1级”，把考试汉字数量减去一半，即3000字。



科普完之后，下面就进入主角NDS的环节。NDS全称Nintendo Dual Screen，是任天堂公司用以取代Game Boy系列的次世代掌机，和目前的PSP，PSV主机最大的不同是，有两个屏幕并且下屏为触摸屏。虽然定位于游戏机，但是得益于当时先进的触摸屏技术和任天堂在教育市场上的大力投入，在NDS平台开发出了许许多多用于教育的游戏软件，将枯燥的学校教育变成了寓教于乐的游戏，其中就不乏用来学日语的日本国民游戏-汉检DS。我们就是利用NDS上的汉检来重新学习日文汉字。文章提到的所有的NDS学习软件都能在百度网盘上下载到，有需要的朋友可以自行下载。



汉检在NDS上出过众多版本，这里我们要选择版本最新的汉检DS3豪华版，进入游戏后，点击屏幕的始める新建一个账号，可以随便填写，然后系统一开始便会测试你的汉字能力水平，根据提示完成测试后会根据做题的成绩进入到相应的汉检等级中学习。





进入这个界面后我们选择なぞり書き这个选项，系统会根据你首轮的测试成绩分配给你相应的等级，如果你是10级，就从小学一年级的80个汉字学起。





好了进入了真正的重点：我们要想掌握日式思维，就必须要从汉字的音读训读，基本义，核心义学起，回归到日本小学生的学习方法，重新构建我们的日语基础，过了N1的你不要眼高手低，觉得这很容易，你那N1的战斗力不是我打击你，在实战中完全是战五渣的水平，还是收起你的证书，放下你的尊严，从汉检从头开始，这是进入日式思维的基础修行，试想一下如果你连3000个汉字都没有完全掌握它们的读音，核心义还谈什么日式思维呢，一切都是自欺欺人而已。你也不用操心这汉检里的汉字怎么用音读训读，在后面的测试训练中，通过大量的读音，书写，笔画，同义词反义词的练习你发现会很自然地区分开来什么时候用音读，什么时候用训读。





以图片中的“明”字为例说明：点开【辞典】那个选项就能看到“明”字的详细解析，你会发现单一的汉字出现，没有假名词尾的时候就会念成音读メイ或者ミョウ，当汉字后面跟着假名的时候，“明”字统一念成あ或者あか，移动左边的光标还有例句解释，这样明这个汉字以后遇到了就再也不怕该念什么了，这是正确的学习日语的道路，从现在开始不要再只背单词了，记住这数量有限的3000+的汉字就能自由地任意组合成不同的日语单词，就像使用汉语一样。说到这，你已经感觉到日式思维的存在了吧，没错，当你学会了汉字组词之后，结合你之前学会的语法，就能做造句的练习，句子越写越长就成了段落和文章，你会发现原先老是卡壳不知道用什么词好的瓶颈随着你掌握的汉字越来越多不知不觉就突破了，你进入了日语输出的全新境界。



在汉检DS这个软件中还可以通过查看成绩查看当前的学习能力水平，汉字玫瑰图的掌握程度，激励自己每天进步一小步，努力达成目标汉检一级。



【文检：日语的书写说话方式】



在达成汉检DS3 一级（6000+）或者准一级（3000+）一般的日本大学生也就是这个能力程度了，不是日语专业的修炼到准一级就够用了，日语专业的必须要拿下汉检一级，因为这是做日语同声传译的基本功，不精通汉字做翻译简直是笑话。掌握了3000+左右的汉字水平之后就是要学会规范的句子的书写和说话方式了。非专业的日语自学者绝大多数都没有经过专业的日语书写说话的规范训练，写出的日文语句语法是没大的问题，但就是遣词造句不够规范，导致日语水平徘徊在业余与专业不上不下的二流水平。这里我们可以利用NDS上一款叫《日本语文章能力检定协会协力



正确的日本语DS》的学习软件来练习规范化的日语的书写说话方式。



《日本语文章能力鉴定协会协力正确的日本语DS》收录了大量的日本语文章鉴定的试题，用来进行对日语的把握和结构判断能力的测验。而解答完这些试题后，会由大学名誉教授桦岛忠夫对试题进行解说，由此来顺利的复习。



“日本语文章能力鉴定”是对日语的词汇力、内容把握能力、构成能力、表现能力、作成能力一共5个方面作出评定的鉴定考试。在日本国内的很多公司和大学被广泛认可并采用。



本作有两个模式来学习日语的用法：对语句进行排列替换的测试模式（はかるモード）、从喜好的种类中随机挑选全部10道问题进行问答的爱好模式（たしなむモード）。





文检的训练方式类似于JLPT上的阅读题，从括号中选择文章缺失的部分，对于考JLPT的考生做阅读训练非常有帮助，且难度要比JLPT大，如果这个都轻车熟路，JLPT的阅读自然如砍瓜切菜。



这文检这一环节里，如果你坚持了汉检的学习训练，那么在文检这一块就会感到相对轻松自如，汉检里的汉字笔顺书写训练会让你学会正确的日文汉字，日文汉字大部分都与中国的汉字不一样，在书写上必须要格外小心，比如直这个字，日文汉字是



直，步这个字在日文里是歩，右边是多了一点的。这些细节的地方只有在经历了汉检的训练之后才会注意到。当今社会手写书信用得少了，但是日本人还是很喜欢送手写的贺卡之类的，如果你能写得一手汉字，且是正确无误的，那么在日本社会还是混得开的。毕竟日本社会是个崇尚汉字地位的社会。



接着说文检中的说话规范这一块，日语麻烦的地方就是书面语与口头用语区分得非常细，甚至自成体系。大家可以看看Office中的Word【邮件】-【日语问候语】的选项就知道日语书面语有多讲究和罗嗦了，每一个季节，每一个月份都有独立的邮件问候语，开头语，结束语，如果你混日企就会明白在日语商务信函中这是有多变态的“废话连篇”，但话又说回来，这些礼数不正是我们中国古代的那一套礼仪体系吗，被日本人完整的保留传承了下来，反倒是原产国的中国把祖宗礼数忘得一干二净。



日语的说话规范其实应该是属于敬语的范畴，日语的敬语系统比书面语还要庞大繁杂，几本书也说不完。但归根结底还是属于日式思维，你只要打好了汉检的基础，再买一本专门讲敬语的书看看，多背几句频率高的，用得多了自然也就会了，不需要刻意去躲避，毕竟敬语这门学问，真正的日本人都未必能精通，做为外国佬的咱们还是量力而行。



【商务能力检定：社会人的思考方式】



无论是自学的日语，还是科班专业的日语，目的无非就是两种：一是为了兴趣，二是为了工作。鱼和熊掌能同时兼得固然是吾辈所欲也。如果只是为了兴趣学日语，看个生番，去日本旅游大可不必学到商检的程度，让自个活得那么累。但如果你打算今后混日企，在日本混了，就不得不考虑到就业的问题，就业就必须要学会日本社会人的思考方式，这个思考方式就是日式思维最终的完成体形式。这也是这些年学日语的终极目标吧，也是支撑你一路走来，忍受无数的语法，自他动词，敬语，大小考试折磨的精神支柱。



煽情过后，回到现实，平淡的流年才是真。还是利用NDS上的《商务能力检定DS》这款软件。在当今社会中，对于做生意的人，需要了解很多知识并且具备良好的品格与修养才行。由日本EA公司发行的这款《商务能力检定DS》就是一款收入了大量相关知识的软件。



该软件从营业力、推销、接待以及会计四个方面进行测试，其中大多是以选择题的形式出现，软件中出现的题目也都选自日本实业出版社出版的权威书籍。









NDS上关于职场类的还有很多，像《实用商务礼仪》《说话技术》《常识力训练》《不惹上司生气的清爽礼仪》《秘书检定》这些学习资源在我分享的百度网盘中都能下载到，就不一一介绍了，学到这个地步的人基本就是能独当一面的高手了。



最后想说的，回到开篇提及的日式思维养成之路，你需要做三件事1.过汉检 2.背敬语 3.商务通



只要你按照这条路走下去，在某一个星辰坠落，曙光升起的黎明，那些曾经的迷茫，都会释然后开朗。
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